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はじめに 



日本語 Disk BASIC 

H 冬 Disk BASIC は、 * 本 的な BASIC を もとに 強力な H 本 ^処^ 馋能、 グラフ ィ ック馋 能、 スクリーン エディ 

タ) 《 能、 fffffiH^mtS 能な ど を拡张 した BASK: です。 H 本 ^Disk BASIC を 理解す る ことによって、 |ぉ> で fllll 
に プログラム をれ: 成して， さまざまな 処 J1 を 行わせる こと 力 f できます。 

H*.ift Disk BASIC の マニュアル は 次の 2 附 から 構成され ています。 
日 ね ft Disk BASIC ユーザ— ズ マニュアル 
tl^H Disk BASIC リ ファレン ス マニュアル 

日本 ffi Disk BASIC ユーザーズ マニュアル 

II Disk BASIC ユーザー ズ マニュアル は U 4^uli Disk BASIC を « 能 ごとに 解^した もので、 次の 3 成に 
なって います。 

解脱 編 

日本 《ift Disk BASK: で プログラム を 作成す るのに 必 'おな' れ枘 を馋能 別に 解^して います。 JI- 休 的に は II 
^.ifi Disk BASIC の^ 動と 終 f のノ /法、 プログラム 作成の ための^ WtllpflL キー ボー ドゃ グラフ ィ ッ ク桷 fife 
など を 解り やすく^^し ています。 

BAS に ユーティリティ 編 

ii^.^ Disk BASK: ュ一テ ィ リ ティ ディ スクに 人って いる ユー テ イリ ティ ソフト r BMENUj、 r BTKRMj, 
r SYSSETj の WilH ん 法に ついて 》iiW しています oBMICNl: によって ディ スクの フォーマット や メモ リス イツ 
チの変 it など を 行 うこと がで きます。 

付 》 

H«j Disk BASK; の 《i 足 的な 枝 》«枓 を まとめて しています。 PC-286U/US シリーズの サゥン ド 
« 能 についても 解^して います。 

日本語 Disk BASIC リファレンス マニュアル 

H 本お Disk BASIC リ ファレン ス マニュアル は、 B Disk BASIC を t» 成す る 命令 をれ 体 的に 解^した もので 

す。 bask: の 命令に はコ マン ド 'ステートメント' ra& の r ベ 別が あり、 これら を、 引き やす さ、 探し やす さ を *T( 
W して、 アルファベット 順に 説明して います。 また、 « 能 ifii からの 検 * の 際に 役立つ ように、 » 能 別の' お 引 もつ 
け ま した。 それぞれの ケースに it じて 活用して ください。 

これらの マニュアル は EPSON PC シ リーズす ベての ft 通 マニュアル になって おり、 傚 «: によって は 使用で きない 
機能 も 一緒に 解説して いますので ご 意く ださい。 このような « 能に は 次の ものが あります。 

サゥン ド « 能 PC-286U/US シ リ ― ズで 使用可能です。 

数値^ ^プロセッサ PC-286 し/ LE シリーズ 以外の Ktt は、 ォ ブショ ン で数侦 液钵 プロセッサ を 取り付ける こ 

とがで きます。 
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vv. 



BASIC の 起動と 終了 



日 ね ft Disk BASIC (以後 BASIC どお 述) の 起動 方法と 終 f 方法、 さらに BASIC を 使用す る 上で 必 
'おな^ 本 的な ことがらに ついて^ 明 します。 



1.1 BASIC と は 

コンピュータ は， ffif« u fi と 呼ばれる， i* しか 理解す る ことができません。 その 慷械^ は 1 と o との 
* ま りで ノ ひ W した， i* で、 私たち 力 J ふだん 使って いる dft と はまった く忭 H のおなる ものです， その 

ため 馋械 rlft をめ: 接 使って コン ビュー タに 桁;^ をす る こと はとても 人 変です。 

r 人 HB が tf'K 使って いる に、 よ り 近い/ i 坝でコ ンビュ 一タに ffi ポで きない ものだろう 力つ そん 
な 職い から BASK: お ft 力 《 M« され ま した。 

卒 寄で » 明す る H*gftDisk BASIC は、 に は イン ダ一ブ リタ 方式の BASK: S» といい ます。 
インタ— ブ リタと は 「通,《» し のこと で、 私たちが ftW ^を 知らな くと も、 BASK で ^現された 拊ボ 
の I 人】 'お を 解お; （インター プリ ット 》 し、 コンピュータ になえます。 



(BASIC 1») 




インタープリタ 




BASIC と は iJeginner s AI 卜 purpose Symbolic Instruction Code の 略で、 
るお り-で^し たお 令^」 と^す ことができます。 この-とか らも わかる ように、 アメリカで' |： れたコ 
ン ビュー タ， i ^で、 使 ffl する， すお もす ベて 爽ぉ です。 

しかし RUN、 LIST, SAVE, STOP といった ように 簡 * で 基本的な) iUfi が ほとんどです。 ぁ迸 が 小 

vm という 入で も 十分^ 解で きます。 



bask: の 起動と 終 f 



H ^ Disk BASIC に は、 2 枚の システム ディ スク がつ いています。 



H*iift Disk BASIC システム ディスク 

B 本 さ ft Disk ュ一 ティ リ ティ ディスク 

日本 B Disk BASIC システム ディスク 

どちらの ディ スク でも BASIC を 動す る ことができます。 

[1+；^ Disk BASIC システム ディスク は、 BASIC をお W する ための プログラム （システム プログラム） 
の ほかに、 かな 漢字？ Kft 方式 を 用いて B 本銪 入力 を 行うた めの、 B 本 ffi 入力 システムが 入ゥ ています o 
この ディ スクに は 次の ような ファイルが 人って います。 



egbdic man egbdic usr egzipm die egzipu die 



注意 システム プログラム や、 H 本^人 カシス テム はフ アイ ルと して ディ スクに 冉 き 込まれて いな 
いため、 H し ES コ マン ド などで 確かめる こと はでき ません。 

BMENU の 1 "フォー マツ ト j の 中で r システム ディ スク 作成 j を^ 行す る ことにより ディ ス 
クの 特別な IttHff に 害き 込まれます。 

日本 ffi Disk BASK! ユーティリティ ディスク 

ユー ティ リ ティ ディスクに は、 システム プログラムの はかに、 ディスク を フォー マプト したり、 メモ 

リス イッチの 内お を *'Ji したりす るた めの ユー ティリ ティブ ログ ラムが 人って います。 



フロッピーディスク は、 カセッ ト テープと M じ磁 7 メ UdW 媒体の ひとつです。 磁 おな ど磁乂 

を している もの を 近付ける と、 ，rc おな データが^ えてし まう ことがあります。 また、 フ 

口 ツビ一 ディスク は^ K 品です から、 WM も データ を^み 《 きして いると、 正常 に^み 齊き 

がで き なくなって くる こと も あり ます。 このため システム ディ スク など Ji' おな データの 人つ 

ている ディスク は、 M じ 内お をお M した f'«S の ディスク を 作る ようにし ます。 

このように、 もとの ディスクと M じ 内' おの ディスク を 作る こと を バックアップ をと ると い 
います。 システム ディ スクは 必ず バックアップ をと り、 ふだん は、 この バッ ク アップした ディ 
スクを 使用す るよう にします。 そして、 もとの ディスク は 大切に 保 W してお くように してく 
ださい。 バックアップの 方法 は 「1,8 システム ディスクの バックアップ 」 を 参照して くだ 

さい c 



bmenu • BMENU .AUT BMENU ， BKP bmenu • 

.CPY bmenu »cpy BMENU - DCM bmenu *dcm bmenu • 

. FMT bmenu 辠 fna BMENU .HCP BMENU .HDM bmenu • 

•hdm BMENU .MKF bmenu •mkf BMENU • SET BMENU . 

, ZPD BMENU .2PM BTERM . BTERM . EDT BTERM * 

mouse •cod SYSSET. 



p t b w 

k n d s E 

b e h s s 



T 

E 
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1.3 BASIC の 起動 



BASIC の システム プログラム を コンピュータの メモリに 住み込ませて、 BAS|C を 使える 状態に す 

る こと を bask: を 起動す る， また は^ち 上げる といい ます。 

bask: を 動す るに は、 二通りの 方法が あります。 一つ は システム ディスク を フロッピー デ イス 
ク ドライブに セッ 卜する 力 法、 もう一 つ は システム ディスクの 内お を ハー ド ディ スク にお^して、 ハー 
ド ディスクから する 力-法です。 ハー ド ディスクから 起 » する 力-法 は BASIC とハ— ド ディ 

スク j を 参照して ください。 



'llife ス イツ- r を オンに して、 システム ディスク を ドライブ 1 に セットし ます。 ドライブ 2 に七ッ 

卜しても « いません。 ',t 源 スィ 7 チ がすで に才ン になって いる 垛^ は、 システム ディスク をセッ 
ト して、 リセ ッ ト ボタン を 押します。 

® システム ディスク を セットした ドライブの アクセス ランプ 力 《 . な « して、 システム プログラムが^ 
み 込まれます。 

さらに 時 IW 力 ぐ お 過す ると、 アクセス ランプが 消灯して、 I 由 j|fii に 次の ような メ ッ セージが-衣 示され 
ます。 



Disk version 

How many files?(0-15) 3 -1 

EPSON B^m BASIC ver X. X 3-2 

Copyright (c)SEIKO EPSON CORP. 1987, Revised Edition 1988 

XXXXXX Bytes free :3:-3 

Ok 



プログラム'; 中に、 M 時に オーブン する 必楚の ある ファイルの 数 を 指お します。 

(_^J キー だけ を 押す と 2* を したのと M じな 味になります。 もし、 必 'おな フ: 
ィルの 数が 2 でなければ 必 な 敉 を 人力して f~^T"] キー を 押します。 人力で きる n 

人の 数 は 15 です。 0 を 人力す ると プログラム 中で ファイル を 扱う ことができなくなります 

* ^^は 接^され ている フロッピ ディスク ドライブと ハー ド ディスク ドライブの 合計 
の frfii: の ft になります。 



X. X は B 本^ Disk BASIC のバ一 ジョ ンをポ します。 

③ -3 XXXXXX は bask; のュ一 ザ一 エリアの 大きさ を 示します。 次の 要 ほで、 この 大きさが 変 

わって きます。 

•fl>^ft 人力の 拡张 に 第 4 lS 日本^ 入力 j 参照） 

•l"jB$ に オーブン する ファイルの ft(r^ 5 iS 人出 力 装 W と ファイル j 参照） 

• カラ一 * 示の 拡張 ( r *6* テキスト WiM と グラフィック Wifijj 参照） 

• ハードコピーの 拡张 < r 第 7* プリンタ） 

•» 械 お モニタの 拡張 （> "第 9$ «械 ^モニタ」 
® これで BASIC を 使用す る 準備が できました。 
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^_BASIC の 終了と リセット 

BASIC を 終 r する は， 次の 点 を 確認して' ぉ凇 スィッチ を才フ にして ください。 

• メモリ 1 にある 必' &な プログラム をフロ 7 ビー ディ スクゃ ハー ド ディ スクに セーブし ます。 

• '、一 ド ディスク を^^し ている 《S 合 は、 必ずし- LOSE 义を 'ii 行して 磁 父へ ッ ドの it! 避 処 K (リ トラ 
クト、 シップ ディスク > を 行って ください 0 

以 ヒ の 確認 をす ませ フロ， ビー ディ スク ドライブから フロッピー ディ スクを Mi き 出し、 コンビ ユー 

夕の', ii 凇を オフに します。 

このほか、 リセ ッ ト ボタン を 押す と （リセ ッ トし 'ぉ《 を オンに しため: 後と M じ状懇 にす る ことが で 

きます。 リセ， トは ^凇 スイッチ を オフに したのと M じょうに、 メモリ I. の データ はすべ てク リア さ 
れ ますので 使 W していた プログラム や データ は iH えてし まいます。 リセ-/ トは 次の ような 埸ィ f に 使 川 
すると 便利です。 

(1) メモリ スィ ノチの rtff を 変! t した 坳介 
12* 別の システム を 折た に feW したい * 介 

例えば、 bask; を 終 f して、 リ| き^き II 水^ ワードプロセッサの ソフト を 使 W しょうと する * 

介な ど 

(3) W ら かの W ，： W で プログラムが^^ して、 キー 人力が でき なくなった 坳^ 



1.5 —ウォーム スター 卜 

し STOP 1 キ一 を 押しながら、 リ七プ ト ボタン を 押す と ウォーム スター トと よばれる W 期 化 を 行う こ 

とがで き ます。 

ウォーム スタート をむ うと、 | 由 j【fti をク リア しん: 上に 0K と^ ポ します。 しかも、 リセ ノトと 迩ぃメ 

モリ 中の プログラム や データ を 消よ-しません。 何ら かの «山 で プログラムが *4i したりして、 キー 人 

力が でき なくなった * 介な どに、 ウォーム スター トを 行う ともとの 状 S におる ことがあり ます。 ただ 

し、 この はブ ci グラムのお ^によって システムの データが 破 * されて いるか も しれません ので、 
必 * な プログラム など は ディ スクに セーブして， システム を リセ/ トす るよう にして ください。 
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1,6 ディスク ドライブと BASIC 



BASIC では、 フロッ ビー ディ スク ドライブ や ハー ド ディ スク ドライブに 数字のお ift を 付けて、 一 
ti -台 を^ 別してい ます。 この 数'?: は ドライブ * ひまた は デバイスお などと 呼ばれます。 プログラム 
中で ディ スク ドライブ を 指^す る 埸ィす や、 ュ一 ティリ ティ ソフト BNI ト: などで ディ スク ドライブ 
の * リを 人力す る は、 この ドライブ *'づ を 使います。 

BASIC は ディ スク ドライ ブ をお 人 10 台まで 使 Hi できます ので、 1 から 10 までの ドライブ * ひが 《(i 
ft に' M り 3 てられて いきます。 デバイス ケ, を M り 当てる W» は ディ ッ ブス ィ ツチ SW 卜 4 と メモリ ス 
ィ /チ SW5-1 の^ 定 によ り' する ことができ ます。 ここで はフ 口 ツビ 一 ディスク ドライブが 4 台、 
ハ一 ド ディスク ドライブが 2 台までの 例 を ^明し ます 0 



ディ ノ ブス ィ 7 チ SW1-4 


OFF 


OFF 


OFF 


OFF 


OFF 


OFF 


ON 


01' 下 


OFF 


ノ モリス ィ 'ノチ SVV5-1 




0 




1 


1 


0 


0 


0 


1 


i 


ドライブより' 


水休ソ u ツビ 一 ディ スク ドライブ 1 


I 


1 


1 




2 


1 | 


3 


1 


3 


^休 フロ ツビ 一 ディスク ドライブ 2 


2 


？ 


X 


3 


X 


2 


A 




A 


i 化^ フロ ノビ 一ディ スク ドライブ | 


X 


X 


X 


X 


X 


:-; 


1 




f) 


^/,xv n ノ ビ一 ディ スク ドライブ 2 


X 


X 


X 


X 


X 


； 


2 


4 


6 


ハ一 ドテ' ィ スク ドラ イブ 1 


X 


3 


2 


1 


1 


X 


X 






ハー ド ディ スク ドライブ 2 


X 






X 


X 


X 


X 


X 


6 


0 



ます 



ft 字 は ドライブ 番兮, x は 接 « していな 

ディ 'ブス ィ ノチ SW 卜 4 の 扨朋^ぶ は OFF, メモリ スィ ノチ のシ 
したがって， この^^の ^介に は、 本体の フ" ツビ 一 ディスクに ドライブ ft リ -1. 2 が M り 当て 
ます。 マニュアル では、 れに 桁^の ない W り、 この 状 ffi になって いるもの として ^明して います。 



例 



RUN "BMENU" f «J ] はャ の であれば、 フロ ビ —ディスク ドライブ 1 に 人つ 

ている ディ スクの い という プログラム を' お 行し ます。 

OPEN "2 ： ABCDEF. DAT " AS # 1 

は ヤ^^の 場^で あれば、 フロ 7 ビ一 ディスク ドライブ 2 に 人つ 
ている ディ スク の- ABCDF- ド. DAT" という フ アイ ルを オーブンし 
ます。 



定すス 



デ バイ ス^ は プログラム 中で どの ディ スク のどの フ ァ ィ ル のデ一 タ を 《S み W きする 

ものです。 bask; は ディスク ドライブの は 力'、 や プリンタな どの Wiim^ も デバイス 名で 
K 別し ます' J 細に ついては r 4.1 ファイル」 を^ 照して ください ft デバイスお を《 略した ittr? は 
i を 桁^した ことになります。 



例 ； dH,H"l 線の デバイス com i 



BASIC の^ 勅と 終 f 7 



2 1 ^—フロッピーディスクの フォー マツ 卜 ― 

W 人した ばかりの フロッピーディスク や， 別の システムで 使 W していた フロッピ一 ディスク を 使う 

ときには， 初に フォーマットと 呼ばれる 初期化 を 行います つ フォーマット をむ うと、 データの^ み 

« きがで きる ように ディスクに 特別な M 钳カ q«F き 込まれます， フォーマット していない ディスクに 讨 

して、 データの ぶも み き はでき ません。 

BAS にで 使 W する フロツ ビー ディ スク はュ一 ティ リ ティ ソフト BMKMI' の 「フォー マツ ト」 で 

フォー マ ト処 jf をした もの を 使 刚 します。 こ れ以 外の デ ィ ス ク は 使 用で き ません。 

r フォー マツ ト 」 に は 「デ 一タディ スク 作成」、 r システム ディ スク 作成 j の 2 つが あり ます。 「シス 
テム ディ スク 作成 j で フォー マツ ト した ディ スクに は BASIC の システム プログラム が^き 込まれ ま 
す。 この ディスク は bask: のお 動^の ディ スク （システム ディ スク > と して 使 W できます ゾデ一 タディ 
スク 作成 j で フォー マ'/ ト した ディ スクに は システム プログラム は', 叩き込まれません。 システム プロ 
グラム は 約 I60KB のおお が あ り ま すので、 その 分、 デー タ を,, ヒぉ する お » が 少な く な り ま す。 

r データ ディスク 作成 j で フォー マツ ト した ディスク にも， ファイル を セーブす る ift であれば 「ディ 
スクコ 一ドコ ビー j で システム プログラム を « き 込む ことができます。 その ディスクに ファイルが あ 
ると エラーと なり: おむ できない ことがあ ります。 
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システム ディ スクは bask: を feft する ための 人 切な ディスクです。 このような 人^な ディ スク は、 

バックアップ を 取り、 してお きます。 そして、 ふだん は コビ一 した ディスク を 使 w する ようにし 
てくだ さい。 

ノくッ クァメ ブは、 i も 付され ている U4^ftDislc BASIC ユー ティ リ ティ ディ スクに 人って いる ュ一 
ティリ ティ ソフ ト BMENU を 使って 行います。 



用 S する もの 



(1 



注意 



Disk BASIC システム ディスク 



nil 



Disk BASIC ユー テ イリ ティ ディスク 



フ 口/ヒー デ 



スクの データ を 破 垓し ないように、 i 1 : き 込みお ||'. の ^ 定 をして くだ 



さ L 



睿 



•5. 25 インチ フロッピーディスク 
•3.5 ィ ンチ フロッ ビ一 ディ スク 
(2) 新しい フロッピーディスク 2 枚 

2H0 と 呼ばれる 1MB 9 ィ ブの もの 



ライ トブ ロテク ト シール を 貼る 
ライ ト プロテクト タブ を 動かす 



① メモリ スィッチ を システム^'/ Utfi に W : すため に、 ディップ スィ / チ を 0 ド F にして、 
スィ プチ を オンに します。 

© ユーティリティ ディスク を、 ドライブ 1 に セットして、 bask; を fc» します。 

③ RUN^BMENU" f ~ <J 1 と 人力して、 BMENU を' ぉ行 します。 
次の ような メイン メニュー をみ ^します。 



BASIC UTILITY 



1 

2 
3 
4 
5 
6 

8 
9 



MENU 

r> イス ク バックア^プ i 
フォー マツ 卜 



ハ一 ド ディスク • メ ン テナ ンス 
メモリ スィッチ 変更 

曰 本 15 入力 « 暁 メンテナンス 

ユーザー フォント • メ ンテ ナン ス 
拡» ハー ドコ ビー • ォ 一トス タート 15 定 

メニュー 終了 （BAS に に 戻ります） 



| from 1 


卜 ライブ 
NO= 


ノ， 


w\ ョ 




| T ° 






「■* 




、り-: 
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④ ディスクの バックアップ を 選びます" 厂 1 1 キ 一を 押す と、 r l ディスク バック ァフブ J 
が 反お^ ボに 変わります。 

I ) キー を 押す と、 r Fromj と r ドライブ NO=j の 人力 欄が IX： お S 示に 変わります。 

® ドライブ * ゆと して 1 を 人力し ます。 フロ フビ一 ディスクの f« 類 は 2HD ですから、 カーソル 移 
動 キー I + 1 で ディ スクの ト乂 お を 2HF) と » かれた ディ スクに 移動して、 ( ~" 



キ一 を 押します。 

D r To」 と 「ドライブ N0 = 」 の 人力 欄が I" 义寺ム ^ボに 変わます、 [ 2 ) を 人力して L_^_J キー 
を 押します。 これで ドライブ 1 から ドライブ 2 に バック アツ ブコ ビー をす る * 備 がで きま した。 



Ffom 


ドライブ 

NO- 1 


m 


，： 


|H0d|| 

1 


To | ドライブ |JhD| [200 iT 


gl 1 





® i 由 は i が 次のように 変わり ます。 

ドライブ 2 にセッ 卜する ディスク は 新しい ものです から、 fcM に フォー マツ ト する 必 が ありま 
す。 力一 ソル 移動 キー I ♦ ] で 物 II フォー マツ トの r Sj の 位 (^を» 乂 おみ ボ にし、 
( d> 1 キ 一を 押します。 この^:'/ U により、 フォー マツ トを 行って から、 バックアップ コビ一 
を 行います。 



BASIC UTILITY 



1 ディスク バックアップ 



厂 フォーマット 一 



(D ドライブ 2 に 新しい ディスク を セットして、 I f*5 〕 キー を 押します 。処^ トラック 数 154 を 
ぉポ し、 フォー マツ ト している トラックの »v を r フォー マフ ト トラック j の镧 に^ ポ します。 
^いて バックアップ コビ一 を IJ9 始し、 「コピー トラック」 の 爛 に コビ一 している トラックの » ひ 
を *ぉミ します。 



BASIC UTILITY 



1 ディスク バックアップ 



物理 フォー マツ ト 
















1 処理 トラック a 1 0154 | 




コピー トラック 000 


9 
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® 正 * に 終 f すると、 ブザーが めり 「処 ^ 終 丫」 と 衣 示します。 これで、 B 本 ^ Disk BASK; ユー 
ティ リ ティ ディスクの コピー か' できました。 ドライブ 1 と ドライブ 2 から ディスク を 取り出して 

ください。 

W 次に n 本 ^SDisk bask: システム ディスクの コピー を 行います。 ( ESC 】 キ 一を 押す と、 ⑦の 

» '面に 戾 ります。 

© ドライブ 1 に曰+ ：ぉ Disk BASIC システム ディスク、 ドライブ 2 に 新しい ディスク を セットして 

くた' さい。 

© ドライブ 2 の ディスク は 新しい ディスク ですから フォー マツ ト 力'' ゼ' 要です。 「«j の 位 i なを 反お 

表ポ にして (7"^ ~ 1 キー を 押します。 
© f • 5 」 キー を 押す と 処理 を IJil 始 します。 

© I ト: 常に 終 /"すると、 ブザー 力 《9 り 「処^ 終 Tj と^ ポ します。 これで、 H Disk bask; シス 

テム ディスクの コビ一 がで きました。 ドライブ 1 と ドライブ 2 から ディスク を 取り出して くださ 

い o 

お ドライブ 1 に H 本^ Disk BASK: ユー ティ リ ティ ディスク を セットして、 ( ESC 】 キ一 を 2|"1 
押してく ださい。 ③の に り ますので （ ~ 9 ~ ] キー を 押して、 反 fc* ボを 「9 メニュー 
終 に 移動して， [ <jD 】 キー を 押します。 これで BMENU の^む は 終 / です。 

© これから は、 ここで コ ビーした ディスク を システム ディスク として WilH してく ださ レ 、。^付され 
ていた システム ディ スクは 人 W に 保 W してく ださい。 



注; « フロッピー デ くスク ドライブが 1 fr しかない コンピュータ では， 次のようにして バッ ク アツ 
ブを 行って ください。 

® あらかじめ 新しい ディ スクを フォーマット します。 これ は の 中で 「フォー マツ 
ト 」 の r データ ディスク 作成 j を^ 行し ます。 

BMENU の 「ディスク バックアップ コで厂ド印!!!」 と r T 0j の ドライブ »リ に M じ «t''J (だ 
ilfi は 1> を 人力し ます。 
r fc 送 X ディスク」 （ife 付の システム ディスク） と 1 "お送^ ディスク j (新しい ディスク） 
の 桁^に K つて ディスク を 交換しながら コピー を 行います。 
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1.9 プログラムの 作成と 実行 



1.9.1 ダイレク ト モードと プログラム モード 



BASIC を々. ち 上げる と BASK: を 使える- が 整った ことにな り ます。 いよいよ BASK: でブ ログ ラ 

ムを 組んで いきます が、 動作 モ— ドには 次の ような ものが あります。 
ダイレクト モード (直接 モード） 

む * サを つけずに bask: の义 法に 従って コ マン ドを 人力し、 [ ^3 I キー を 押す と、 め: ちに： 

されます。 



例 



PRINT 25*14 

350 
OK 



map 



はとん どの コマ ン ドは、 ダイレク トモ 一 ドで使 川 できます。 

プログラム モード (M 接 モード） 

む 裉リを f'i けて コ マン ドを 人力した ^ ひ は、 その内お を 4： 体内の メモリに、 む^りと ともに, に te し 

ます。 その プログラム は KUN の 人力に より' ii 行 を ISI 始 します。 



PRINT 25*14 



RUN 



OK 



mm 



1.9.2 エラーメッセージの 表示 

プログラム 巾に ma い （エラー） が あると、 の內 おが iK しく コンピュータに^ わらず， iKffi' な^ 
行が 行えません,， BAS にが プログラム を' おむして いく^に、 义法 上の IWifi いなどが あった 垛^ に は 
次の ような エラ一 メッセージ を^ 示して'; を 終 f します。 

• Syntax error バ 文法の 問 遠い） 

コ マン ドゃ ny 敉 などが 正しい つづりに よって 人力して いないな どの 文法 上の iwia いがあった j« 介に 

^ポ します。 Syntax と は 構义、 ttilllj などの fiP 未です。 

• Illegal function call/ (遠 法 関数 呼び出し） 

れの 力' 根 を 求めよう としたな ど 人力され た 侦 が 正 しい 範リ《 にないと きに^ ホ します。 
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このは 力、、 BASIC は プログラム を' 行しながら 正^に 処埤 できない 命令 を ％ ^すると、 'お 行 を 強 
お j 的に 終 f し、 エラーメッセージ を^ ポ します。 プログラム^ 行中に エラーが すると、 ブ ログ 

ラムの' お 行 は 中断し ます。 このと き、 エラーの f*Si と エラ一 の 起きた 行 クを お示します。 

[ HELP 1 キ— を 押す と、 その 行の 內ぉを 衣 示し カーソル は エラ一 の ある «H 力、， その 次の 琅 目で 
^械 します。 エラーに よって は、 お ？ガ から エラーの ある 行の 内お が * ポ されます。 IllliS い を, は 正し 



て （_^_]キ 一を 押します。 エラーの' お W が、 ^ポ された 行で なく 他の 行に ある 場合 は、 Ei)rr 

コマンドで、 その 行 を^ ポ させて， エラ一 の, iTiF_ を 行います。 
EDIT エラ一 のあった 行 番号 f J 



KDIT コ マン ドを 人力す ると， 指定した む を I* 油 IH- 行に ぉポし エディ ッ トモ一 ド になります 



o 



C r Sp l 〕 キーと 〔 0 R る L N J キーで ゆ iifii を スクロール できます。 



注意 



1 つの 行內で 修|1'： が 終わったら、 次の 行 の^^や 人力に はいる iii に、 必ず 【 キ 
を 押してく ださい。 力一 ソル は 行の、 どの位 w にあっても かまい ません。 



エラー メ ッ セージが お^された^^ は エラーの^' k した I な W を 取り除いて （ブ ログ ラムの^ il: し 
度' ぶ 行して くた' さい o エラー メ /セージと エラーの WW について は 「H^«lft Disk BASK: リ ファレン 
ス マニュアル」 を^ 照 してく ださ レ 



o 



1.9^3 プログラムの セーブ 

プログラム モ一 ドで 作成した コ マン ドの * り （プログラム） は、 SAVE コ マン ドで ディ スクに 保存 

(セーブ） し、 後で 1吓 び';；; むする ことができます。 逆に セーブした プログラム を メモリ 中に 持って くる 
(口一 ド） コ マン ドは LOAD コ マン ドと コ マン ド です。 



SAVI: コ マン ドは プログラム を ディ スクに 保び する コマ ン ド です 



o 



SAVE ファイル 名 し 



A 
P 



] 



ファイル y, に^けて a を 指定す ると、 プログラム を アスキー 形式で 保^し ます。 これに w して ファ 

ィ ルケ, の 後ろに 何も 付けない 埸^ に は バイナリ— 形式で 保れ: します。 アスキー 式 は プログラム を i も i 
他 にみ^ する 义卞 のま まの 形:^ で 保び します。 バイナリー 形式 は、 プログラム を そのまま, idli する の 
ではなく、 屮 ^コ一 ドに 変換して プログラム をぽ 縮した 形で ディスクに セーブし ます。 ですから バイ 

ナ リー ff$ 式で 保 すると ディスク I-. の ftW» 域が 少なくて すみます。 

フ アイ ル おの 後ろに p を 付けて プログラム を セーブす ると、 ブ ロテク ト セーブと 呼ばれる 保存 形式 
にな ります。 ブ ロテク ト セーブした プログラムに W して は、 そのまま プログラム を メモリに ロードし 

て も 内お を LIST コマンドで ^ たり、 EDIT コマンドで 修 il: する ことができ なくなります。 また プロ 

テク トを解 する こと もで きません ので、 特別な 埸合 以外 使^しないで ください。 



m I SAVETEST" メモリ 上の プログラム を TEST という フ アイ ルケ, で セーブし ます。 
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1.9.4 プログラムの ロードと 実行 

セーブした プログラム を メモリに ロー ド して、 実行す るに は 次の コマ ン ドを 実行し ます。 

LOAD ファイル 名 [， R] 

フ アイ ル^で 指定した プログラム を 口一 ド します。 ロー ド した 後に お ちに プログラム を' お 行す る 場- 
介 は R ォブシ ヨン を 付けます。 この 場 介、 そのと き才一 

ブノ してい 厂こフ ァ ィルは クローズされ ません 0 

ル通 の データファイル を 使 W している 別の プログラム を、 ^けて' ji 行す る^^ などに 指定し ます。 
例 i LOAD "TEST" プログラム TEST を ロードし ます。 

RUN ファイル 名 し R] 

ファイルお を す ると メモリ 上の ブ u グラム を灾行 し ま す 力、 ファイル お を 桁^す る ことによ つ 
て プログラム を ロードして'; ii/ する ことができます。 K 才ブシ 3 ンを 付ける と、 そのと き オーブンし 
ている ファイル は クローズされ ません。 これ は LOAD ファイル 名, R を'; £行 したと きと |,,J じです。 K 
オプション を'/? 略す ると ファイル をす ベて クローズ します。 

例 RUN'TEST" プログラム TEST を ロードして' ぶ 行し ます。 
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1.10 —BASIC と ハードディスク 

ハ一 ド ディスク を w^h する 坳ぐ? の fwi を^ mi します： フロッ ビー ディスクと M じょうに フ才一 マツ 
トを 行う 必' g が あ ります。 

1.10.1 ハードディスクの フォー マツ 卜 

人した ばかりの フ 口 •/ ビ 一ディ スク や、 MS-DOS で 使 出して いた フロ/ ビ 一ディスク を 使う と 

きに は、 fti 初に フォー マツ トと 呼ばれる お JKH 化 を 行います。 M じょうに ハー ド ディスクの 垛介も 1 初 

めて « 用す る 場合 はフ ォ 一 マ 7 ト を 行います。 

ハー ド ディ スクの フォー マ.， トは、 フ u ビー ディ スクの と W- なり， 物 瑰 フォー マノ トと A 州 

フ寸一 マツ トの 2KPff に^けて 行います。 また， 以下の ハ一 ド ディ スク ドライブ を フォー マツ 
ト する * 介と、 の ハー ド ディ スク ドライブ を フォー マ, ト する^ 介の み 法が W-なり ますので ih 

患して ください。 

1. 10.2 20MB ハードディスクの 使用方法 （標準 フォー マツ 卜） 

20MB 以下の !£憶»18 を 持つ ハー ド ディ スクに W して はは ャ フォー マツ トを 行います。 

'；0 liMI-Nl' f) 「ハードディスク メンテナンス」 の （ "仝? fiWi お JWJ 化 j では; * フォー マツ トで 初期化 を 

if います。 この フォー マ, ト を^うと ハ一 ド ディ スク I-. のす ベての データが 消人- されます ので 
.ft して く ださい。 ms.dos など ほかの シ ス テムで フ ォ 一 マ , ト して ある は ^行す る必' K は あ 
り ません-, ハー ド ディ スク^ 休をフ す一 マ， ト する こと を 物 ^フォー マ/ ト などと もい います。 
® bmi:n いの 「フォー マ， ト j で bask: の; ftfck を * 保し、 その； tua を bask: で 使 W できる ように 

フォー マ， ト します-, BASIC 以外の? に はお W を' > えません。 フロッピー ディスク は 1 枚 ご 
とに、 これ は BASICS! 、これ は アブリ ケーシ B ンソフ ト用 というよ うに 区別して 使います が 、ハー 

ド ディ スク では このような こと はでき ません。 その代わり 内郎 的に f 分 は bask:、 f- 分 は アブ 

リ ケーシ 3 ンと いうよう に 分 して W^l する ことができます。 このように システム ごとに 使 川す 

る 》i 域 を 確保す る こと を JftW^'W, あるいは ぷ《 フォー マ v ト などと いいます。 

1MB 屮. 位で ハー ド ディ スクの 尺き さまで * 保で きます ので、 必' おな 大きさ を 確保し ます。 

また、 BASK: のめ 域 は- »WW に * 保す るよう にして ください。 そう しないと BASIC の » 域が 

されません。 

③ BMENU を 終 f し、 リセ ッ トを 行い BASK: を々: ち 上げめ: します。 この 時点から ハード ディ 

ス ク が 1ト:'» に^ A され Hi W する こと がで きます。 

ハ一 ド ディスク を している と、 feWUi のメ プ セージが 次のように 変わり ます。 



パ 




How many files?(0-15) ®-1 

User identifier ®-2 



EPSON 日本 g BASK: ver X. X 

Copyright(c) SEIKO EPSON CORP- 1987, Revised Edition 1988 
XXXXXX Bytes free 

®-l M 時に オーブン する 必 'おの ある フ マ ィ ルの数 を 入力し ます。 
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®-2 User idemifier は ユーザ—^ 別名と 呼ばれる もので、 英数字で 始まる 3 文' f: の 文' }: 列 を 桁 

定 します。 記 愤 お S の 人き い ハー ド ディスク を 极 数の ユーザ— カ^^ ft く 使用す るた めの 

^別^になります。 ハードディスクに ad« する ファイル は. この^ 別名で 区別され、 ^別 
ケ, が 舆 なる ファ ィ ルは使 w できな く な り ます。 ユーザー ^別名 力 { —致した ファ ィ ル しか 使 

W する こと はでき ません。 ただし、 ユーザ一 滋別 として- 999- を 指定した ときに 作成し 

たフ マ ィ ルに は、 すべての ユーザ一 A 別名から 使 W でき ます。 
frj も 人力せ ずに （ 《J ) キー だけ を 人力した とき は、 ユーザー 別名と して- 
(や i'i を 3 つ） を tinu し た ことになります o 

また メモリ スィッチ SW5-2 を 1 にす ると、 ユーザー A 別 お を い 介せ てきません。 fl 勑 
的に- 999- を a 'ぶ した ことになります。 

ハードディスクからの 起動 

ハ一 ト' ディ スク から 動す るた めに は、 あらかじめ BASK: の システム ゾ u グラム を ハー ド ディ ス 
クに W き 込んで おく 必 きがあります。 BMF-NU では r フォー マ-， ト j の' I' の r システム ディスク」 で 
^域 6ず 保した^ 合に、 システム プログラム 力 叩き込まれます。 また r データ ディスク」 を'; i むした 後 
であれば 「ディスク コード コビ 一 」 で システム ゾ u グラム を A き 込む ことができます。 

システム プログラムが ハー ド ディ スク にある と、 次の^む に、 ハ一 ド ディ スク から BASIC が' •/： ち 
上がります。 

(1) メモリ スィッチ SW5-4, -5. -6, -7 がすべ て 0 で、 フ 口-ノビ 一 ディスク ドライブに システム ディ 
スク をセッ ト しない * 介。 

BMENU では 「立ち上げ 装 B«l 位 j で r FDD-HDDj に » 定 した^ 
(2» メモリ スィッチ SW5-4. -5. -6, -7 力 《0101 の 坳 合。 このと き は システム ディスクが セットされ 
ていても ハー ド ディスクから 起動します。 

BMENU では 「立ち上げ 3SR 顺位 j で r HDD#lj に は' 4i して ある * 介。 
メモリ スイッチ -5, -6. -7 は システム を fe» する ドライブ を桁定 する スィッチです。 

1.10-3 40MB ハードディスクの 使用方法 （拡張 フォー マツ 卜） 

20MB より 人き い, idffi お K を 《 つ ハードディスクに W して は拡 * フォー マツ トを 行います。 
® BMENU の r ハ一 ド ディスク メンテナンス」 の 「メ|で^域初期 化」 で拡 * フォー マ/ トで初 朋 化 を 

行います。 この フォー マプ トを 行う と ハー ド ディ スク ト. のす ベての データが 消 i- されます ので i お 

ft してく ださい。 MSDOS など ほかの システムで フォー マツ ト して ある 場 介 は * 行す る必' おは あ 
り ません。 

② BMENU <D r フォー マツ ト j で BASIC の 9«域を« 保し ます。 1MB なで やき ^域の 大きさまで 
確保で きます ので、 必^な 人き さ を 確保し ます。 または * フォー マツ トとは W なり、 ftigt の 

® 次に， この の 》i 域 を 「状 想' お せ」 で 使 W 状 S にします。 データの^ み ft きで きる 状 想 を 
使用 状瑭、 データの^ み 《 きので きない 状 S を 休 1ト. 状態と いいます。 フ才— マットで^ 域 確保し 
ただけ では 休 1ト. 状態の ままです ので ハー ド ディ スクに データ の^み 待き する こと はでき ません。 

「状態'^ ii」 により 必ず 使 w 状態に します v 使 W 状態に なった^ i* は 「*j が^ 示されます。 1 

台の ハ一 ド ディ スクの 中で 使 坩状態 にで きる の は 1 つた' けです。 

® BMENU を 終了し、 リセ/ トを 行い W 度 BASIC を^ち 上げお します。 この 時点から ハード ディ 
スクが 正^に^ « され、 使用す る ことができます。 
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ハードディスクからの 起勳 



システム プログラムが ハー ドデ < スク に^き 込まれて いて， ^ページの メモリ スィ ツチの^^ に 

なって いると、 ハードディスクから bask: を^ち 1. げる ことができます。 ただし、 拡张 フォー マツ 

ト した ハ一 ド ディ スク から システム を 勅す る 場 ft は スター ト アツ ブブロ グラムが 動して、 次の よ 
影な 画面 を 表示し ます fl 



EPSON PC-286 Series 

固定 ディスク スター 卜 'アップ プログラム Version X. XX 
Copyright (C) SEIKO EPSON CORP. 1987, 



領域 名称 
目 Disk BASIC X.X 
MS-DOS Ver 3.1 



立ち上げ 方法 S 沢 
立ち上げ 動作 9 動 立ち上げ 解除 次の ドライブ 
立ち上げ 動作 S 動 立ち上げ 設定 次の ドライブ 



領域 NO 
1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 



矢印 キーで 铂 域と 立ち上げ 方法 を a 択 してく ださい。 リターン キーで »定 されます。 



力一 ソル を feW したい システム' この は BASIC です ので BASK に^せます。 次に カーソル を 
「ケ. ち I. げ動 作」 に^せて キー を 押す と、 BASIC が//: ち I. がります。 
この スタート アップ プログラム を 'おむせずに H 動的に b ASIC - を 動したい 坳^ は 次のように しま 

す。 

力一 ソル をお 勅 したい システム、 この 埸 ^は BAS にです ので BASK: に^わせます。 次に カーソル 

を r i'iW ケち ト. げ解 に 介せ て i «^"") キー を 押します。 bask: の檷に r i'i」 が^^されます。 

さらに 力一ソル を 「ケ ち ヒ げ に ひせて いったん BASIC を 起動します。 この あと メモ リス イツ 
チ SW5.1. 5. -6. 7 を 0101 に します。 BMF-NU では r メモリ スィッチ」 の r 々: ち 上げ^^ ^ 
位」 で r HDD#Ij に^' ぶします。 

ディ ッ ブス ィ， チ SW2-5 が ON である こと を して、 コンピュータ を リセット します。 肉 動的 
に BASIC が 立ち上がります。 

この^ 定を変 史 する に は， メモリ スィ， チ -5. -6. -7 を 0000 に 変お して スタート アツ 
ブブ ログ ラム を' ぶ 行す るよう にします。 ディ-ノブ スィッチ SVV2-5 を OFF にす ると、 ft 動的に 0000 
に^ 定 されて スター ト アップ プログラム を 'ぶむ します。 



1.10.4 リ 卜ラク 卜 

ハー ド ディ スク 力、' 動作 中に、', お 凇スィ ツチ を 切ったり、 強い 衡孥 をり-え ると 磁^へ ッ ド がハ— ド ディ 
スク にめ: 接 接触し、 ハードディスク を 保つ ける ことがあります。 したがって、 ハードディスク を 接^ 

している コンビ ュ一タ では', ti»: を 切る iiin 二、 磁乂 ヘプ ドを 安^な 場^に 移動し w 定 します。 これ をリ 
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トラ ク ト あるいは シフブ ディスク などと 0f びます つ BASIC では CLOSF- 文 を: お 行す る ことにより、 リ 
トラ ク 卜が 行われます。 



例 CLOSEI «9 〕 ハードディスクの アクセス ランプが 点 械 します ので、 リ トラ クト 

が 行われた こ と を 確^で きます 3 

参考 ハードディスクの ffe^ によって は、 源 を オフに したり， ^時間 データ を^み 害き しないと 

動的に リ トラ クト する もの もあります。 このような ハー ド ディスク では CLOSE 文 を^ 行 

ンブ が. な i* しない こと もあります。 



1.10.5 ノ くック アップと リストア 

データの バ'； ； ク アップと は、 ハー ド ディ スク に, ヒ^した データ を ほかの, ヒ 使^; ^に 移して 保' TT する 

こと をい います。 また データの リス トァ とはバ 7 ク アップした データ を もとどおり ハー ド ディ スクに 

K» し 直す こと t いいます。 

お つた 找作ゃ 故^な どに よ り、 ハ一 ド ディ スク に,; ヒ» した データ 力 されて しまった 垛 介、 あら 
かじめ データ を バックアップし ておけば、 その データ を ハードディスクに リストアして データ を 
させる ことができます。 

フ アイ ル のバノ クァプ ブは じの 「ハー ド ディスク メンテナンス 」の「 フ アイ ルバ ッ ク アツ ブム 
「ファイル リストア j を 使う と 便 利です。 
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1,11 ォー卜 スター 卜 



オート スタート は、 M 時に オーブン する ファイルの 数 や ユーザー 滋別^ を 人力せ ずに BASIC を 起 
動す る 方法です。 

オート スター ト の^ 定を すると、 なんの キー 人力 もせずに BASIC プログラム を 自動的に * 行す る 
ことができます。 

オート スター 卜の^ ：定は ユー ティ リ ティ ソフト で 行います o 

Disk version 

How many files?(0-15) I 

user identifier? (2) 

EPSON 日本 B BASIC ver ん X 

Copyright (c) SEIKO EPSON CORP. 1987, Revised Edition 1988 

XXXXXX Bytes free 
RUN "GAME" (3) (ォー 卜 スター 卜 コマンド） 

オート スター トは 上の (1»、 （3) を あらかじめ システム ディ スクの ID 邡 に ft き 込む ことによって^^ 

しています。 また、 才ー トス タート コマンド は BASKTfe 動め: 後に ft 動的に'; i 行す る 253 文字 以内の ブ 

ログ ラムです。 

(2) のュ一 ザ一^ 別^ は、 〖D 邡 では していません。 メモリ スィッチ SW5-2 を 1 にす ると、 ユー 
ザ—^ 別お に f) 動的に， 99， を^ ヒ します。 ただし ユーザー ift 別名に- 999- 以外 を^ 定 する 場合 は 
次のように します。 

① メモリ スィッチ SW5-2 を 1 にす る。 これにより、 まず ユーザー 識別 名と して 動的に ー999" を 
^定 します。 BMENU では r メモリ スィッチ j の r |A1 定 ディ スク ユーザー ^別名」 で 「不 使^」 
にします o 

® さらに オート スター トコ マン ド のお 初に 次の プログラム を 付加し ます。 

DEFSEG=&h60:POKE&H510， n1 ： POKE &H51 1, n2 ： POKE &H512, n3 

ここで nl， n2， n3 は 次の； ft 味です 0 
nl ： ユーザー itt 別お の 先 娘の 文字の 文字 コー ド 
n2 ： ユーザ— * 別名の 2 番目の 文字の 文字 コー ド 
n3 ： ユーザ— 識別 名の 3 番 B の 文字の 文字 コ— ド 
例 例えば ユーザ— 通 別名と して- ABC を 設定す る 場^ は 次のようになります。 

DEF SEG=&h60 ： POKE &H510, 65 ： POKE &H511, 66 ： POKE &H512, 67 
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1.12 メモリ スィッチと ディップ スィッチ 



bask; 起動時に は、 コンピュータ 本体の ディ -/ ブス ィ フチゃ メモリ スィ ツチの 内お を^み 込んで、 

それぞれの 設定 を 行います 3 このため、 ディ プ ブス イッチ や メモリ スィッチの^ 定を 変えた * 合 は、 

^源 スィッチ を 一度 オフに してから オンに する 力、、 リセ ッ ト ボタン を 押して Wffi BASIC を 起動し め: 

すよう にして ください。 

メモリ スィ /チ について は r 付お B メモリ スィッチ j を 参照して ください 。ディップ スィッチで 
BASIC に IK] 係す る 卞 な パラメータ は 次の とおり です。 



ディップ 

スイッチ 


t5 能 


な ^ 


SW1-4 


フロッピーディスク ド 
ライブの デバイス お の 
«* 


OFF 


本体 フロッピ一 ディスク ドライブ J? し # 2 
フ ロビー ディスク ドライブ « 3, # A 


ON 


本体 フ ロ ノ ビー ディスク ドライブお 3, #4 
フ ロビー ディスク ドライブ # し Jt 2 


SW1-8 


グラフ イツ ク モー ドの 


OFF 


8 色 中 モー ド のみ 使 W (^本 グラフ ィ ソ ク 
モ— ド） 


OH 


4096 色 モー ド使 W "【能 (拡^ グラフ ィ プク モー ド） 


SW2，3 


テキス ト W 面の 文字 表 

ホ ft の^^ 


OFF 


40 文字/行 


ON 


80 文字/行 


SW2M 


テキス ト Wiii の文卞 ft 
^数の^' ぶ 


OFF 


20 行/ M 面 


ON 


25ff/ 麵麵 


SW2-5 


メモリ スイッチの 初朋 

化の as 


OFF 


《ち リ m に メモリ スィ ツチの w を システム 

&定恤 に itt せし itf す 


ON 


ち 上 (m に メモリ スィ / チの Wi を 変化し な 

い 



： 出 傅 時 股 记 
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第 2 章 



BASIC の 文法 



bask: で プログラム を 作成し、 さまざまな ifi ボを コンビ ユー 夕に ひえる わけです 力 卜 ただ やみく 
もに bask: の 命令 を ベれば よいので はあり ません。 bask; も ひとつの である 以上、 文法が あ 
ります 0 



2.1 プログラムの 構成 



2.1.1 行と 行 番号 

BASIC でお 还 し 、 特定の pfet き や 処^ を コンビ ユー タカぐ おむ す る « 小^ 位 を 行と いいます。 
プログラム は^の 集まりに よって 構成され ます。 さらにむ は、 行 ft 'ふと 文から 溝 成されます。 

I 100 PRINT— "ABC— DE 二 I 

fr#y. 文 

行 * サはブ ログ ラムの^ 行 順^ を ffi 示す るた めの、 1 から 65529 までの 整数です。 プログラム は 
GOTO 文、 GOSUB 文、 IF〜THEN —^^^ J どで * 行の 顧き を « 示しない K り、 行 番号の 小さい も 

のから W に * 行して いきます 《 

- つの 行のお さはむ * ゆ をな めて 255 文卞 以内です。 この 範開 内で あれば、 コロン （：） で 区切る こ 
とに よって、 いくつもの 文 を 《 くこと がで きます。 これ を マルチ ステートメント （祓 文） といい ます。 

—つの 行 は r~^~i キ 一 を 押す ことによ り メモリ に プログラム として お 愤 されます。 

例 I 100 PRINT "ABCO" ： FOR 1=1 TO 100 ： NEXT 

文に は'； i 行文と 非' ぶ 行文の 2 H ^が あり ます。 ^行文 は BASK: が';^ に^ 行す る 命令 をお 还 した 

ものです。 これに W して 非 'おむ 文 は REM 文 や DATA 文な どのように プログラムに'; |-: 釈を 付けたり、 
READ 交で み 出す データの' ぶ 義を^ います。 

2.1.2 ラベル 

GOTO 文、 GOSUB 文 や IF- THEN -Bl^ 文な どで プロ グラムの 実行 W 序 を 変える 場合 は、 |£ 接 

行 » ひ を す る 代わ りに ラベ ル を 桁^す る こと がで きます。 
行 S り は m なる 敉 tfi の 《 びで あ り 、 行 》 リ -1*1 体に プロ グラムの ft 味 を 持た す こ と はでき ません。 こ 

れに忖 して ラベル を 用いれば、 ラベル 体に «味 の ある，; •* を 定^す る ことにより プログラム を w や 
すいものに する こと 力 《 できます。 

ラベルお は ^岐^の tlW と して fuh に^ 定 できます 力、 次の 力-法に 從 つて 付けて ください。 
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(1) ラベル 名の 先頭に は、 必ず アスタリスク （*) をつ けて ラベルで ある こと をボ します。 

(2) ラベル 名に 使用で きる 文字 は 英数字、 ピリオド （J であり、 奂寸: について は 大文字、 小文字の 区 
別はありません。 ただし ラベル 名の 先頒 は^ 文'?: でなければ なり ません。 

(3) 予約^ を ラベルお と して 使 ffl する こと はでき ません。 

(4) ラベル 名の 良さ は^ 頭に 付け加える アスタリスク <*) を^め て 1 行の 範 Wrt(255 文字） です。 

(5) ラベル は 必ず 行の 先頒 になければ なり ません。 

'6t 【"J 一 プログラムの 中で M じ ラベル 名を定 * する こと はでき ません。 もし、 ^^すると Duplicate 
label( ラベルの 二 ?6 定義） エラーに なり ます。 



例 100 ' ラペル を 使った プログラム 

110 ' 

120 * START 

130 INPUT "お 宇 を 入力して くださ t 
140 IF A<100 THEN «MIMAN 
150 IF A>=100 THEN *IJOU 

160 «MIMAN 

170 PRINT A:" は 100 未 « です. 
180 GOTO t START 

190 * IJOU 

200 PRINT A;' 'は 100 以上です • " 
210 GOTO *START 



； A 



2.2 BASIC で 使用す る 文字 



2.2.1 文字 セット 

bask; では、 英文 卞， カタ カナ、 グラフィック 文卞、 制御 コントロール コード）、 ひ 
ら がな、 i« 字 を 使う ことができます。 これら は 文 ホセ-/ ト （キャラクタ セット） と 呼ばれて います。 

文字に は 1 バイ ト 文字と 2 バイ ト 文字が あり ます。 I バイ ト 文字 は 文字 コ— ド として I バイ トの 
コ一 ドを 持ち、 2 バイ ト文卞 は 2 バイ トのコ 一 ドを 《 ちます。 



1 バイ ト 文字 



^义 卞、 ゆ、 カタ カナ、 グラフ ィ ク 文卞、 お Hfli 文卞 



2 バイ ト 文字 



« 文字、 数字、 カタ カナ、 ひらがな、 漢字、 ,;iiv など 



BASIC で 用いる 予約 »、 演算子、 名、 ^^をお す &ひ: はすべ て 1 バイト 文字です。 2 バイト 

义卞 でコ マン ドを 人力す ると エラ一 になります また 2 バイ ト义卞 の^' i: で KW^K をお^ する こと 

はでき ません。 2 バイト 文'?: は、 文字列と コメントに のみ 使 出で きます。 

制御 文卞は コントロール コードと も of- ばれ、 i*iifti 1-. で 特別な « 作 を 行わせる のに 使坷 する も のです-」 
これらの 文字 は^ 接に^ ポ させる こと はでき ません ので、 CHKSiySi など を 出いて 使^します。 



例 



PRINT CHR$ ？ 
PRINT CHR$U 



a-\-S7C の 文^ 



2.2.2 特殊 文字 

BASIC では 次の よ う な 文卞を W 別な 機能 を 持つ 义 と して W 用して います。 





m 能 


X'f- 


ts 能 




スペース （^rn 


% 


文 字お 宣ぽ 了- 




等号 (M 係 《» 了り、 代人 ffl 号 (式) 


( 1 




+ 


正 符ひ、 加算 2d せ、 連結 £ 号 (文字 《) 


9t 


8 進、 16 進^, 记 


― 


ft 符号、 «»£ 兮、 ハイフン 




式 や データの り 


* 


fttt:,id ひ、 ラベルの^^ 文卞 




小数点、 ^前に 参照した 行の 指定 


/ 




る: 


マルチ ステートメント （祓 文） 


Y 




- 


式の K 切り 




べき *ぉ ひ 


1 f 


»^|\丁の《 略 形 


( 


ん: かっこ 


< 


小^'' J (^係 チ） 


) 


右 かっこ 


> 




% 


雷 ザ- 




文'?: 列 指' 4i 


# 


フ アイ ル * リ'、 (ft«»ft!iiBt«'jS3T 




KKM の' れ^ 形 



2.2.3 予約語 

bask; では コマンド、 ステ一 トメ ント、 m 数、 など 的の 使 i»l が 決められ ている 
を f' 約,, ft と しています， あらかじめ 使 出 を 決めて いるの は、 それらの 中 .Jft を と して 他叫 したと き 
に きる お乩を 《 ける ためです。 したがって， 約- ft を' feti おと して 使 W する こと はでき ません。 

次に あげる, ぷが b:\su: の です。 これら を' &钕 名、 ラベル^と して 使 III する こと はでき ません, 

ま たれ;, * ホ'一 ド ft 能に よ り 、 f' 約ぷ がふえ る ことがあり ます。 



A A liS 


CIRCLE 


CVI 


E KD1T 


AKCNVS 


CLEAR 


CVS 


ELSE 


AND 


CLOSE 


D DATA 


END 


ASC 


CLS 


DATES 


EOF 


ATN 


CM I) 


DICK 


EQV 


,'vrm 


COLOR 


DKKDBL 


i;kask 


A I TO 


COM 


I き INT 




B BEEP 


COMMON- 


DEFSNG 


ERR 




CONSOLE 


DEFSTR 


ERROR 


BSAVK 


CONT 


DELETE 


EXP 


C CALL 


COPY 


DIM 


F FIELD 


CI 服 


COS 


DRAW 


FILES 


CHAIN 


CSNG 


DSKF 


FIX 


CMK$ 


CSRUN 


DSKIS 


FN 


CIXT 


CVD 


DSKOS 


FOR 
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G 



H 



FPOS 



KTVPK 



OPTION 



GRT 
GOTO 
GO TO 
GOSUH 



MK1.P 
HKXS 



IEEE 

ir 

IMP 

INKEYS 
IN( > 



INPCTS 
INSTK 



IRESET 
ISKT 



J JISS 



K KACNVS 

KANJI 

KKXT$ 

KI':Y 

KILL 

KINPUT 

KINSTK 

KLKN 

KMII)$ 

KN'J$ 

KPLOAD 



MAP 

MERGE 

MIDS 

MKDS 

MKIS 

MKS$ 



MON 



N 



NEXT 

SKW 

NOT 



O OCTS 
OKK 
ON 
OPKN 



LEFTS 


OR 


LEN 


OUT 


し F/r 


P PAINT 


し FILES 


pi*;i;k 


LINE 


PKN 


LIST 


POINT 


LLIST 


POKK 


LOAD 


POLL 


LOC 


ms 


LOCATK 


ほ 1:SKT 


LOF 


ぼ INT 


しリ VJ 




IPOS 


PUT 


に PRINT 


R RAXDOMIZR 


LSET 





RKAI) 

RKM 

KKNl'M 

KKSTOKK 

RESUME 

KKTl-KN 

rk;mt$ 

RND 
ROLL 



S SAVE 
SCREEN 
SKARCH 
SEG 
SFCT 



T 



U 



SGN 
SIN 

SPACKS 
SPC 
SQK 
SKQ 

STATUS 

STEP 

STOP 

STRS 

STRINGS 

SWAP 



TAB 

TAN 

TIIKN 

TIME$ 

TO 

TROFK 
IRON 



USING 
USK 



V VAL 

VARPTR 
VIEW 



W WAIT 
WBYTE 
WEND 
WHILE 
WIDTH 
WINDOW 
WRITE 



X XOK 



BASIC の え 法 



2.3 定数 



bask: で 扱う データに は' ぶ 数と' [の 2M 幼が あります。 定^と は ある Wi (おさ、 あさ、 金額な ど) 
を JI- 体 的な 玖 Wi: または 义卞 列で おした もので あり、 その tfi に を 付けて I ズ- 別で きる ようにし たもの 

が 変数です。 



2.3.1 定数の 種類 

お数に は义卞 をな 味す る i ひ: 'ぶ^と ^ め: を^す KWr,izs4 があります。 定^ は プログラム' ii 行中に w( 
が^わりません。 



定数 



倍 《 度 実 》 ぉ定 》 



10 進 表記 
16 進 表記 
8 it 表記 

same 
mate 
实数 表記 



—文字 定数 



1 ink 表記 

文字に は 〗 バイ ト 文字と 2 バイ ト 文字が あります 



2.3.2 数値 定数 

数 ^&は それ 1'1 なで^ まった W を^す もので、 铍数 ザと' お に 分けられます。 ^Sc^ は (の 

精度の 遠い によ り、 車 精度 と 佑 精度 に 分けられます。 Bt« 定&は 正 あるいは « の «： また 
は o です。 n の 数の ii ひに は 必ず ft 符リ (一） を 付けます が、 は: の »： の w 介の 正 符リ (+>は« 略で きます。 
ま た m' と 数字の m の? »内 (スペース > は魉说 されます。 



(D 整数 型定 a 

で 扱う StWi は— 32768 から +32767 までの^ 数です。 « 数の^ 現 は 次の いずれ かの 形式に な 
ります。 



® 10 進 表記 

一 32768 から 32767 までのす ベての 整 » を 指定で きます 



例 



3860% 
-585% 



② 16進表ミ3 

お/ i に &H を 付けた 4 桁までの 16 進数 字 （0、 1、2、3、4、5、6、7、8、9、A、B、C、D、E、 



例 



&H26 10 進^^で は 38(2X16 + 6) 

&H43B 10 進^お では 1083(4 X 16^+3X16+ 11) 



膨/ぐ の ゎソ.: 



® 8 進 表 K 

^y/j に &0 (炎 文卞 の才 一） または & を 付けた 6 桁までの 8 進 &卞（0, し 2、 3, 4、 5、 6、 
7) で を ^说し ます。 



例 



& 26 10 進-あ ヒ では 22(2X8 + 6> 
&0432 10 進 あ id では 282(1 X が +3X8 + 2) 



プログラム 中で 》^ を 8 進、 16 進で お ％ しても^ 行お，^ はすべ て で 出力され ます- 



例 



PRINT &H45+&H10 

85 10 進^; id 



(2) 実数 型 定数 

'ぉ敉 化 ii 数 は' M 續' 丸数 化 ヒ 数と ぼネ 續 次数 化 ii 数に 分けられます, 



® 単 « 度 実数 型 定数 

せ 精度 * 数 « 定数 は 有効 &字約 7 Kf の 精度で 格納し、 ft 果は 7 桁 B 四捨五入 し 6 fif の 10« 
» で 川 力 します 。プログラム 中で 次の ような ぉ说 をす ると *Mft 14' お ft ずぶ 数と みなされます。 





m 


数 部が 7 桁 以下の & 


97.5 


お 後に 符 W を 付けた ft 


12300000! 



中. Wlfti^St で 扱える StWi は 一 1.7014は+38~ +1.70141ト:+ 38までです。 



® 倍 《 度 実数^ 定数 

は ぶ 数 ゆ^ 敉 はも 幼 St'?: 約 17^ の W 度で 格納し、 紡 * は 17ti f |i を 四抬ゴ に 人し 16^ の 10 進 

数で 出力し ます 。プログラム 中で 次の ような お^ をす ると は M 度'； とみな されます。 





m 


数 部が 以上の 数 


じ 300000. 5 


D を 用いた 桁 数 形式 


し 231) +10( に 23XKV ) 


お 後に #を 付けた 数 


12300 It 



折 fflffi* 数で 扱える 数 侬 は 一〗 .7014118346046920+38 — + 1.701411834604692D+38 までで 

to 



2.3.3 文字 定数 

文字^ 敉は 义卞列 を 引^符（ - > で B! ん で^します。 文卞 列のお さは 255 文卞 までです。 特に 文卞グ リ 
合 を、 $文 字 列 （ヌ ルス ト リング） といい— で^します。 



注意 



ここで はう 文字 数 は 1 バイ ト文卞 を 1 文 ひ: と した ものです。 したがって 2 バイ ト文 字の 垛 
合 は 2 文卞分 必要になる とともに、 ^後の KI/K0 コ一 ドの 文字 I！ [も 含まれます。 



hash: の 文 法 



p 列の 途 f に 引用符 を 使用す る * 合 は chr$m 数と 文字列の 連 is 記号 （+> を 用い ま t 

例 A$="" (ヌル ストリングの 代人 > 

PRINT "A"+CHR$(34)+"B" <A_B と お^ さ れ る） 

INPUT "数字 を 入力して ください"： 



O 



2.4 変数 

変数 は侦を 時 的に あえる もので あり、 ^w^'&n と义卞 せ'変 数の 2W:«ri があります。 変数に 代人 

する データ (文字 判、 Bt 镇） と «» の 《 は一 ft していなければ なりません。 
2.4.1 変数 名 

に は * 字で 始まる 40 文字 以下の 字 をき み 合 to* た 4&fi» ぼ 数 ^を 付けます。 K 字に ついて 
は 大文字, 小文字の ESI は しません。 小文字で 人力 しても 自動的に 人文字に «換 します <j 

また f' 妁 お を と して f'wii する こと はでき ません。 了' 約^ を変& ^と して 使 w すると エラ一 が 

^卞 し、 プログラムの 'ぶむ は屮 断 します。 ただし f '約。 ft を' の として ^ む は ありま 

せん。 また ト' n を' feay, の^ w の 2 文') と して ftw する こと はでき ません。 kn は ユーザー' ぶ^ 
^とみな されます。 



2.4.2 変数の 型 

'& » も'/ u» と m じょうに 次の ような やが あり， これら は' の 後ろに つけた や:, や, f 文' ？: によ 
別され ます。 



例 



A$ 

議 ％ 
MAX! 
MIN 
LIMITS 



| '文字 


の^ 




i 字 ft 数 


S 


だ 字 « 


Ift 大 255 文字 


BcW* 数 


% 




1 にっき 2 バイ ト 




| 


1 れ « 度 w»« 


1 変敉 にっき 4 バイ ト 








I '&敉 にっき 8 バイ ト 



ふ义 'i: を ^略した * 介 は、 idi's'、 お とみな します。 
このは かに' の^を' r(,? する ノ ; 法と して、 次の ^ 令 を 使う ム法 があります。 





^の' に i:,? 


の^ 


文字 変数 


DEFSTR 


文 字« 




DEFINT 




DKFSN (； 




DEFDB1. 





HAS にの 文法 



ただし、 は义卞 で 指^す る；/ 法が 》 ^されます。 
例 100 DEFSTR A-C ^の^ yfi が A. B. C で 始まる^ 数 の^を 义' ドゅ とする 

110 AX%=10 ただ 



N じ 変数 名で も 《が》 なれば、 別の^^と して 扱われます： 



2.4.3 配列 変数 

は M じ^ を 持つ ft 数個の 変数の K まりです。 '&数 を ぉダ リ' も 数と して n,i する に は DIM 文 を 川 

います。 fid 列に ft まれる？^々 の (を 《ぶ といい、 それぞれの は^ 字に よって K 別し ます。 ftd 列^ 

钕 にも 文' n れ n^.mL ^m%tk^. fswns'ii 数 ゆの 4 つの やが あります。 



例 



DIM DAYC31) 

舉 精度 * 数お の K 列 * &で 要素の 数 は 32( 添字 は 0 からお ife なります 



DAY(O) I 


l)AY(l) 


DAYI2) 


DAY(3) 


DAY4» 



I) A 则 



添字の 下 RS: 0 にす るか 1 にす るか は OPTION BASE 义 で^^できます。 BAISC «S» 時の 股定は 
0 になって います o 

DIM 义で 配列 変 敉 の u 恋をしなくても ft! 列 を 使 W す る こと がで きます。 ただし、 こ の垛 1> の fid 列 
の ^卞の h(W は 10 です。 

添卞の fWSc により ぉ列 の 次 九 Sit が ^定 されます。 ftd グ ij の 次 九 数 は W 人 255 まで "ほです。 



例 



DIM C(20, 20卜2次元*»"« 



C(0 t 0) 


I C(0, 1 ) I 






C(l. 0) 


C( I . 1)1 












C(18. 19) 


し' （18， 20) 






C(19, 19) 


C(19. 20) 








C(20， 19) 


C(20, 20) 



2.5 型の 変換 

bask: は必' おに^じて にけ 力 的に^^ テ'一 タ の^の 変換 を 行います。 ただし 文卞^ と^ Wi:^ との IIIJ 

の' &换は VAUW^ や STK$|?ySt など を W いない かぎりむ うこと はでき ません， M の' &换は 次の よ う 
な に 行われます。 

U) ^^^数 や 数 W 変 钕の侦 を W なる ゆの Ktf，:^J$: に 代人す る垛 介に、 代人され る 数 fif (変 敉 のぬ に 変 

换 して 代人し ます。 

に大:数ゅ^数を《^ゃ変》に代人する埸介に、 小数点 以下 を PJifi 五 人し ます。 ^换 した 玫侦 が^ 

数 ザ ズ '扱う^ W (の^ ift] を 超えて いる 坳介 は、 Overflow (桁 あふれ） エラ一 になります。 



28 ih\SiC の 文 は; 



例 



10 A%=23-545 
20 PRINT A% 
RUN 
24 



ihw 的に 小 a*: 以下 を h 格 五 人 します 



0 



例 



10 A%=32789 
20 PRINT A% 
RUN 

Overflow in 10 



« 生じます。 



一 32768 から +32767 までのた め 桁 あふれが 



に fC 人す る^^に、 ^M^'iiSftf め: を や- Wiffi'iiJSc でお す ことので き 
る M«E に WWJi 人して 代人し ます 《 



10 A!=12.3456789C 
20 PRINT A! 
RUN 
12.3457 



を は M 度' お 》 ゆ^ &に 代人した に、 ^ホ したと きの W が W なること が ありま 

すので i になして ください。 



10 A#=0.1I 
20 PRINT A # 
RUN 
.1000000014901161 



10 A お =0.1 お 
20 PRINT A # 
RUN 
.1 



<2» m 度の w なる^ w': 叫で ね: 術 《w や ny 係 iiiiw を 行う iftft は、 flt い の KcWi をない w 度の 》w に 変 
換 してから、 « い ffl 度で を 行います * 



10 A#=7#/6 
20 PRINT A « 
RUN 

1. 



basic の艾 仏 



7#/6 の 除 11 を 7#/ はの ような おせ 度の 除ね: として' おむします, 



10 A=7JJ/6» 
20 PRINT A 
RUN 
1.16667 



■ »理《 算ゃ ¥、 MOD を 行う 場眘 は， 扱う て 整 》： に 変換して から 《« を 行います。 そ 
のお i ^も^ 钕 で ひえます： t^&W (の は 一 32768 から 32767 までで、 こ' 
J8 定 した 場合 は、 Overflow (桁 あふれ) エラ一 になり ます。 



例 



PRINT 1.56 OR 1.2 
3 

PRINT 1.46 OR 1.2 
1 



(2 OR 1 と M じ) 



(1 OR I fcM じ) 



2.6 式と 演算子 

式と は、 定&ゃ を i お でお び 付けた もの ゃ定 K だけ、 *K だけの もの をい います。 BASIC に 

は 次の r> つの 式が あ り ます。 

\mmtA 

4： 字 式 

2.6.1 算術 演算 式 

w 術 i» 算式は » 術 欲» 子 を m t 、て &傭デ— タ の 針 u をむ う もの をい います。 







^式 例 




+ 


mm 


A + B 


A + B 




mr 


,\ 一 B 


A-B 


* 




A *M 


AXB 


/ 


除算 


A/B 


A + B 


+ , ― 




-A 


一 A 




べき 乗 


A-B 




Y 


の Ktt): 


AYB 




MOD 


1^3& の剁^ 


A MOD B 





basic <o ay ： 



BASIC での 表現 

3*X+2*Y 

A-5*B 

A+B/C 

X"2+2*X+1 

X*(-Y) 



数字 的 表現 

3X+2Y 

A-5B 

A+B+C 

X 2 +2X+1 

X • (一 Y) 



i«W 中に 0 で BtW を 行ったり, 0 に ft の 数の ぺき * を^ 行した 場合 は /0<0 で 除 ») を 炎 示し ま 
す。 たた' し、 は^う 範リ H 内のお 人 W となり、 そのまま iiiCW: を^け ます。 
參 整数の 除 » は -¥-3d 兮で 表されます。 抜 われる K 僚の 実 ft の 場合 は、 Sf» 力 ^行され る 前に 小数 

35 '位 で 四抬 五 人され ますつ 商 は 小数点 以下が 切り 抬 てられた ft 数と なります。 



例 



10¥3=3 
21.75¥3=7 



(10/3=3.3333 …… ） 
(22/3=7.333 …… ) 

(3) «» の « 余 は、 -NKM)' によって 行われ， われる ft 依が の 場合 は、 «»: が灾 行され る 前に 小 

ドが W^/£ 人され ます- お! ft は 数の W り の 汆 りです。 



例 10 MOD 3=' 
21.75 MOO 3=1 

• や iiii'tt: の^ * がその ゆで する ことので きる を^え た * な は、 才ー バー フロー （tif あふれ） ェ 



(10/3=3 余り 1) 
(22/3=7 余り 1) 



ラーが «'k します ；ぉ W の によって、 その f もの^む を^け たり 中靳 したりし ます。 讲ぉ t する 



» 合 は、 OV (Overflow の 略） を * ポ します 



， 



2.6.2 関係 演算 式 

^係 iWWA は 次の ような^ 係 i も' U f を W いて 2 つの データ を 比《 する もの をい います。 比 敉 の ^ に 
2 つの データ は 肉' 力と も »W ^あるいは 义 ひ:^ でなければ なり ません。 比 *i のお «、 il: しければ 一 1 

、 ^ つて いれば 0( ぬ） を^し ます。 



ny 係 i お 








A = B 


A と B が， しい 


ぐ〉 または〉 < 


A<>B または A><B 


/\ と B カ^? しくない 


< 


A<B 


A が B より 小さい 


> 


A>B 


A が B より 大きい 


く = または-ぐ 


A<=B または A=<B 


,\ が B より 小さい かまた は 等しい 


〉= または-〉 


,\〉=B または A=〉B 


A が B より 大きい かまた は 等しい 



1'ぷ 係 iiKW は IF 〜丁 1IKN 〜ぼ SE 文で プログラム の^れ を 変える 坳含 などに 使用し ます。 



数 使の 比 校 

符術^ と I1U 係 演ね が I つの 式に 紐み 合わせられ ている ときには、 



賺 います 



BASIC の X ま 



例 



A+B>(X-1)*Y 

A + B の 儘が (X — 1)*Y より 人き いとき に- I UX) に、 小さい か 等しい ときに 0 (ftH: 
なります。 



it) 文' i: 列の 比 《 

文字列の 比« は、 ft 文字列の it* から I « 字ず つ 文字 コー ドの 比較 を 行います * すべての 文字 コー 

ドが》 い、 埸介、 2 つの i 卞列 は》 しくなります: W なった 文' i": コードが 《• つかる と、 そこで i' お 
難 を 中止し、 その 文字 コ— ドの 人き い 义'？ ：グ'1 を 人き い 文 ひ: 列と します。 また一 方の 文字 W の ft さ 
が 短く、 それまでに 比« した » 分 い、 場合 は、 R い 文字 W を 大きい 文字列と します 《 

例 "FILENAME"="F に ENAME- 

"AA"<"AB" れ （B の义' i: コ— ドは A の 文' パコー ドょ り 入き い） 

"ABCDE "ぐ 'ABCDEF" 



2.6.3 論理演算 式 

as 瑰 《«：式 は 次の よ う な f-を 用いて a 理演 》 を 行う もの をい います， Mimmn ダ' の と 

なる は- 32768 から 32767 までの «St に' &換 します。 この 範囲 内に ない 場合 は Overflow (桁 あふれ) 
エラ一 になります。 t^KWi は 内 « では 16 ビッ トの 2*Bt で^して おり、 は 2 つの KtW (の 》れじ 
する ビ ト ごとに 桁' ぶした Aflliiiit): を^む します。 
» 瑰 子の 核 類と、 それらに よって 求められる の 内お を 次に 小し ます。 



NOT (^'ぶ) 



OR(Sil 和) 



A 


NOT A 


I 


0 


0 


1 






W 


A AM) W 


0 


0 


0 


0 


1 


0 


1 


0 


0 


1 


' ' 




A 


B 


A OR B 


0 


0 


0 


0 


1 


1 


] 


0 


1 


1 


1 


1 



BASIC の艾法 



XOR (排他的 論理和) 



A 


li 


A XOR B 


0 


0 


0 


0 


] 


1 


1 


0 


1 


1 


1 


0 



IMP (包含) 



A 




A IMP B 


0 


！ 

0 


1 


0 


1 


1 


1 


0 


0 


1 


1 


1 



EQV 輔) 



A 


B 


A KQV B 


0 


0 




0 




0 


1 


0 


0 


1 


1 


1 



« PRINT 127 AND 16 127 は 2 進 K では 00000000011111 11 
16 16 は 2 進数で は 0000000000010000 

OK 結果 は 1 6 00000000000 1 0000 

ft ビッ ト ごとに iWWHAND) を 針 » すると、 その tt* は 16 になります o 

tl の 》 は 2 の 袖 Krc^Ji します。 これ は ScW の艳》 の ft ビットの 1 と 0 を それぞれ 反お させ、 | 

を 加えた ものです。 

例 一 16 16 は 2 進数で は 0000000000010000 

したがって 111111111110111K ビ * ン 卜の 反 e) 

一 16 の 内 BBS 現 111111111"10000( 1 を 加える） 



^敉は の对 * となる 1 つ 以上の データに ついて、 bask: 上で あらかじめ 定 した にぉ«： を 行う 
ものです。 

J5cf お 間数と して は SIN (正 4J0、 SQR (平方根) など を; しています。 また 文卞 閱敉 として は、 ある 
文字列の '部 を 取り出す MIDS や 文字の 文字 コ一 ドを ひえる CHR$^ ^など を/ fiS しています。 間数 

の は 「U4;^ Disk bask: リファレンス マニュアル」 を^ 照して くた' さい。 



BASIC の 文法 



例 PRINT SQR( 2 ) 42 を^ 筇 する。 

PRINT ASCC'A") —A- の 文卞コ 一 ドを 求める 

^^されて いない ^» について は プログラム 中で 1) ぼ FN 义を 出いて 定 * する ことができ ま 

す。 

例 100 DEF FNLOG 1 0( X ) =LOG( X ) /LOG( 1 0 ) 'お の'' ii* 
2.6.5 文字 式 

文'?: 式と は、 义卞 や 义卞^ $4 を ifiWf によ り 結^した 式の ことです。 また 単に一 つの 文字' &玫 

およ otc 竽定 a であっても 文字 式と いいます。 文ネ 列に w して は 閒 係 *» や 文字 数の ほか 次の «» 
を 行う ことができます。 

文字列の 速 結 

加 リ •<+) を 使用して 文字 M の 連 《 を 行う ことができます < この 》» f は での 《»: f 'ヒ 

W なり、 2 つの 文 ひ: 列の 加 ではなく、 2 つの 文'^ I の迚ぉ を .£ 眯 します。 



例 



例 



PRINT N 123"+-456 M 

123456 123456 を ^ホ 

10 DRIVES:" 1 •• ： FLNAMES="TEST" 
20 FDSCS=DRIVES+" ： "+FLNAMES 
30 PRINT FDSCS 



2.6.6 演算子の 優先順位 

式の 中に の 子が 用いられ ている j» 合 は 優先 m 位の 高い ものから * 行し ます。 また m じ w 位 

の iWt): f の 《 介 は 式の/ r: から ィ f への Wi に'; iff します。 

かつこつ にで M まれた 式お よ は * も KSfctt に * 行し ます。 
実行の 顒序 



® 


( ) でリ H まれた A 




\mm«. >. = など) 


② 


mum - 义卞 m& 


® 


fi^(NOT) 




べき *w 




ttJilX(AND) 


® 


マイナス 符母 (一 ) 


じ 


IMfl(OR) 


⑤ 






俳 他 的 A«l 和 (XOR) 


⑥ 


^St の 除 W(Y) 




SL 含 (IMP) 


⑦ 


除^の W^(MOD) 




1' 様 (F-QV) 




加算 •«»( + ， 一） 







34 basic com 



キー ボー ド とスク リ ーン エディ タ 



BASIC に W する 命令 ゃ疳示 は, キー ボー ド から 特定の 意味 を 持つ 文字 (単 甜） を 打ち込んで 行い ま 
す。 ここで は bask: を 利 W する I- で必 •& 小 W 欠な キー ボー ドの 使い方 を まとめて^ 明し ます。 



3.1 キーボードの 配列と キー入力 



キ 一ボー ドは 次の よ うな t!t 能 別に まとめた lOlfW の キーで W 成されて おり、 キーの 配列 は JIS に^ 
拠した fld 列に なって います。 K> 286L/LE/LS シリーズ では 84 キーです が f NUM J キーに よ り 
の キーの 使 川が^ 能です 

||00«mI 



I stop I ico*n 


][ 


卜， 






卜 




トト I 








ョ EEEEE 


I 卜: 




TAB 


0 

タ 


w 




'-i 卜, i 








CT«L ひ PS 


A 




0 9 


0 


" j 

ク r 




ゾレ ケ 


ム 































shift 








V 


■ 


N 


M 










SMI" 




ノ 




















n 





キー 人力に は， 次の 4 つの モードが あります 
• 字 人力 モー ド 
• 力 タカ 十 人お モード 
• グラフ < ック 人お モー ド 

• 人力 モー ド 



IH 


H I 




H 


1-1 


V 








8 


り 


卜 




， 




4 




6 


+ 










1 














0 


•1 


I- 





3.1.1 英数字 入力 モード _ 

'yiK 卞を 人力す るモ— ドで、 ( カナ ） キーが 口 プク • していない 状 s です。 

この モー ド では キー ト y ブ のん-と I. に^かれ ている アルファべ， ト， 数 卞， 爽,; l!',J を 人力す る こと 
がで きます。 

• j CAPS j キーが ロック • していない 塌合 

アルファべ， トの 小义卞 を人ノ J します 。 ( SHIFT 】 キー を 押し ド げた まま キ一 を 押す と 人文 卞 を 

人力で きます。 

• ( CAPS ) キーが ロックし ている 壎合 

アルファべ ッ 卜の 人义卞 を 人力し ます。 ( SHIFT ) キー を 押し下げた まま キー を 押す と 小 义') を 人 
力で きます。 

キ 一トツプの 上 俩の英 お-ひ は、 ( CAPS 】 キーの 状憨に 係わらず、 [ SHIFT ] キ —を 押し下げた 
まま キ一 を 押す と 人力で きます。 

• PC-286/286X/386. PC-2861/US シ リ一ズ では ！ I キー あるいは r^， キーの LED が 点灯して いる 状 

®. その他の 》»: では 》， 、 キ —あるいは r^r\ キ一 が 半分 押し下げられた いいます。 

牛 一 ホー ト' と スクリーン ェデ < タ 



3.1.2 カ タ カナ 入力 モード 

( カナ ] キー を 押して, ロックした 状態に なると カタ カナ モ一 ド になります。 そのまま キー を 

押す と キー ト ッブの 下にみ かれて いる カタ カナが 人力され ます。 ( SHIFT 1 キー を 押し下げた まま、 

キー を 押す と キー を キー ト /ブ おの カタ カナと カナ! ki''J- が 人力され ます。 
3.1,3 —グラフィック 入力 モード 

[ GRPH ) キー を 押し下げた まま キ一 を 押す と グラフィック 义卞を 人力で きます。 この モー ドを 
グラフ ィ ック 人力 モ一 ドと 呼びます。 ft キーで 人力で きる グラフ ィ ク义卞 は 次のと おりです。 

□□ □□□□□ □□□□□ □□ 




3.1.4 —日本語 入力 モード 

[ CTRL 】 キー を 押しながら I xFi^l キー を 押す と ll^fi 人力 モ一 ド になり ます。 この モー ド 

では 漢字 やひら がな などの 2 バイ ト文' i: の 人力が できます。 日本 妍 の 人力に ついては、 かな * 字 変 ft 

方式と コー ド 人力お A か できます。 



かな 澳字 変換 方式 


日本 2ft 人力 機能 を » み 込んで いると きに 使用で きます。 初期設定 はこの 状 想， 
なって います。 II 本^人 力の if 細に ついては 「5^ 4 な 人力」 をお 照し 

てくだ さい,， 


コード 人力 力' 式 


H 冬 Jft 人力 》 能 を み 込んで いないと きに 使用し ます。 JIS« 字コー ドを 4拊 
人 乃 すると、 Wtt する 1 文 卞 を 人力す る ことができます。 このと き、 かな « ほ： 

変換 方式の ように 肉 ifti のお^ が 変わりません ので 注意して く ださい。 人 

ハ» 能 は ユー ティ リ ティブ ログ ラム BMENU により W り 離す ことができ ます。 

JISi« 卞コ一 ド について は コンピュータ 本体の ユーザーズ マニュアル を 参!! リし 



li 本^人 力モ一 ド から は、 \^ { CTRL ) キー を 押しながら [ XFER j キー を 押す と、 もとの モ一 
ドに I 乂り ます。 
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3.1.5 特殊 キ一 

ド 図に 示した キ 一は、 义卞の 人力で ない 特殊な 馋能を 持って います。 



H B ョョ曰 Ld0 H0HHH @回 



esc 




~ — | — 








vllvl 


Iv| に' | 卜 3 


'1 vl 卜: 1 




； H 


H 1 


HOW 

cut 


HELP 




/ 


TAB 


0 

ク 


w 




ス 


T V 

f] 


u 


1 


0 


tr 




-I J 




1 




8 


9 




cm 


CAPS 


A 


$ 


0 




G ' 


i j 

7 マ 


K 




レ 


r ム 












5 


6 


+ 


SHIFT 




サ 


C 

ソ 


v e 


N ^ 


J 




it ' 


a 


SHIFT 










1 


1 1 


| 1 


1 1 

= 






NfEA 




XFER 




备 




0 









[STOP J (ストップ キー） 

プログラムの * 行 を 俘 止させます。 
1 COPY ) ( コピー キー） 

I 由 hfti の ハード コビ一 を プリンタに 出力し ます。 r 7.2 i 由 iifti ハードコピー j を^ 照して く 

ださい。 

( f - 1 )- [ f ■ 10 】 （ ファンクションキー) 

キ— ボー ド から 1 文 宇 1 文卞 人力す る PIW が ft ける ように、 よく 利用す る BAS にの 命令な 
ど を ファン クシ 3 ン キーに ^'ぶ する ことができます。 これら は KEY 文で I'llh に' & える こ 
とがで きます。 bask: 《ち 上げれ の^' ぶ は 次のように なって います。 



- 1 


load - 


f 


• 6 


save " 






auto 


f 


• 7 


key 




• 3 


Ko to 


f 


， 8 


print 




* 4 


list 


f 


• 9 


edit ， ( 


^ ) 


- 5 


runf «j) ) 


t 


• 10 


conl ( 


^ J 



ファン クシ 3 ンキ 》 を 押す と、 それぞれに M り:' 1 ' I てられて いる 文卞ダ I) が 人力され ます。 

ft ファン クシ 3 ン キーに は 人は义 'ひ: の文卞 W を JW り 当てる ことができます。 文字列 を 
M り g てるに は KEY え を 使います。 



例 11 f -4 1 に r KUN 「 》g ] j を^' ぶす る 
I KEY 4， H RUN"+CHR$(13) 

また^^した 内お は、 CONSOLK 文で ゆ 油のお ト' む にお ポ させる ことができます。 



^ 〕 （ロール アップ） Cd R o 0 お J (ロール ダウン) 



エディ タモ一 ドで を スクロールす るのに 使います。 '3,2 スクリーン エディ タ 」 を 
参照して ください。 



I ESC (エス ケィプ キー） 

H 冬^ 人力 や、 ユー ティ リ ティ^ 行中に キャンセル キーと して 使用し ます 



厂 BS J (バックスペース） 

力一 ソル 位 K の 左の〗 文 卞を消 i し、 力一 ソル 位^から も' 俩の 文字列 を 左に^ めます 



キー ボー ト 'と ス ク リーン ズテ v タ 



r ins j (イン サ一 卜 キ一） 

キー 人力 を w 人 （イン サー ト） モー ド にします。 ^人 モー ド では、 カーソル 位 は にキ一 人 

n した 文卞を w 人し、 力 ― ソル 以降の 文す-列 を w 次 右に ずら します。 

Ni 人モ— ド から は、 以下の キーに よって 上 ft き （オーバー ライ ト》 モー ドに 切り 钤 わり ま 

す。 

• もう-度 （ INS 〕 キー を 押す 

• カーソル^ 動 キー （ （ ♦ ) ( ♦ ) 1 , ) ( 令 )) 

- n^n キ- 

[ DEL 1 ( デリート） 

力一 ソ ル位 W のん: の 1 文' i: を iH ぶ し、 力一 ソ ル^ iW- からむ 《! の 文字列 を 左に^ め ま す。 
Pg?""l ( ホ-ム / ク リア） 

テキス ト I 由 hfii のスク u — ル のデー タ を iHi (ク リア》 し、 カーソル を ホーム ポジ シ ョ 
ン （ス クロー ル »け4 のん ： I.W の^ へ 移 W します。 

( SHIFT ] キ一 を 押し トげ ながら 人力す ると カーソル だけが ホーム ボジシ 3 ンへ きま 

す。 

〔 HELP 〕 （ヘルプ） 

• プログラム'； if/ 中に エラーが したと き、 エラーの した 行の 内^と 化 W を^^ 

します o 

•ON HELP GOSUB 丈に よる M り 込み を 56* しまき I 



厂 TAB 1 ( タブ） 

カーソル を づっ おへ 動か します。 に 力 一 ソ ル から タ ブ位 折 ま で を irtJ:' します。 



[ «J 】 （ リターン） 

I 行の り を^し、 カーソル を 次の fr の^ vft に 勅 かします。 



「CTRL バ コン トロール） 

以下に 示す ように、 他の キーと 組み ft わせて 使 用します。 し CTRL J + 
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A 



fCTRL 〕 キ— を 押し ドげ たま ま ( 

モー ド でも WW でき ま す。 
( CTRL 



A 



キー を 押す こと をな 味し ます。 カタ カナ 人 



[ CTRL )+ 【 B ) 
し CTRL J+ ( ~ 0~] 



f CTRL ] + [ D ] 
[ CTRL ) + 【 E ) 
1 CTRL 1 + 〔 
f CTRL 



1 4- f 



G 



キーボードと スクリーン エディ タ 



CTRL 1+1 H ) 



f HELPl キーと l"1 じ いきをします。 
プログラムの' おむ を 中断し、 bask: コ マン ド モー ド におし 



ます-, [ STOP 〕 キーと l"I じ 働きです。 なお、 この キ一 は 
プログラム' お^おのみ も-効です 3 

力一 ソ ルの位 3? している の カー ソ ル から 右 を 消 し ま す。 
現 fr: の 力 一 ソ ル位 K か ら その 行の 終わ りまで を ^去し ま す。 

力一 ソル を、 次の nus の 先頭に 動かします。 
ブザー を « らします。 

カーソル 位 K の 左の 1 文字 を 消します。 f 

|nj じ 働きです。 



BS 1 キーと 



C CTRL ) + ( ~ r 



CTRL 



[ CTRL J 



CTRL 



十 



C CTRL )+ I K J 



[CTRL |+ r M ) 
C CTRL I + f ~" N ~ ) 



し CTRL つ + I O J 



〔CTRL 1+ 〔 O ] 



R 



LCTRL J+ [ S ] 



fCTRL ) + [ U 1 
L CTRL 】+ (~X ~ ) 



[ CTRL ； ) + し 1 



CTRL + XFER 



力一 ソ ルを 次の タ n ま で勑カ 



l"j 時に カーソル 



から タ ブ 位 n まで を ifi します。 [ tTTI キーと I"! じ です。 

LF コ一 ドを カーソル 位れ に » 人し ます。 ^人 モ一 ド であれ 

ば、 行 を 分 M し 2 行に します e 

力一 ソル を ホーム ポジ ショ ンへ 動かします [ SHIFT 1 + 
( M c°lr E 】 と 1"1 じ W きです。 

テキスト rttfd の スクロール M 域 を« よ-します。 [ マ, ) 
キーと M じ * きです。 

[ ゆ 1 キーと 1"1 じ いきをします。 

カーソル を、 次の 中ぶ ft の^ yft へ 移 》 します。 

テキスト i*iifti への 炎ふ; だけ を »1ト. します— もう '度 押す と 

し ま す [ CTRL 1 + ( S"~) と K な り I 由 ほ I' へのみ 

示 だけ を 停 ifc する だけです ので 停止して から、 する ま 
でに する はずだった データ は: it われます。 なお、 この 

キ一 はブ ログ ラ ム ^ む!^ のみ も 効です。 

カーソル を、 カー ソ ルの位 W する ぷ押 行の^^の 文 卞に移 

** します。 



i 入モ一 ド にし 14 



INS キーと 1"1 じ 働きです 



プログラムの' 太: む を -BJ^ll, します。 またし is 丁、 LLIST 3 
マンドの^ む を^ します し STOP }. [ CTRL J 



+ 



C |. I COPY ). I SHIFT レ I カナ) 



キ一 を 揮せば、 « 行が WBH されます。 なお、 この キー 
はブ u グラム' 大: む^のみ 心 幼です。 

力一 ソ ルの あるむ を 除し ます。 

カーソルの あるむ の] (i 後の i 卞の、 "側に 力一 ソル を 動か 

します。 

力一 ソ もの 位 R から 爾 面の 終わ り ま で を 消去 します。 
ll^^ft 人力 モード を' feOi します， 



o 



CAPS j (キヤ ビタル ロック） 

この キ— を '度 押す と ロックし、 もう^ 押す と ロックが 解除され ます。 

この キーの クし た状您 で アルファベット キー を 押す と 人 文 ほ: が 人力 されます。 小 文 

ひ: を 人^す る 埸ィ? は [ SHIFT 】 キー を 押し 卜げ たま ま、 その キー を 押します。 「3.1.1 爽 
数' i: 人力 モード j を^^して ください。 

( 一 カー ソ ル 移動 キ 一 ) 

カー ソ ルを欠 印の |4 き に 動か します— 




[SHIFT ) ( シフ 卜） 

キ— ト ブの ヒ や も-に 《 かれた 英 ■kiy や 力 ナ^リ' を 人力す る 際に 使います。 

(カナ） 

この キー を 一度 押す と ロックし、 もう 一 « 押す と ロックが 解 除 されます。 
カタ カナ モー ド にします， 「3.1.2 カタ カナ 人力 モー ド 」 を 参照して ください。 

キーホー ド とスク 'ノーン ェデゲ ク 



〔 GRPH I ( グラフィック） 

グラフィック 文卞 の人ソ J に 使います。 1 " 3. 1.3 グラフ ィ / ク 人力 モード」 を^! おしてく 
ださい。 

[ XFER ) ( 変換) ( NFER 】 （非変換) 

II 本,, fr 人力 モードで 使います。 「3. し 1 EJ 本^人 力 モード j を 参照して くださ レ j 

3.2 スクリーン エディタ 

2〜3行«^のブ13グラムならばねぃのですカ 《 、 プログラム 力、 Ml- 行に もお よぶ と、 人ゾ J ミ スも 
きます し、 プログラムの や »1ト： の必' & もで てきます。 プログラム をい らいち み きめ: していた ので 
は 人 変です。 bask: の 持って いる スク リーン エディ タ馋 能に よ り， カーソル を II 山に は #カ させて、 
プログラムの felfe と^ iK をむ うこと がで きます。 



3.2.1 プログラムの 編集と 修正 

プログラムの 入力 

BASIC fc 起動して, 圈 面に" OK- という 文字が 农 示されて いれば、 プ n グラムの 人お が" f 能です。 
スクリーン エディ タを W いて プログラムの «Ui 作 あの （H を 小し ます。 

圍 W 面 をき れいに します • » 示 内容 を ffl 去し、 カーソル を i*iifii ソ, ： I. に^ #* します。 そのために は 

キ 一を 使います。 



HOME 
CI" 



参考 グラフ ィ ックゆ iifti に M 形な どを^^させ ている 場^ は、 f H gy 〕 キ —では ii'jj; でき ま 

せん。 キー ボ一 ド から CLS 3 ( «J 1 と 人力し ます- 

(2； ( CAPS j キーと [ カナ 1 キーが 口， ク されて いない こと を »,ぶ し、 次のように キ一 ボー ド 
を 打って みます。 



10 print times <^ ) UH'lj を ゆ iifd に /^する ゾロ グラムです 



注意 



プログラム を I む 人お したら， 必ず I ^ 1 ( リターン） キー を 押します ■> カーソル は 

次の むの^ vfi に 移 « します、 ( «J ) キー は、 そのむ を コンピュータの メモリに, ヒ悅 
させる な ttft さを^って います. したがって、 プログラム を した あとな ども、 必 



ず f ^3 〕 キー を 押す ようにして ください。 この 坳 介、 カーソル は その 行の 巾で あれ 
ば、 どこに あっても « いません。 



プログラムの 実行 



a) Rt N 1 ^3 1 と 人力す ると, プログラム は 行され， 次の 行に 現 ft の 時 叫 が^^される はず 

です。 



文字の 追加 

® コンピュータに 人って いる プログラムの W おを^たい ときには、 list ( 】 と 人力し ます。 
すると、 ^ほど 人力した プログラムが^ ポ されます。 ただし、 先 ほどと は^なり， すべて 人文 卞 

で * ポ された はずです。 このように bask: では 小 文卞で 人力 した プログラム も 、 riw 的に 人义 

ひ： に' &換 されます。 ただし、 二 *リけ《符(-) で IMI まれた 文卞列 や、 DATA 义で' ぶ* した 文' Mm 
など は 変換され ません。 
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10 PRINT TIMES 
OK 

® 時 l!U だけでなく II 付も^^ される ように 修^し ます。 カーソル を T のと ころに 持って いき、 
【 INS ) キー を 押します。 

10 PRINT TilMES 

掉人 モードになります ので、 1>,'\丁ト:$に •： と 人力し ます。 
10 PRINT dateS ； " " ； [TJMES 

【 d> ) キ一 を 押す の を 忘れない ようにして くた' さい。 
行の 追加 

® H 付と 時 IBI を、 rttfii のお 上に * 示す るよう にブ o グラム を 迫 加し ます o 

5 locate 0.63 [ d> ) 
list [ ^3 } 

5 LOCATE 0,63 

10 PRINT DATES ； " - ； TIMES 

このように、 後から 人力した 行で も、 行 »' ゆの 小さい w に * び * えられます。 

この プロ グ ラ ム を箭す る と 、 HB と 反 して 麵廳左 ト に 曰 付 と 時 鶴が 表示 されます。 
文字の 修正 

® カーソル を の o のと ころに 持って いき、 [ ins 」 キー を 押します。 

5 LOCATE lOi. 63 

10 PRINT DATES ： " •' : TIMES 

(>3 と 人力し ます。 

5 LOCATE 63[Qi. 63 

⑧ r 一 j キーで カーソル を, に 持って いきます。 これで ^ 人 モードから 抜け出します。 

5 LOCATE 630Q63 

® I DEL ， キー を 押す と, カーソルの i)J の 文' ギ0 が ^ぶ され、 力一 ソルの 後ろの 文卞 列がん: に 
誌め られ ます。 

5 し OCATE63G63 

© M じょうに 後ろの 63 を 0 に修 1 ト: します。 
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5 LOCATE 63, 0 



W 後に し ^ 」 キー を 押す の を 忘れない ようにして ください。 



® このままで すと、 —度 日付と 時闕を 表示して プログラム を 終了して いまいます。 いつも 正確な 時 
IHI を^ ポ する ように プログラム を修 I ト: します。 20 (； OTO 5 ( <^ ] と 人力し ます。 



5 LOCATE 63, 0 

10 PRINT DATES ； " " ； TIMES 

20 gotu 5 

^■0 を 人力すべき ところ を U を 人力して いる。 
この プログラム を'; i 行す ると 20 行に エラーが あり ますので、 プログラムの' 行が 屮 断され ます。 



エラーの 修正 

プログラムに エラーが あると、 エラーの ある ff で 'おむ が屮 断され， エラーの H "^と、 エラーの ^ 
きた 行の 行 »v を I 由 iifii に^ 示します 。上の W です と 次の ような メ -/セージが ぉポ される はずです。 



Syntax error in 20 



エラーの によって は、 エラーの あるむ がお^され、 エラーの ある 'は^か、 その 次の^ぶ i の^ 
yfl で カーソルが 点 械 します。 この 坳 ft は スクリーン エディ タを Wi つて プログラム を します。 
( help 1 キ一 を 押す と、 エラーメッセージで ffi 定 された むが^^ されます。 力一 ソル は エラ一 
の あ る ゆ,, ft か、 その 次の や. の feifl で カー ソ ル が.' 械 しまれ 



I HELP ] 

20 GOTU SI 



この 坳^ は、 力一 ソルの め: ||；{ の （； OTT の 中に エラーが あります。 GOTI ' の U を 0 に « |K し て 
^ 】キ 一を 押します。 



* 考 edit コマンド を 使う と、 桁^した 行 を i*iifii のお h 行に/^ して、 プログラム を^ す 

る ことができます。 < エディ ッ トモ一 ド） 

EDIT 行 し 《9 J 



C r Sp l 〕 キーと [ ； 1 キーで I も ほ i を スクロール する ことができます。 



プログラムの 編集 

@ プログラムの 行 茶'' J- を 摘 える ために RF-NTM コ マン ドを^ 行して みます 



renum 100 [ «J i 

list ( <J ] 

100 LOCATE 63, 0 

110 PRINT DATES ； " " ； TIMES 

120 GOTO 100 

OK 

42 キーボードと スクリーン エディ タ 



このように KKNl AI コマンド を 使 う と 行 * リ' を 分か り やす くす る こと がで きます。 



プログラムの 中から ft?j^ に ffi 定 した 行を filjRt する こと もで きます 

1 20 行の G の m に カーソル を 持って いきます。 

120QGOTO 100 



CTR し」 キ 一を 押し トけ' たま ま [ _ £」キ 一を 押します。 すると、 力一 ソル のん '脚の 义卞 



列が^ 人-されます。 このまま I ゆ j キー を 押します 



120 



0 



し 1ST コ マン ドを * 行す ると 120 行 されて います 



O 



list I ^0 



100 LOCATE 63, 0 

陽0 PRINT DATES ； " " ： TIMES 

OK 



參考 



•OK— とお 氺 されて いる ドの 行で 120 し と 人力しても、 l"j じょうに 120 行 を 削除す 
る ことができます。 



キー ボー ドと ス ク リーン エディ ク 



3.2.2 カーソルの 移動 




, 1 CTRL ] + C L I 



rtifti のお^ 内お を ii'U: し 、 力 一 ソ ルをノ r: 

hw< ホーム ホジシ ョ ン） にレ i します 



f SHIFT ) + f H C J. 厂 CTRL 1 + [ K 1 



カーソル を ホーム ポジ シ a ンに J/i します 



カー 



ノ ル をん に は W します 



1^1 



力— 



ル をん: に はお J します 



力 



ル を |'. に 



します 



r~r- 1 



力' - 



ノル を ドに移 *6 します 



L CTRL J+ [ F 〕• し CTRL J 十 〔 



力 一 ノ ル を 次の fli<ift の JtsM へ 移 #i し ま す 
ド (•)， ハイフン （ー广 c す 



[ CTRL ト 〔 B I 



力 一 7 ルを i» の' l^ift の 5tJM へ 移 « します o 



TAB 1 ， f CTRL 1+1 I 1 



カーソル を 次の タ ブ位 W に は W し ま す 
(タブ 位 K は rtlflU, に I バイ ト文卞 8 文字 
ごとに^' ぶされ ている 位 W のこと） 

»» した » 分 は スペースで 消去され ます * 



■CTRL | + [ Q ) 



カーソル を、 力 一 ソ ル の p: n す る a A! ？ I 

< し 1 キ一 に よ ') て 人 JJ し た 

グラムめ の のえ'?: に します 



力一 ソル を、 力一 ソ * 



〔 CTRL |+ f X I 



4:K する Affltf 
人お した プロ 



グラムむ） の W 後の 文卞に 移動 します 



〔 STOP J . I CTRL J + I C つ 



力一 ソル を、 力一 ソル の P: K す る A «! \ i 
の 次の 行の JtiM の义ネ に 移 ft します。 



SHIFT ] + しま 1 で ホーム ポジションへ 



PX=FIX(PX/2J 

IF PX>7 THEN BITz23-PX ELSE BIT=7-PX 
BrT = VA しに' &H ' + HEX$(2 A BIT リ 
,CD = KPX(PY + 2) AND BPT 

CD=0 THEN »KPSET ELSE 




"EL 
IK 

6 4 0 GOTO 
650 *KPSET 

660 CO し OR 1 : 0^™8< 章 2,PY : 
670. KPX(PY + 2)=KPX(PY + 2) OR BPT 



し S E し SE tKPEND CTRL J + 



【 CTRL J + 



B 



で 次の *SS へ 



で^の 車 SS へ 



690 tKPRKSKT 

700 COLOR 7 : LOCATE PX*2 f PY : PRINT ■ 

710 KPl(prm^KPx(miM and i mv Q 

72pu^BEEB0: GOTO «EXIT 



CTRL j+ [ Q 〕 で 行の先頭へ 



CTRL J + 1 X ] で 行の 終わり 



へ 



■ STOP I で 次の 行へ 



44 ヰ 



—ボードと スクリーン エディ 9 



3.2.3 消去/削除と 挿入 



[ CTRL ] + I 0 ) 



fCTRLj + 匚 丄 



カーソルの ある 中.,， なの、 力一 ソルから も 

麵を消 i します 《 



カーソルの 位; なから、 その 行 （ A りの 
ft わりまで を 消去し ます。 



「 CTRL ] + f J 



力一 ソ ル に 1- ト' コード を^ 人し ま す。 

M "，人 モー ド であれば む を 分 M します。 



BS , DEL | . CTRL + C H 



カーソルの め: iW の 文字 を 消去し、 カー 
ソ ル のィ, 俩の jt 卞列を 左に iS め ま す， 



[ INS ； . ； CTRL ； + I R 1 



^人 （イン サ一 ぃモ一 ド にします。 ^人 
モードに なると， 人ん した 文卞 を カー ソ 

ル^ に Hi 人して いさます,. W 人モ一 ド 
から^け 出す に は、 もう -'fti f ins ， 

( I CTRL ) + [ R 1 ) キ- 

力'， カーソル^ W キー を 押します 



匚 CTRL 1 + 1 U 1 



力一 ソ ルの fWW する 行 を ffji します 



CTRL J + [ 



カー ソ ルの 位^ か ら rtifti の 終わ りまで を 
ii'i 大 します。 



PX=FIX(PX/2l 

IK PX>7 THKN BIT=23-PX ELSE BIT=7- PX 
BPT = VAL( "W + HEXS に BIT リ 
CD=KPX(PY*2) AND BPT 
IF CD=0 THEN 拿 KPSET ELSE tKPRESET 



IK PY = 3 asm GOSUB «KPCLS ELSE «KPEND [ CTRL I + f D J TWISfilj^ 
GOTO *EXIT 
^ KPSET 
COLOR 1 

KPX(PY + 2)=KI>X(PV + 2) OR BPT 
BEEP ： GOTO 拿 EXIT 

tKPRKSKT 

し '（M' OH 7 ; ^CATK PX*2 1 PY : 



CTRL + [ 



HUT 

KPX(PY+2)rKPX(PY+2) AND (NOT BPT) 
BEEP ： GOTO 拿 EXIT 
EXIT 

FOR 1=1 TO 200 ; NEXT 



CTRL 



行の 終わりまで M» 
+ ( 



u 



カーソルの 位 ■ する 行 を 削^ 




«KPEND 

COLOR 



CLS 3 : PEN OFF 



1=^ 



CTRL J + 「 



J で 画面の 終わりまで 削除 



キ— ホ'— ドと X ク リー シヱデ f ク 



oooooooooooooo 

67890123456789 

55556 66666666B 



U 



o o o o o 

12 3 4 5 

7 7 7 7 7 



o o o 

6 7 00 

7 7 7 



V 



日本語 入力 



i« 卞 やひら がな などの 2 バイ ト 文卞 を 人力す るみ 法に は、 かな «卞« 換 力'; A: と コード 人 カメ/式が あ 

ります II も^ 人お を すれば、 n*« でメ 'セージ をお 小した: j. データと して 〖j 本^の 文字 グ< 
を 人お する ことができます 《 

かな ガ式に は、 K (； Bridice を« 出して います 

F ズ; Bridge は^ 八^れ エル ゴノフ 卜の ひ MlffilS です 



4.1 一 日本語 入力 モード 

t CTRL ^] キ 一を 押し 卜げ たま ま ( XFER 1 キー を 押したり、 ゾ CJ グラム やで T 义 を^むし 
たと きに B 本 » 入力 モー ド になり ます, この モー ト' では 漢卞 やひら がな などの 2 バイ ト文 字の 人力 を 
むう ことができます 

II 人お に は、 BASIC&IW* の 《EW2 によ リ, かな 換とコ 一 ト' 人力の 2 つの 人力 //法 が あ 
ります 



人 乃ん'; J:' 


US 能 


かな ほ'?:' &換ん t 


ひらかな で 人力した； t; 卞を i'A 卞に' &換 して 人ん す るん 法です かな 欲 字 変換 
のた めの プロ ダラ ム と »«7 r < ルが必 おにな 1) ま す、 はこの 状 38 
になって います」 


コ一 ド 人ん 力' A 


MS, え 'i: のお Si« 卞コー ト' を 人力して H 本^ を 人お す るん まです かな SS 

プログラム やお ^ フ マ ィ ル は必 あ りません IJAS に ュ一テ f リテ f 
r HMHM j によって r ll4:«ift 人力 侬能 メンテナンス j の 「« ぬ^^」 で 「力' 
な iH: 変換 を 使《1 しない」 に^^ したと きの 人力 カ^です 



4.1.1 かな 漢字変換 方式 

力 'な 《 卞' felft は、 次の ような 特 K を 持って い ます。 かな 変換の 力' 法に ついては 「4.2 かな 《 
字 変 换力式 の 本找作 j 以降で^ 明し ます。 
• 逐次 自動 かな 漢字変換が 可能 

I'm 「文人 力 モードで は、 プログラムが FI 動的に 义 Hi を W 断して 変換 を 行います。 したがって、 文卞 

を 変換す るた めに 特別に キー を 押す 必 'おは あり ません。 
• 500 文字までの 読み を 一括で 変換 可能 

^ 人で 500 文 卞 までの^ み を 一度に' &換 できます。 11 山义 人力^ 换モ一 ド では 500 文' }: までの^ み を 

変換し め: す ことができ ますし、 文^— 括 変換 モ一 ド では 500 文字までの^ み を 一括で 変換で きます。 
• 柔軟性の 高い 《 集が 可能 

変換が 確定す る 前で あれば、 ^みの 修正、 文字 ft の 変換、 文節^の^！ li など、 fUH に 編 ^を 行う こ 

とがで きます。 



// ね f は JJ 



• コード 体系 を 自勳織 別して 変換 

コ一 ド 人力 モー ド では、 jis/ シフト jis/k 点の 3 つの 改卞コ 一 ド 体系 を 门 觔的 に^ 別して n 的の « 
字 や おひ に 変換し ます。 （次に ^叫 する コー ド 人力 方式と は a います j 
• 数字の 表記 方法の 変換が 可能 

アラビア で 人力した^'?: を 《 &卞に 変換したり、 3 桁 りの カンマ （.） を 付ける ことが で 

きます。 

• 番号 変換が 可能 

16 便番 によって、 16 侵 番号から 住所 を if び 出す ことができます， 
• 辞 害の 繊 集が 可能 

かな « 字 の ttft は、 16 本 的な を した メイン と、 ユーザ一 が «錄 した をお tt し 
た ユーザー ft# に 分かれて います。 ユーザ —おはへの ^^な 《 や、 ほ » した *j» の IW 除が 簡 'iU こ 行 
えます。 

4.1.2 コード 入力 方式 

コード 人力で は、 I ぇ卞' iU みで Jisi 化 ひ: コード を 人力し ます。 

1 LgigiJ キ 一を 押し ドげ たま ま 【 XFER ) キー ( 1 CTRL 1+ [ XFER 1 キー) を 押します。 

2 II 的の 文卞の jisi« 卞コ— ドを 4tir の l6;!Lti で 人お します n 

Jisi 免'?: コー ド について は、 コンピュータ 4： 休の ユーザ一 ズ マニュアル をお 照して く ださい。 
かな « す •«£ 摸 方式で は tl 人力 モ— ド になる と 画面の JK の * 示が まわり ますが、 コー ド 入力 
力' A の 場^ は ゆ iifii の^ 小 は 変わりません。 また、 BI 逸った JlSi*'} 1 : コード を 人力 すれば、 画面に 何も 

^^されません。 



例 



D 



CO 



f CTRL j + 〔 XFER J il^„ft 人力 モ一 ド 

© CO CO .x^>jis ： ：… ！、 を 人ハ 



ガー ソル 位 B に r *j をお リ 



® L_2 TRL 1 + 〔 XFER 〕 キー、 または 「 <J J キー 



4.2 かな 漢字変換 方式の 基本 操作 

力、 な i« 卞' &換 力' A を 使って H 本^人 力 を 行う ときの) も 本 的な 找 作 について^ 明し ます。 はじめて、 

かな^ I： 変換 を 利 W する * 合に、 この^ 明に K つて 橾 作 するとかな^' i: 変換の^ 本 的な 投作 を^え る 

ことができます。 
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また、 それぞれの^ 明のお 後に 「まとめ j として. その JTi の找 作で 使 Hi した 馋 能と それに |!d 係す る 
馋能を まとめ ま した。 'ii 際に 找作 をしながら これらの 馋能も えてく ださい。 

4.2.〗 かな 漢字変換の 起動 

かな &換 方式に は 2 つの 人力 モ— ドが あり ます。 これらの モー ドは feft のん 法に よって 逸択 で 
きます。 



直 接 入力 モード 



i に カーソルが お^され ている 状 您で [CTRL |+ I XFER〕 キー を 押します 

<2) iflffi に カーソルが 表示され ている 状 S8 で KINPUT を' お 行し ます-, 

め: 接 人力 モー ド では ゆ hfti の W 下 if に 次の ような 水 の ガイ ド を^^し ます。 



カナ ゃダり 爽& コード t\m ドライブ 'ず- 3 n •? mil ローマ かな ノに 



M 接 入力 モード 

(1) lAilflj に 力一 ソルが お^され ている 状? g で [ SHIFT ) + ( XFER 】 キー を 押します。 
陽 Wifti に 力一 ソルが お示されて いない; R11 で KINPUT を' お 行し ます。 

(3) Wtfli に 力— ソルが み 小され ていない 状 想で し CTRL 」 + し XFER 1 キ一 を 押します。 

w 接 入力 モー ト' では 瞬 凼 のね 下行に 次の ような 縁 色の ガイ ドを * ポ します i 



カナ 't'f り 'も 《t コード m ひ w am ドライブ n ■? run ローマ かな 个 



义卞を 人力す ると ガイ ドは 次のように なり ます。 



^お > ■? rim ローマ かな 个 



注 * 



1 ^の 文'}： &を 40W にして いる 坳; > は、 ファンク ショ ンキ一 の ガイ ドは^ 小され ません 

Wifii の W 卜 '行の ガイ ドは 次のようになります。 



o 



rim ローマ 力、 な つで 



注意 



注意 



WI 接 入力 モ— ドで， 画面の Jft 下行に 3K 示される 文字 ft は 次のと おりです。 この 文字 数 を « え 
る 夂ひ: が 人お された^ ひ， 义卞 列の^ yfi がみ^ されなくなります が、 '&換 が (*定 したと きに 
W 面から 消えて いた 文字 もす ベて 画 画に 表示され ます 《 

• 1 行の 文字 » を 80W にして いる * 分 全 A 文字 25 文字 分 

• 1 行の 文字 数 を 40« にして いる 場合 全角 文字 7 文字 分 

ゆ iifii にフ ァ ン ク シ 3 ンキ一 の ガイ ドが/ i ^されて いない 状 想で、 力一 ソルが ぉド 行に ある 垛 
き、 かな «字« 摸 を «{ 動す ると, カーソル がかな 漢字 «» の ガイ ドに ぬれて W えなくな り ま 
す。 

この場合， 3t 宇 を 入力 すれば ガイ ドの 上の 行に 人力 文字が 示され， かな 漢字 «渙 も 正常に 
行われます。 



4.2.2 かな 漢字変換の 終了 

かな 漢卞 変換 を 終 r する に は、 次の 2 つの 方法が あ り ます。 

《い め: 接 人力 モー ド のとき [ CTRL 1 + ( XFER 1 キー、 liij 接 人 乃 モー ド のとき I SHIFT J + 
( XFER 】 キ 一を 押します。 

(2> I 4^3 1 キー を 押して その 行の 編 » を 終わります。 
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まとめ これらの 人力 モー ドの 係 を 1 ズ 1 に 衣す と、 下の ようになり ます。 



英数字 人力 モー ド 


I CTRL ) + 




( CTRL ] + ( SHIFT 】 + 


\ 


SHIFT ] + 


( XFER ] 


[ XFER ] 〖 XFER ) 


( XFER ) 


(1 磷 ]) 


u ^ )) 

[ SHIFT ) + ( XFER ) 




れ《 人 "モー ド ^ 1 B0 接 入力 モ— ド 



l CTRL ] + QXFER ) 

次の よ う な^ * が こる 哚介 があります が、 この 現象 は不 JI- 介ではありません。 

• i 由 iifti に/ ^ されて いた 文字の一 《 が tfj えてし まう。 
木' &换 の文卞 が i*iifti のお ft までい つばい になる と、 Wifi の 下から 13 行 分が一 時 的に スク 
口一 ルァ， ブ します。 このために一 » の 文字が « える 坳介 があります。 しかし、 I ゆ 的に 

消 え た t 字 は c« tm& すると、 もとどおり m されます。 



4.2.3 基本的な かな 漢字変換 

かな 漢字 « 挑に は、 「自由 文人 力 と 「文 *• の 2 つの' &换 モードが あります。 「1'1 山 

义 人力 '&換 j では、 みの 人力 中で あっても 义 K の りが 《 ^したと 钊 断され た 時点で、 的に 

かな 《卞 '&換 が 行われます。 これに》 I して 「文な 一 W 'も 1 换 j では、 [ XFER 】 キー を 押す まで、 力、 な 

i« 卞 換 がむ われません。 

ここで は、 次の モ— ド^ 定で找 作す る こと を ii;JK に pMi をし ます。 モー ド^^の 说 いに よる 找れ: や 
'iiff お i* の i4 いは その ffliifi! ^明し i す。 
人力 モー ド …… g 接 人力 モ— ド 
* 换 モー ド …… 自 ill 文人 力 «換 

w 作の^ 明 を 始める ii:n こ、 かな^ 卞' も換 w 能の^ 冬 的な 処^ の^れ を^ 明し ます。 

® ^み を 人力し ます。 

^みは、 ^数' i: の^^ は爽 »卞 で 人力し、 ひらがなのお; 分と^ ひ: や カタ カナに 変換す る 部分 は ひ 

らが なで 人 乃します。 人力した 文卞 はお & でお, r くされます。 换文卞 列） 

このと き I* は ih で 点 械 している カーソル を义卞 カーソルと 呼びます。 文字列の fci 後に あるとき は 
A 色, 文^！ の 途中に あるとき は Itfe で 表示され ます。 

なお、 カタ カナに 変換す る 部 分 を はじめから カタ カナで 人力す ると、 より 効^的な かな 《'チ： 変換 
を 行う ことができます。 

人力す る 文 ほ: を 切り換える 方法に ついては 「人力 文卞の 切り換え j で说 明し ます。 
® 人お した 义' を 変换 します。 

-m さ れた 文 卞 は 水 & で *>六 されます。 ぼ換 さ れた 义卞 列） 
'&換 の 方法 は 「文字の 変換 j で ^明し ます。 

® IWiS つて' &換 された 文字列 を、 iE しい^ 補に かお 換 します。 
垛合 によって は 文節の K W り も' & Hi します。 

このと き橾 作に よって ft 色で 反お お^される 部分が あります。 黄色で 反お * ポ されて いる 範囲が 
ひとつの 义 Hi で、 この ト乂 お^ 分 を 文^ カーソルと 叶び ます。 

変換 候補の 選択に ついては 「1"れゃぉ- ^US の 逸 択ム 文 おの 変^に ついては 1 "文節^の 変! iij で 
说明 します。 
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® 変換され た 文 列 を 確定し ます。 変換が 確定した 文' す: 列 は^ 色で^ ポ されます。 
変換の 確定の 方法に ついては 「^换 の 確定 J で^ 明し ます。 



入力 文字の 切り換え 

かな iH: 変換で は、 个 ft の ひらがな を漢' ド に、 あるいは カタ カナに' も换 します。 したがって、 ひら 
がな • カタ カナ， ^Srt: のお じった 文な の^み を 人力す る 際に は， '炎^'?： は奂 grt: で 人力し、 その ほ 
かの 部分 は ひらがなで 人力し ます。 また、 カタ カナの 部分 を カタ カナで 人力 するとよ り幼卞 的な かな 
«卞 変換 を 行う ことができます。 

ここ は、 人お する 文'?: の «Si を W り 換える J ほ を JiW します。 

かな «卞 '&換 を^う iiin こ、 次の 2 つの キーの 状锼を 61^ してく ださい。 

fCAPsl キ ― 解除 状您に します。 

( カナ 1 キー 解除 状態に します 



かな i« '？: '&換 K 能 を 起動します 

【 CTRL ) + (_ XFER ) を します. 

かな 漢字 «换 を 初 Wtt» のままで 使用して いる 場合、 ISM** に は ローマ字 入力で 全角の ひらがな を 
人力す る ことができます。 

人力 モ— ドと 人力で きる 义 卞の W.Si は、 次のように のれ 下に おかされます。 



竽 自由 ローマ かな 全 

L^ft 文' )： 

ひらがな 

ローマ 卞 人力 

n 山 文人 力 変換 

ィ i 幼 《「お さひ':ぉ《?1能」 <6i ページ》 を^ 照) 



(2) 



ローマ字 人力 と かな 人力の 切 り 換え 

口一 マ'): 人力で は、 ローマ 卞 の «,ヒ 方法に 従って アルファべ フト でかな を 人力し ます。 かな 人力 
では キー ボー ド 上に 印刷して あるかな をめ: 接 入力し ます。 ローマ字 人力す る坳介 は 「4.4.3 ロー 

マ 字/かな 変換お j を 参照して ください。 



ローマ字 人力と かな 人力の W り 換え は、 厂 カナ 〕 キーに よって 行います。 
( カナ 1 キーが 解除 口 — マ卞 人力 

( カナ 1 キーが 口 -, ク状 s かな 人力 

ひらがなと カタ カナの 切り換え 

人力 文卞を ひらがなから カタ カナに、 あるいは カタ カナから ひらがなに 切り換える 方法 は 次のと 

お り です。 



CTRL ]+ [ f • 1 1 キー を 押します。 



また、 口 一マ' f: 人力 時に は 次の 力' 法で ひらがな と カタ カナの 切り換え をす る こと もで きます 



0 



• CAPS 1 キー を 押し、 ロック 状態に します。 



( 3) ひらがな Z カタ カナ 人力と^ 数字 人力の^り 換え 

ひらがな Z カタ カナ 人力と 爽数字 人力 を 次の 方法で 切り換えます。 

かな 人力 時には ( カナ ） キーに よって ひらがな/カタ カナ 人力と 英数字 人力 を 切り換えます。 

L カナ」 キーが 解除 状態 爽 &卞 人力 

1 カナ 1 キー 力 《 口 •/ ク状 @ ひらがな ノカ タ カナ 人力 

[ カナ ] キ —を 解除 状 @ にした ときに、 人力 モードが 口一 マ: i: 人力の 「か な」 または f 力 十 』 

になった W 介に は r (7) ローマ字 入力と 英数字 入力の 切り換え」 を 参照して ください。 

(4) 全角と 半 ft の 切り換え 

仝 ft 义' i: と り 文'?: の 切り換え は， 次の ム法 でむい ます- ただし、 T-ft の ひらがな は 使用す る こ 
と はでき ません。 ひらがな 人力 時に 人力 夂卞を 半 ft にす ると、 i'i 動的に カタ カナの 人力 モードに 
なり ます。 

• ( CTRL 1+ ( f - 2 】 キ-、 または （ SHIFT ]+ | TAB j キー を 押します 

<5) 爽 数'?: の 人文 卞と小 义卞の W り 換え 

炎 数^の 人文'? と 小 义ひ: は （ CAPS 】 キーで 切り換えます。 

小文字 人力 

A: 文字 人力 
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17> 



CAPS っキ— 



CAPS 〕キ 一が U ノ ク状您 



また、 f SHIFT I キ一 を 押し下げた まま 文'?: 人力 をす ると、 人文'?: と 小 文卞 を 切り換える こと 

がで きます。 

55 数字の 全 A と 半角の 切 り 換え 

RSk 字の 全角と 半角の 切り換え は、 次の 方法で 行います 0 



CTRL ]+ 〔 NFER ) キー を 押します 



また、 支卞 を 人力 中の 1« 介 は | NfER 〕 キー だけ を 押しても 切り換える ことができます 
ローマ字 人力と 英数字 入力の 切り換え 

口 — マ 字 人力 と 英数字 人力の 切り 挑え は, 次の 方法で 行いま^ 

• [ 值 ） + [ TAB 1 キー、 または [ CTRL 】 + [ f'3 ) キー を 押します 

また、 文卞を 人力 中の * 介 は ( TAB 】 キ 一だけ を 押しても 切り換える ことができます 



まとめ 



ローマ字 人力 



r\ ローマ かな 佥 W CTRL M f -3 



f CTRL 



CTRL 



、 CTRL 



- ma 全 i 

QZDCIjAD I CTRL j 



ローマ カナ 全， [ f-2j 



f'2 ) f 

CTRL 1 



1 f'2 ] 
1 



厂英 ft 半 1 



H 口— マ カナ 半ド I CTRL X f * 3 



かな 人力 



t 



f カナ 



f CTRL 



I f-1 ] I 






I I カナ 


i I 



英数 w 



t 



[ CTRL I 

f -2 1 T 



f-2 



[ CTRL ) 




I 英数 半 



1 



半' 



- 厂 カナ 1 
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BC みの 入力 

^際に 找作 をしながら かな i« 字 変換の 機能 を^ 明して いきます。 
力' な 漢字 変換 は 起動して います か。 もし 動して いない 場合 は、 次のように 
を 起動し ます。 

x { ctrl ) + キー を 押します。 

例 18! として 「旅 は ifi 迚れ、 W: は tft。j と 人力して みましょう。 
まず 次のように^ み を 人力し ます。 次の 文^ はすべ て ひらがなで すので、 ゆ iifii の も-下に は 「かな」 と 
^ポ される ように 人力 モー ドを^ 定 してから 人力し ます。 ローマ 卞 人力と かな 人力 は 使いやすい 力に 

^定 します。 （ローマ 卞 人力の * 介 、.4.3 ローマ 卞 /かな' も换 お」 を 参照して ください。） 

CD r たび はみ ちずれ j と 人力し ます。 

ところ カヽ 「道 «れ」 の IE しい みは 「みちづれ j です。 いま 人力した r みち ずれ」 を 「みちづれ」 

に W 正します o 

( 1 キ一 を 押して 力一 ソル を 「れ 」 の 位 SV に 移します。 

[ BS ] キ 一を 押して 「ず j を 消します。 

「づ j と 人力し ます。 
I J キー を 押して カーソル を 「れ」 の 後ろに 移します。 



まとめ 



求* 換文字 列 を 釘 正す るに は、 次の 方法が あり ます 



filJKt したい 义卞 の^に カーソル を 移 « し、 し BS キー を 押します 



filj 除 したい 义' の 位び( に 力一 ソル を^ « し、 ( DEL ) キー を 押します。 

文 ひ: を W 人したい teW に カーソル を 移 W し、 ^人したい 文 '}•: を 人力し ます。 



^ 产 SJ 16) 
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これで 正 しい^み が 人力で きました ので. ^きを 人力し ます。 
® 「、J と 人力し ます。 
すると 「たび はみ ちづれ J が '度 は 道連 れ J と 変換され ます。 かな^'?:^ 換の SIH 文人 力 変換で は、 

文節の K 切 り 力 (確お したと 判断 さ れた文 iffi から 顺 次 かな を^い ます， 汲お. （、) を また ぐ 文節 

はあり ません ので、 ^カ: が 人力され た で この/ a; 'ふが' &換 されます。 

• » 、な m: な 

スペース 、 （^ズ 。 （句,'？.':） r • 

• ,;d ひ 

スペース ！ #$%(【|= + — */::<> |— * 〜（ひ Y. •&?, 
もちろん. [ XFER 1 キ一 を 押しても、 '&換 は 行われます。 

これに^して 文^ &換 では、^^ J キー を 人力し ない W り $ 换は 行われません.. したがつ 
て 人力の 中で が 行われる ことがあ りません。 
⑧ 「よはな さけ。 j と 人力し ます。 

r o と 1"1 じょうに 「。j を またぐ 义 iffi はありません ので， 1 "よはな さけ」 力'' 1 "世 は 情」 と^ 換 され 

ます。 



まとめ 




'二 とき， または キーが 押された ときに' &换 がむ われます 



•« のかな, id ゆ, iiy- 



C XFER 1 キー 

お Ml 文人 力 変換 時には、 ヒ お の 文字 人力 や キー « 作 を 行わなくても、 文 » の KW りが 確 
'H し た と かな 换カゅ J 断 し m なで、 W 次 '&换 が 行われ ま す。 

文 * tsttm 

I XFER ] キ— 



同音 興義 B の 選択 

义の^ yrt の 「度 は j は 「旅 は」 でなければ なりません。 そこで これ を 小： 
9 1 ― 〕 キ一 を 6 1"| 押 し て ft fe く I 乂^ した 力一 ソ ル を 「度 は」 の 位！ ff. に 移します。 



XFER 卜ヤ一 を 押し ま 1 



幽 IM の一 «=下の» 分に, 「たび は」 という « みに W する 変換 弒 補の一 K が 表示され ます。 この 中 か 
ら II 的の' &換^ 袖 を 逸び ます。 

® L_^_J キ —を 押して 力一 ソル <' 义钆' ぶ ポの郤 'ふ） を 「旅 は」 に^わせて し ^ 1 キ一 を 押 

します。 

「度 は」 が r 旅 は j に' & わります。 

また、 変換 fctM の/ r: について いる^ ひ: を 人力して 変換 候 袖 を 逸ぶ こと もで きます。 



〃衣, 力 A 力 



注意 



力一 ソル を、 '&換 しめ: したい 文節に 移動して f ~ { ~~ ] キ一 



につぎ つぎと' &換^ 祯が^ ポ されます。 G i j キー を 押す と^の 候 袖 をお ポ しま 



まとめ 



その 文節が しい' お換^ 補に^ 換 されなかった 坳介、 次の 方法で 1ト: しい' &換^ 補 を 選択 



'&換 候 Mi ^おからの « 沢 

[ xfer 1 キー を 押します。 の 編1^行に'&換敉袖の 1 がお 小され ますので、 力— 
ソル キーで II 的の^ 補に カーソル を 移動す る、 または^ 補の * り-を 人力す る ことによ つ 

て 1 1 的の &换 fc^Wi を 選びます。 
中での 《 沢 

[ i J キー または f ~ T") キー を 押します。 CJL 



袖. 



〕 キ 一を 押す と 次の 変換^ 

キー を 押す と^の^ 袖 を^ ポ します ので、 H 的の^ 袖 を させます。 



変換の 確定 

正 しく '&谀 がで きたら、 その 义'? ゅリ を します。 «vu した 义卞 ダリ は する こと はでき ません 



0 



05 [ ^ 】 キ 一を 押します。 

»换 が 確定して 文字 H は 白色に 変わり ま 



まとめ I ft 换の « 定を 行う に は, 確定と M 特に 改行 を 行う かどう かによ つて 2 つの 力' 法が あります 

• 確定の み を * 行し、 »定 と M 時に 改行 を 行わない 場 ft"' ^ 



キー 



. *' ぶと 1"1 時に 改行 をむ う 場 介 fsHIFT 1 + 1 ^> 1 キー 

ただし、 [_ 1 キーの « 能 は 「ぬ ％,ir>Uj で 変 oi する ことができます。 '& 1 ii の 力 法に 

ついては Ufl; BASIC ユーティリティ j の 「7.1 iS3 境 ^定 j を^ W してく ださい。 



文節 長の 変更 

^の 例 ffi では， 文節 の り 力が ！ト: しかった ので 文 》 の' &换 W^MI を 逸ぶ だけで iK しい 変換が でき ま 

したが、 かな 《卞*换が《 に 文節 を 正しく 区! a る と は k り ません 0 次の «« で、 *： 節の 区切り を m 遠つ 
て « 摸され て し ま ゥた 場合の 修正 方法に ついて します。 
例^と して、 「ここで^ 物 を 脱いで くださいつ と 人お してみ ましょう 

① ( CTRL ] + [ XFER ) キー を 押して かな &换を feW します。 
® 「ここで はきもの をぬ いでく ださい。 j と 人力し ます。 

句点 を人ノ J した 時；:. (で^ 义が' &换 されます， '&換 お ト求 は 「ここで は 着物 を 朕いで ください。 j とな 

ります。 f + 」キ 一を 押して 文節の K. 切り を 確かめる と、 え 節の^ 切り は 次のようにな つてい 
ます。 

ここで は Z 着物 を/ R いでく ださい/。 

これで はいくら （ XFER 1 キ一 を 押しても ^ しい 変 换敉 袖は现 われません。 正しく^ 換を 行うた 

めに は 「ここで Z はきもの を/ぬいで ください/。」 と 文節 を 区切らなければ なりません。 文節の K 

切り を 変お する に は、 1 SHIFT J + I ♦ j キー または し SHIFT 1+ し ― 1 キー を fll します。 



U 本^ 入力 



3 I m c°l m b e 〕 キ —を 押して 义^ 力一 ソル を 「ここで は」 に 移 勅し [^FT) + 1 ― 1 キー を 

押 します。 



「ここ 



では」 が 「ここで j に 変わり、 そのお 後 



履物 を」 に 変り ました。 また 厂で L M R E 】 キー 



は 文 ffl カーソル を、 人 か I "または 変換 中の 文'}： 列の tort に 移 勅す ると きに 使 w します。 



まとめ 



义 ffi のお さ は 次の 投 作で' It お する こ と がつ 



c- さ ま 



SHIFT j+ I ] キー… iii お を 1 X"C 



し、 树 時に 洱 変換が 行われます。 
f SHIFT )+ { ― ^] キ一… 义 jffi お を 1 文' i: おく し、 M 時に &換が 行われます。 
f CTRL ) + ( ^ 1 キ一 …文^お を に 义'}： お: く します。 このと き &換は 行われ ませ 

ん 0 



[ CTRL ) + f + 〕 キー… 文 K1 お を 1 文'?: おく します。 このと き W 変換 は 行われ ませ 

ん 0 

^み 人力 屮， または 义 W1' &换 中に 次の キーに よって カーソル を 移 する ことができます。 



人力 中 



r cSr ) キ 一 文字列の 先 sri に 文ャ カー ソ ル を »n します。 

[ SHIFT 1 + ( M C ° L M R E 1 キー… 未^ 換文卞 列お よび' 换 された 文卞 列の^ 後の 义' の 後ろ 

に 文' i: カーソル を 移 勅します。 



in 



f HOME 1 -v . . 



'ぉ换 さ れ た え'' ド グリ お よ び あ itfi の 义^ に 交 M カーソル を ^iWi 
します。 



f SHIFT 1 + [ き | キ 一 …术 変換 文卞 W およ び' さ れた 义 列の fti 後の 义卞の 後ろ 

に义卞 カーソル を 移 》 します。 



変換され た 文 宇の 訂正 

か& 換义卞 ^に 叫^い があった は、 [ BS 1 キ 一または 【 DEL 〕 キ 一によって, ひ1ト： する 
ことができ ますが、 '&換 された 义卞 列に 1:11^ いがあった は、 ( BS 1 キー や （ DEL 】 キー 
だけで は, iHK できません。 

ここで は 例 V£! として で 《 ^した 「ここで W 物 を W いでく ださい。 _» を r ここで IfU 物 を 脱がないで 

ください。 j におわします。 

④ ( ― 】キ 一を 押して 文節 カーソル を 「R いでく ださい」 に 移動し ます 0 

® I ESC 】 キ一 を 押します。 

r K いでく ださい j 力 sf "ぬいで ください」 と ひらがなに ！乂 り， 义卞 の も^ 色に なりました。 i'i: 
の 色が Wfc にな つたと いう こと は. こ の郤分 は 未' &换 文卞^ にな つたと いう こと です。 つまり こ の範 
囲の 文字 は 「^みの 人力」 ほ1 ページ) で 31 明した 方法で 文字 を 修正す る ことができます 0 



^ [ 一 】 キー を 押して 文' }: 力一 ソル を r ぬ」 の^に 移 » します。 
® 「がな j と 入力し ます。 

「ぬいで ください」 力、' 「ぬがないで ください j となりました。 これ をもう 一 &换 しめ: します。 
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® I XFER 〕キ 一を 押します。 



「ぬがないで ください」 力'' —股がないで ください」 となりました 



リ I ^3 】 キー を 押して^ 換を 《 定 します。 



まとめ 



se 換 された 文字列 を 訂正す るに は、 次の 手顺で ar 正し ま， 

次のようにして、 ^换 された 文卞 列の' &换を 取り iH します。 

キー を 押します。 （文節 カーソルの ある 文節の' &換 取り- ;i1 し） 



TOT 
up 



r esc j キー を 押します。 （文ネ 力一 ソルの 左の 文 ®、 または 文 ^力一 ソルの ある 文 



• [ ffi^ 1 キー を 押します。 (义' ギカ 一 ソルの ィ, 'の 文 節、 または 义節 カーソルの ある 文 
② 次のようにして， 麦揚を 取り消 した ja> ( 未 责》 文字 列) を 《g 正します。 

• 削除 したい 文 卞のム に カーソル を 侈 動し、 ( BS ) キー を 押します 0 
•fi リ^したい 文 卞 の 位 W に 力一 ソル を 移動し、 ( DEL 】 キー を 押します。 

• 丈 宇 * 禅 入したい 位置に カーソル を * 動し、 人したい 文卞を 人力し ます。 

また、 次の キー を 押す ことによって、 ^'も : 换文字 列の^ itfi から カーソルの 1 め ft までの 文卞 
が文卞 H!' &換 されます。 

キー •••••• ひらがな を カタ カナに^ 换 します。 

U キー …… ft 角 文字 を 半角 文字に、 キ« 文字に 変換し ます 《 ただし、 ひらがな 
を 半 ft に * 换 すると fi 動的に 'I 1 ィ りの カタ カナに' もうされます。 

"U …マ卞 人ハ で人ハ した ひ。 かな/カク 力 十 や アル ノ ，ぺ , に：^ 換 

します。 ただし、 次の 場 介 は. き 幼です。 
• かな 人お の ^介。 

• いったん された 文字列 を [ esc ) キ- や [ "g に ド -、 
【 = J キーな どに よ つ て &換 文' i: 列に W し た * 介。 



Oil 



f 



rn 〕 キー 
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4.2.4 記号 入力 

^'おのかな &换 では 人力で きないお-' ふや 特殊な 文' i: を、 その, ヒリ' や 文' i: の 文字 コー ドを 人力 し 
て 変換し ます。 かな 漢' - 変換で は jis 澳字コ 一 ト' んンフ ト jis コ— ド/ K 点コ— ドの いずれの コー ド 
を 人力しても、 それ を 的に i* 別して fi 的の 記 JJ- や 《卞 に 変換し ます。 ここで は、 例妞 として! 

ifr ひのお' ふ 「〒」 を JIS«'?: コー ド (2229) で 呼び出して みましょう。 JIS«'?: コ一 ド、 シフト J1S コ— 
ド' (コー ド について は コンピュータ 本体の ユーザーズ マニュアル を 参照して ください。 

® し CTRL_)+ ( XFER 1 キ一 を 押して かな ^'}:' & 1 换を 動し ます 
© fCTRL J+ ( f • 4 1 キ一 を 押します。 

® r 2229 j と 人力し ます。 



力— ソルの 位^に'〒 j がお^され ます。^ けて 文字 コ一 ドを 人力 すれば、 文 ネコ— ド による,; d ひ 
文卞 の 呼び出 しが^ けられ ますが' こ こ では 文 卞コー ドに よ る, id り- • 文す-の 人力 を 終 f します。 



④ I CTRL j+ 匸 f'4 つ キー を 押します。 



文字 3 — ド によるお 兮' 文字の 人力 を 終]" して、 かな 漢字変換が できる 状 »に^ り ます。 



まとめ 



® 文 卞コ— ドに よる W ひ • 文卞の 呼び出し は 次の 力 法で 119 始 '終 /"します 

• [ CTRL ) + [ f -4 1 キー を 押します。 
ttiW できる 文 卞コ— ドは 次のと おりです。 

(1»IS 澳字コ 一 ド 

はい ンフ ト JIS コー ド 

(3) 区点 コー ド 

ただし， K 点コ— ドを WiW する 介 は 次の i になが 必 'おです。 

• メ. の区リ J り に は 必ず 力 ンマ （， ） また は^. な し） を 人力し ます。 

• 1 W の K コードお よび. な コード を 人力す る 場合で も、 Jtjjfi に 「0j を 付けて 必ず 2 桁で 

入力し ます。 

② また、 次の, ヒリ は^みに よって 呼び出す ことができます。 
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4. 2.5 ― 

かな 澳字 変換 方式で は、 《便番 ゆから その ふに^ 当す る 住 所 を 呼び出す ことができます。 こ 

れを リ^ 換と 呼び、 どの 人力 モ一 ト' からで も （ GRPH ) + ( TAB ) キ 一でぶ 行す る こと 力、' 

できます。 



D I GRPH J + L TAB I キ一 を 押します 



0 



r 



399, と 



[ XFER ) キ一 を 押します 



いま 人力した » 便 番号 r 399j に^ 当す る 住所が 表示され ます 《 この場合 は 「長野県 松 本 市」 と 「長 

野 尻 市」 の 2 つの 候 袖が お, おされます： 二れ は 【 一 It ♦ 】 キーで ぶこと がで きます 

し、 1 つの Wifii に 候補が すべて^^で きない 坳^ は [ ~ T1 キーで 次の ページの 候補 を^ ポ する 

こと もで きます。 ここで は 「長野県 松 本 市 J を 選びます。 
® そのまま （ ぜ 1 キー を 押します。 
カーソル 位 おに 「長野県 松 本 市 J と^ 小され、 もとの 人力 モードに おります。 



まとめ W 便 ft ひ' &換 は 次の おはで'; i 行 します。 

• [ QRPH ) + 「 TAB ) キ一 を 押します。 
攸 Wi の ひ: 所に お^ を 人れ るか？? "ft する か は、 人力 後、 ( XFER 】 キ —を 押す |'| な 
に 【 ♦ 1 キーで « 択 します。 

注意 I 行の 文字 &を 40W にして いる 場 含, 圈 面の •* 下の 行に は r m- 4 しか ル あされません。 



BMICN' いの 「114； ^人力 馋能 メンテナンス」 の 「^ 境^ 定」 の 中で r かな お 换と^ 'Jift リ'' &換 
を 使 III する」 に^^しな いと ひ' &換 を^う こと はでき ません。 

4.2.6 単語 登録 

力、 な *ゃ& 換馋 能の Sf« に は 約 55.000^ の^ ft がな $ょ されて います 力、 この にな W されて いな 

い 導 H 用 ffi などの 単 Mi は、 ユーザー 辞き と して 登» し、 2 録 した « み を 使って 通常の かな 漢字変^ 
of び 出す ことができます。 また、 ユーザ— おみに は,; ヒリ- など もな^で きます ので、 頻繁に 使/ lj する, id 
り-を や -ift な W してお けば， コー ド 人力 を 使 W しないで お ひ を 人力す る ことができます。 

ここで は ゆ r =rj を 「ゆうびん j という^ みで な^してみ ましょう， 「4.2.4 ,id り-人力 ， 
を 参照して 「〒」 を 呼び出してから、 次のようにして ください。 

1 [ CTRL J + ( f*6 1 キ 一を 押します。 
® I 一 1 キ一 を 押して 力一 ソル を r 〒」 の 位^に 移 » します。 
(D ( SHIFT )+ ( + ) キ一 を 押して ■"〒」 を K 転 表示させます。 



いま 反 耘农 ポ されて いる 部分が 辞 « にな I まされます。 
キー を 押します。 



说みを 人力し ます。 ここで は 「ゆうびん」 と 人力して し 《J 1 キ一 を 押します 
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次に な fet する^^の 品お を 逸び ます。 ここで 選べる 品メの « ^は 次のと おりです。 
1- «ilfi 通 *«- の 名 などで 指定し ます。 通常 は r l. ft 通」 にします。 

2. 地 地お として 扱われます。 

3. サ変 サ^ 動お。 つまり、 名お の 下に 「する」 力 《ついて 動^と して 機能す る 名^です。 

4. 人名 （姓） …… 人名の 姓です。 

5. 人名 （名） …… 人名の 名です。 

これらの ん', おは、 ひとつの^^ について ^ 数 指定す る こと もで きます。 

ここで は、 「i. /Vidij でな おします。 



注意 ある^^ をサ変 WW としてな おする 場^、 品 おに 「サ 変」 と 「？ Viifi」 を 逭 ぶと サ 変動, WW 

外と しても 呼び出す ことができます。 例えば r リストア」 という ゆ^を r りすと あ」 とい 
う^みで な 《 して， 「ffii!h と 「サ 《」 で a» すると、 「りすと あする j を 「リストア する」 
と' &換 する ほか、 「りすと あは」 を 「リストア は」 と 変換す る こと もで きます。 



® 「1」 と 人力し ます。 
- [ ^> 1 キー を 押します。 

以 卜. で ユーザ— お な w の找作 は 終わりです。 



まとめ 



ユーザー 辞 » のな w は 次の 手 顢 で 行います, 



® 

③ 

④ 
® 



なおす る^ ft を^ ポ した 状 怒で 1 CTRL J + 厂 卜6 ) キー を 押します。 
力— ソ ル キー を 使って な 《 する の^ 淤に カーソル を 移動し ます。 

[ SHIFT 1 を 押し下げた まま、 ( ♦ 】 キー または f 令 J キー を 押してな おす 
る や-よの 《l»fl を桁定 します。 
[ d» 1 キー を 押します。 

なおす る ザぶ ft の^ おの ft ひ を 人力し ます。 道択 できる 品 は 次のと おりです。 

1. 汗 通 2. 地名 3. サ' 4. 人名 (姓） 5. 人名 （名） 
一 ザ— おれ ひ W» さの 糾阪は 次のと おりです。 



な »»『 能 琳 ^数- 



1 ゆ^ 当たりの 文字 数' 



…約 1,000 お〜 
•••8 文字 以内 
—12 文 卞以內 
半 ft 文字 を 1 文字で も 含む i^ft の 《鉍 はでき ません, 



1 'JUS 当た り の 浼 みの 文' 十 * 



'バ 零れ 



1 むの 文' を 40^ にした * 合、 [ CTRL ]+ 厂 f • 6 つ キー を 押しても ^^のな おはむ 
えません。 



4.2.7 数字の 変換 

かな^' i: 変換で は、 アラビア 数卞で 人力した 敉'}： を (_XFER 1 キー を 使って^ 数' i: に 変換したり、 

三桁 K 切りの カンマ <J を 入れる ことができます。 
ここで は、 この S 能 を 使って r 十二 万 三千 四百 五十六 j と 入力して みましょう。 
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("CTRL l+[ XFER 1 キ一 を 押して、 かな 漢字' &換馋 能 をお 》 します。 
「123456, と 人力し ます。 
XFER I キ一 を 押します。 

キ一 を 押して 文節 カーソル を 「123456」 に 合わせます。 



し XFER J キ一 を 押します 



O 



r 



123456 j が 「十二 万 三千 四百 五十六 j に 変換され ます。 



まとめ 



0 



注意 



123456 

—十二 万 三千^^ 五十六 
—拾 式 力' 参 千 四な 五 抬六 



かな 《 卞 '&換 K 能で は アラビア 玫卞を 次の よ う に 変換し ます， 
• アラビア 玫卞 0) 

— i« 数字 ひ IM な あ り） 
—漢数字 (旧字体： 単位 あり) 
—^数'? :( 职ふ: なし） 

—全 ft 数字の 三 切りの カンマ < 全 ft) 入り 

- 全 n » 字の 三 ■： 桁 区 切りの カンマ < t- a ) 人 り 

- T- ft 数'?: の • 桁 K W りの カンマ （ T. ft ) 人 り 
—アラビア &ひ: におる 

(ただし、 3 桁 以下の 数の 垛 介 は: -: 桁 りの 力 ンマ （全お |/T«^ に） 人り は« 略され ま 

す。 > 

「123.456」 のように 小数点 （ピリオド） を 含む 数字 を 人力した 場合、 ビリ才 ドは 文節の 区 
W りと して 判断され るた め、 。23_| r .j 「456j の 3 つの 文節に 分かれて しまいます。 
したがって、 このような 数？: の坳介 は、 「123j (お数 部） と 「456」 （小数 郤） を 別々 に^ 換 
しなければ なり ません。 



ハ 

— 12 3, A f> 6 

- 1 2 3.4 5 6 
-*123.456 

«M2:i'ir>6 り 乂 0 ) 



①② ③④⑤ 
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4-3 かな 漢字変換の 応用 操作 

ここで は、 かな 澳卞' &換 をより な 度に 使いこなす ための 馋 能 を^ 明し ます。 これらの 機能 を 兌え る 
ことによって、 より 幼 やよ く かな « 'す:' &換を 使 川す る ことができます。 « 本 « 作 を 兌え たら、 次に こ 

4.3.1 操作 環境の 変更 

力、 な澳卞 変換で は、 かな 澳卞 変換^ H 中に 変換 モ 

た找作 《 境 を' feoi する ことができます。 ここ では 、 
ます。 

変換 モードの 変更 

換モ— ドには n 山义 人力' と 文タ &換が あり ます、 換モ一 ドは 次のようにして w り 換え 

ます ft 

® I CTRL 1+ [ f '5 1 キ— を 押します。 

Wfr. の' &換 モー ドは 肉' tfli のれ 下に^ ボ されます。 
辞 害 ドライブ/辞 害 名の 変更 

かな « 字 ««w の 齊カ tffia されて いる ドライブと »害 名 は、 w 境 a 定 によって 起 u 時に 決まって 

います。 しかし、 この がな W されて いる ドライブと WWy, を 次の 方法で 変 Oi する ことができます。 

① ( CTRL ) + し f.8 1 キー を 押します。 

② i*itfii のお 下行に 《在 の »杵 ドラ ィ ブと WW おがお 示されます。 

® ( bs ) キー を 押してお,';^, とお W ドライブ を 消して, 折し く ドライブと WW 名 を 人力 

します。 

人 ai のれ 式 は 次のと おりです。 なお， fffty, は拡 *f を 人力す る 必要はありません。 

ドライブ ft''J:MAy， 
また、 次のように 人力す る こと もで きます。 

ドラ ィ ブ ft ゆ ： -… JMf 名 は * えずに »ft ドラ ィ ブ だけ' お します。 

* 議 ドライブ は * えずに ぉだけ 変! U します 《 

® ( <jS 1 キー を 押します。 

ト' ラ ィ ブ * ひ/辞れ ケ, を 人力し ないで し ^ 1 キー を 押す と, お 舟 ドライブ は^ 01 されません。 



一 ド • ドラ ィ ブ /辞 «= 名 ■ 辞 押 学習 機能と いつ 
二れ もの 操 ft« 境 を * おする 方法に ついて 説明し 
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WW 学お 馋能 というの は， かな 変換で 逸 択 された-？ JUS を 辞 »に ^映させ、 次の 変換 時には 前回 
選択され た を 優先的に 変 换弒 補に する 馋能 です。 このお 機能 を も-幼に する か、 無 幼に する 
か は 次の ようにして 切り 扦 えます。 

CC 1 CTRL J+ fT^in キ一 を 押します。 

i 由 iifif のん 下に 「学」 と ^ボ されて いればお せ 学^ 馋能 はも-効です。 この^ ボ がない 埸ィ f はお:^ «7:W 

機能 は 働いて いません。 お- 4^'?: お *?! 能 をお 幼に した * 介 は、 お V:- の 人って いる ディスク を^き 込み 

能な ^定 にして いくた' さい。 



参考 



かな^ 卞 ^換馋 能で は、 '&换 ^補の «^ 肩 ft 位 を 決める 際に、 ここで^ |« したお W の マ: ^紡ぉ 

とともに、 '& 換^ 袖の 品 ^ を^^に しています。 したがって、 iftM 逸 択し た敉 袖が 必ず iii 初 
の^ 换妖铋 になる と は阪り ません。 



4-3.2 ユーザー 登録 単語の 削除 

ユーザーが 《SA した 'む ft が必' おな く なつ tU、 これ を (1リ 除す る こと もで さます。 削 ゆ は 次の 力 法 

で 行います。 



〔 CTRL J + f f • 7 卜キ一 を します 



除したい' の >S み を 人力して I xfer 1 キー を 押し まづ 



(V 人力した^ みで な W された ユーザーな は^^の -li がお ポ されます ので、 削^したい W.Ji の ft ひ 
を 人力し ます。 または | 一 ) [ 一 】 キーで 逸択 して [_ <J 1 キ一 を 押します。 — 1£ 

にす ベての や.^ をお ポで きない^ 介 は （ ♦ ) [ 寺 1 キーで 1'せ ページ、 次 ページの. V.^ 
を^^す る ことができます。 

④ 確認の メ-/ セージ をお ポ します ので、 iW 除して よい^ ^ は r Y」、 filj 除 を 中止す る * 介 は 「N」 と 

人力し ます。 



注意 fi リ 除した ユーザーな は、 W な J よす る 以外に もとに す 力-法が あり ません。 ユーザーな 
liWiift の 加除 は 十分に 注 意して 行って く ださい。 



1 むの 文' 玫を 40fir にして いる ％ ぐに 1 CTR L J + [ f • 7 1 を 押しても. 1 i 1 ^ の 削除 はむ 

えません。 
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4.4 かな 漢字変換 方式に 関する 資料 



4.4.1 キーの 機能 一 K 

かな^ 卞' も換俾 能で は、 キ一 ボ— ド からの 人力で モ一 ドを 切り換えたり、 さまざまな' &换找 作な ど 

を^い ます. ここで は. 次の I つの 馋 能に 人別して キーに 割り当てられた 《 能 を^ 明し ます。 

國モ— ドの W り 換え （起動 Z 終 f) 

かな 《字' &换 ffi 能の 人力 モー ド など、 》 作の 状態 を 乗り換えます。 

國 カー ソ ルの移 

文卞を 人力す る 位 K、 変換す る 文'?: 列な どを^す カーソル を 移動し ます。 

隱义 卞 ダリの' &换 
文字列 を 1 1 的の に 変換 します。 

隱ュ— ザ 一 の 

W« にな » されて いない W»tff» したり、 不 Sf になった 単 » を BI»L ます。 

また、 これらの 《 能 は、 找れ: のどの^ 防 にある かによ つても-幼な ときと、 も-効で ない ときが ありま 

す。 ここで は、 次の 5 つの 状 想に 分けて、 その！! I 能が も-効か どうか を^し ます。 
1 未 入力 時 

'&換 のた めの 义卞^ が 人力され ていない 状 瑭 です 力 ラ— デ< スブレ ィ を 使用 している 垛介、 水 

ゃ綠 色の 文中, あるいは «色 の 文字 は农ポ されて いません。 



2tt み 入力 時 

'&换 のた めの み を 人力して いる 状 想です。 カラ一 ディスプレイ を WilH している^^、 I'l 色の 文卞 
力一 ソルが み 小され ています。 

采' &换文 ひ: 列 を ト:、 あるいは 文' 変換して いる 状 ffi です: ディスプレイ を 使 W している 坳^、 

文卞 力一 ソル はお fc、 または 水色で 衣^され ています。 

4 文節 編集 時 

文節に W して 1* 作 をして いる 状 » です。 カラ一 ディ ス ブレイ を 使 W している «Jft、 Wfc で^お; した 

力 一 ソ ル が k ふ されて います。 

5 同音異義 招 選択 時 

め:^ 人ゾ j モードで、 m,'tw-a ^から' &換^ 補 を 選択して いる 状懇 です。 i 由 jifii の ぉ^ 行に は， 変換 候 
袖の K が 表示され ています 《 
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CTRL )+ 1 XFER 




l なお 人力 モー ドの起 # カノ 終 广 

i に錢 

きに- 



、ゼノ II 



3) 未' &換 文' ひリぉ^ 時に & 幼 
> 文節 ぉ 1 ぶ 時に 無 幼 



SHftS* 雜 S» 択時 に) S 効 



モードの 切り え （起動 Z 終了） 

め： 接 人力 モードのお 動 Z 終 f 

('も 換 中の 文字列 を 
mi 接 人力 モー ドの 起»ノ 終了 

(«换 中の 4 ：卞列 を *定> 

B 便 # 号 変換 モー ドの 起動 

コー ド 入力 モー ド のお 動 



f CTRL 



CTRL 



+ 
+ 



XFER J 



XFER 



SHIFT 



XFER 



； SHIFT 



GRPH 



【 CTRL 



ローマ字 人力/かな 入力の 切り換え 

ひらがな 人ん z カタ カナ 人力の 切り換え 

(ローマ字 人力 呤) 
《口一 マ卞人 



[ CTRL 



I CAPS 



に 



SHIFT ) 



CTRL 



SHIFT 



D — マ 字 入 カノ 英数字 人力の 切り換え 《t&^ 字 人力 期 CTRL 



CTRL 



35 数字の 全 ft/ 半 ft 切り換え ( CTRL 



I NFER 



自由 文 入力 変換/文章 括 «换 の 切り換え 



し f • 5 



I CTRL 



： ドライブの 切り換え 



LLiA 



CTRL 



辞 i^:^*?? 能の も' 幼/無 幼の W り 換え 



[ 卜9 



+ 



XFER 



TAB 



mi 



■ 义卞キ 



+ L f • 2 



TAB 



+ I f -3 



+ ( TAB J 
+ 〔 NFER 1 



+ r f-5 1 



+ ff'8 ； 



C cTRi - j+ し卜9 〕 



人文 卞人 力/小 文' 人力の W り 換え^!^: 人力 B*) 



CAPS 



[shift )+ 文卞 キー 



<u 


乙 






■" '、 

し 


X 


X 


X 


X 


X 


0 


O 


O 




0 


X 


X 


入 


A 


ひ 


リ 


' \ 
KJ 


<J 


A 


' 、 
リ 




v 
A 


v 

A 


ス 


/、 

J 


し 

U 


J 

r\ 


u 

^\ 


X 

V 


U 




r\ 
U 


つ 


X 
v 

A 




つ 


つ i 
に ) 


i ) 


X 




U 






A 




〇 
〇 


リ 
〇 

〇 


〇 

〇 
〇 


X 
■'「 

X 


X 


〇 




〇 


X 


〇 


〇 


〇 


〇 


X 




〇 


〇 


〇 


X 


し 








X 


X 


〇 


o 


〇 


X 


〇 


〇 


〇 


0 


X 


X 


〇 


o 


0 


X 


O 


〇 


〇 


〇 


X 


〇 
〇 


： ： ； 


p 
〇 

〇 

〇 


o 

〇 
〇 


x 
x 

X 
X 
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1 カーソルの 移動 1 






CD 




3； 


1. 




文字 カーソルの 移勳 


















i 




V 
へ 




A 




V 
,、 




( SHIFT ) + 




X 

, 、 


[ ] 


/\ 

■ " ■ 


x 

,、 


V 

✓ ヽ 




[ CTRL 1 + ( 




X 


o 


A 


X 


X 


： カーソルが * 変換 文字列の 途中に あるとき） 












1 文字 右に 移動 


〖 + ) 




X 


、- ノ 




x 

w 、 


x 

r 、 




( SHIFT + 




X 


n 


厶 


x 


x 




【 CTRL 】 + [ 




X 


o 


厶 




X 


(厶 ： カーソルが 未^ 換文卞 列の 途中に あるとき） 












ftj* 中の 文節の 先^に 移動 (文節 カーソルの 左が 未 変換 文字列の とき） 
















一…… 1 - ) 




■X 

, 、 


x 


X 

^ 、 




V 

,、 


ん にある 人 え の 'ん^ に Kto (ケ Wi カー 

1 J | 、レメ W や ス 7 入 入 J 7'J v , ノしメ « ，― IX W V 入！: 1J " 


ソ ルの 右が 未 変換 文字列のと き ) 














― 1 - ) 




V 

八 


y 


八 






文節 カーソルの 移動 
















左の 文節に 移動 
















(力— ソルが *: 変換 文字列の 先 « にある とき) …… 


1 + ) 




X 

^ 、 


x 

r 、 


つ 


v 

グ、 


V 

八 




( SHIFT ] + ( 




V 


y 


リ 




V 

/\ 




【 CTRL ] + ( 




y 
八 






八 


V 

'■ 、 


(文節 カー ソ ルのん が' &換 された 文'》: 列の とき）… 


……一 1 - 1 




X 

^ 、 


X 

r 、 


X 

r 、 




X 

r 、 


ん の 文節に 移動 
















(カーソルが 未 変換 文字列の 末 甩 にある とき) …… 


……一 1 + I 




V 


y 


リ 


V 
へ 






【 SHIFT )+ f 




x 


y 


つ 


V 


へ 




( CTRL ) + ( 




y 


V 




V 


V 

八 


(文節 カー ソ ル のおが 変換 された 文字列のと き ） … 


f - 1 




X 


X 


X 

, 、 


o 


X 

r 、 


先頭 位 匿への カーソル 移 》 
















文字列の 先 頒 に 移動 


n^n 




v 




■ ■ 


D 


y 

r\ 


(ム ： カーソルが 末 * 换文 ゆ: 列の fcifl にある とき） 














i ♦ ) 




x 

,、 


'： 


A 




V 


： カーソルが * 変換 文' i: 列の ぶ W にあり、 変換され た文ネ 列がない とき） 












» 集中の 未 変換 文字列の 先 « に 移動 


……― i t ) 




X 


0 


： 


X 


X 


(カー ソ ルが 未変换 文字列の 途中に あると き） …… 


i H c ° L y i 




x 


X 

, 、 




x 

,、 


x 

z、 


編 * 中の 文 iffi の 先頒に 移動 (文節 カーソルの/,: が^ 変換 文字列の とき） 


















X 


X 


X 


0 


X 


"にある &换 文卞 列の 先頒に 移動 (文節 カーソルのお がぶ 変換 义卞 列のと き） 


















X 


X 


x 


D 


X 
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末尾 位置への カー ソ ル 移動 

文字列の 末^に 移動 f SHIFT ) + ( ， ) 

(カー ソ ルが来 変換 文字列の がも にある と き ) 
(力— ソ ルが未 «换 文字 巧の 途中に ある と き ) [ ♦ I 
編 * 中の^^ 换义卞 列のお もに 移 》 (力-ソルが * 変換 义 1: 列の 途屮 にある とき） 

pgyn 

文字の 削除 

カーソルの 左の 1 义卞を iWHt ( bs _ J 

力 一 ソ ル位 K の 1 文字 を IM 除 〔 DEL | 

人力 した 义卞列 をす ベて 削除 f SHIFT 1 + し ESC ) 



厂义' む ij の' お^つ 

かな 漢字変換の 起動 

かな 澳字' &换 のお 動 ( XFER J 

変換 候補の 8 択 I ス ベ—^) 

次 候 鶴 を ( * 1 

(厶： «換 された 文字 W が あもとき) 
(a: カーソルが 来 Wft 文ネ M の *ld にあり, 1K 换 された 文字列 が あるとき) 

(間接 人力 モード B お 1 XFER ] 

を农ポ [ f 1 

N 音與 *ilft の道択 を IB 始 (ま 接 入力 モ- m) ( xfer ] 

M,'T お^, ぷ の 中 からん の^ Mi を 選^ [ SHIFT )+ ( XFER ) 



し— J 

〔 SHIFT I + ] J 

C CTRL 1+ I 一〕 
Q XFER I 

し SHIFT J+ J 

し CTRL 「+ 〕 



変驗補 の 前 ページ を 表示 [ t ] 
変換 候補 - おの 次 ページ をお/ 「く I { ") 

m 音 興 «姘 の 中から 変換 候補 を决定 1 «j ) 

M 音 興«蹯 の 遵 択を中 ih [ ESC ) 

〔 SHIFT 1 + 〔 ESC 

文字 種の 変換 

ひらがな —カタ カナの 変換 ( f - 1 ) 

ひらがな ノ カタ カナ 《 アルファべ ッ トの' &换 Hf- 3H 







② 


④ 


r ' 


X 


〇 




〇 


X 


X 


X 


Q 


X 


X 


X 

' ， 


X 

' 、 




X 


X 


X 




〇 


X 


> 


X 




〇 


X 


X 




〇 


〇 


X 


X 


し 




パ 


1 


: > 


X 


〇 


〇 


X 


X 


X 




▲ 




X 


X 

r 、 


x 

w 、 


x 

r 、 


■■ 


x 

r 、 


X 

, 、 


- 

r 、 


■ 

r 、 




x 

r ヽ 


X 

^ 、 


x 

r 、 


■X 

r 、 


: 


x 

r 、 


X 


x 

r 、 


x 


x 




X 

r 、 


■■ 

r 、 


x 


x 

r ヽ 


- 


X 

r ， 


X 


- 


■ 




X 


- 


- 


X 




- 

' 、 


- 

r 、 


x 


x 




X 

r 、 


X 


x 

r 、 


x 


f 、 


X 


x 

f 、 


V 

^ 、 


x 




y 

z、 


V 

,、 


V 

(、 


x 

パ、 




X 


X 


X 


X 




X 


X 


X 


X 




x 

' 、 


x 

' 、 


x 


x 




X 


X 


X 


X 




X 


X 


X 


X 


C\ 


X 


x 


X 


x 




X 


o 


〇 


X 


X 


X 


o 


〇 


X 


X 


X 


〇 


〇 


X 


X 
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文節 長の 変更 



文節 長 を 短く する <W 変換^^) [ SHIFT 1 + 

(お^換 を 行わな t 



(洱 変換 を 行わな 漏 



変換の 取り消し 



カー ソ ルの ある 义^ の^ 换を収 り 消す. 



し ESC 



ROUT 



カー ソ ル のん の 文^ の' &换を 取 ») m 



UP 



[CTRL J + 〔 ♦ コ 
( SHIFT ) + ( ~ 

f CTRL J + 「 ♦ 



C SHIFT J + f ESC J 



(カーソルの 左が' &換 された 文 ひ： 列のと き） [ BS 1 

カーソル のれの 文節の 変換 を 取り 清す [ jgu ) 

文字列の 確定 

义') ダリの 確', ii [ SHIFT J + ( ^3 J 




i 






④ 


5 


x 


X 


X 


〇 


X 


X 


X 


X 




,' 


X 


X 


X 


0 


X 


X 


X 


X 




X 


X 


X 


X 


〇 


X 


X 


X 


X 


f 、 

〇 


X 


X 


X 


X 


〇 


> 


X 


X 


X 




X 


X 


〇 




X 


X 


X 




〇 


X 


X 


X 


〇 


〇 


X 


' 


X 


o 


〇 


o 


X 


x 


o 


〇 


〇 





ユーザー 辞書の a 集 




CD 


② 








mffi の 


【 f-6 ] 


X 


〇 


〇 


〇 


X 




( CTRL ]+ ( f • 6 ) 


0 




〇 


0 


X 


ユーザー 《»'l^ft の filj 除 


( ぃ7 】 


X 








■ 




1 CTRL 1 + ( f • 7 1 










X 
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4.4.2 エラーメッセージ一 It 

かな 変換^ 作 中に、 次の ような エラ一 メ ッ セージ を^^す る ことがあり ます。 このような 場合 

に は、 次の ような ノ/ 法で «処 してく ださい。 

辞 害 ファイルが ありません 

原因 ： 指^した ドライ ブに辞 《 フ ァ ィ ルが あり ません。 

対策： ① 指^した ドライブに 辞せが, idf よされて いる ディスク を 抑 人し、 おめ ドラ ィ ブを' &史 して 

くた' さい。 

(DSfW が ある ドライブ を WW ドライブに 変 ^ してく ださい。 
③ ff« 名 を 正しい ケ， 称に 変 1 ii してく ださい。 

登 » 範囲 を 指定して ください 

原因 ： *El»H を ft 定せ ずに-中 ふ ft を W« な 》 しょう と しています。 
対策 ：》filttl を 《Wi してから してく ださい。 

ディ スケッ 卜が 害 込み 禁止 

ffi 因： フロッピーディスクが ライト ブ ロテク ト状 ® になって います。 
対策 ：® フロッピー ディ スクの ライト ブ ロテク トを 解除して ください。 
② WW ネ Wft 能 を 「しない」 にして ください。 

ユーザー 辞 害に e» されて いません 

原因 ： i?ttB« 除の R に 隼 «(の« みの 人力 を IB 違えた、 またはな はされ ていない 1 P'ift を fi リ除 しょう 

としてい ます。 

対策： 正し い^み を 人力して ください。 

最初に 使用した 辞 害と a います 

原因： かな^ 卞&换 を ^« しため: 後に 使 w した 辞 と は 違う 辞 》 に 変^しょう としてい ます。 
対策 ： 抬定 した ドラ ィ ブ にかな^ 卞&换 《 能の ふ-ち 上げに 使 w した w 冉を 人れ て、 辞 « ドラ 
イブ を 変 Ui し、 ( «J ) キー を 押します。 

ユーザー 辞書の 容量が いつば いです 

原因 ： ユーザ一 W^WW が オーバー しています o 

対策： 口 本^お' i 1 : メ ンテ ナン スュ一 ティ リ ティ を 使って、 ユーザ一 を was 成して ください。 
ユーザー 辞書が ありません 

原因 ： #i; 便 * ゆ ユーザー 辞冉 のお ホ プログラム をめ: 《 'お 行 するとき、 指'' ヒ した ドライブに ユー 
ザ— 辞 きがありません。 

対策：! ひ ユーザー 辞冉 がな おされて いる ドライブ を 正しく 指定して W 災 行して ください。 
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4.4,3 ローマ字 Z かな 変換 表 



の f f 


あ 


い 


0 


え 


お 
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1 


V 




0 


か 行 
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さ 


< 
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K! 




KE 
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ォ 
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SA 




SV 
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so 


た" 


た 


ち 


o 
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TE 


TO 


な仃 




に 


ぬ 


ね 
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NIC 


NO 


は仃 


は 


ひ 


ふ 


へ 
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H A 
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HI 


つ つ ： 
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まむ 


ま 


み 


む 


め 


ち 


MA 


Ml 


Mr 


WE 


MO 


や" 


や 








よ 




YA 








YO 


ら行 


ら 


*) 


る 


れ 


ろ 


RA 
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R! 
LI 


Hi: 


KK 


RO 
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わ ir 


わ 


ゐ 




ゑ 


を 


WA 


WI 




WK 


WO 


ん 1 


ん 


N NN 


XX M MN 








が" 


が 


ぎ 


ぐ 


げ 




GA 


GI 


GV 


(；!'： 


GO 


さ仃 


ざ 


じ 


ず 


ぜ 


ぞ 




ZI 
JI 




ZE 


ZO 


た' 行 


だ 


ぢ 


づ 


で 


ど 




DI 






DO 


ば 行 


ば 


び 


ぶ 


ベ 


ぼ 


BA 


BI 


in' 




BO 


ば 行 


ぱ 


び 


ぶ 


ぺ 


ぼ 


PA 




PU 


PE 


PO I 


いえ 


いえ 


YE 


う あ 行 


9 あ 


ラぃ 




ラ 大 


0 お 




WHI 




WHE 


WHO 


う あ 行 


う あ 


づぃ 


ラ 


う え 


う お 


VA 


VI 




VE 


VO 


き や 行 


き や 


きい 


き ゆ 


さえ 


さ丄 


KVA 


KYI 


KYU 


KVE 


KYO 
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ぎ や 行 




きい 


さ ゆ 


さ ん 


さ よ 


懂, 也 

GYA 


ハ、' t 

GYI 


Oil 


(、 v <■、 






* 

く あ 


ぐ い 


\ つ 


ノ 


s わ 




QA 


QI 


八 冒 • 




リリ 


ぐ あ 行 

、 。） 1 J 


ぐ あ 


Mm 

\ い 


< つ 


/♦ * 


く-お 


GWA 


GWI 


GWI' 




(i\V(> 


しゃ 行 


しゃ 


しい 


しゅ 


し 丈 


しょ 


SYA 


SY! 


SYU 


SYE 


SYO I 




SUA 




sur 




'、雪 曾 

SHO 


じ や 行 


じ や 


じい 


じゅ 


し 


じょ 


ZYA 


ZYI 


ZYU 


ZYK 


ZYO 1 




JYA 


JYI 


JYU 


JYE 


JYO 




JA 






JK 


JO 




ちゃ 




ちゆ 


ち え 


ちょ 



ぢゃ行 



DYI 



で や 行 


で や 


でい 


で ゆ 


でえ 


でよ 


隐 




DHU 




'1薦 I 


つ あむ 


つ あ 


ゥ い 


つ う 


つ X 


つ u 
メ わ 


TSA 


TSI 




TCP 




レゃ" 


て や 


てい 


て ゆ 


て K 


てよ I 


THA 


THI 


Tiir 


THK 


TIIO 1 


にや 行 


にや 


にい 


に ゆ 


にえ 


^ 棚 

によ 


NYA 


NYI 




NYK 


N i() 


ひゃ^ 


ひや 


ひい 


ひゆ 


ひえ 


ひよ 


HYA 


HYI 


im' 


HYE 


HYO I 


び や 行 


び や 


びい 


び ゆ 


びえ 


びよ 


BY A 


BYI 




BYE 


一 BYO J 


ふ あ 行 


ふ あ 


ふい 




ふえ 


ふお J 


KA 


K! 




FK 


KO 




ふや 


ふい 


ふゆ 


ふえ 


ふよ 






KY1 


ド 、'い 


FYE 


FYO 




び や 


びい 


び ゆ 


びえ 


びよ 




PVA 


PYI 




PYE 


pro 1 




みや 


みい 


み ゆ 


みえ 


1 




MYA 


MYI 


MYU 


MVE 


MYO 


"行 


り や 


りい 


り ゆ 




') I 


RYA 
し YA 


RYI 
い' 1 


い T 


RYU 
LYl 1 


RYO I 
LYO 


ァ行 


あ 


い 




x 


お J 


XA 


XI 
XVI 


XU 
X 肝 


XE 
XYE 


xo 
xwo 


カ行 


力 










XKA 






XKE 





3 3 

c c 丁 



，一 c リ t 丄 



2 



i 



u u u 

c c T 



c T 



仁 



A A: 八 

Y u Y 

c c T 



4 



ヮ 



n 本お 人お 



つ 


つ 




XTU 


や 行 


や 










XYA 




XVI： 




XYO 


わむ 


わ 






大 






XWI 




XWK 


XWO 



注意 



2 



•XKA", — XK に は 力 タ カナのと きのみ 「力 " 「り となり、 ひらがなの 場合 は 「か」、 「 け丄 

T-ft では r *j 「 ケ」 となります。 

は^ ^ のとき のみ r ゎム r nj となり や 角で は 



J とな 



ます 



4. 4.4 使用す る ファイル 

かな 変換の » 作に 必« な フ アイ ルをポ します。 



II もぷ 人リ Jffi 能 は BM にヽ T の r -ノォ 一マ-, ト j の 中で 1 "システム ディ ス ク れ: 成， を' お 行した ときに ディ 

スクの «別 な^ゆに, I： さ 込まれます。 この R 能 は ひ l+^ft 機能 メンテナンス j の 「«J«K5iij の 中で、 

H*iW 人力 「使坩 する j に, ぶ ii すると、 BASIC お に,々 み 込まれて， かな »字« 换 fc« 用 
する ことが でさます この 他に お， I： と して 次の ファイル 力 になり ます。 

かな^ 卞 4 换の ための メ ィ ン WW です n 自 f れは 変! 能。 ただしれ;,!; k 
f は .man でなければ なり ません。 また， 拡^ I "をお く フ •/ ィ ル^が ユー 

ザ 一 it ft と M じで なけれ ばな りません。 

cKlxlic.usr かな のた めの ユーザ— お A です ユーザ— がな まよした.' が 格 

納 されて います 0 fit f\ 名 は jfi il! 町 »。 た だ し れ;: ル (- は .usr で なけれ ば 

なりません。 また， 拡 张广 を はく ファイル^ が メイン m, 1 : と m じで なけ 
れば なりません。 

Wipm-dic KWiftv' &換 のた めの メ ィ ン^, リ: です 

wu)«.<iu- &换 のた めの ユーザー «w です。 ユーザーが した n: 所が 格 

枘 されて います。 



4.4.5 仕様 

かな^ 卞' &換 



人力 モー ド 



ひ 



コー ド 人力 

度に 人力で きる 文字 JS 



に 変換で きる » 大文字 ft 

'&換 できる 文卞 W: 



fnh 文人 カ« 換, 义 な -ffi-m 

5 WW 

u — マ卞 ひらがな z カタ カナ、 u — マ卞 T ィり カタ カナ， ひらがな 

ノ カタ カナ、 令 ft/T-^、 り カタ カナ 

すべての 文卞 W: を mi 人 Jj ^能 

換 （ u— マ卞 人力 時の み）、 ひらがな' &換、 カタ カナ' &换、 

^ft' &換、 T.ft' ぉ換 

JIS、 シフト jis* K.'A': コードの rittfJJSl 

文 や-一 W 変換 時 ： 令 ft で 約 500 义 卞（ 1 行の 交-' i:K = 80t^) 
文 tt 変换時 ： 全角で 250 文字 < I 行の 文' i: 数 =, 

fWi 文人 変換 時 ： ^みで 約 r>oo 文卞ビ り） 
約 500 文' i: (令め ひらがな） 
仝 ft ひ ら がな 、 义'? 化での 変換 "f 能 



市、 区、 町、 fh MI を サボ一 ト 

500 文卞 （^/り） を 確' 4i する ま では^ 义ま たは fT:S の^ 'ふでお' &换 
が 町 能 

500 文卞 （仝 ft) の i なの ^文. または 仃:. な の 部' ふで W 人. 削除が 
^能 

二 文節 お 致 法、 接«鹋 理、 接 maHMu 活 用 iftfeau ec^i 

'm., 助 tkW 処^、 処^、 迚休^ 処 iHL 人 地れ 処 现 
- 位の f も 1 ト:、 なの 0 での KiK 
"f 能 （A;fiTi おの^! li をな 

?j55.000uft(ft 120KH) 
約 7.000ft, 56KB 

(財 ffl 法人 ホ スビタ ルサ— ビス センター « 行 16«#号》 を 《») 
i*jifii ヒの は. S の A 卞 が《« '《能 

i*Shkft8 文字 
I 幅 全 ft は 文字 

令 W ひらがな、 および^^ ひらがなに^ く处^ 卞ズ, に'' j 
も ft'"// 义節 

,,f 能 （ハー ド ディ ス ク》, nt"f 能） ただし、 wrt= のフ t ィ ル 拡張 f ii 

man/usr の糾み i> わせの み。 
ユーティリティ ソフト BMI:NU の 人お « 能 メンテナンス 
r mifi&^j かな 漢卞' も 《 の 使 IH の も 無 

かな^' i:' &換 の 境の 

「お ユー ティ リ ティ j ユーザーお- rt と メ ィ ン おれの お i な 

ユーザー WW の^ W 成 
ユーザー »tt の ft 出力 

r %itSr')hmj JU'Jift りユ— ザ 一ぬ へのな お、 fi'JKt 

「#Wft リュー ザ 一^, 1 : お, ん « 便 * リュー ザ 一 辞 « の 'fe^ 小 



72 h 本お 人 力 



文法 解析 

文節の »iE 
文 8fii^7W 
S? 将の辦 数 
SH'lift' ふの f'l'Sc 

ュ— ザ— 
ユーザ— 
ユーザー 

ユーザ— な W ^ぶの ^みの 文卞 
ュ ― ザ— ひ ん, ft の >ii み 义卞 f* 
ュ— ザ —な W'iLift の fiiJKt 

ユーザ— « 錄 k 便 の 件数 
'？？ mm 

W«= ドライブ ノ辞 名 変' sE 




b 本 紐 人/ j 73 



第 5 章 



— 



• 







入出力 装置と ファイル 



BASI し' では、 さまざまな 人力 V< [^をす ベて 「ファイル j という 化 のぞえ おで 扱って います， ル 

^の g え 力' をす る ことにより * W. なる タイ ゾの 人出 力お め: であっても 「ファイル」 を找 作す るブ ログ 

ラム を 作成 すれば よ く 、 プログラムの 作成 幼+が |'' り 上します。 



5.1 ファイル 



ファ ィルと は プログラム や データな どの trtttt の! fe ま りです， bask: では ディ スク、 ； iiH,U"l 跺 など 
の Wiim おと w 枨の やり取り をむ う 際に、 この フ -, ィ ルの 形式で 作^ を 行います。 このため i，'d 辺馋 お 
とデ— タの 人出お をむ う 際に は、 どのお w のどの フ アイ ル とやり 取り を 行う のか を 桁'ぶ する 必 が あ 

り ま す。 この 指定 をす る ものが フ ァ ィ ル ftWi f- です。 フ ァ ィ ル桁 ^ f は 次の 形^; を « ちま す。 
ファイル 指定 子 =- [デバイス 名:] [ファイル 名] - 

デ バイ スケ, は l,M 辺お W を jfi 定 する もので、 « 略す ると 1 (ディスク ドライブ 1 ) を 衍^した ことにな 
ります。 フ /ィ ルケ, は デバイス 上の ファイル を ^'41 する も のです。 



74 人出 力^お と ファイル 



5.1.1 デバイス 名 

bask: で 使 出す る w 辺 に は、 それぞれ 次の デバイス y, を 付けて います: w 辺馋^ の 内お によつ 
て 人力 * 用、 出力 ^用、 人出 力" f 能な ものが あります。 



ゲバ イス^ 


mrnm^ 1 尺)) 1 iwn 


KViil) 


キー ボー ド 




X 


SCRN 


画面 


X 




LPTI ま たは LPT 


プリンタ 


X 




1 または 省 M 


ディスク 1 


リ 


リ 


I 


ディ スク 2 




〇 


3 


ディスク 3 






4 


ディスク 4 1 






r) 


ディスク r> 






6 


ディ スク 6 






7 


ディスク 7 




◦ 


8 


ディスク 8 






i\ 
9 


ディスク 9 






10 


ディスク 10 






COM I または COM 


通 » 回線 1 mm 1 


r、 




COM2 ： 




通 も t&l 線 2 






CON" ： 




し 



x ： (6 用不 W 



5.1.2 ファイル 名 



フ t ィ ル名 はフ 7 ィ ル名 6 文字と フ アイ ル名 SMI 子 3 文字の « 大 9 文字から 構成 します。 
ファイル 名 =□□□□□— ― 

ファイル^ 拡 * イ- 
ビ リ 才ド： ファイル y, とフ アイ ル y, 拡^ {- を k 別す る も のです 
ファイルお 




o 



フ アイ ル^ は、 2 っ以 ヒのフ アイ ルを 持つ ことので きる デ パイ スに W して、 その デバ ィ ス上 のどの 
フ アイ ルに W して 人出 力 を 行う のか を 決める ものです。 フ アイ ル名 はお 人 6 文字に、 フ アイ ル名拡 リぉ 
r- 3 文卞 を/ JI1 えた 9 文'?: で K 別され ます。 フ アイ ル^に 6 文字 以上 を 指定した 垛介は 7 文字 H 以降 は 
ファイル 名 拡張 ィ- として 扱われます。 ファイル^に 使用で きる のは爽 数字と カタ カナです。 澳卞 のよ 
うな 2 バイ ト文卞 を 使用す る こと はでき ません。 また^ 字に ついては 大文卞 と 小 文 卞の 区別 を 行い ま 
すので 注 な してく ださい。 

人出/尸 と ファイル 



フ アイ ル 名で 使用可能な 文字 

0, 1 , • • • • 9 
A , B t • • • , L 
a t b • …ヽ z 

ァ， ィ， …，ン 



« LOAD "TEST, BAS" TEST. BAS と^ s し bas は 別の ファイル として^ (別され ます,， 

し OAD"est,bas M 

ファイルお 拡'; は、 一ft に ファイル 内' ff を K 別す るた めに W います。 例えば、 プログラム フ アイ 

ル であれば BAS を、 デ一 タフ アイ ル であれば DAT をな どと fl 分で わかり やすい 拡 * f' を 決めて お 
く と、 あとに なって どの フ アイ ルが 何のた めの フ ァ ィ ル かが' B で わかります。 フ アイ ル^ 拡 * 广は 
古 略しても ffl いません。 



5.2 — ファイルの オープンと クローズ 

ファイル ffi'^f は r どこの y<w の、 w というお * の ファイル か j を «r ぶします。 さらに この フ アイ 
ルに w して データの 人出お をむ うに はどう すれば よいの か を 说 明し ます。 

5. 2.1 OPEN 

饬 しい ファ ィル をれ: 成したり、 すでに 作成して ある ファイルから データ を^み 出したり it 加したり 
する に は、 まず、 ファイル を^く （オーブン する） こと 力 《 必 'おです。 これ は ノートに W か を W き 込む た 
めに、 まず、 その ノート を IJ9 くと いう «作 と M じです。 

フ ァ ィ 'レを IKI くた めの の fir 令 は、 OPEN 文です。 OPEN 文で はファ ィ ル桁定 广 とその フ ァ 
ィルを どういう モー ドで使 川す るの か を ffi 定し ます。 この モ一 ドは ファイルに « して どのような 処^ 
を 行う か を' にん f する もので 次の 4 つが あ り ます。 



モー ド 


処瑰 


フ アイ ) レの 神. m 


INPUT 


既/ f: のフ 7 ィ ル から デー タ を w» に^み 出します。 


シーケンシャル フ 7 ィル 


OUTPUT 


新しい フ -/ ィルを 作成して、 データ を に^き 込みます。 


APPEND 


既 なのフ 7 ィ ルの 後ろに デ一 タ を; £1 加 します。 




レコー ド ft りに よる データ の^み 出しと ft き 込み を 行います。 


ランダム ファイル 



人出お^ おと ファイル 



^ した ファイル が 々: ^しない 埸; > 、次の よう 処歼を 行います。 





File not found (ファ ィ ルが frfr: しない） エラー 力ぐ 丄 ます。 


OUTIUT 


'おに 新しい ファイル をれ: 成します。 したがって、 すでに 桁' ぶした 名 ift の ファイル 

がび ft した 垛^ は、 その ファイルの 内お はすべ て^われ、 ファイルの 先 yfl から 改 
めて データ がれき 込まれて いきます。 


APPKND 


Pile not found (フ T ィ ルカ しない） エラーが ％ 生 します 0 


m 


折し く ファイル を 作ります り 



5. 2.2 CLOSE 

オーブン した ファイルに w する 処 ^ が 終 r したら、 必ず ファイル を は I じる 必^が あり ます。 これ も 
使った ノート を IV1 じる ことと です。 

フ •/ ィ ルを m じる ためのお 令 は 文です。 



注意 



ファイル を オーブンした 状您 で， デ f スク の'; dft をむ わないで ください。 ディスクの 义換 を 

i/ う W ひ は、 必ず ファイル を クローズして ください。 



5.2.3 ファイル 番号 



フ マ ィ ルの 人出 力 は フ アイ ル ft '/； を W いてむ います。 ファイル * ゆ は 人出 ハ を^うた めに ファイル 
を オーブンした PR に、 ファイルに ij して ffl り ^ てる W も の * ゆです。 

フ マ ィルの 人出 力 をむ う ときには、 その フ アイ ル', リ 川の 怒 II ( バッフ ァ） を ^定 します o つま り、 ファ 
ィルに データ を W き 込む とき、 あるい は^み 出す とき は その フ アイ ルと一 対一 に Wl£ する W 用の, ぉ门 

を 必ず a り ます。 この 尊 w の 窓 1 1 の # せが フ t ィ ル * 兮 です。 

ファイル ifr ゆ は ファイルと 村 に « おしてい るた め、 その フ 7 ィルを クローズす るまで は、 ほか 
のフ V ィルに その フ V ィル を 付ける こと はでき ません。 

フ アイ' レ ft ゆに は， 1 から BAMCfeW^ の r Howm an y files'MO- はし で?? えた 数までの 範 W を 桁 

'4i する ことが でさます。 



〇 



TEST 



テ イス クトラ イブ I 



アイ ル 番号 




S 2 




最大 s ほ 



メモリ 



プログラム 



人出お K; おと ファイル 



5. 2.4 同時に オープン する ファイルの 数 

BASIC はお ft 時に r How nany nies?(0-15)j と、 1*4 時に オープン する ファイルの 8： を錄 ねて きま 
す。 ファイルの 人出 力 W の バッファの Sc は、 ここで 指定した 数た' け IH. なします。 数に は^ 人 はまでの 
ゆ: を 指定す る ことができます。 0 から は 以外の St を fit 定 した 垛^、 または 
した * 介 は、 ^^されて いる ディ スク ドライブの 数 だけ^ '4£ します。 

ここで <5定 した K は、 び BASIC を々: ち 上げる まで' & なでさません。 したがって、 プログラム 中 
で 小足し ないように、 少し ^裕の ある &を u^ii する ようにし ます, ただし バッファ は ユーザ一 エリア 



キー だけ を 押 



の 中に 確保され るた め、 个必' おに 多くの ^ を 仿定 すると、 それだけ ユーザー エリアが 少なくな り ます。 
「同時に」 の 意味 ： 

「1"1 時に オーブン する ファイルの iiu と， プログラム 中で 使 w する ファイルの ft は 必ずしも i"i 'で 
はあり ません。 



ブ ログ ラ ム 中で 使 «| する フ r ィ ルは TEST1, TEST2. TEST3, TEST4 の 4 つです。 TEST! 
と TEST2 は 常に 使用す る必 g が あ OTEST 3. TEST 4 は必 * なと き だけ 使用 します。 



10 
20 



50 



OPEN "TESTV AS 51 
OPEN , TEST2" AS »2 

OPEN 'TEST3" AS 53 



s 2 




この 例で は、 4 つの ファイル のうち 2 つ は i"i じ フ ？ ィル » '； を ft n\ する こと がで きます。 したがつ 

て に オーブン する ファイル は 3 つで^ みます。 



□ 



100 CLOSE «3 
200 OPEN "TEST4" AS 




人 tUJj^^ と フ-, 'ィ i レ 



5.3 シーケンシャル ファイルと ランダム ファイル 



5. 3. 1 シーケンシャル ファイル 

シーケンシャル ファイル はおき 込んだ 肩 ft ^でし か データ を^み 出す ことので きない ファイルです。 
i た既 ^ の ファイルに 対して の データ をめ: 接 J5iK する こと 力 f できません。 しかし ^ き 込む デ一 

タの k さや データ w 成に ついて «別 な ^ おが 小 « で、 m ^に ファイル をれ: 成す る ことができます。 

0) ステートメントと M 数 



シーケンシャル ファイルに；^ して f'tltl できる ステ一 ト メ ン ト およ ひ は 次のと おりです。 



ステ一 トメ ント' MJi 


^明 


OPKN 〜 INPUT 


既 なの ファイルの^ yrt から データ の^み 出し を" f 能に します。 


OPKN 〜 CHTinT 


ファイル を W«i 作成し データ のれき 込み を" J 能に します。 


OPKN 〜 APPKN1) 


Off の マ アイ ルの 終わり から « けて データ を樗き 込みます fl 


CLOSK 


ファイル を クローズ します。 データの A き 込み をむ つた^な は 必ず' ii 行 
してく ださい。 


PKINTlt 


データ を i 1 ? き 込みます。 


PRINTS USING 


M^msg をして データ を » き 込みます 


VVKITK* 


データ を 用符 ひ) と カンマ 《,> とともに # き 込みます 0 


IXPITS 


データ を^み 出します 


LINK INPUT It 


CK コードまで を 1 つの データと して^み 出します。 


WIDTH 


フ アイ ルの 1 むの K さ を ^ 定 します。 


INPUTS 


データ を Jt 字 ft を 桁 ぶ し て^み 出 し ま す 


LOG 


フ アイ ルの 位お を 256 バイ ト ザ.位 で ひえます。 


し OF 


ファイルの 大きさ を 256 バイト W f で リ えます 


HOP 


ファイルの 終わり を 検出し ます。 


ぽ OS 


ディスク 上の^み, リ さした セクタ 位れ を' j. えます。 



(2) ファイルの 構成 

PRINTS 文、 PRINT* USING 文、 WRITE*: 文 は それぞれ PRINT 文、 PRINT USING 文、 WRITER 

によって i 由 iifti に^^される ものと |"1 じ 形式で ファイルに データ を お き 込みます。 
シーケンシャル フ アイ ルのデ 一 タと データ の 間 は 次の よ う な り ^ひに よ つて h (切る 必要が あ り 

ます。 



入/わ '力お おと ファイル 1 ち 



シーケンシャル ファイルの 区切り 記号 



玫仙: デ— ク 


や ri、 カンマ （， し cr コード 


义 卞デ一 タ 


カンマ （，）、 CK コ一 ド 



»tt データ 

100 OPEN "TEST.DAT" FOR OUTPUT AS Jt 1 

110 A= 1234 :B= — 567.89 

120 PRINT* 1. A;B 

130 CLOSE 

140 ' 

150 OPEN "TEST.DAT" FOR INPUT AS c 1 

160 INPUTS 1. A, B 

170 PRINT A ; B 

180 CLOSE 

190 END 

120 行 を' もえて いく とファ ィル に^き 込まれる^ A は それぞれ 次のように なり ます。 

120 PRINT お 1, A:B 

□: 空白 U:&H0D E : &H0A E0F :&H1A 

数 fif (データの 後ろに はや i'i が riw 的に m われ データの りになります。 

120 PRINT お 1, A. B 

これ は PRINT 义と l"J じょうに M 文'?: ゆ 位で 叩き込みます。 
120 WRITER 1. A， B 

\VKITt# 文 を 使 うと カンマ (.） で データが i 《切られます。 



入出力- Km と ファイル 



文字 データ 



100 OPEN "TEST.DAT" FOR OUTPUT AS # 1 

110 A$='TOKYO" ： B$="OSAKA" 

120 PRINT JM, A$:B$ 

130 CLOSE 

140 ' 

150 OPEN "TEST.DAT" FOR INPUT AS « 1 

160 INPUTS 1. A$. B$ 

170 PRINT A$. B$ 

180 CLOSE 

190 END 

120 行 を^え ていく と ファイルに t«f き 込む 形式 は それぞれ 次のようになります。 

120 PRINT #1, A$;B$ 

E] 回 EB 回 回 (USESSlliaS 

TOKYO - と- OSAKA" に り 力 f ないた めに、 INPUT# 文 で み 出す と A$ に- TOKYOOSAKA"" と -っ 
のデ— タ と して <S み 込み， B$ に^み 込む データが な く なる ため Input past end (^み 出す データが な 

い） エラーになります。 

120 PRINTS 1. A$， B$ 

ffl 回 EH 回 □□□□□□□□□ 回 [UHEElSlEa 

PRINT 义と |"1 じょ う に M 义卞 W.f'>: で 冉 き 込みます が 文' i": データの * 合、 や^ は データの K 切り にな 
ら ないた め —TOKYO OSAKA"* と' つの データと して^み 出し、 Input pastemH^ み 

出す データがない > エラーに なり ます。 

120 PRINT JM， A$:"， ";B$ 

囝 回 BEKSD 回 [USHHSldES 



入出力^^と ファイル 



デ一 タと データの W に K 切り 3d ゆと して 力 ンマ （.） を^き 込み、 TOKYO- と- OSAKA"* に' ふけて^ み 出 
す ことができます。 もし カンマ や セミコロン ^行す る やに I、 改行、 很改 など を 含んで いる * 介 
は データ を 二] « 引用符 (••) で 画んで ください j 



120 WRITES 1. A$， B$ 

□ffl 回 EH 回 回 (UHBSQEOaa 

I'lW 的に: 》T (引 W 符で データ をリ tl み， り, ヒリ-と して カンマ （.》 を します。 INPUT 文 で^み 出 

す 際に は 二 :« 引用符 は データと してお み 出しません。 

5.3.2 ランダム ファイル 

ラ ン ダム フ 7 ィ ルは の^ 所の デ一 タ をめ: ^に^み A きがで きる ファ ィ ル です。 シ ーケン シ ャ ル 

ソ r ィル は、 データの K さが |'| 山でした 力 卜 ランダム フ v ィルの は データの おさ を |M 定し なけれ 

ばな りません。 

ランダム ファイルで 扱う ことので きる データの 1fc ま りの 'れ 位 を レコー ドと呼 びます。 レコー ドはレ 

コー ド ft リ' によ り り'. いに K 別す る ことができます。 また シーケンシャル ファイル では データ はすべ て 
文卞 形式で^ き 込みます が、 ランダム ファイル では 敉 W データ は バイナリー 形式で 叩き込みます。 

0) ステートメントと M 数 



ランダム ファイルに^ して f'liw される ステー トメ ン ト および m& は 次のと おりです。 



ステートメント •IWK 


説明 


OPEN 


ファイル を ランダム モードで オーブンし 人出 Ai を^ 能に します。 もし 
フ アイ ルが frfr: しない 埸 ft はフ ァ ィ ルを 作成し ます。 


CLOSE 


ファイル を クローズ します。 


KIELD 


ランダム ファイル バッファ （1 レコードの 人き さに 相 ^内の 変数の' 别' 1 i 
の 定鞔を 行います。 


LSET/RSKT 


データ を ランダム ファイル バッファに 叩き込みます。 


PUT*t 


ランダム ファイル バッファの データ を ファイルに^ き 込みます。 u レ 
コー ドの 寄き 込み) 


GETtf 


フ ァ ィル から 1 レコ" ドを ラン ダム ファイル バプ ファ に说み 出します,， 


MKIS/MKS$/MKD$ 


钕侦 データ を 内部 形式の 文字列に 変換し ます。 MKI$ は^ 数 を 2 バイ ト 
の 文字列に、 MKS$ は 単精度 実 St を 4 バイ トの 文字列に、 MKD$ は 倍 ffl 
度^ 玫を 8 バイ ト の文卞 列に 変換し ます o 


CVI/CVS/CVD 


文卞 列に なって いる データ を もとの^ WU こ' &換 します。 CV1 は 2 バ 
ィ トの 文字列 を 《 数に、 CVS は 4 バイ ト の交卞 列 を *W 度' お数に、 
CVD は 8 バイ 卜の 文字列 を掊 精度 実 ft に 変換 します。 



入,'" 力 おが と ファイル 



ステー トメ ント • no^ 




KPOS 


ディスク 上の^み A きした セクタ 位^ を ひえます 3 




め IW し 人出 ゾ J を仃 つた レコー ドの レコ一 ド * ゆ を^し ます 0 


\xw • 


ランダム フプ ィルの 大きさ を 返します。 



(21 ファイルの 構成 



100 OPEN "TEST.DAT" AS JM 

110 FIELDS 1,2 AS S$.30 AS N$,4 AS CS 

120 INPUT "商 ffi コ一 ド No.(0 ： 終わり）": S96 

130 IF S96=0 THEN 210 

140 INPUT ' , fSfflS";A$ 

150 INPUT "価格": C! 

160 LSET S$=MKI$(S%) 

170 し SETN$=A$ 

180 し SET C$=MKS$(C!) 

190 PUT»1.S% 

200 GOTO 120 

210 CLOSE 



レコード サイズ 

ラ ン ダム フ ア ィ ルを « 成 する | レコ一 ドの K さ は WVii で， 256 バ ィ ト です。 

ランダム ファイル バッファ 

ランダム フ ？ ィルに W する レコー ドの 人出 力 はラ ン ダム ファイル バッファ を 介して 行われます。 こ 

の パプ ファに «» の * り 当て を宠 « する のが FIELD 文です 。 P1ELD 文で 定 « した *» の ft さの 含 針 

は 256 バイ ト以 下で なければ なりません o 

例 RELDS1, 2ASS$， 30 AS N$, 4 AS C$, …- 




2 バイ ト 30 バイ ト 4 バイ ト 



s$ 




C$ 





256 バイ ト以 ド 



JJi'Jj おおと ファイル 



数 ffi は MKIS. MKSS, N1KD$^ 数で 文字列に 変換して ラン ダム フ アイ ルバ ゾ フ ァ ヘ^き 込みます。 
ランダム ファイル バッファへの S き 込み は LSETi!、 KSKT 文 を 用いなければ なりません。 通 '» の 代 
人文-を 用いる と 文で 定^した ランダム ファイル バッファ 用の 変数が 一 ft の 変数と みなされ、 
ランダム ファイル バッファへの ft き 込み 力 《 行われ なくなって しまいます。 LS ト: T 文 は 変数に 对 して/ r: 
詰め、 文 はも^め で データ を七ッ ト します。 いづれ の 場合 も 余りの 部分に はや 1'1 をセッ ト しま 

す 0 




レコー ド » り 1 2 3 



put *t 义を 使って フ ァ ィル にデ一 タ をお さ 込みます。 Pirrtt 文で ffi 定 する レコー ド 很リ は 1 から 

32000 までです。 «略 するとめ:^ に PUTttA; で « き 込んだ レコ— ドの 次の *'ふ に 叩き込みます。 

(ル: Ttt 文に よ り ランダム フ アイ ル から デ一 タ を A み 出します。 ^略 するとめ: 前 に （； ET# 文 で^み 
出した レコ一 ドの データ を^み 出します。 



S 



ト 

ィ 



% 

S 



人出 カ^^と ファイル 



5.4 入出力 装置に 対する ステートメントと 関数 

bask: は 忡 々の 人出 力お 7( をす ベて ファイル という 化-通 のぞえ 方で 扱って います。 したがって 人 

出ん お m の i2 い を. な ^する ことなく bask: の ステ一 トメ ント， 数 を 使用す る ことができます。 し 
かし 人出 ノ J«y( によって は 人力の みで あったり 出力の みであった りします。 この^いと ステート メン 
ト と m» の^ 係 を まとめた のが 次のお です。 



"^^^ デバ イス X 

ステ一 トメ ント- raiT^^^ 


K\ BD - 


SCKN . 


に I)T1 - 


COMn ： 


11 

(ディ スク » 


Ul ()A!) 
1 ^ ■ — \ノ • 、 1 ノ 






v 


r\ 

\J 


\J 




V 


v 


v 


リ 






リ 


v 


v 


り 








*— * 


r\ 


リ 


リ 


DSKT 

• ' — 一, » ， 


x 

'、 


v 


V 

八 


V 






V 


へ 


V 


リ 




■ 1 、ハ， 


y 


V 


リ 


v 

A 


リ 


(； KTJt 




V 


V 


v 


リ 


INPUT* 


o 


V 
へ 


V 
へ 




\J 


INPUTS 

暴 '，扇 1 A 




V 


V 
As 


リ 


リ 






V 


V 


リ 


U 


| ()A1) 




y 


V 


リ 


r\ 
D 


\()C 




v 


v 


リ 


r\ 
D 


LOK 

響 


x 

' 、 


x 

ん、 


V 




り 


MERGE 

• ' ■ , '國、 、ノ p. ' 


x 

'、 


V 
へ 


y 


V 


リ 


Oppv (人 化 

、/i \ y\ ノソ / 


r\ 
\J 




X 


u 


o 


OPEN 《出力) 


X 


o 


0 


0 


〇 


OPEN (ランダム) 


X 


X 


X 


X 


o 


opicN(jaJjn) 


X 


X 


X 


X 


o 


PRINTS 


X 


O 


O 


〇 


〇 


PKINT l'SIN(;# 


X 


〇 


〇 


O 


〇 


PUT# 


X 


〇 


o 


X 


〇 


SAVK 


X 


〇 


o 


0 


〇 


WIDTH 


X 


X 


〇 




〇 


WKITKU 


X 


O 






〇 



o: 使用で きる 
x ： 使用で きない 

厶 ： 使用で きる 力 《、 データの 人出 力 は 行わない 



人出 カ^お と ファイル 



テキス 卜 画面と グラフィック 画面 



BAS に は i 卞を ^…する テキスト I* ほ i と、 グラフ ィ リ ク を^^す る グラフ ィ フ クゅほ 1 を 持ら、 そ 

れぞれ にいろい ろな i*iifti モー ドが あり ます。 このな では テキス ト I 由 ほ I と グラフ ィ 1 クゆ h&i の ft モー ド 
および これらの と * ^装 K の IB 係な ど を ittW しま ij 



6.1 テキス 卜 画面と グラフ ィ ック 画面 



BASIC はえ 7: をお 小す る テキス ト 肉ば ii と グラフ ィ v クを& 小す る グラフ i 1 ク 1 由 ufti を それぞれ 別 

に w つてお り、 ディスプレイ y< おに は これら を, ねぐ? わせた もの をお 小し ます したがって、 それ ぞ 
れの爾 面に 対する 命令 は 独 n になり ま i| 

テキス ト ® 面 （文字 を 表示す る） 
( h 本 ^M\n \ 



本州 




テキス ト i 由 iifii と グラフ ィ ックス i 由 は それぞれ 別の ft 作で rtifli のモ一 ド を^^ します：^ 



テキス ト^ぬ i と グラフ ィ ッ ク 



6.2 テキス 卜 画面 



6.2.1 画面 モード 

テキスト i*itfii は文卞 をお ポ する ための iiiM です。 テキス ト 阁面 は衣ポ できる 文字 数の 違いに より 次 
のモ一 ドに 分けられます。 



テキスト モー ド 


ディ ッ ブス ィ ツチ SVV2 


3 


4 


80 桁 25 行 モー ド 


ON 


ON 


80 桁 20 行 モー ド 


ON 


OFF 


40 桁 25 行 モー ド 


OFF 


ON 


行 モー ド 


OFF 


OFF 



ここでの 桁は爽 文 ひ: や 数卞 などの 1 バイ ト 文 卞 （や ィり 文'?:） 分 を 1 桁と します。 したがって、 «卞 や 

ひらがなな どの 2 バイト 文字 （全 ft 文 '卜り は 2 W 分必 おにな ります。 

bask: 動 時の テキス ト | 由 iifti の モー ドは、 本体の ディ -, ブス ィ ツチ SW2 の^ 定 によって 決ま り ま 

す。 

プログラム 中で モード を 切り換え るに は W | D TH 文 を 使 W します |Aj 【fli モ ードを 切り換え ると 動 

的に テキス ト Wifii を (炎 示して いるすべ ての 文 宇 力 《}B える） します， 

WIDTH 桁 数 [, 行数】 

行数 ： 20 または 25 

W 数 ： 80 または 40 

テキスト I 由 jifii では^^で きる 文' }: 数の ほかに、 さらに 次の 3 つの 条件 を 変える ことができます。 

• スクロール ^域 の^お 

• ファンク ショ ン キーのお, f: 
• カラー /1' けお モー ド の^' 4i 

これらの ■SUi は、 すべて CONSOLE 文 を 使 W して '&史 します。 



テキス トゅ hfii と グラフ ィ ック 



スクロール ^^は テキス ト をお^ する? ftiA を ffi'/U する もので、 ^^する データが スクロール 範 州の 
下段 右下に 行く と 1 行^ ポが 上に 上がります。 これ を スクロールと いいます。 

スクロール 範 Ittl の 外 を IA1 定^, J' く 部と いい、 ここ は スクロールのお！ ! を^: けません。 IA1'>U^,J はおに 文 
卞を * ボす る垛介 は、 LOCATE 文で カーソル を 移動し ます。 

ファン クシ 3 ンキ 一^ポ は、 ファン クシ 3 ン キーに^:^ された 文 卞を、 の 下行に みポ する 力、 

しない か を 指'/ U する ものです。 
I' けお/力 ラース ィ ツチ は テキス ト園 面に 表示す も 文字 を 白 で * 示す るか、 カラーで ぉポ する か を 

決^す る ものです。 ここで カラ 一の^: 定を する ことにより COLOR 文で 8 & の カラ一 * ホを 行う こと 
がで きる ようになります。 



CONSOLE [スクロール 開始 行]， [スクロール 行数】， [フ ァンクションキー 表 不 ], [白 刀 フー J 





88 テキスト ait おと グラフィック 



6.2.2 文字の 種類 

テキスト I 由 iifii に^ ポ する 文字に は、 次の 2 tt: ^があります。 
I バイ ト 文字 (半角 文字と も 呼ばれる） 

2 バイ ト文卞 ほ ft 文字と も 呼ばれる） 
2 バイト 文卞 はちょう ど 1 バイ ト文卞 2 文字 分の * ポ領域 を 必要と します。 したがって ^ ホ できる 
文字 数 は 义卞の 1 ; « "に な ります。 

注意 I 2 バイト 义' ？: のうち、 &H2920 から &H2B7E までの 文字 は、 炎 示 は 半角 文字になります i 



16 ドッ ト 



T 



参 



丁 



顬钃國 

□■□□□□□□□□□□a 







□□□□□ 



I6K7 b 



2 バイ ト 文字 



8 ト' ッ 卜 



着 1 着 



肇 







1 






• 
















• 














□□□ 
















• 


• 
















































• « 



























16 ドン ト 



1 バイト 文？ 



I バイ ト 文字 は 文 * コー ド （內邡 コー トリと して 0 から 255(16;1玫 で から &H ト 下） を 持つ 256 
文字から 構成され ます 0 ただし、 この 中で に圈面 上に 文字と して 表示す るの は 216 文字で、 それ 

以外 は、 特に W» 文字と 呼 び、 や 《辺《 器に 対して 特 》| な ftft を 行い #3 



例 PRINT CHR$(&H41) 义卞 コードと して &IM1 を 持つ 文字 （ A > を ゆ j ifii に^ 示します。 
A (PRINT - A — としても |"1 じお « を i!t ま す。） 

0K 

PRINT CHR$(7) 文 卞コ一 ドと して 7 を 持つ 文字 を に农ポ します。 ブザー を めら 
0K すお j 御文 卞の ため 肉 ifii に は 何も みこされません。 
2 バイト 文字 は 文字 コ— ドと して &H2121 から &H7C7E を 持つ « 卞 やひら がな です。 * 字コ— ド 
について は コンピュータ + 体の ユーザーズ マニュアル を^ 照して ください 



テヰス ト fii も i と グラフ ィ ック 



ユーザー 定義 文字 

BASK: では JIS 第 1 水準、 第 2 水準の 澳 字の ほかに、 ユーザーが 自由に 作成した 文字 を 2 バイ ト文 
卞の一 部と して 扱える ようになって います。 これらの 文'?: は ユーザー 定義 文字と よび、 JlSift 卞コー 
ドの &H7621 —&H767E お よ び &H7721 〜& H777E に 割り当てられます。 

ユーザ一 定 * 文字 はュ一 ティ リ ティ ソフ ト BMENU の 「ユーザー 'フォント' メ ン テナ ンス 」 に 
より WW に 作成す る ことができます。 

BASK; 起動時に、 システム ディスクに ユーザー 定義 文字 を 格納した ファイル 「 U s er fo.m」 が 存在 
すると、 t'1 動的に この ファイル を^み 込みます。 この場合 ユーザー 定義 文卞に 相当す る 《 卞 コード を 
指定 すると、 ここで 说み 込んだ ファイルの 文字 パターン を * 示します。 

このほかに BASK; の 命令と して KPLOAD 文が あり ます。 この 命令 を 使えば プログラム 中で f'Ull に 

ユーザー 定義 义卞 の^ 定 を 行う ことができ ま す。 



注 窓 ュ— ザ— 定義 文字 は プリンタに そのまま 打ち出す こと はでき ません。 ユーザ一 定旌文 卞をブ 
リ ンタに 打ち出す 場合 は， プリンタの 制 W コー ドに 従って ブリン タにブ り ン タの ユーザ 一定 
義义卞 を^^す る必' おが あ り ます。 



6.2.3 キャラクタ 座標 

テキス ト Wffi に 故 定 されて いる « 標系を キヤ タク タ ffi 揮と いい (桁 位置. 行 位置） で 示しま^ [帽 

の 左上の 文字の 場所が (0, 0)、 右下の 文字が （1 行の 桁 数 一 1, 面面の 行 1) になります。 W え 
ば 80ti は 5 む モー ドの埸 介 は 次のようになります。 



例 



80 桁 25 行 モード 



(0. 0) 



(79. 0) 



n 



：：□ 

(ffi 位 ■， 行 位！！） 



ュ 



(0. 24) 



(79, 24) 



テキス トゅ i! おと グラフ ィ -y ク 



6.2.4 カラ一 指定 

* 示す る 文字の 色 は COLOR 文で 指定し ます。 ただし、 この 設定 は CONSO し E 文で カラ— モードに 
なって いなければ なり ません。 

カラ —モー ド でない 垛^ は、 それぞれの 文字に 特別な 农ポを 行わせる ことができます。 
COLOR [色 指定]， [背景 色]， [ボーダー カラー】， [前景 色], [拡張 カラー 指定] 



マつ 


意 味 




カラー モ一 ド 


白^ モー ド 


0 


l M 


マル 


I 




ヒ ドン (文字 t 表示し ない) 


2 


'が 


ブ リンク (点 it 表示) 


3 


紫 


ヒ 卜' ン 


-1 




リバース (反転 * 示) 


5 


水色 


リバ一 スヒ ドン （》义ぉ 衣 ホ で文卞 をお ポ しない） 


6 


炎色 


リ バース ブリ ン ク （》义ゎ： のめ: «^ メめ 


7 


白 


リバ一 スヒ ドン 



Vftt^, (iff は fc、 拡张 カラー モード は グラフィック i*iifti にれ して 働く W 能です。 
このは か、 すでに Wifiil-. に している 文卞の 色 を^え る ことができます。 

COLOR© (X1, Y2) — (X2， Y2), 色 指定 

キャラクタ ゆ-ほ (XL YD. (X2. Y2> で [ffl まれた lEIffl に^ ボ している 文卞 を、 桁^した 色で ぉボ しめ: し 
ます。 色 桁^ は カラー モード、 白 ^モードで^ なり COLOR 文と M じです。 この^お はすで に 表示して いる 
文ネ のみに も' 幼です ので、 この 命令' お 行 後、 指 ^範拥 にお^した 文卞 はなん の^ Iff も^けません。 COLOR 
文で^' ぶした 色で ぉボ します。 



CONSOLE,,, 1 

CO し OR@(0， 0) — (39, 12) f 4 



(0， 0) 



に 変えます。 



CO, 24) 




(79, 0) 



(79， 24) 



テキス ト I も ほ i と グラフ ィ ッ ク 



6^3 グラフィック 画面 



6. 3-1 画面 モード 

グラフ ィ ック幽 ifii は グラフ ィ ックを 表示す るた めの Wife 'です。 グラフ ィ ック i 由 iffi に は 次の 機能 を糾 
み 介 わせて、 さまざまな i も iifti モード を^ 定 できます。 





i*B 能 ft 






i' は':/ カラー スィッチ 


グラフ イツ ク Wdri での 力 ラ 一 /fUU 
モードの 切り換え 


SCREEN 文 




標 解 像 スィ' /チ 


グラフ ィ ック 画面の 精度 を 決める 




8fc/4096 色スィ -ノチ 


カラ一 モー ドで 表示す る の敉を 決め 
る 


ディ プ ブス ィ ツチ SW 卜 8 
COLOR 文 



①、 ② について は SCREEN 文で プログラム 中の どこでも fii する ことができます 力、 ③ について 
は 本体の ディ ノブ スィ ツチ SW1-8 の ^ 定 によ り BASK 起動時に 決ま り ます。 また 拡 * グラフ ィ / ク 
モー ドに すると、 32KB の 16fc* ポの ための システムが メモリに 浼み 込まれる ため ユーザ一 エリアが 
« ります。 





« 能 


,な 味 


SW1-8 


グラフ ィ フク モー ドの 

mi 


OFF 


8&中8&モー ド のみ 使/ H(« 本 グラフ ィ ック モード） 


ON 


4096& モー ド 使用^能 (拡» グラフ ィ ック モー ド） 



グラフ ィ ック wifif のモ— ドは、 標 * カラー モー ド、 モー ド、 な 解 f«rmi モー ド、 'な識 

カラー モ一 ドの 4 つです。 i 由 llfti モー ドは SCREEN 文で 设 定 します 》 



SCREEN [画面 モード] し S 面 スィッチ】 し 描函 ページ】 し 表示 ページ】 



テキス トゆ h おと グラフィック 



それぞれの パラ メ ― タの: e 味 は 次のと お り です。 

(1) 画面 モード 

o から 3 までの で、 モード を 決めます。 t*j»fii モードに より iftiifii の W 度、 使用で きる i 由 i 
ifti 数が iS います c また、 幽面& は ディップ スィッチ sw 卜 8 の 指定に よっても «- なります。 グ 
ラフィック rtifii は、 両 ifti モードに it じて M じ 大きさの を « 数枚 持って います。 これら を 効 
お 的に 使 W する ことによ り , な ii な 描 i 由 j を 行わせる こと もで きます。 



指定 使 


i 由 iifflffl 度 




モー ド 名 


匪 数 


0 


標申 モー ド 

(横 640X 縱 200 ドッ ト） 


カラ一 


は 申 カラー モ一 ド 


― 

4 


1 


r に 'a 


»* 白 s モー ド 


16(12) 


2 


お 解 《£ モー ド 

(横 640X«400 ト' ッ hi 




解 像白黑 モート' 


8(6) 


3 


カラ一 


な 解像力 ラー モー ド 


2 



( ) 内の tfi は^ 卞 グラフィック モードの 場合です。 



ただし 使バ j する ディ ス ブレイに よって は 指'/ U できない モー ドも あり ます。 次^に 使用 ディ スブレ 
ィの «[« による WiM モー ド を^し ます。 



ディ スブレ イ^"^" 


ts* カラー モード 


»* 白 JB モード 


^?ft カラ -モ-ド 


B 解 像 S 黑 モート' 




カラー 




O 


o 


o 


ディ ス ブレイ 


モノクロ 


厶 




厶 


o 


ほ 準 


カラ一 




〇 


X 


X 


ディ ス ブレイ 


モノ ク t] | 厶 




X 


X 



〇：fiV4M x :ffi^«f はでき るが の &の《 淡の み 



(2) 画面 スィッチ 

グラフィック ゆ ほ i にお ポ している 内お を-時 的に 消します。 o から 3 までの 数 w で 桁^し ます。 



K する 》 


ffi 能 


0 


ディ ス ブレイに グラフ ィ フク rtifii の データ を * ポし ます。 


フラッシュ レス (標 描 1 由 i 


1 


フラッシュ （fflijlO 描 i 由 i 


2 


ディ ス ブレイに グラフ ィ プク ft'tfii の データ をぬ； しません。 


フラッシュ レス （標準) 描 i 由 j 


3 


フラッシュ （ぬ 速) 描 i 由 j 



テキス ト! も ithj と グラフ ィ ック 



(3) 描画 ページ 

描 ^ ページと ^ポベ一 ジの 閱 係 は 次のように なり ます。 





画面 1 1 







n 




テ イス ブレイ 画面 

一 ^ 

表示 ページ 

(SCREEN 文で 指定した 
35 面 を畫ね 合わせて 表示） 



fi 面 (各 モードに より 雲なる） 



描 ii ページ (SCREEN 文で 1 枚の ベ一 シを 指定す る） 



このため 描 肉' ページと K ポ ページが 逡 つた 場な は ft き 込んだ データが ディ ス ブレイに は^^され 
ません。 ただし^^べ一 ジを * えれ ば^^する ことができます。 



描 i*i ページ は グラフ ィ ック 命令 を^ 行す る i*iifii を 指定し ます。 ゆ iifti モー ド によっても ffi 定 できる 
W が 違います。 





モード 


1 1 

桁^す る W 


はサ カラ一 モー ド 




はャ 1' に 1 M モ— ド 


0 〜は （0〜11) 


^ 解像力 ラー モー ド 


0〜 1 


iffi 解 fft 白^ モー ド 


0〜7(0 — 5) 



指定した 1 力ぐ 丸 際の i*iiAi の ページ * ゆになります。 （ ） の W (は； S 本 グラフィック モードの 埸 
合です。 



(4) 表示 ページ 

ディスプレイ にお, j; する 《凼 の ページ を 指定し ます。 指定す る おが そのまま ページ 番号 を * す 
わけではありません。 Wrfii モードに よって 指定で きる^と- ft 味 力 ほいます。 また、 撩 モー 
ド および 解 f も fim モー ド では、 3 つまでの ページ を *R ね 介 わせて ディ ス ブレイの i 由 ほ1に«ポ す 

る ことができます。 ^ポベ一 ジの fih: によって どの ページ を 重ね合わせて、 ディスプレイに 农ポさ 
れ るかが 決ります。 指定す る W (と^ 際のお ホ ページの 閱係は 「H 本^ Disk BAMC リフ 7 レンス 
マニュアル j (0 SCREEN 文の 项を 参照して く ださい。 



テキス ト i も iriii と グラフ ィ /ク 



6.3.2 ワールド 座標と ウィンドウ 

グラフ ィ ックゆ iitt は 架 やの 論 的な 大きさの ゅ標を もってお り、 この 阇面 上に グラフ ィ ック データ 

を 描きます。 

この 人き な^ fii に^ 定 している のが ワール ドゆ 捻と 呼ばれる ^ 襟 系です。 ワールド^ 標は 論理的に 

考えた 架 やの 大き さの ゅ標 系です。 ^標の 《Slffl は X 方お (横 方向)、 Y 方^ (縦 方向） とも— 1.70141X 
1038 から + 1.70141X1038 です。 ほとんどの グラフ ィ ツク 間 係の 命令 は ワールド ゆ: 捻の 中に グラフ ィ ッ 

クを 描きます。 



(一，. 2 ヒ ^二 L70"，X，0*) _ (1.70M1X10». -1.70I4IX10-) 



r 


















(0. 0) 













\ 丄 

V 




(W れ Wy》 1 



(-I.70I41XIO-. 1,70U，X，0») 

ワールト S ほ 



70UI XIO te , K 70MIXI0*) 



ワールド ゆ .ft? 糸 は、 架 やの もので、 'お^に i*iifti h で^る ことので さる 範 Iffl は 限られて います。 i 由 jrfii 

h にお ポ する Klffl を ウイ ン ドウと いいます。 ウイ ン ドウの 大きさ は WINDOW 文で S 定 します。 
WINDOW(Wxi, Wy，） 一 （WX2, Wy 2 ) 



(Wxu W yi ) と （Wx;;, Wy 2 ) を对ぉ I とする ヮ一 ルド ゆ は; 上の 領域が ウィンドウになります 



6.3.3 ディスプレイ 座標と ビュー ボート 

ディスプレイ ゆ標 は、 ま iifc' の «« により 物瑰 的に 設定され ている ゆ- fS 系で 次のようになります。 ^ 

解 像 モードで は (0, 0> から （639, 399) の範 Wl、 捻 準 モードで は (0, 0) から （639， 199) の 範囲に なり 
ます。 



(0， 0) 



(0， 199)1 




0) (0, 0) 



*w« モ— ド 

W640X 縱 400 ドッ ト 



199)(a 399、 



(639, 0) 



テキス ト^ l おと グラフ ィ ッ ク 



この ディ ス ブレイ^ 標に '太 際の ウイ ン ドウの データ を^ 示す る範 [ffl を ビュー ボー ト といい ます。 

ビュー ボート の 位^ と 人き さは VIEW 文で 設定 します。 




テ 'イス ブレイ 座標 



VIEW(Dx1, Dy1) — (Dx2, Dy2) し 領《 色] [， 塽界 色] 



(Dx し Dyi) と （Dx 2 , Dy:;) を Wft とする？ ft 域が ビュー ボートになります 



6.3.4 スクリーン 座標 

肉' ifti 上の ビュー ボートに^ 定 される のが スクリーン ゆ- 18 です。 スクリーン ゆ. 撩は ビュー ボー ト のん 
上 W の 点 （ドッ ト> を （0, 0) とした ゆ «1 系です。 
以上 を まとめる と Hifff の 閱係は 次の ようになります。 



テ イス ブレイ ft« 



(0， 0) ノ 



□ 




1 n 


スクリーン a« - 








\(619, 1 お 
1 \ 1 




ワール 



ディスプレイ 



ビュー ポート 



テキス ト' ゆ ii おと グラフ ィ ック 



bask: 動 ゆの ゥ ィ ン ドウ、 ビュー ボー トの IVJ 係 は 次のように なって います。 



― ド 

« 準 カラー モード 



ビュー ボート 



一 — - 



(0， 0) 




(0, 0) 



ウィンドウ 



メ 



ブ(639， 199) 



ノ 



ワールド S« 



スクリーン S« 



(639， 199) 



* 解恤白 》 モード 
«* 解像力 ラー モード 



ビュー ポート 



(0. 0) 




■ 0) 


ウィンドウ 






二 


p^ (639 1 










メ 


ワールド Sffl 



スクリーン s« 



ウィンドウ や ビュー ボート を' える ことによって、 グラフ イツ クの 移動 • 拡人 • 縮小 を 行う ことが 
できます。 ただし ウィンドウ や ビュー ボー ト の^^ は、 すでに^ ポ されて いる グラフ ィ ッ クに 対して 
は 働きません。 したがって ウィンドウ や ビュー ボートの^^ を' fei する ことによって、 ただちに 衣 示 

されて いる グラフ ィ ックが * 化する ような ことはありません 0 










ビュー ボ- 





テ イス ブレイ 画面 ディ ス プレイ BS 



テキス ト 幽^と グラフ ィ y ク 



6.3.5 座標 指定の 形式 



グラフ イツ ク^ 係の 命令 を' 夫 行す るのに は、 グラフ ィ フク I 由 jffi 上の どの位 IS (ゆ: 捻 > に 表示す るの 力' 

を 指定し ます。 その 際の^ 標の 指定 方法に は、 次の 2 つの 形式が あります （ 



O 



艳 対庵標 形式 ： (X, 
V) 


グラフ ィ /ク阑 ifli の^ 際の 位^ を 指定。 


相対 座標 形式 ： STEP 
Y) 


終 参照 ゆ^からの f'>:iw. で 指定 

ft 終 参照 ゆ 捻 は グラフ ィ -, ク IVJ 係の 命令 を 実行した 際に 较 後に 指定した, な 
のこと をい います。 この. なを （0， 0) として 相 w 的に 指^す るの が 相 W 形 

式になります。 



例 



次の 場合、 m じ 位 b に 点 を 炎 示 します。 

® PSETC50. 50) 
PSEKIOO, 100) 



； PSETC50. 50) 
PSET STEPC50, 50) 



(50. 50) 




STEP(50, 50) 
= (100, 100) 



次の例では じ 位 » に 四 ft 形 を 描 き ま す 



例 



i LINEdOO, 100) — (200, 200),， B 



② LINEdOO, 100)— STEPdOO, 100),， B 



ユー ボ一 トゃ ウィン ドウ を^^した とき や CLS 文 を ^行した ときに スクリーン 
H 《はの (0， 0> の 位れ に 初期^定 されます。 



座標系の 整理 

グラフ イツ 



グラフィック 画面 

CLS 



こ对 して 使川 される のか を^した もの 力 < 次の M になり ます。 

ワールド g 標系 ^ ~ 
CIRCLE 



DRAW 

LINE 

PAINT 

POINT 

PRESET 



ディスプレイ g« 系 

VIEW 
スクリーン J 

GET® 

POINT 



て は 「日本語 Disk BASIC 



MAP 

ワールド S«、 
スクリーン 座 fl (の 座標変換 



ニュ アル」 を 参照して くださ レ 



テキス ト i も ほ i と グラフ ィ ック 



6.3.7 カラー 表示 

グラフ ィ フク «面 を カラ 一モー ドに する ために は COLOR 文 を 使用し ます。 
COLOR [文字の 色]， [背景 色】， [境界 色]， [前景 色], [カラー モード】 

文字の 色 は テキスト i 由 iifii の 文字の 色 を 指定す る ものです。 グラフ ィ ック闹 面に はめ: 接^係 あり ませ 

ん。 

背景 色 は バック グランド カラ一 ともい い、 グラフィック 闲 [fii の"? f!^; の 色 を^ 定 する ものです。 この 

^'ぶ を 行った 後、 CLS 文 を^ 行す ると、 この fc で グラフィック i 由 iifri を^り つぶします。 

境界 色は^^^ fw. の お 上で bask: によって 扱えない 外枠の 部分の 色です。 標 * カラー ディ スブ 
レイに^ しての み fi 味 を 持ちます。 

前景 色 は グラフ ィ ック 命令で 特に 色桁定 がない 場合に グラフ ィ ックを 描く のに 使う 色です。 

カラー モード は BASK: で 使 できる の を 0 から 2 の ffi で uS: 定 します。 



0 


IA1 定 した 8 色の カラー^ 示 を 行います e この モー ドを 8 色 中 8fc モ一 ド といい ます。 


1 


4096 色 中の 8 色の カラ一 农ポを 行います。 この モ一 ドを 4096 色 中 8fe モー ド といい ます。 


2 


4096 色屮の 16 色の カラー^^ を 行います。 この モー ドを 4096 色屮 16 色モ一 ド といい ます。 



グラフ ィ ック WiAi で、 色 を ifi 定 する * 介 はめ: 接、 の WW を 指定す るので はなく 接 的な パレ ッ ト 

^ゆ を 指定し ます。 ノ く レツ トは 16fe モー ド のとき に 0 から はまでの 16 個、 8fc モー ド のとき に 0 から 
7 までの 8 俩 あり、 それぞれに fc を 割り当てます。 パ レツ ト ふに 割り当てられる を 変える ことに 
よ り » 時に^^して いる 色 を«处 する ことができます。 

ft パ レツ 卜に 案 際に 色を对 I& づける に は COLOR= 文 を 使います。 



COLOR [= (バレット 番号， カラ一 コード)】 

=以 下 を« 略す ると fc の^ 定は M 期^^になります。 カラ一 コード は カラ 一モードに より W なり ま 

す。 




パ レツ ト 番号 



8 fc 屮 8 fc モードの カラ一 コード は 次のようになります。 



カラ一 コード 


0 


1 


2 


3 


4 


5 


e 




色 




な 


* 


紫 


U 


水色 


* 色 






テキスト I 由 Hfii と グラフ ィ ッ ク 



4096 色 中 8 色モ— ド、 4096 色 中 16 色モ— ドの坳 合 は 次の ような 形式で カラー コー ドを 示します。 
この場合の カラ一 コ— ドは) t の 3 原色の G (緑)、 R (赤)、 B (靑) の 淤 ぜ 合わせに よって 指定し ます 0 
下図 は そ の 様- /- を 示 した ものです。 



カラ一 コ一 K = &HCH33 



B<1lf> の 輝度 
R (*) の 
G<») の 輝度 



中 》«& は， 輝 * を 整す る ことで 农坝 できます。 8 色 中 8 色 モード はこの 3 つの 色 を M じ 割合で し 
か 混 ぜ合 わせる ことができません。 

絵の具の 場合、 中 IH1 色 を 表現す るた めに は St ぜ 合わせる 絵の具の！: を; します。 これと M じょう 
に ディ ス ブレイの 場合に は、 fc を 混ぜ 介 わせる ffl 介 を W 度 (色の 明るさ） を ^整す る ことによって ^現 
します。 例えば オレンジ色 は W と、 この 《 より 明るい * を 泥 ぜ 合わせる ことによって 作る ことができ 
ます。 

G(U), R(*)、 B (き） は それぞれ 16 段阱の 《 (度 を 衣 現す る ことができます。 したがって 3 色、 16 
段陏の W 度 を n Ifl に 組み合わせる こ とに よつ て 4096 色 を 籠 す る ことができ ま す。 
4096 色- (G の 16fl( 度） X ( R の 16W 度） X ( B の 16Wffi) 

それぞれの 色 は 4 ビ-/ トの データで 16 段 W の W«t を^し、 0 から F までの 16 進数で 农坝 します。 カラー 
コ一 ドの 上位 4 ビッ トに 練、 中位 4 ビッ トに 赤、 下位 4 ビッ トに W の を 指定し ます。 

«tj$ が 0 と は その 色 を 「使わない」 こと を ffi 味し、 « (度が! "'と は、 その 色の 「« も明 るい fcj を 使 
うこと になります。 




輝度 











w や 、 




明るい 



例 



オレン ジ (G ： &H9) + (R ： &HF) + (8：0) 
=&H9F0 

W るい 黄色 = (G ： &HF) + (R ： &HF) + (B ： 0) 
-&HFFO 

暗い 黄色- ((； ： &H7) + (R ： &H7) + (B ： 0) 
=&H770 
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カラ 一コードと パレ •/ トの 初期^定 は 次のと おりです。 これ は bask: 起動時、 カラ一 モード を 指 
定 した C0L0R1 文お よび パレ ッ ト番 ゆ、 カラ一 コ一 ド を？? 略した COLOR 2 文 * 行 時に 設定され る 
侦 です。 



8 <t> 中 8 れモ一 ド 



バ レツ ト番兮 

,'， ' 


カラー コード 


A 

V 


A ( «|! ) 


1 


1 m 


2 


2 (4Ct) 


3 




4 


4 (**) 


5 


5 (水色） 


6 


6 (黄色) 


7 


7 (白） 


4096fe 中 8 &モ 


一 K 


パ レツ ト番兮 


カラー コ一 卜' 


0 


&H000( リ气） 


1 




2 


編 F0 (赤 > 


3 


&H0FF (紫） 


5 


&HF00 (象 *) 
&HR)F (水 fc) 


6 




7 


&HFFT(f'l) 



-4096 色 中 16fe モー ド 



パレ ッ ト 番号 


カラー 3 


-ド 


U 


o 1 1 AAA f !■! \ 

&H000 (黑） 




* 

1 


&H00F (も'） ~ 




2 


A ffff 八 ひ/\ t 

&H0F0 ('が） 一 




3 


&H0FF (紫）一 


一明る い 


4 


&H ト 00 (*#) — 


5 


&HFW (水 fe) - 




产 
6 


&HFF0 ほ 色） - 






&h トト F(n) ― 




8 


、• m m w ■ 琴 \ 、 ^ m ^^ , 




9 


&睡 A(ff> — 




10 


&H0A0 ぼ;） 一 




11 


&瞧 A (紫) 一 


- き 


12 


&HA00(**) — 




13 


&HA0A (水色 )- 




14 


&HAA0(« 色ト 




15 


&HAAA (白）」 





テキス ト幽 '曲と グラフ ィ ッ ク 



6. 3.8 タイ リング 



タイ リング は 横 8 ドッ ト縱 n ト' -ノ トの ffi 形 領域 (タイルと いいます) に 指定した 模様で 指定 領域 内 を 
塗りつ ぶす テクニックです。 画面 上の ドッ トの 大きさ 力む J 、さいため 各ドッ トに 違う 色 を 設定す ると タ 
ィルの 色が あたかも 割り当てた 色の^ 合 色で あるかの ように Ji えます。 これにより 8 色 中 8 色 モー ド 
で も 中 IH1& を ^現す る ことができ ま す。 

例えば、 横 8 ドッ トの ft 色の 要ぶ を 次のように 割り当てれば、 この 橫 8 ドッ トの タイル は K 綠 色に 
^えます。 1 は その^ 尜が 有り、 0 は 無い こと を おします。 



グラフィック ® 面 




育の 蟹泰 （B) 


0 




0 




亦の 響棄 （R) 


1 




0 




練の 要棄 （G) 


1 




1 





0 



0 



0 



0 



0 



0 



0 



0 



CHR$( 0 ) 

CHR$(&HAA) 

CHR$(&HFF) 



の テク ニッ クを 使えば、 8fc 中 • 8fe モー ド でも いろんな を^ ポ する ことができ 
タイ リング を 行う に は PAINT 文、 CIRCLE 文、 LINE 文な ど を 使います。 站 しく は、 
BASIC リファレンス マニュアル 」 の PAINT 文の 说明を 参照して ください。 



日本 ffi Disk 



例 



次の プログラム は^ 形 を《«& で * り 《 します。 
10 SCREEN 3, 0 
20 CLS2 

30 TILE$=CHR$(&HOO)+CHR$(&HAA)+CHR$(&HFF) 
40 LINE(30， 30)- (90, 150),， BF， TILES 
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プ、 J ンタ 



^ゥ では， プリ ンタに 印 卞 する 力 法と rtlfti のハ一 ドコピ 一について ぶ^します。 
7.1 プリンタへの 印字 ― 



プリ ンタに 印字す る 場 介, 使用す るブリ ンタゃ 使甩 する «|)6 に IE じて 次の メモリ スィ プチの 値 を « 
Hi します。 
メモリ スィッチ 





W 能 




SW5-0 


^川す る プリンタ 


0 


PC-PR201 シ リ 一 ズ 以外の ブ"^ ン タ 


1 


PC-PR201 シリ一 ズの プリンタ 






R 能 


& 味 


SW6 4 


ハ— ドコ ビーの 拡 银 


0 


K« しない 


1 








IS 能 


な 味 


s\vr>-3 


カラ一 ハー ドコ ビー 


0 




1 


カラ一 コ ビ一 



メモリ スィ ，-fsw<i ッで i*hfii ノ'— ドコビ 一 ftfife のれ:. * を^'' ヒ すると カラ 一プリンタで カラ一 ハ一 ドコビ 一をむ 

うこと がで きます。 



7.2 画面 ハー ド コピー 

Hftf ハー ドコ ビー は! ijifii に ^ホ している 文字 や グラフ i y クを、 そのまま プリ ン 夕に 出力す る櫬能 

です。 I 由 jlfli ハー ドコ ビー は ( COPY 1 キーに よる ガ はと COPY コ マン ド による ム法が あり ます。 ハ一 

ドコ ビー は メモリ スィ 'チの 内お により « 能が^ なり ます。 
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メモリ スィッチ SW6-4 が 0 の 場合 



キー 找作 


能 


する コ マント' 


f COPY ) 


テキス ト rtifii と グラフ ィ フ ク 1 由 iifii を もね ft わせた ハー 
ドコ ビー を 行います。 テキスト rtifii の 文字 は プリ ン タ 
の 字体に なり ます。 


し OP ヽ 
COPY 3 


f CTRL ] + ( COPY ) 


テキス ト phiifti のみの ハー ドコ ビー を 行います。 | 


COPY 1 


( GRPH ] + COPY ) 


グラフ ィ -, ク i*iifii のみの ハー ドコビ 一を 行います o 


COPY 2 




はャ モー ドの 場合に グラフ i v ク画 A' を 縦 方 肉に M 小 
して ハー ドコ ビー を います o 


COPY 4 




讓* モ— ドの 場合に グラフ ィ プク園 面 を « 方^に 縮小 
して、 テキス ト を^ね 合わせて ハー ドコ ビー をむ 

います。 




COPY 5 



,な 解 ^モードの ^^に COPY4 • COPY 5 を'; 行した 埸なは * それぞれ COPY2. COI>Y3 と |"| じに 
なります。 



メモリ スィッチ SW6-4 が 〗 （画面 ハー ドコ ビーの 拡 5«) の i»S 



キー 



COPY J 



CTRL 〕 + I COPY 〕 



〔 QRPH J+ [ COPY 



化 m 



テキス ト と グラフ イツ クゆ iifii を ね ひわせ た ハー 
ドコ ビー を 行います。 テキスト WW の 文 ひ： はビ/ ト ィ 
メ 一 ジで 出力 します。 カラー コ ビーの « 合 は に に U を 反 

して 出力し ます o * 



テキス ト i*itfii のみの ハー ドコビ 一をむ います 



o 



1他 する コ マント' 



COPY 
COPY 3 



COPY 1 



グラフィック I も jiftj のみの ハー ドコビ 一を仃 い i す。 力 
ラ 一コビ 一の * 介 は lY'MSrb (^して 出力し ます。 



グラフ イツ ク のみの ハ一 ドコ ビー をむ い i す。 1'1 
を &*r: しません。 



テキス トゅ iifti と グラフ ィプ ク I 由 iifii を^ね^ わせた ハ— 
ドコビ 一をむ います。 テキス ト 1 由 itfd の文卞 はビッ ト ィ 

メージ で 出力し ます。 nm を 反^しません。 * 



COPY 2 



COPY 4 



COPY 5 



カラー コピー は メモリ スイッチ SW5-3 を 1 にします。 ただし 40% 色屮 8 モー ド および 16fc モー 

ド のとき は カラー コビ一 を 指^して もに im コビ一 になります。 



* 



テキス トゅ hfd が 20 行モ 
力 が與 なります。 
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7.3 ページ プリンタ 



ページ プリ ンタを 使 川して いる 埸な、 BMI':NU によ り ページ プリ ン タの » 能 を 使用した ft'iti ハー ド 

コピー を 行う ことができます。 
ハードコピー 機能の 拡張 方法 

① の 「お i:'J お ハード コビ一 才— トス タート かぶ」 の 中で、 「拡^ ハードコピー i5 境^ 定 j を 

逸び ます。 

® COPY コ マン ドと COPY キーの ffi 能 を 次の ような ^'ぶに 変 Oi する ことができます。 



キー 船1: 


Wit する コ マン ド 


印 卞ゾ/ K，J 


ハードコピーの 人き さ 


( COPY ] 


COPY COPY 3 


水す : ， *I« 


»m, 1/3, 2/3, 
ま， 4/3 


( CTRL )+ 【 COPY ] 


COPY 1 


[ GRPH ] + f COPY ] 


COPY 2 




COPY -1 


« 能 を' &0i する こと はでき ません。 




COPY 5 



それぞれの キー » 作 (COPY コ マン ド） に^して、 別 々に 印字 方 と ハー ドコ ビーの 人き さを^ 
^する ことができます。 —は サ-は ページ プリンタの 能 を 使わないで ハード コビ一 を^う （ -ft 

の プリ ン タ Wlittfr に^^します。 ページ プリ ンタを していない 坳^ は、 必ず-は^-に^^ 
にして ください。 他の 《5:'ぶ になって いると 常に ハ— ドコビ 一が 行えません。 定の場 介 
は 水 IV* め: の ^定は 》 な^です。 初 は- ttf になって います。 



印字 方 と ハー ドコ ビーの 大きさの M 係 は 次のと おりです 0 
のん: h すみの.' ヶ 













2/3fft 


3/3fft 
(N8 準-で 印字した 








場合と ほぼ H じ大 








ささ） 






水 


•*'• 

夸 

















® ここで 《a ^した S 能 は、 お HE bask: を 動した ときから も 幼になります。 

注意 I ページ プリンタ は 系と M 等の ffi 能 を 持った ページ プリ ンタ のこと です。 
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デー タ 通信 



本 車で は RS-232C インタ 一フユ イス を坩 いた データ 通 おの 方法に ついて 说用 します。 



8.1 通信 パラメータ 



m^m(H^2TZC インター フェイ ス） を いた データ i«!H,; は、 フ アイ ルの 《念 で 扱' > ことが でさ 

ます。 ただし ディスクと は W なり、 ファイル^の 代わりに 通^の パラメータ を 衍^し ます iiflW パラ 
メータ は、 データ; iJH バを むう 相 f (モデム や コンピュータ） と-致させる 必 きがあります。 これらの パ 
ラメ 一 タは +： 体の メモ リス ィ /チを 出いて liT/il します 力 f 、 ^は OPI:N 义の パラ メータと しても ^ 
'ぶで きます。 メモリ スィ メチ を' & 01 した f も は ディ ノブ スィ ノチ を ON にして リセ ノ ト してく 

ださい。 

0 ぼ N 文で おする は デバイス おに^いて; ifif,i パラメータ を 桁お します o 
I" "し' ()M[【"|#«ft リ 1 ： (pcsxh)" 

P …パリティ ビッ ト 

c …デ一 タビプ ト K 

S …スト 1 ブビ 1 ト 

x --XON/XOFF MHP 

h-SI/SOMM 



10d データ 迪 w 



メモリ スィ ツチ S れ' 1 
7 6 5 4 3 2 10 

TTTT1 



Ml メセ 

Vk HE 


& 味 


OPKN 交の 
パラメ一 夕 


\ON/\()h 1- 


0 


XON/XOFF 糾御を 行わない 



N 




I 


XON ゾ XOH' 糾 W を 行う 


X 


デー タビ/ ト u 


1 


0 


/ヒット 


7 




1 


I 


8 ビット 


8 


ハリア ィ 




0 


パリティ ビプ ト なし 


\ 


チェ 7 ク 


0 


1 


な 数 バリ ティ 






1 


I 


Rtt パリ チ ^ 


K 


スト/ ブ 


0 


1 


1 ビプ ト 


I 


ビットお 


] 


0 


し5 ビッ ト 


2 




1 


] 


2 ビット 


3 



* は 0 または 〗 のど ちらで もよ レ 



o 



メモリ スィッチ SW 2 
7 6 5 4 3 2 10 

リ 1 1 四 



W 能 








味 


OPEN X の 
パラメ一 タ 




0 


0 


0 


! 


75 bps 






0 


0 


1 


0 


150 bps 






0 


0 


1 


1 


300 bps 






0 


1 


0 


0 


600 bps 


OPEN 文で は 




0 


1 


0 




1200bps 


u^il 小 1 び 




0 


1 


1 


0 


2400bps 






0 


I 


1 


1 


-1800bps 






1 


0 


0 


0 


9600bps 




SI/SO 


u 


si/so WH» 行わない 


N 


mm 


1 







デ一 タ Mi 



データ を 送 ^ する 逨度 です。 
データビット長 

1 バイ トの データの おさ を 7 ビッ ト あるいは 8 ビッ トに 1 3 ：定 します。 
パリティ ビッ ト 

データ を iHtf に 送^で き たかを «^ する ために、 パリティ ビッ トと呼 ばれる 〗 ビッ トの データ を 付 

加す る ことができます。 パリティ ビット を r あり」 にす ると、 送に データに |'| 勅 的に パリティ ビ / ト 

を 付加し、 受 <8 データに ついては パリティ チェ プ クを 行います 。パリティ ビ 7 卜に は 2«« あり、 デ— 

夕 ビットの〗 のビッ ト数を 数え 1 の 数 を tilfi になる ように^^す るの が パリティ、 な钕 になる よ 
う にす るの がな 敉パ リ テ ィ です。 

ストップ ビッ 卜 

ス ト / ブビッ トは 1 バイ ト データの 終わり を >j 'くします。 



SI/SO テ 一 

デ 一ダビ/ トを 7 ビ 7 卜に すると 16iHtt で &W)0 から &I にド までの， 28 义ひ: しか 扱う こ 
せん。 したがって の i; ひ:、 W えば カタ カナ を W うこと がで きません。 このよ 
&H80 a I. の义 ひ: を极 うため の カ^が SI/SO ぁリ御 です SI/SO お 1 御 を も 幼に すると、 デ— 
7 ビ， ト でも &II00 から &II ト 下までの データ iiJH,i がで きる ようになります。 



とがで きま 
うな 場 介に 
タビ /卜が 



[ 送は镧 ] 

&H80W 上の データ を 送 はする 場合 は 先に 
SO コー ド (&H0E) を 送 ffl し、 《 けて 7 ビッ 
卜の データ を 送 At します。 » けて &H80 以 
上の テータ を 送 はする 11 合 は SO コード を 送 



&H7F 以下の データ を 送 はする 4 合 は 先に 
SI コー ド （&H0F) コー ドを送 はし、 « けて 7 
ビッ トの データ を 送 馆 します。 » けて &H7E 
以下の データ を 送 はする 壜合は SI コード を 
送 ほしません。 




SO 



SI 



[««« 



SO コー ドを受 はする と 次から 受 はする デー 
タは 最上 位ビッ ト （ビッ ト 7) が〗 の データ 
(&H80 以上の テ ータ） に 変 》 して 受は しま 




SI コー ドを受 はする と 次から 受ほ する テー 
タは 最上 位ビッ ト （ビッ ト 7) が 0 の データ 
(&H7F 以下の データ） として 受 はします。 




SI/SO お |御 を 桁 ^ すると バイナリ ファイル （データと して &HOE、 を ft む ^能 忡 の ある ファ 

ィ ル） の 送' J ィ ,i をむ うこと はでき ません。 これ は &H0 ト:、 がお j 御コ一 ドと して 使》 li されて いる 

ためです。 
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XON/XOFF 制御 

データの 钆' i 送 速度が データの 処^ 速度より 速い 垛 介、 '5： ^バッファの あふれ （オーバーフロー） が 兌 

屮. する W 能 ft: が あ ります。 このよう な々 ^バッ ファの オーバ一 フローに よる エラ— （し im> buffer 
overflow) を |"1 避す るた めに バッファ 制御 ft 能が 備わって います。 



受は データが 受は バッファの 約 3/4 までた ま 
る と 送 は 停止 要求と して XON コー ド 
(&H13) を 送 fSffl に 送 ほします。 



XON 



XON コー ドを受 はする と 送 馆 を 停止し ます 



XOFF 



受信 データの 処！？ が it み 受《テ 一 タが受 は 
バッファの 約 1/4 になる と 送 は再閣 要求と し 

て XOFF コード (&H11) を 送 (I します。 




XOFF コー ドを受 はする と 送 は を 再 閱 しま 

す o 




XON/XO ト下； lIH.iftlj 御 を 桁^す ると バイナリファイル （データと して &H11 を^む" f 能 性の 
ある フ アイ ル） の 送' 3： い を 行う こと はでき ません。 これ は &H13、 &HH が 制御 コー ドと して 使用 さ 
れ ている ためです。 
1' お バッファの 人き さは 256 バイ ト です， 



8.2 データ通信 



8.2.1 通信 回線の オーブン 

通 W 回線の オーブン は OPEN 文で むいます。 



m 形式 



OPEN "C0M1: [(通信 パラメータ）】 -FOR [ 



INPUT 



] AS # ファイル 番号 



つの idH, け'' I 線に U して 人力 モ一 ドと 出力 モー ドで オーブン する « 介 は INPUT, OUTPUT を 

します。 



； ま, t パラメータの^ 定は 「8.1 iiiHJ パラメータ」 を 参照して くた' さ t 



o 



(2) 制御 レにふ 線 



跺 


n 作 


DTR 


オーブン すると ON になります。 クローズ すると OFF になります。 


RTS 


オーブン すると ON になります。 クローズ すると OFF になります。 
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8.2.2 データの 出力 

ファイルの » き 出しと M じ 命令 を 使って 行いま^ » 



山 tf は 



PRINTS 


データ を 送 《 します: 


PRINTS USING 


,り 式 指定 に從 つて デ一 タ m& します。 


WRITES 


データ を ^力し ます， データと データの I： リに カンマに） を 込 も （し、 义卞 

データ は. ：不：引川？むー) で W んで i£W します。 


(21 制御^'' J-線 


讥ひ跺 


w 作 


CTS | 


1 CTS 力 （ON になる まで データ を 送 U する こと はでき ません。 



8.2.3 テ 一夕の 入力 

ファイルから の^み 込みと M じ 命令 を 使って 行います。 



(1) BA 



INPUTS 


データ を' 3:f,f します 


LINE INPUTS 


CR コ一 ド まで を 1 つの デー タ と し します。 


INPUTS 


Iftfe した 文字 数 分の デ— タ を爻 します-， 


EOF 


バタ ファに データが あるかない かを^べ ます。 


LOG 


お に バッファ にある デ一タ 54 を^べ^ 


LOF 


バ/ フ, の '乍いて いる 人き さを^べ ます。 



(2) データ 人力 I ゆの エラ一 
(Line buffer overflow) 

'； Hi バッファ が才一 バー フローし ました。 



8.2.4 通信 回線の クローズ 

文 を W います。 



CLOSE 



アイ ルを クローズ します 
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機械語 モニタ 



BASIC は bask: の プログラム を^むす る馋 能の ほかに、 め: 接 PlW^i プログラム をれ: 成した り 、 メ 

モリ や フロツ ビ 一ディスクの 内お を »: ^できる ような ^械 ^モニタと D'f ばれる 侬能を 持って います。 



9.1 機械語 モニタの 起動と 終了 



9.1.1 メモリ スィッチの 設定 

侬 モニタの 馋 能のお. ^は メモリ スィ rfS\V6-3 を 1 にす ると、 BASK: 勅^に システム 

ディスクから メモリ に^み 込まれます， したがって WW ^モニタの すべての 《 能 を 使う w 介 は メモリ 

ス ィ ノ 千 SW6-3 を 1 にして， BASIC を fe# 力して く ださいつ BMENU では 「メ モリス ィ ツチ 'お, iij の 
中で 「モニタ モード, を 飞 til し にす る ことで 変 Oi できます。 システム oT/Utf (は 0 です ので、 ^, おは 

モニタの '^の ffi 能し か MiJII できません。 
9.1.2 機械語 モニタの 起動と 終了 

俾械 "ft モニタ は MON コ マン ド から fe« します 

OK 

MON [ «J ) 
h] 

^械, ift モニタに 人る と' ブロン ブトと して- h】 - をお^ し、 コマンド 人力 はちになります。 

機械 K モニタの 終了 一 BAS に レベルへの 復帰 

コ マン ド 人力 はちの 状 ffi から ( CTRL 】 キ 一を 押した 下げた まま ~~ 1 キー を 押します。 
h] [ CTRL ] + ( B ~™ ) 

Ok 

9-1.3 機械語 モニタの 使用 領域 

機械, ift モ ニタを 使う と め: 接 メモリ の內ぉ を ^み 出 したり、 め き 換えたり する こと 力 < できます。 特に 
メモリ の 内お が ゆき 換わる ような コ マン ドを^ 行す る 場ぐ!" に は、 次のようにして BASK: で 使用す る 
ゆ 域 と は >T': ならな t '独々: した メモリ ^域 を 確保して ください。 

慷械 u ft モニタで 馋 WUfj プログラム を 作成したり， ディスクから データ を^み 込む 坳介 にも メモリの 

内容 は 寄き 換わり ますので 注意して ください。 
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CLEAR , &hXXXX [ «J 1 



CIXAR 文で 指^した セグメ ン トァ ドレス 以降 は 
BASIC では 使用 しない 領域に な り ます。 



DEF SEG=&hXXXX [ d) ) 



O 



ぶ S モニタの セグメ ン ト アドレス を 《3 定 します 
お モニタで セグメ ン ト アドレス を 指定し ない 場合 

は、 ここで^ ^ した セグメント アドレス を 桁'/ ii した こ 

とになります。 



MON 



^モニタの^ 行 



h〗 CXXXX [ J 



MON コ マン ドを^ 行す る 前に DEF SEG 义を^ 行し 
ない « 合 は モニタの 中で C コ マン ドを' Jif /しま 

す。 
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9.2 機械語 モニタの コマンド 



9.2.1 機械語 モニタの コマンド 

機械お モニタ は 次の 19W.Si のコ マン ドを 持って います。 コ マン ド は英卞 1 文字 あるいは ( CTRL J 
キーと 糾み介 わせた 1 义卞 のコ マン ド 名と パラメータから 構成され ます。 パラメータに は メモリの ァ 
ドレス、 ディスクの トラック ft ''J な ど を 16 進 & で 指定 し ま す。 

* がつ いている コマンド （A. E. L. [ HELP ), 1 CTRL ]+ ( D ], [ CTRL 1+ 
(7~R ~ 1 . LCTRL J + I ~ W~ ) ) は メモリ スィッチ SW6-3 が 1 の 場 介の み 使用 ^能です。 



コマンド 


A 能 


賊 


A* 


i8086 の ニー モ 二- ノ ク を アセンブル し 
て メモリに 格納 


A [セグメント アドレス：】 [オフ セッ 
トァ ドレス】 


C 


セグメント ァ ドレスの' & も 




I) 


メモリの rt» を 16 進 欲で * ポ 


1) [IW 始 アドレス】 し 終厂 アドレス】 


い 串 


メモリの 内れ を^ 小して' St^ 


E 1 セグメント アト レス，] 1 才 フセッ 
ト アドレス】 


r 


メモリ の 内お を ftt'A し た tfi でれ き换ぇ 

1- ' ' - - X" ^m— t ■ '國 - 國 '一 - - 

る 


hki 始 アドレス • 終 r アドレス. 定数 


(； 


WWUft プログラムの 'iif/ 


(； [mrr 卜' レ ス] し ^ ih r ドレ ス i ] 

I »JhT ドレス 2】 


I 


I/O ボー ト から データ 入力 


1 ボート アドレス 


t* 


メ モ リ の お を 逆ァセ ン ブルして 人 小 


L 【セ グメ ン ト アドレス ：】 [IJ!! 始ァ ド 
レス】 し 終了 アドレス】 




ゾ" 1 1 1111 /T\ JT/ ね A 二 

> モリ |HI のデー 9fr,m 


* 翁 蟲：' V —二 MM fr^* マ t -7 A 二 'V „* Alt , マレ 

-Mfc, 込 几 W5?J ァ トレス， t; 、込 几 終 f アト 

レス， お 送 先 アドレス 


0 


I/O ボー ト への データ 出力 


0 ボート アドレス 


p 


プリンタの 出力 制御 


P 


s 


メモリと メモリ スィ ツチの 内お を' & 


S [ァ ドレス】 

SSW [メモリ スィッチ] 


X 


CPU の レジスタ ゃフラ グの W をお, J ミ 

し、 K% 


X [レジス ダ名] 
X [フラグ 名】 


( HELP )* 


コ マン ドの を rttfo' に * ボ 

厂 CTRL ]+ ( A 1 でも |"1 じ 機 

能に なり ます 




f CTRL ) 

+ 

[ B ) 


«械 ^モニタの 終了 


•B 
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n マン 



CTRL 



+ 



D 



CTRL 



+ 



P 



能 



ディスク の 内お を 七 クタ ^位で 厶ポ 



コマ ン ドの 'おむ も H を プリンタに 出ん 



CTRL j 

+ 



R 



[ CTRL 

+ 



* 



ZD 



ディスク の內お を セクタ 中.位 で^み 込 
み 



ディスクの セクタ 中. 位で デ一 タ の、 り さ 
込み 



# 式 

•D ドライブ ft り-. サ一 フェイス ft ',J. ト 

ラプク 番兮， m 始 セクタ 番兮 [終了 セク 

タ S V】 



P 



ドライブ ふ， サー フェイス »ひ. ト 
ラック *ひ. セクタ * り-. 開始 アドレス. 
終 f ァ ドレス 



•W ドライブ » ひ. サー フェイス ft''J. ト 

ラック * 号. 七 クタ *v. Pfltt アドレス， 
終ひパ ドレス 



注意 のなかで ft かっこ 【 】 で^ まれた パラメータ は 仃:. 0: に IftViZ できる ifill です 塊ィ； "によつ 
て は' 略す る ことができます。 



コマンド 名 

コマンド V, は 人文 卞で 人力しても. 小え 卞で 人ん しても 構いません。 [ CTRL ) + ( ~ A "― 1 は 

CTRL 〗 キ —を 押し ドげ たま ま ( A ) キー を 押す こと を. g: 味し ます。 rtlftlh に は 'A とお 小され 

ます。 



アドレス 

コ マン ドには 七'/ メ ント アドレス： 才フセ 'トァ ドレスの 形式で セグメ ン トァ ドレス を jir'ii できる 

ものと' オフセット アドレスし か 指' ぶで きない も のか あ ります。 アドレス は どちらも 4 li/ ま での 16;!L 
敉です 

七グメ ン トァ ドレス を？ f 略した i« 介、 あるいは セグメ ン トァ ドレス を^^で きない コ マン ド では 七 
グメ ントァ ドレスと して (：コ マン ドで ft^ii した ァ ドレスが WiWi されます-， 

オフ セソ ト アドレス を' rt^ft した njfr はめ: iii に 桁^した コ マン ドの終 r ァ ドレスの 次の ァ ドレス を 指'ぶ 

した ことになります， 

^WUi モニタ ^勅^ の 七グメ ン ト ァ ドレス は |)!.: 卜- six; 义で した ァ ドレスに な り ます。 ま た 

B:\SK； おが 川 ふの 七 グメン ト アドレス は &hA()00、 才フセ ト アドレス は &h00()0 になります。 

ボート アドレス 

ホ' —ト アドレス を ft ^しする ための 4 W ま での 16 進 钕 です。 
ドライブ 番号， サーフ X イス 番号， トラック 番号， セクタ 番号 

ディスクの セクタの 位 w を 16 進 a で 桁^し ます。 指^で きる 《i)fl は ディスクの h^i によって おなり 
ますので 「あじ'， テ' < スクの ファイル' 芥^」 をお 照して ください。 1MB フロ ノビ一 ディスクの o 

トラック は 1 七ク タ 128 バイ トで フォー マ.， ト されて います， したがって >S み,' li したり 剥き出したり 
する^な は 128 バイ ト^ 位になります 3 その他の 七 クタ は 256 バイ ト です。 
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9.2.2 コマンドの 詳細 



A 



1 能- 



Assemble (アセンブル) 

iBUttb の 二一 モニッ ク を 1 行中 ふ >: に アセンブルして、 メモリに 格納し ます。 
A [セグメント アドレス：】 [才フ セプト アドレス】 

• ァ ドレス を？ した 坳合 は、 め: が i に ^行した a または l コ マン ドの^ 行 終 f アドレスから 

W 納 します。 これらの コ マン ドを 'おむして いない は オフ セツ トァ ドレス は 0 になり ま 

す。 

• アセンブル を 終 f する に は、 次の いずれ かを^む します。 
ァ ドレス を^^し ている ときに、 f «J j キ一 だけ 押します。 

し STOP 1 キ一 または f CTRL 】 + f ~ 5~) キー を 押します。 

• Wft の 七グメ ン トァ ドレスで できない ァ ドレスに お j 御 を^す^ 令 （例えば、 CALL, 

JMP' RET など) に は エー モニ プクに F を 付けて 入力し ます ^ 
例 I JMPK SSSS ： OOOO SSSS ： セグメント アドレス 

CXXX) ： オフ セッ ト アドレス 

• 人力した 行に 文法的な « りが ある 場合 は、 次の 行の 11 桁 B から??? を * 示し、 W じァ ドレ 
スで W 度 人力 待ちになります • 

例 AI)I)K AX, 100 

• オペランドの StW に の tt!ft を ffi^ する ことができます。 

例 f MOV AX, 1*3*4 

• リ ビー ト プリフィクスと セ グメン ト才一 バ ライ ド プリフィクス は M 行に, id 还 できます 

が、 七グメ ン ト才一 バラ ィ ドブ リフィ ック から に します。 

はすべ て l6itLS4 で 人 乃し ます。 文卞 コード を 人力す る * 介に は て' のように リ mi?T で 

W みます。 

• アドレスに イミディエイト • 才 フ七ッ トを «nu する 埸 むは 必ず^ かっこ （いの (ft に" で^し 

ます o 

• w 在の ブ u グラム カウンタ を で^ 照で きます。 

*铋似^令と して DB( I バイ トし DW(2 バイ ト） を 使 W できます。 
例 1)B 1 , ム 3 

DB 3， に 01), OA 
DW 0, 8000. KFFK 

hlcSOOO …セグメント アドレス を &H8000 に 》5 します 
hJaO 〜0Sffi から アセンブル します 

8000:0000 50 PUSH AX 

8000:0001 53 PUSH BX 

8000:0002 51 PUSH CX 

8000:0003 52 PUSH DX 

8000:0004 56 PUSH SI 

8000:0005 IE PUSH DS 

8000:0006 06 PUSH ES 

8000:0007 muv ax. word 06 【 bx 】 …入力した 行に まりが あると を 次の 行に 《 示します 

ク ク 

8000:0007 8B4706 MOV AX,WORD 06【BX】 

8000:000A 8EC1 MOV ES,CX 

8000:OOOC 8B7704 MOV SI .WORD 04【BX】 

8000:OOOF 26 :8B34 MOV SI, WORD ES : (SI ) 
8000:0012 
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C Change segment (チェ ン ジ セグメ ン ト ) 
IIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIII mil I mil hi 画 II 画 II 画 I mm I mil iiiii 讓 i nnNiNNN M，mn ，隨 miumm 翻 瞧11國圓，1111 訓圆 mmimiii miiiiiiitiiiii 

セグメント アドレス を 設定し ます。 

as c [セグメント アドレス】 

，セ グメン ト アドレス を？ T 略す ると 坝 fr: の 七グメ ン ト アドレス を衣ポ します。 

• ffiW^ft モニタ fej* 時の セグメ ント アドレス は DEF SEG 文で 桁^した ァ ドレスに な り ま 
す。 DEFSE (；文 を^ 行して ない 場合 は BASK: の 上 BUVRAN1 テキス ト站域 &hAOOO) にな 
ります。 



h)c …現 彺 の セグメント アドレス を！! ベ ま？ 

A000 

hlcSOOO'- セグメント アドレス を &H8000 に します 

hjc 

8000 

h】 



D 



Dump (ダンプ) 



fifij 桁 定^^の メモリの 内お を ゆ iifti に 16 巡 数と 文卞 でお^ します。 
I D[l»| 始 アドレス】 [, 終 f アドレス】 



Q 



讀コー ド など、 する 文字 を 表示で きない 場合 は ピリオド (•） を 表示し ま i| 

IJil 始ァ ドレス を 'i ^略した 坳 合 は、 その 前に^ むした!) コマ ン ドの お 終ァ ドレスの 次の ァ ド 
レス を 桁' 4i した ことになります。 1» に D コマンド を' お 行して なければ、 0 を 指定した こと 
になります。 

終 r アドレス を' « 略した 場合 は、 i«j 始 アドレスから 16 バイ ト 分の 内お をお ホ します。 



• み 小を屮 ||: する に は [ STOP 1 キー か | 


CTRL )+ ( C ) キ' 


» 示 を '時 停 lh する に は CTRL 


+ ( S ) キー を 押し 



キー 以外の キー を 押します。 

ら 16 バイ トの 内お を^ 



〔 STOP ，キー または I CTRL つ +〔 C 

D コ マン ド終 f 後に r ゆ n キー を 人力す ると 次の ァ ドレス 力 

示します。 

才 フ七ッ ト アドレス 0 から '下ド までの 範州 の內 おを^ ホ する ことができます。 



hJcO 
h]d0 
0000 
0010 
0020 



0040 
0050 
0060 



…セグメント; P ドレス を 0 に します 
ff …システム エリアの 内 8 を麟 ベます 

3A 
36 
21 
20 
58 
6C 
B5 



0080 
0090 
00A0 
00B0 
00C0 
00D0 
00E0 
O0FO 
h) … 



A6 
A6 
A6 
A6 
A6 
A6 
A6 
A6 



01 


00 


K9 


36 


07 


80 


KD 


2C 


06 


80 


KD 


36 


07 


80 


FD 


07 


80 


FD 


A2 


00 


20 


K3 


76 


06 


20 


F3 


36 


07 


80 


FD 


19 


80 


FD 


80 


0A 


80 


KD 


6C 


06 


80 


FD 


6C 


06 


80 


FD 


14 


80 


FD 


C7 


01 


00 


F9 


6C 


06 


80 


FD 


6C 


06 


80 


FD 


06 


80 


FD 


65 


OK 


00 


l>7 


7F 


1C 


80 


FD 


BB 


IB 


80 


FD 


06 


80 


FD 


6C 


06 


80 


FU 


58 


06 


80 


FD 


6C 


06 


80 


FD 


5F 


00 


16 


25 


15 


80 


FD 


6E 




80 


FD 


A8 


19 


80 


FD 


18 


80 


FD 


36 


07 


80 


FD 


F7 


25 


00 


E8 


06 


00 


00 


F9 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


K8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 


A6 


03 


00 


E8 



«5 」 キーた' け 押す と 次の 16 バイ 卜の 内 8 を！? 示します 



ニー ニニ 00:00: 

661171 ィ ？ ヲヲ ヲヲ 97 9 

一 W 一 一 一 一 ooooooooo 

I V 1 1 xnJD ヲヲ 9 ヲヲ； 7rTN9 

一二 一一 一 oooooooo 

I 

： 6 t, xl*-> ラヲ 99 9 ヲヲ 9 
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E Edit memory (エディ ット • メモリ） 
画 in i mil Nil iiiiiiini iiiiiiiii iiiiiuiiNiiiN lUHiii mil wihhnh 川 iiii inn iim uniiim iiiiii miiiiiiiiiiini mim I imm mmiiiiii 



メモリの 内お を に^^し、 スクリーン エディ タを 用いて メモ 

E [ァ ドレス】 

•fl^il した ァ ドレスから 16 行 分の メモリの 內ぉ を^ 示します。 

•i 由 jifii 上で 力一 ソル を 移 勅し を 人力す ると、 ぉポ內 おとそれ に Wit する メモリの 内お を 

修正し ます。 

• カーソル は カーソル 移動 キ一 （ ♦ 1 、 [ ^ 】 、 ( ♦ 1 、 [ ♦ ) キ-で 

に 移動す る ことができます。 



[ でに 】 キ-、 キー を 押す と^ 示して いる ァ ドレスの 内' お を 1 行ず っスク 
ロールす る ことができます。 

ァ ドレ ス を《« する と、 め: 前に' Ji 行した E コ マン ドの^ 行 終 f 時の ゆ irfri 状態 をが 現 します。 
カーソル もめ: M のァ ドレスに 移動し ます。 E コ マン ドを^ 行して いなければ 0 を }fi 定 した 

ことになります。 

K コマンド を 終 f する に は 次の キ一 を 押します。 



[ STOP 〕 キー または I CTRL ] + I C I キー 



ESC | キー 



• ト: コマ ン ドを' お 行す る 坳介 は スクロール 範 l*H を 17 行 以上に^: 定 してく ださい。 17 行 以下の 

■13：^ だと-? - をお ポし E コマ ン ドを' お 行で きません。 
• F- コ マン ドを^ 行す る * 介に ゆ jlfti 力 MOW モー ド になって いると、 E コ マン ド: 太 行 時の み 80 

桁 モー ドに 変^して W 面 を 表示し ます j 

• オフ セッ ト アドレス 力 W'HI' 下 FF を きえる 埸 介 は、 l"J— セグメ ン トの &1U)000 に^きます 



o 



hJcSOOO …セグメント アドレス を &H8000 に »S します 
h】e …エディツ 卜 モードに 入リ * す 



8000:0000 


:50 


53 


5i 


52 


56 


IE 


06 


8B-4F 


06 


8E 


C1 


8B 


77 


04 


26 


8000:0010 


!8R 


04 


C5 


IF 


SB 


OF 


8B 


5F-02 


08 


ED 


74 


03 


BA 


60 


00 


8000:0020 


:8K 


DA 


B9 


10 


00 


31 


F6 


30-F6 


D1 


C0 


DO 


D6 


80 


C6 


30 


8000:0030 


：88 


30 


46 


E2 


F2 


07 


IF 


5E-5A 


59 


5B 


58 


CF 


00 


00 


00 


8000:0040 


100 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


o 
o 
i 

o 
o 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


8000:0050 


:oo 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00-00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


8000:0060 


:oo 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 - 00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


8000:0070 


:oo 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 - 00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


8000:0080 


:00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 - 00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


8000:0090 


!00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 - 00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


8000:00A0 


:oo 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 - 00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


8000:00B0 


:00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00-00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


8OO0:O0CO 


:oo 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00-00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


8000:0000 


;oo 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 - 00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


8000:00E0 


:oo 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00-00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


8000:00F0 


:oo 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 — 00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


00 


— t 4 ひ 


IOVE 


CU1 


(SOI 


u 


ROLL 


UP/ROLL DOWN 《！ 


SCR( 


n 丄 


SCI 


は El 


り 



PSQRV - ,|0.«f 謹 w* & 

H . 1* 石 »ム"3— 二 0 
I OF 神 • ZZYIX マ • • • 



STOP/ ESC (QUIT) 



F 



imiimmmiiiMiimi 國 i 



in imm iiiiii II mil mini mil iiiiiiiii 



Fill (フィル • メモリ） 
iiim iiiiiiiiiii in 画 



ftniz した 範 ifti の メモリの 内^ を 指定した 使に 冉き 換えます 

F 間始 アドレス. 終 f アドレス. 

UK] づ》1 始ァ 

• 才 フセッ トァ ドレス 0 力' ら &HFFFF までの 範 Iffl の 内^ を 変! t する ことができます 
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h]dlOO, 1 1 f 

OlOO B8 00 01 BB 23 01 01 D8 4F 06 8E CI 8B 77 04 2G ？ " ワ O »f 纖 w & 

0110 8B 04 C5 IK 8B OF 8H 5F 02 08 ED 74 03 BA 60 00 謹ナ霍 Ot ' 

hlflOO, 1 If ,0 
hJdlOO.llf 

0100 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
0110 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 



G 



mm 



亂 



Go (ゴー 

指^した ァ ドレスから プログラム を' おむします。 

G[|M1 始 アドレス】 し ゆ I 卜-アドレス， 1 し 伶 I 卜-アドレス 2】 
•IW 始ァ ドレスから ゾ u グラム を' お 行し ます。 

•f?lh アドレス （ブレイク ボ イン ト アドレス） を 2 っ^^す る ことができます 

• pa 始ァ ドレス を？ rift すると、 め: ^に^むした (； コマンドの KHi. ァ ドレスから プログラム を 

^むします。 

"';りト,ァ ドレスで ブ 口 グラムのお/が 《S| ト. した 垛介 は、 レジスタの 内お は 保^されて います， 
• ゆ 1ト. ァ ドレスに ^すると、 その ァ ドレス を^^して ブ u グラムの' お ^を fl<l 卜. します。 

hlalOO '''SHIOO 霧 地から アセンブル します 
8000:0100 B80001 MOV AX , 100 

8000:0103 BB2301 MOV BX. 123 

8000:0106 0ID8 ADD AX t BX 

8000:0108 

hlnlOO, 108 …& H107 霧 US まで 実行し *す 
*8000 :0108 
h 】 xax 

AX-0223 = 〜«» を « ベる と &H223 になって い * す 



InpuU イン 7 ッ 



fiWl した I/O ボートから データ を^み 込み、 l*jlfii に^ ホ します 

as I ボート アドレス 

•I/O ボー ト から データ を^み 込み、 次の 行に^ ボ します o 
• ボー ト ァ ドレス は ！ん化敉 で 0 から &hl' 下ト下 の です。 



Em 



データお^ 後、 次の データ 人力 はちになります。 この 状瑭で ^ 〕 キ一 を 押す と 終 
f します つ [スペース j キ一 を 押す と 次の データ を^ ポ して、 おび 人力 きちになります。 



L List (ここで は逆ァ セン フルの 意味） 



指お 範洲の メモリ の內ぉ を 逆ァセ ン ブルし、 i8086 の ニー モニ ッ ク で^^ します 

CM3 し [七 グメン ト アドレス ：】 閒始 アドレス し 終 r アドレス】 

D お r/- ドレスから 終 f ァ ドレスまでの メモリの W お を 逆 アセンブル します 

*終广 ァ ドレス を' i*T«ft した^^ は、 ^始ァ ドレスから テキス 

ま る 分の メモリ の 内お を ^ポ します 



0 



o 
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M 

ii" imii mi in 



Move (ム ーブ メモリ） 



IS^«U»H の メモリの 内お を AWT, ドレス からお i まる^) * にわ i 送し ます < 
M +ん£ え 間 始ァ ドレス. 終 f アドレス. アドレス 

•+ んも 九^ 始 アドレスから 終 广 アドレスの »ひ戎 の 内お を、 そのままの Wi* で、 feiSXi ァ ドレ 
ス から 始まる ゅ域 へお 込 します。 

•f 'せん ァ ドレス カ％ 送； ru* 內 にあ る^^も、 + ム送 する ことができます， 



h]dO 
0000 
0010 



0100 
01 10 



0100 
01 10 



If …(！需地 から ffitS を ダンプし ます 

50 53 51 52 56 IE 06 8B 4F 06 8E CI 8R 77 04 26 

811 04 C5 IK 8B OF 8B 5F 02 08 ED 74 03 BA 60 00 

-Hf …& H100 から &H1 IF ■« を ダンプし ます 

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
ぱ，100〜0霧》5から化び藝《5の内9を^100霧《からにコビーします 

• 1 If --ぜ かに コピーされ ています 

50 53 51 52 56 1E 06 81) 4F 06 8E CI 8B 77 04 26 

8B 04 C5 IF 8B OF 8B 5F 02 08 ED 74 03 BA 60 00 



PSQKV §0 m%u 



PSQKV 10 Bf|w & 

難ナ ■ l_ Ot ：!' 



O 



Output (ァゥ トブッ 卜） 



^ii し た I/O ボートへ データ を 力し ます 

o ボート アドレス. データ 

• I/O ボートへ データ を ^ き 込みます， 

• ボー トァ ドレス は 16 進 $4 で o から &m'i- ト下、 



データ は 0 力、 ら &HFF の範 州 に なります 



開始 ァ ドレス を^ 略す ると、 め: お に^むした a またはし コ マン ド の';^] ： 終 r ァ ドレスの 次 
のァ ドレス を 桁^した ことにな り ます。 

^行 を 終 f する に は f STOP ) キ— または I CTRL~)+ i ~~ C ~ ) キ 一を 押します。 



'ぉむ を •》 ふ 1ト. する に は 〔 CTR し ン +〔 S 1 キー を 押します。 f»MHi する に は 



STOP 〕キ 一または 〔CTRL |+ f C つ キー 以外の キ一 を 押します 



^^令と して 認^で きない コー ドを ％W したと き は、 ニー モニ / ク の^^ 郤 分に 
マ??" を^^して、 次の ァ ドレスから 処 if を^け ます。 

オフ 七/ ト アドレス o 力、 ら &m' 下 ドド までの 範网の 内お を 逆 アセンブル する ことができ ま 

す， 



h]10 から a ァ セン プルし ます 

8000:0000 50 
8000:0001 53 
8000:0002 51 
8000:0003 52 
8000:0004 56 
8000:0005 1E 
8000:0006 06 
8000:0007 8B4F06 
8000:000A 8EC1 
8000:000c 8B7704 
8000:0O0F 26 



DS 
ES 

CX. WORD 06IBX] 
ES.CX 

SI t WORD 0"B)U 



H H H H H H H 



ssssssvvv : 

uuuuuuooos 

PPPPPPMMMK 



X X X X 1 

A B c D s 
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p 



Print (ブリン 卜) 



EM 



CMRJ 



I). L. 匸 CTRL〕+r D 〕 コマンドの' お 行 もやお を ブリン 夕に 出力し ます。 
P 

• P コマンド は 切換 スイッチ になって おり、 人力す るた びに to 定の 状態が' & わります 

• m<- どの ぶに なって いる か は プロ ン ブト の 形で 如 る ことができ ま す。 
hi プリ ンタに 出力し ない 状 遜 

h) プリンタに 出力す る 状 ® 

リン タに 出力し ない 状 s です。 



o 



S 



Set( セット） 



： 機能, い^', ヒ した アドレスの 内お をお^ し、 その データ を' feiii します。 

<2«»^ した メモリ スイッチの 内お をお ポし、 その内お を します。 
CUD ms [アドレス】 メモリの 內お' も "ii 

(2) ssw [1-7] メモ リス イツ チの內 お 

(DS 【アドレス】 

した アドレスの 内お をみ^ し、 人力 はちの 状 いになります。 メモリの 内' お を' お 1 ii する 



^合 は、 16il£ 数で 0 から &hl 下の データ を 人力し ます。 データに 14 けて I スぺ 一巧 
押せば、 メモリの 内お を' & 1 Ji して、 次の アドレスの 內おを * ポ します 
を 押せば、 メモリの 内お を し、 コ マン 



キー 



0100 
0110 



h]dl00 t Uf • 'SHIOOBBB から &H11F 霧 » ダンプし ます 

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 

00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 

"&H100 疆 tfi から メモリの 内容 を します 

00 - 20 00-21 00-22 00-23 00-24 00-25 00-26 00-27 

00-28 00-29 00 - 2a 00 - 2b 00 - 2c 00 - 2d 00-2e 00-2f 
. Uf 

0100 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 2A 2B 2C 21) 2E 2F 

0110 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 



0100 



"，― 



• データ を 人力し ないで スペース キ 一を 押す と、 内お を 変^せ ずに、 次の アドレスの 内容 を 
お^します。 

(2)SSW [1-7] 

• 数 Wi に 》れじ する メモリ スイッチの 内お を^^した 後、 人力 待ちの 状態になります。 メモリ 
スィッチの 内《 を 変お する は、 16 進&で データ を 人力し ます。 データに^ けて 

し スペース〗 キ— を 押せば、 メモリ スィ /チの 內容を 変 it して、 次の メモリ スィ ツチの 内^ 
を^ 示します。 [ ^ j キー を 押せば、 メモリ スィッチの 內'行 を 変 it して コマンドの 

« 行 を 終了し ます C 
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hlssw …メモリ スィッチの 内 g を 謂べ ます 
SWl SW2 SW3 SW4 SW5 SW6 SW7 
48 05 04 00 01 08 00 

h】ssw6 …メモリ スィッチ SW6 の 内 8 を します 

08-18 

h Jssw 

SWl SW2 SW3 SW4 SW5 SW6 SW? 
48 05 04 00 01 18 00 
h] 



データ を 人力し ないで スペース キ一 を 押す と、 内お を' &史 せずに、 次の メモリ スィッチの 
内容 を^^し ます。 

メモリ スィッチの ft ひ を« 略す ると、 すべての メモリ スィッチの 内お を * ボ します。 



注意 



メモリ スィッチの 内^ は bask;^ 勅 時に^み 込まれます。 このため メモ リス イツ 
チの內 お を' & おした 後 は 必ず、 bask: を してく ださい。 Wfe 動した 時 A 

から メモリ スィッチの 内お はも' 効になります。 



X examine (ィグ ザ ミン） 

I" mm 1 111111 urn ill mil i i i mil miiiiiuiii i iiiiii u 画 i imi I iiiiii imn imu mil mm 國 mil i mmi i iiimii imi mm mil m mil I mil i 

fWl CPU の レジス 夕 や フラグの 內ぉを お^し、 'お^します。 

rsan x [レジスタ^】 
X 【フラグお】 

(解説 1 定 した レジスタ や フラグの 内お を 'くし、 データの 人力 きちになります。 
•ifi'4l できる レジスタと フラグ 名 は 次のと おりです。 

レジスタ^ CS， DS, SS, ES, SP, BP. SI, Dl, AX, BX， CX. DX, IP 

フラグ 名 0( 才一バ 一フロー）， D (ディ レ クシ 3 ン）. I ( インター ラブ トイ ネーブル)， 

T (トラ' ノブ)， S (サイン）. Z (ゼロ）， A (補助 キャリー）， P (パリティ）， 

C (キャリー） 

• レジスタ 名 を 指定して データ を 人力した 場合 は、 [ «J ) キー を 押す と桁定 した レジ 

スタの 内お を 変^し、 コマンドの * 行 を 終 f します。 し ^9 J キーの 代わり に 
【スペース〕 キー を 押す と、 次の レジスタの 内容 をお 示し、 人力 待ちになります。 データ を 
人力せ ずに I ^9 ~ 1 キ一 または f スペース 1 キー を柙 すと レジスタの 内お をお^ しませ 
ん。 ^後の レジスタ UP) の処 ^ が 終わる とコ マン ド の^む を 終 f します。 
• フラグ 名 を 指定す ると、 その フラグの 現在の 状 S を^ 示し、 データ 人力 待ちになります。 
データ を 人力し （ 】 キー または [スペース 1 キー を 押す と、 フラグの 状態 を 変お し 
て コマンドの^ 行 を 終 T します。 

• 変 おした レジスタ や フラグの 內 ¥f が も-幼になる の は、 (； コマンド を实行 するとき だけです。 

• 途中で ri?5n キ— や r^n + 1 c 〕 キー を 押す とコ マン ドの灾 行 を 終了し 
ます。 そのと きの データ 人力^ち の レジスタ や フラグの 内容 は 変お されません。 
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hJx …レジスタ， フラグの S を 》 ベます 
FL 

CS-8000 DS - 0000 SS-0060 ES - 0000 

SP-F7F6 BP - 0000 SI-0000 DI-0000 

AX-0223 BX-0123 CX - 0000 UX - 0000 
IP - 0108 



H 旦 LP J または CTRL + 



A 



機能 コ マン ドの と 使 W 方法 を^ ボ します 



コ マン ド 人力 はちで 「 HELP J キー または し CTRLj + [ A 1 キー を 押す 

D 馋 化ぉ モニタで 使 W できる の ttfft とその ftA を I 由 irfii にお ボ します 



{ CTRL ) + I B コ 

[ «91 ； ^f^n/i'T; 二 タを終 f し bask: にお り ま す。 

CIS コマンド 人力^ち で （ CTRL 1+ 1 B 1 キー を 押す。 

： 解説 ！ モニタ を 終 r し bask: にお り ます。 



CTRL t + f D 



能； r< スクの jj^ii セクタの 内お をお^ します、 



CTRL J+ [ D j ドライブ ^ゆ, サー フェス ft リ'， トラ/ ク ft ゆ， IJil 始 セクタ ft ひし 
終 f セクタ *'ふ） 

解脱， 叫ぉヒ した ドライブ^ V の ディスクの 桁定 サ一 フェス 》 ひの、 トラック * 兮 上の IHj 始七 クタ 

から 終 f セクタまでの お を 七 クタ w に *づ; していき ます。 

• ni & の トラ リクに またがって ^>j; する こと はでき ません。 

• ^r 七 クタ *ひ を？ すると、 i«i 始七 クタ * りの セクタ だけ をお^ します。 



お 小 を 途中で 終 r する に は、 『 STOP] キー または 〔CTflL つ + 〔 C っキ一 を 押し 

ます。 



^ボ を' 時^ 1ト. する に は、 CTRL ！+ [ S 1 キ一 を 押します。 する に は 



C STOP 1 キー または [ CTRL 〕+ 匸 C J キ 一以外の キ 一を 押します 
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h 广 Dl,0，23,l …ドライブ 1, サーフ x イス D， トラックお， セクタ 1 ( ディレクトリ を ダンプし ます 
Drive=01 Surface=00 Track=0023 Sector=01 



0000 


65 


67 


64 


69 


63 


6D 


64 


69 


63 


00 


47 


FT 


FF 


FF 


FF 


FF 


egdici 


□die 


G 


0010 


65 


67 


64 


69 


63 


75 


64 


69 


63 


00 


45 


FF 


FF 


FF 


FF 


FF 


egdicudic 


E 


0020 


65 


67 


7A 


69 


70 


60 


64 


69 


63 


00 


41 

• 


FF 

儀 • 


儀 • 


FF 

• • 


FF 


FF 

• • 


egzipmdic 


A 


0030 


65 


67 


7A 


69 


70 


75 


64 


69 


63 


00 


38 


FF 


FF 


FF 


FF 


FF 


egzipudic 


8 


0040 


42 


4D 


45 


4E 


55 


20 


20 


20 


20 


80 


37 


FF 


FF 


FF 


FF 


FF 


BMENU 






0050 


62 


6D 


65 


6E 


75 


20 


20 


20 


20 


80 


33 


FF 


FF 


FF 


FF 


FF 

• • 




—3 


0060 


42 


4D 


45 


4E 


55 


20 




55 


54 


80 


32 


FF 


FF 

4 機 


FF 

儀 • 


• • 


FF 

• • 


BMENU 


AUT. 


JZ 


0070 


42 


4D 


45 


4E 


55 


20 


42 


4B 


50 


80 


30 


FF 


FF 

• • 


FF 

量 • 


FF 

量 ■ 


FF 


BMENU 


BKF. 


,0 


0080 


62 


6D 


65 


6E 


75 


20 


62 


6B 


70 


01 


2F 


FF 


FF 


FF 


FF 


FF 


bmcnu 


bkp 


/ 


0090 


42 


4D 


45 


4E 


55 


20 


43 


50 


59 


80 


2F 


FIT 
1 ■ 




FF 


FF 


FF 


BMENU 


CPY- 


一 * 


00A0 


62 


6D 


65 


6H 


75 


20 


63 


70 


79 


01 


2C 


FF 


FF 


FF 


FF 


FF 


bmenu 


cpy 




00B0 


42 


4D 


45 


4H 


55 


20 


44 


43 


4D 


80 


2B 


FF 


FF 


FF 


FF 


FF 


BMENU 


DCM_ 




OOCO 


42 


4D 


45 


4E 


55 


20 


44 


43 


31 


80 


29 


FF 


FF 


FF 


FF 


FF 


BMENU 


DC し 


-) 


0OD0 


42 


4D 


45 


4E 


55 


20 


44 


43 


32 


80 


28 


FF 


FF 


FF 


FF 


FF 


BMENU 


DC2— 




00K0 


62 


6D 


65 


6K 


75 


20 


64 


63 


64 


01 


27 


FF 


FF 


FF 


FF 


FK 


bmcnu 


ded 




00F0 
h) 


62 


6D 


65 


6E 


75 


20 


64 


63 


6A 


01 


IF 


FF 


FF 


FF 


FF 


FF 


bmenu 


dej 





； CTRL f R 




「機能】 ディスク I. の 桁ぶ セクタの 内お を メモリ に^み 込みます。 

as 1 ctrl i + r~R ) ドライブ ft ゆ. サー フェス トラ ノク ft リ'. セクタ ^ ひ. 

|«| 始 アドレス， 終 f アドレス 

腿 • ト v r /jfrv. '卜 -/ ： ス". トフ ' セ '/シ^り- 、ソ rr,i: 'ノ- セン'/ の i''r« ゃズ 
モリ I'. の isi 始ァ ドレスから 終 f ァ ドレスまでの バイ ト ^ た' け,, もみ 込みます。 



h|c9000 …ドライブ 1 , サーフ i イス 0. トラック 35. セクタ 1 から セクタ 22( ディレクトリ 領 tf) を から R み 込みます 
hl'Rl ,0,23, 1 ,0,lSff 



hldO.ff 



0000 


65 


67 


64 


69 


63 


6U 


64 


69 


63 


00 


47 


FK 


FK 


FK 


FF 


FK 


cgdiemdic 


c 


0010 


65 


67 


64 


69 


63 


75 


64 


69 


63 


00 


45 


FK 


FF 


FK 


FK 


トト 


eicdicudlc 


K 


0020 


65 


67 


7A 


69 


70 


6D 


64 


69 


63 


00 


41 


FK 


FF 


FK 


KF 


ト' ト 


eKzi pmaic 


A 


0030 


65 


67 


7A 


か' 


70 


75 


64 


69 


63 


00 


38 


FK 


KK 


KF 


KF 


KK 


etf zi puaic 


8 


0040 


42 


41) 


45 


Ah 


55 


20 


20 


20 


20 


80 


37 


FK 


FF 


FF 


FF 


KF 


BMENU 


• , 


0050 


62 


6D 


65 


6K 


75 


20 


20 


20 


20 


80 


33 


FK 


KF 


FF 


FF 


KF 


bmcnu . 


.3 


0060 


42 


4D 


45 


4E 


55 


20 


41 


55 


54 


80 


32 


FF 


FF 


FK 


KF 


FK 


BMENU AUT. 


-2 


0070 


42 


4D 


45 


4E 


55 


20 


42 


4B 


50 


80 


30 


FK 


FF 


FF 


FF 


FF 


BMENU BK に 0 


0080 


62 


6D 


65 


6E 


75 


20 


62 


6B 


70 


01 


2K 


FF 


FF 


FK 


FF 


KK 


bmenu bkp 




0090 


42 


4D 


45 


4E 


55 


20 


43 


50 


59 


80 


2K 


FK 


FF 


FK 


FK 


FF 


BMENU CPY 一 




OOAO 


62 


6 ひ 


65 


6K 


75 


20 


63 


70 


79 


01 


2C 


FK 


KK 


FF 


FK 


FK 


bmcnu cpy 




00B0 


42 


40 


45 


4E 


55 


20 


44 


43 


AD 


80 


2B 


FF 


FF 


FF 


KK 


FK 


BMENU DCM 一 




OOCO 


42 


40 


45 


4E 


55 


20 


44 


43 


31 


80 


29 


FF 


FF 


KF 


FF 


KK 


BMENU 


00DO 


42 


4D 


45 


4E 


55 


20 


44 


43 


32 


80 


28 


FK 


トト 


FK 


FK 


FF 


BMENU DC2- 


•( 


00E0 


62 


6D 


65 


6E 


75 


20 


64 


63 


64 


01 


27 


FF 


FF 


FF 


FK 


FF 


bmcnu ded 




00F0 


62 


6D 


65 


6E 


75 


20 


64 


63 


6A 


01 


IF 


FF 


FK 


FF 


FF 


FK 


bmcnu dc j 





hi 



CTRL 1 + f W ] 



ディ スク I'. の 指'ぷ 七 クタに メモリの 内お を, 1 き 込みます 



o 



CTRL 」 + し W 」 ドライ ブ * ' ふ. サー フェス * 'ふ. ト ラ ノ 



始 アドレス. 終 r アドレス 

• ドライブ サ一 フェス » 'ふ. トラ， ク »ひ. セクタ *サ で 桁) ヒ した セクタに、 メモ 
上の 間 始ァ ドレスから 終 ドア ドレスまでの 內ぉを 七 クタの^ 頭から,: ふ; めて 剥き出します 



0 



使^ モニタ 123 



[ CTRL J + し P J 
mnmiH imii tiiitiniiiiiiniiii mil" i i mil u mm i mil mm mm mini iiiii u imm iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiin 




プリンタの 出力 制御 を 行います。 



し CTR し^ )+ (_ P 



• 次の コマ ン ドの^ 行 結* を プリ ンタに 出力し ます。 
A, E， 〔 HELP I ( (_ CTRL 1+1 A I), SSW ( X. G 

• (_CTRL ]+ (7~P ~ 1 コマンド は 切換 スイッチ になって おり、 人力す る たびに^お の 

難が 変わり ます。 
• 現在の 状 @ は ブロン ブトの 形で 知る ことができます。 
h] プリンタに 出力し ない 状 想 
h/ プリンタに 出力す る 状 ® 

コマンド では D, L, (^CTRL J+ f ~ 5~^) コマンドの^ 行お * を プリンタに 出力 
します 

hrp …プリンタに 出力す る投定 にします 

h/ A P …プリンタに 出力し ない MS にします 



124 機械^ モ ニダ 



機械語 プログラム 



で 取り上げる «B は 次のと おりです o 



(1) ァ ドレスの 桁^ 

機械 ^プログラム を メモリの どこに 格 钠 すれば よいの か、 また そのと きの ァ ドレス JftSS はどうす る 
のか 

( 2*| 械： ブ u グラムの tft 納み法 

«械 ^プログラム を メモリ に 格 W する に はどうす るの か 

(3 膽械， ift プログラムの^ 行 
bask: から プログラム を' する に はどうす るの か、 また bask: と « 慽 お の データ （引数） 
の' 2 け iiS し 方法 はどうす るの か 



なおぶ 明 は、 あるれ 度 W 械^ のブ ログ ラ ミン グを^ 解で きる 方 を》 1* にして 行います。 



10.〗 アドレスの 指定 一 

iiASIC は 1MB の メモリ や 叫 を 七グメ ント アドレスと オフセット ァ ドレス をお I み 介 わせて ffi 定 しま 
す。 セグメント アドレス を 指'ぶ する のが SRG 文で、 DEF SKG 义以 外の PEEK, POKK 文な どの 
アドレス を^^ する fir 令 はすべ て 才フセ / ト アドレス を桁定 する ことになります。 

セグメント ァ ドレスに は 16 進 »で0 から ト下 FF i での BcW (を 指定し ます。 この Wi を 16 進数で 1 
^上げ 後の^に 0 を 付ける し みかけ 上 20 ビッ ト にします。 これに オフ セッ ト アドレス を 加えた も 
のが^^の メモ リア ドレスに なり ます。 オフ セプ ト アドレス にも 16 進数で 0 から &HFFI' 下 までの & 
W を 桁^し ます。 は I に 七 グメン ト アドレスと オフ セッ ト アドレスの 係 を^し ます。 

冽えば セグメ ン トァ ドレスが &H8000、 オフ セプ トァ ドレス 力 《& H1234 であれば、 &II80000 + 

&\\\2:U で &1I81234 ft 地 を fit 'ぶした ことにな り ます。 



| DEF SEG 文で 指定した アドレス 

*-| 1 つくりあげる | 
― I セグメント アドレス 

+ 1 2 3 4 オフ セッ ト アドレス 

[ 8 1 2 3 4 ] 実 ほの アドレス 



8 0 0 0 

/ 

8 0 0 0 0 



撖械』 プログラム 



^際の ァ ドレス を 指定す る カ^ は 1 つと は阪り ません， 例えば ァ ドレス &m23i5 を 指定す る％ィ に 

セグメント アドレス &H1000、 オフセット アドレス とち-える こと もで きます し、 セ グメン 
ト アドレス &H12:i()、 オフセット アドレス &'11に） ともち える こと もで きます。 



10.2 機械語 プログラムの 格納 方法 



»械» プログラム は BASIC の 持って いない * 令 や、 BASIC では * 行す るのに 畤 W のか かる プロ グ 

ラム をめ: 接、 tstt^ift プログラム として' ぶ 行す る^^な どに 使《1 します。 



例 



マウス ドラ イノ 《 

BASIC は マウス をめ: 接^ ^ する 命令 は しっていません。 しかし «械 ^ブ U グラムの ユー ティ 
リ ティと して 川. なして いますので、 これ を'; 5 行す ると WW. に マウス を 使 W する ことができ ます. 
J 細に ついては 「》,12 ゥ マウス j をお 照して ください。 



K 械,, プログラム は bask; の 外で'; むする ため， も し エラーが あつたと しても bask: のブ ログ ラ 
ム のように エラー メ ッ セージ を^ ボ したり しません。 PIMUft プログラムが * えして、 コンピュータ を 
44 初 か ら >'/: ち 上 I m さなければ ならない こと もあります。 

^t*»fi ゾ u グラム は u ，い の^って いる ^ 令 そのもの を f'JfW する ため uh' のこと をよ く 加ら なけれ 
ば 作る ことができません。 

WW な （小さい） ゾ u グラムで あれば 《 械, ぶ モニタ を 使 つて 作成す る ことができます。 

10.2.1 機械語 プログラム 領域の 確保 

» 械, ift モニタ を 使って R 械^ プログラム を 作成したり、 《械 ^プログラム を' ii 行す るナ 《fr は、 

BASK; のブ U グラム や データ を^す ことのな いように、 また BASIC の プログラム や データに よ り^ 
frtift プログラムが 《 されない よ うに、 BASIC で 節 II する と は, T (ならない 独ケ丄 た メモリ M«i を 

確保す る 必《- が あ ります。 

この ■ffi ^をす るの がし' 文です。 C1.KAK 义で した セグメ ント アドレスから メモリの 
まで を 慷 械, ift プロ グラ ム ^域 として 使 W します。 

CLEAR, プログラム 領域， [スタック 領域]， [配列 変数 領域】 

10. 2.2 機械語 プログラムの 用意 

^械ノ に/ログ ラム を メモリ に^ 钠す るのに は、 次の 1 つのん-はが あ り ま す。 

• お い (SWUfi プログラム であれば、 POK1: 文 を 使い 1 バイ ト ずつ メモリに 叩き込みます。 
• BLOAI) コマンド を 使って、 馋械 ぉブロ グラム を ファイル として メモリ に^み 込みます。 



126 m^ua ブ u グラム 



機械語 モニタでの プログラムの 作成 



A コ マン ドで 作成した 馋械 ^プログラム を 次のようにして ディスクに 保む : すれば B し 0A1) 文で いつ 
でも 呼び出す ことができます。 

® 馋^^ モニタ を fe» します。 
MON [ ) 

2 BAMCfeWl ゆに は 七グメ ント アドレス を テキスト 出 VKAM のん リ rt(&HAOOOO * 地） に^ 定 しま 

す。 このため、 このま ま R 械^ プログラム を ft き 込んで 行く と ゆ iifii h に. ft 味の ない 文卞 を^^し 

ます、 したがって、 セグメント アドレス を CLEAR i で^ 定 した 機械 ^プログラム Ml の アドレス 
に' します。 また ffiWUft モニタ をお #カ する lW に I) ぼ SEG 文で セグメ ン トァ ドレス を' felii する 

こと もで きます。 

h] C8000 [ «J 1 

(3) fSWUfi ゾ u グラム を 人 乃して いきます。 この プログラム は t^ti を 2 進 K 化に の 文字列に '&换 する 
ものです。 

CI,KAH f &H8000 



■ ， 








DKK SEG=& 

, 


H8000 














n リト 








h JA 

KOOO ： OOOO 




PUSH AX 




KUUO:OOU1 


53 


PUSH HX 




8000:0001' 


5! 


IVSH CX 




HOOO ： U0U:i 


52 


PUSH l)X 




8000:0004 


5C 


rusn si 




8000 : 0005 


IH 






8000:0006 


06 


ih;sh KS 




8000:0007 


8H4K06 


MOV CX t WOHD 


061BX J 


8000:OOOA 


8HC1 


MOV ES V CX 




8000： 000C 


8U7704 


MOV SI ,WOHD 


04(BX) 


8000: 000 ト' 


26 :8B04 


MOV AX, WORD 


ES: (SI J 


8000:0012 


C51F 


LDS BX.WORU 


【BX1 


8000:0014 


8B0K 


MOV CX.WORU 


IBXJ 


8000 : 0016 


8H5K02 


MOV RX ,WOKD 


02IBX) 


8000:0019 


08ED 


OH CH t CH 




80O0:0OIB 


7403 


JE 20 




8000 : 00! D 


BA6000 


MOV UX,0060 




8000 :0020 


SKUA 


MOV DS V DX 




8000 :O022 


H9 1000 


MOV CX.0010 




8000:0025 


31F6 


XOK SI .SI 




8000:0027 


30F6 


XOK DH p DH 




8000:0029 


1)1 CO 


KO し AX, 01 




8000:002H 


1)01)6 


RCL UH t 01 




8000:0020 


80CC3O 


AD ひ DH t 30 




8000:0030 


& 830 


MOV BYTK IBX^SI 1 t DH 


8000 : 0032 


46 


INC SI 




8000:0033 


H2K2 


LOOl' 0027 




8000:0035 


07 


FOP KS 




8000:0036 


IF 


1W DS 




8000:0037 


5K 


POP SI 




8000:0038 


5A 


VOV DX 




8000:0039 


59 


POP CX 




8000:003A 


5B 


POP BX 




8000:003U 


58 


POP AX 




8000:003C 


CF 


I RET 




8000:0030 








h) 









m^Ufi ブ u グラム 



④ 機械お プログラム を 人力し 終わったら、^ 行す る I おにまず セーブして ください。 もし おに: お 行 
せず、 》 ^してし まった 垛& などに、 iti 初から 人力し 直す 手間 を？? くこと がで きます。 

h] ( CTRL ) + [ B ) キー を 押します。 

DEF SE6 &h8000 

BSAVE "BIN • COM", 0 • 255 

® 機械, ift モニタから BASK; の モー ド におっても、 作成した プログラム は メモリ 中に 残って います。 
BASIC プログラムから、 この プログラム を 呼び出して ^行し ます。 

短 い プログラム であれば DATA 义で データ として 持ち、 これ を READ 文で^ み 出しながら POKE 
文で メモリに 冉き 込む 力 法 もあります。 



128 ほ械, は プログラム 



10.3 機械語 プログラムの 実行 



み 込んだ 機械, ift プログラム は CALL 文 あるいは 間数に より * 行し ます。 CALL 文と USR [U] 
数で は 機械 Jft プロ グラムに 渡す パラ メ 一 タの《3^ 方法が « な り ます。 

10.3.1 CALL 文 

CALL 文の t 1 : 式 は 次の とおり です。 

CALL 変数 名 [(引数 1 し 引 》2 •••])] 

'お数 名 は 《械^ プログラム セグメ ン ト 内の^む 始ァ ドレス を 持つ 変数のお Ift です。 引数 は 
BASIC プロ グラムから 機械^ プロ グラムに 渡す デ— タ を 持った' &敉の です。 

引数が ある * な は， それらの' & 数の ァ ドレス を W つた' JI 数 テーブルの ァ ドレスが レジスタ DS およ 
び BX に 渡されます。 

DS ： 引数 テーブルの セグメント アドレス 
BX ： 引数 テーブルの オフ セッ ト アドレス 

'M I St に 》'化 す る デ一 タ の侪納 アドレス は 次式で ひえ られ ます。 

'JI 数 n の才 ソセ， ト アドレス =4 乂（リ|敉の敉ー"） 



下位 アドレス— 一 — *■ 上 设, ドレス 



引数 n の 


引 》n の 




引 ft2 の 


引ね 2 の 


引 ai の 


siai の 


才 フセッ 卜 


セ グメン 卜 




オフ セッ 卜 


セグ メン卜 


オフ セッ卜 


セ グメン 卜 



ーゾ ― v ― 

引数 n の 変数 舊 §| 数 2 の 変 ftil 51ft 1 の 変 《[« 



m 械 ^プログラム 



(引 数 n の オフ セプ いに はリ | 数 n の データが 格钠 されて いる^ 域の オフ セッ ト アドレス 力、 
n の セグメ ン ト） に は' j| 数 n の データが 格納され ている^ 域の セグメ ン ト アドレスが 格納され てい ま 
す。 ここで ポすァ ドレス は それぞれ 次の 場所 を^し ます 3 これ は VARPTRHy^t で ポすァ ドレスと 1"] 
じ 場所になります 0 





下位 ァ ドレス' - l'_f ケア ドレス 


^ 数 


1 1 1 (2 バイ ト） 


単精度 S 


1 | | (4 バイ ト） 


倍精度お 


II 1 1 1 III 1(8 バイト） 


又 十 ゃ， 


Mil 1 (4 バイト： ストリング ディスクリプタ） 



U テーブルの ポすァ ドレス 
それぞれの データの^ A は 「5M け;^ データの 内部 tt^j を^^して くた' さい。 
W 械,, ft プログラム は リ1» テーブルに^^ された ァ ドレス をお^ して bask; に データ を 返す こと 力 f 

できます。 

ffiWU れブ ログ ラムから bask: ブ u グラムに るに は、 必ず wirrtfff 令 を 使って くた' さい。 



プログラム 例 

「馋 械, ぷ ブ u グラムの 作成 」 でれ: 成した ptwuft プログラム を bask: プログラムから^ 行し ます,、 

Wtf*mV/u グラム は BIN,COM という フ y イル^で BSAVE コ マン ドで セーブして おいてく ださい o 

文で 整数 を^え、 その «» を 2 進 の 文字列に «換03^ 



' ««i5 ブ a グラム 》«の《 保 

' aww プログラム セグメント 

' «Wi8 プログラム 実行 M 始 アドレス 



RUN 
？ 25 

25 0000000000011001 
？ 6523 

6523 

？ -529 

-529 
o 



を 2退《 に ffffi 

CLEAR ( 4H8000 
DEF SEC=&H8000 
B し OAD "2:BIN*COM" 



INPUT AX 

CALL BIN(AX.BS) 
PRINT AX,B$ 

GOTO 190 



oooooooooooooo 

01234567890123 

11111111112222 



6 

E 

c 

A 

o p 

ii s 

N 一 I 

B B - 
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10.3.2 USR 関数 

USR 【'ま& のせ 式 は 次のと おりです。 



USR 【番号] (引数) 

* 号 はい を K 別す る もので 0 から 9 までの です。 《 略した 垛 な は 0 とみな します。 こ 
の钕卞 と DF 下 USR 4： で IS 定 した 《む 1)3 始ァ ドレスが 《Lt します。 

引数 は ffi 械 ^プログラムに 渡される データで、 《械 ^プログラム 力'' 引^ を必 * としない 埸ィ r でも、 

ダ ミ 一の 'JlSt を 桁定 しなければ いけません。 
i:sKi'>ysit を' お 行す ると ai,、 bx. i)x レジスタに' JiSi に 係す る データ をセッ ト し 》« 械^ ブ ログラ 

ムに' JI き 渡します。 USRliUJ^ は CALLi と W なり feft の データ を' JI き^す こと はでき ません。 



A し レシ スタ 1 


リ 1 数のお 


BX レジスタ 


ド AC (フ け ーテ < ン グアキ ュ 一ムレ一 タ） 中の データ を 格納して いる ァ ドレス 


1)\ し ン ス グ 


シ ンボ ルテ一 ブルセ グメ ン トの 七グメ ント アドレス 



Al, BX 

I' AC 

囚 L& 

KAC 

は M 度' ぶ St や AL BX 

H 




















文' ド^ A し 



一 [ストリング ディスクリプタ を 指す アドレス 

FAC I I | | Q I 1 

(オフ セッ 卜） （セ グメン 卜） 



ストリング ディスクリプタ 





ほ^ ^プログラム 



それぞれの データの 形式 は 「第 11 章 データの 内部構造 J を 参照して ください。 

USR 閱 数から BASK: に W を 返す に は FAC に' のおと I 'りじお の データ を^ 定 します。 



プログラム 例 

tisRny 数の 例と して^ &の： 乗 を cit 錄 する rast を^し ます。 この 例で は 機械 ^プログラム を 

DATA 文の データと して 坩. 6； し， POKE 文で ft き 込んで います。 

^械 ^プログラム では AL レジス 夕の W を^べ 整 である こと を *^ します。 さらに ひえた^ 数が 
一 181 から 181 の範 WI である こと を *^ しています。 もし この 範^ 外の 《Si を ひえた^ 介 は 一 1 を 返し 

ます。 （ — 181 から は 1 以外の 祭 St を 二 * すると 《 数の 外になる ため） 

100 ' の 二 《 を 求める 
110 ' 

120 CLEAR .4H8000 ' «« お プログラム エリアの ft« 

130 DBF SEG=4H8000 ' «« ^プログラム セグメント 
140 ' 

150 FOR PTR=0 TO 28 ' 機 «lff プログラムの & み 込み 
160 READ CODE ： POKE PTR.C0DE 
170 NEXT 
180 f 

190 DBF USR=0 
200 ' 

210 INPUT AX 
220 BX=USR(AX) 
230 PRINT AX，BX 
240 GOTO 210 
250 ' 

260 DATA &H50 
270 DATA &H3C.&K02 
280 DATA 4H75 f 4hl6 
290 DATA 4H8B.4h07 
300 DATA AH3D.4HB5.4H00 
310 DATA 4H7F.4H0B 
320 DATA &H3D V &H4B,&HFF 
330 DATA &H7C.&H06 
340 DATA &HF7.4HE8 
350 DATA 4H89,iH07 
360 DATA &HEB.&H04 
370 DATA *HC7 t 4H07 # iHFF 
380 DATA &H5B 
390 DATA AHCF 
400 ' 



' は M ^プロ フラムの Wl 始 アドレス 



' «« お プログラムの * 行 



(S« ^プログラム 

：' PUSH AX 

：' CMP AL V 02 

：' JNE 001B 

:' H0V AX t W0RD[BX] 

:' CMP AX.00B5 

:' JHLE 0017 

:• CMP AX.FF4B 

:' JL 0017 

:' IHUL AX 

:' H0V H0RD[BX] t AX 

:' JHPS 001B 
•4HFF :' MOV H0RD[BX] f FFFF 

:• POP AX 

:• IRET 



RUN 

？ 56 

56 3136 
？ -78 

- 78 6084 
？ 100 
100 10000 

？ 
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第 11 章 



データの 内部構造 



basic は^ 钕ゅ、 nm^mm.mm-m^ 文卞^ の データ を 扱います。 本^で は これらの デー 
タの内 形式 を 解説し ます。 

メモリ 中に 格納され ている データ を VARPTR 間& などで 《 ベる ことができます。 

VARPTR (変数 名， 0) データ を 格納して いる メモリの 才 フセッ ト アドレス を 返します。 
VARPTR (変数 名， 1 ) データ を 侪 枘 している メモリの セグメ ント アドレス を 返します。 
VAKPTRl^JKc の 返す ァ ドレス は それぞれ 次の 埸 所 を^し ます。 





ド位ァ ドレス— 


— ヒ 位 アドレス 


^ Vi 


1 1 




(2 バイ ト） 












, (4 バイ ト） 


賺 度 《 






1 


" ■ > 


| | | (8 バイト） 


义 -r « 


LI 


1 ,B, | 




(4 バイト： ストリング ディスク リ ブタ） 



□ vAKrrRi;y» の 返す ァ ドレス 



11,1 整数 

«数 ゆの 敉 W は內^ では 2 バイ トで 格納され ています。 でみせる ScWi の 範州は 一 32768 から 
32767 までの の^ です。 {な の 数 は 2 の 補 » で^します。 



VAKPTK 敉で i!f たァ ドレスから 侪枘 されて いる データ は 次のようにして^ 際の 数 侦 に * 換 する 

ことができます。 



13579% 



义 

&II お OB 



= 13579 
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.2 単精度 実数 

*ffi 度'; i 数は內 部で は 4 バイ トで 格納され ています。 4 バイ ト のうち 3 バイ ト 力、' 仮数部と 'ク、 1 
バイ トが 指^部になります， 仮 K 部の 上位 バイ ト のビッ ト 7 は 符兮ビ ./ ト になって おり、 正なら 0、 
ft なら 1 になります。 

指钕 お; は &H80 をべ— ス として、 —127 から + 127 の ffi が 人り ます。 0 は 特別で' iUfilS'iiSt が 0 で 

ある こと を 示します。 

^際の メモリ 中には 下位 アドレスから 仮数部の 下位 バイ ト' 中位 バイ ト、 十. 位 バイ ト、 の Wi 

に 格納し ます。 

VARPTR ではた ァ ドレスから 格納され ている データ は 次のようにして^ 際の 数 他 に' &换 する 
ことができます。 



6.5! 



バイ h) 



00 


00 








1 バイ ト II のデ— 

=0 ： ft ま は。 
メ 0 ： tttfi は 0 でない 

さらに^ R の ffilk はこれ から を 引いた 4N になります 

この * 介 は &II83-&H80-3 になり ます。 
® 3 バイ ト H の データ （tett^ の I. 位 パイ ト》 
く &H80 ： 数 frt は IE の »: 
：&剛 ： K 他 は ^ の K 
この 例の tti 介 は iK の » 

さらに： i バイ ト II の データの ビッ ト 7 に， を、 X てます。 
この 例の^ ひ は &H50 OR &H80 =&\\D0 

teiwi; を * ベ 換え 仿&冗 と 組合せます。 

この場合 tt&HDO. &H00. &H00 となり 2£«[ では 
0. 1 10100000000000000000000 

これに 桁»部 を 組な わせて 

= 110.1 となり 10 進数で 6.5 になります 《 

このお^ に ②の符 v をつ けた もの 力ぐ お 際の になり ます。 

ちなみに 一 6,5 の 內ぉ;^ 現 は 次のように なり ます。 



e 



00 


on 


DO 
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11.3 倍精度 実数 

ffttt 度^ 数 は 内部で は 8 バイ トで 格納され ています。 ポ W 度'; i& と M じょうに 指 数 形式で^ します。 
teSk^ を 7 バイ トで^ 現し、 せ《 度 《数よりも 多くの も-効お/を 表す ことができます。 仮数部の 上位 バ 

ィ ト のビッ ト 7 は 符リビ ッ ト になって おり、 正なら 0、 ft なら 1 になります。 

指数部 は &H80 を ベースと して、 一 127 から + 127 の^が 人り ます。 0 は 特別で 玖が 0 で 
ある こと を 示します。 

^際の メモリ 中には 下位 アドレスから 仮 部の 下位 パイ ト， 、 上位 バイ ト、 桁 数 部の 

W に 格納し ます。 



6.5# 



00 



r>() 



「 

83 



fcft«(7 バイ ト） 
折 ft»<ffi»:+&H80) 



<8 バイ ト） 



I 



O 



(D 8 バイ ト II のデ — タ< 桁 tt^w 
=0 ： K 値 は 0 
メ o ： titfi: は o でない 

さらに^ 際の !»» はこれ から &H80 を リ| いた f (になり ます 
この Jft 介 は &H83-&H80 S 3 にな り ます， 
) 7 バイ ト II の データ （サノ^^ の 卜. 位 バイ ト） 

<&H80 ： 8： 恤は £ の tt 
:&H80 ： ttffi は 0 の ft 
この M の^^ は il: の » 

さらに 7 バイト II のデ一 タの ビット 7 に， を *>： てます， 
この M の 場 含 は &H50 OR &H80 =&HD0 
(3) を * ベ 換え ffii^ft と 組 ft せます。 

この Jttfr は &HD0. &II00. &H00, &H00. &H00. &II00 とな り 2 進 では 

これに 桁 れ冗 を糾; > わせて 

0. 1 KMOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOX 2 

= iio,i で 10; 化 敉 でに r> になり ます。 

® この *A« に ②の符 ゆ を つけた ものが' お 際の Kttfi になります 



o 



実数の 睽差 

小数 a を ft む^ 数 は、 侦 によって は 正 確な 2 進数で 衣す こと 力 《できない ために ir^ を^む こと 力 《 あ 

ります。 
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例 



10 進 を 2 進 钕で おすと 次の よ う な锨83 小钕 にな り ます。 

0.1 = 10.11001100 x 2 -3) 

したがって 0.1 ！ (単精度 炎 現) は 



CD 



CC 4C 7D 



のように 2 進^で、 の 小 & 点 以下 25fifH を 0^1 人した にな り ます。 
また 0. 



CD 


CC 


CC 




CC | CC |CC| 


4c|7d] 



のように 2 進^で、 数^の 小数点 以下 tO^l 人した Wi にな り ます。 

ま た' 度' お K を CDBl, などで WW 度^ &に ゆ' &换 する ^介 は仮钕 ^の ド位 4 バイ ト 

に 0 を 補う だけです。 このため、 Scfif (の tt« は 'Pttffi^ 敉と M じで ある ことに は《 してく だ 
さい。 1 ！ = 1 #は«. です 力 W.1 ！ =0.1# は ぬです。 

冊い 0.1 ！ ) 





00 


00 


00 


CI) 


CC 


ic 


71) 



す 



このように 'お数に はお^ を 含みます ので' JfcWi の 比敉を 行う * 介に は 注& が必' おです。 
度が ぜ.' おな ときは^ 数も^ や 化 数 を 使う 必《 があります。 



1.4 文字列 

ス ト リング ディスクリプタと Bf ばれる 4 バイ ト のめ « から' お 際の 义卞 列の ある ァ ドレス を签照 しま 

0 



」 （4 バイ ト） 

L^Rt に 文'?： 例 を 格枘 している^ 域の オフ 七プ ト アドレス 

リ ロケーション コード 

&1100"ゃ\旺1^[«]数ではたセグメ ン ドア ドレスに データが あります 
&H00 以外… セ グ メント アドレス &H0060 に デ一 タが ありま す o 

— 义卞 列のお さ （0~255) 



日本 ffi 文字列の 構造 

澳卞 などの 2 バイ ト 文字 は 英&' i:( 1 バイ ト文 'り 2 文字 分の^ 域 を 必^と します。 

また 2 バイ ト 文字の 先 Slfi に は 1 バイ ト文 字と 区別す るた めの M コード を 挿 人し、 2 バイ ト文卞 か 

ら 1 バイ ト文卞 におる ために KO コ一 ドを抻 人し ます。 

K I コード ：&H1B、 の 2 バイ トのデ 一夕 

KO コード： &H1B、 &H48 の 2 バイ トの データ 
2 バイ ト 文字 を 含んだ 文字列 を 比 ft したり、 文字 数 を 求めたり する * 合 は、 この KI コー ド、 KO コー 

ド も 考慮 される こと に します o 
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例 



A$="12 日本 ABC" 



31 I 32 


IB 


IB 


46 7C MB 5C IB 48J41 1-12 卜 3 


l II II II 11 II II II II 1 


I 2 


KI 


[I 4； KO A B C 



• 5 サンプル プログラム 

データの 内^み^ を^べ るた めの プログラム w を 次に 示します。 サブルーチン になって いますので 

使用す る は、 それぞれの データ を X%, X に X# または X$ に セットして GOSUB 文を灾 行し 

てくだ さい 0 

GOSI B * DISP. INT 
GOSUB *DISK SN(I 

化 Wffi' お K の 内お;^^ (； os い 》 *ms に imi 

文卞 列の 内^お W GOSUB * DISP. STK 




50000 
50010 
50020 
50030 
50040 
50050 
50060 
50070 
50080 
50090 
50100 
50110 
50120 
50130 
50140 
50150 
50160 
50170 
50 1 80 
50190 
50200 
50210 
50220 
50230 
50240 
50250 
50260 
50270 



50300 
50310 
50320 
50330 
50340 
50350 
50360 
50370 



■I 



拿 DISP, INT 

DEF SEG=VARPTR は X,l) 

ADDRESS = VARPTR ( XX ， 0 ) 

FOR OFFSET=0 TO 2-1 

PRINT RIGHTS ( M 0 tf + HEX$( PEEK (ADDRESS + OFFSET) ) ,2) 

NEXT OFFSET 
PRINT "： "； XX 
RETURN 



»DISP，SNG 

DEF SEG=VARPTR(X ! f 1 ) 

ADDRESS=VARPTR(X! ,0) 

FOR OFFSET=0 TO 4-1 

PRINT RIGHTS ( M 0 M + HEX$(PEEK{ ADDRESS+OFFSET) > , 2 > ; •• 

NEXT OFFSET 
PRINT た " ； X! 
RETURN 

»DISP，DB し 

DEF SEG=VARPTR(X# , 1 ) 

ADDRESS=VARPTR ( X# , 0 ) 

FOR OFFSET=0 TO 8-1 

PRINT RIGHTS ("0' f + HEX$( PEEK (ADDRESS + OFFSET) ) , 2 ) に 

NEXT OFFSET 
PRINT " : " ;X# 
RETURN 



♦DISP.STR 

DEF SEG=VARPTR(XS , 1 ) 
ADDRESS=VARPTR(X$ , 0 ) 
し ENGTH=PEEK ( ADDRESS ) 

IF PEEK(ADDRESS+1) く >0 THEN DEF SEG=&H60 
ADDRESS=PEEK(ADDRESS+2)+PEEK(ADDRESS+3)*&H100 

FOR OFFSET=0 TO LENGTH- 1 

PRINT RIGHT" '•()•' + HEX$( PEEK (ADDRESS+OFFSET) > ,2) ; 

NEXT OFFSET 
PRINT "： M ;X$ 
RETURN 



tl 
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7 ウス 



マウス は、 人力お [N. の-つで、 その 特徴 ある 形と » きから マウス （ねずみの こと） と 呼 ばれて います。 
K に 使う ときには， マウス を: f- で^く W つて テーブルの I- を rtt らせ、 必 « に に じて マウスの ボタ ン 
を 押したり 離したり します。 

bask; ではめ:^ マウスのお 1御 をむ うこと はでき ません 力、'、 KW-fl サブルーチンの ユーティリティ 

と して マウス をお Htt する ための プログラム を しています， したがって， 俾 械,; ft サブルーチン を 叶 
び 出す 要 》 で WHU こ 使 W する ことができます * 



注意 



ここで 使 川 "r 能な マウス は 本 休の マウス コネ ク タ に^^する マウスです。 一般に シリアル マ 

ウスと よばれる インタ一 フェイ ス に接& する マウス はこの ュ一 ティ リ ティで は W 

川で き ません,. マウス カーソル （矢印 だったり 手の 形 を しています） 



アイコン （ィ 




ラス トで 表示したり 文字で 表示す る こと も ある） 

クリ ック ボタン 




マウスの 動きに したがって 画面 上の 
マウス カーソルが 移動し ます。 



マウス 



12.1 




マウス を Jill 御す るた めの W 化, ft プログラム は H>^ft Disk BASIC ュ— ティ リ 
mouse, cod 

という フ 7 イル^で なおして あります。 



注意 



FILES コ マン ド でファ ィ ル を^べ ると mouse*cod と^ 小され る ものです。 mouse と cod の 
^の * は ffi 械 ^プログラム を^す^ 別の 印です。 



これが マウス を 制御す るた めの 馋械 お プログラム （マウス ドラ イノ、'） です。 この マウス ドライバ をメ 
モリに^ み 込む ことによって、 マウスが 使 能 になり ます。 

マウス ドライバ は マウス を别 御す るた めの 16tt の 機能 を 持って います BASIC プログラムから、 
コールして マウス を II ft! !*) fr: に 使いこなす こ と がで きます， 
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12.2 画面 モード 



マウス を 使 W する 場 介 は グラフ ィ ック i 由 iifii の モー ドを 次の いずれ かに^^し なければ なり ません。 

SS 解像力 ラ 一モード (横 640 ドッ 卜 X«400 ドッ 卜） 
標準 カラー モード (損 640X«200 ドッ ト） 

モ一 ド では 使 できません ので^ してく ださい。 な 解像力 ラー モー ドと カラー モー ドで 

'、 マウス カーソルの 形状が W なります。 



注意 



「マウス カーソル」 と は、 カーソル^^ 点の 位^ を | 由 hfii に^ ポ する ための M 形で、 せ 的に 

は拊先 (手)、 矢印、 十字 (クロス） などの H 彩 *«« われます。 

^なで は、 r マウス カーソル」 のこと を r 力 一ソル j と, idiE しています。 



マウスの 位れ は ディ ス ブレイ ゆ. はの ゆ 》Vi で^ します 



^はのと り h 



力 ― ソ ル ^状 



注意 ゆ: KWi は ディ ス ブレイ H 《標 系で おし （Dx. Dy) でポ します。 
カーソルの 位 お は カー' ノ ル^ 1K. なの ゆ^ tfi を 返します。 



(0, 0) (639, 0) 



v ノ 
(0, 399) (639, 399) 



(0, 0) (639, 0) 



(0, 199) (639, 199) 




16 ト' ッ 卜 



32 

トン 卜 



カーソル 幕 * 点 （1, 1) 



16 トツ h 




カーソル 基準点 （1, 1) 



カラ ー モ ー k 



カラ —モ I ド 



卜 

プ 

ie ド 



マウス 



12.3 マウス ドライバの 使用方法 _ 

マウス ドライバ 内の 16IH の 馋能を BASIC から 使坩 する 手順 を 说明 します。 マウス ドライバの 持つ 
16 個の CI 能に ついては r 12,4 マウス ドライバの^ 能 j で A 明し ます。 

マウス ドライバ を 使 IH するとき は、 次の 手 W に從 います。 

l (D マウス ドライバの o —ド 1 

[る 7 ウスが 使用 可 眩 かどう かの ttttE マウ _ヌ 下:^ _ ィ―バ の 初期化； 



3 ファンクション アドレスの 投定 









4 マウス ドライバの コール： 


1 


1 



①、 ②、 ③は、 'お 際に マウス ドライバ を コールす る iii の^ « として プログラムのお 初に '问 だけ'; i 

行し ます。 

12.3.1 マウス ドライバの ロード 

マウス ドラ イノ、' は nunisf.cml という ファ イル^で ュ 一ティ リ ティ ディ スクに 収められ ています。 こ 
れを メモリの «械 よ Wi* に ロー ド します。 マウス ドライバ は 約 4,3KB のお;!;; が あり ますので、 これ 

に は 介う 十' ふな 《W^9fM を 確保して ください。 

マウス ドライバ を ロードす る ための サ ン ブル プログラム は 次の ようになります。 

100 CLEAR. &H8000 
110 DEF SEG=&H8000 
120 BLOAD "mouse, cocf 

12.3.2 マウス ドライバの 初期化 

マウス ドライバ を ロードし、 マウスが 使 能になる ように マウス ドライバ を 初期化し ます。 この 
処^ は マウス ドライバの 100* 地 を コールして 行います。 
マウス ドライバ 初期化 ルーチン 

パラメータ 0 ： は: ャ: カラー モ一 ド 

3 ： な 解像力 ラー モー ド 
リターン 一 1 ： 初期化 iK'S 終 f 

0 ： エラ— 

マウス ハ一 ドウ エアに 問 かがなければ、 この ル一 チン は、 マウス ドライバの 内部の フ アン クシ ヨン 
エントリ アドレス を^り 込みべ クタ テーブルの &H33 »H に します。 （INT 33H) 
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マウス ドライバ を 初期化す るた めの サン ブル プログラム は 次のようになります。 



130 SETUP=&H100 

140 MODE%=3 ^解像力 ラ一 モー ド (は * カラ一 モ一 ドの 場合 は 0) 

150 CALL SETUP(MODE%) 

160 IF MODE96= 0 THEN PRINT "マウス 使用 不可" ： END 



12.3.3 ファンクション アドレスの 設定 

'剂 り 込みべ クタ テーブルの &H33 »fl のェン ト リア ドレスから ファン クシ ョ ンァ ドレス を^み 出し 

て^ 際の マウス ドライバの ァ ドレス を a 定 します。 
マウス ドライバ はこの ァ ドレス + 3 ft 地 を コールし ます。 

マウス ドライバの ァ ドレス を^' ぶす るた めの サン ブル プログラム は 次のように なり ます。 



170 DEF SEG=0 

180 ADDR=PEEK(&H33*4)+PEEK(&H33*4+1)*&H100 

190 MOUSE =ADDR+3 

200 DEF SEG=&H8000 

12.3.4 マウス ドライバの コール 

マウス ドライバ は、 次の 形式で コールし ます o 



300 CALL MOUSE(AX%. BX%， CX96, DX96, ES96) 



ここで MOUSE は 190 行で マウス ドライバの ァ ドレス を^ 定 した' & 数です。 したがって ァ ドレスが 
^定 されて いれば は W でも t* いません。 

八 X%， BX% f CX%, l)X%, ES% は マウス ドライバ ヘリ I き 渡す' jlft (パラメータ） の 並びです。 'お数 
おは 何でも 構いませんが、 必ず ft 玖 や も : 玖 を 5 つ 並べます。 これらの パラメータ は マウス ドライバの 
レジスタ AX, BX. CX, DX, ES に それぞれ Wit します。 

コールす る^の パラ メ ータ について は、 次の ことに i に ft して く ださい。 
• マウス ドライバの フ アン クシ ヨンに よって は、 一部の パラ メータ し 力、 使 W していません 力 《 、 マウス 

ドライバ を コールす る ^は、 必ず 5 つの パラメータの' を jfi'^Z してく ださい。 

• パラ メータ は 必ず 祭 ^ゅ ^数です。 

• を^す ts 能 を コールした とき、 結 * はん する わ:^ の 引数 (整数 ゆ^ &) に七ッ ト されます。 
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12.4 マウス ドライバの 機能 

マウス ドライバ はに' \U. 义の? ft 1 パラメータ （liii ぺ一ジ の 例で は AX%» の W により、 次の 16 ^類の 
機能 を^ 行し ます。 

以下、 これらの K 能の 内お を 説 叫し ます 力 f 、 パラメータ はすべ て レジスタ （AX. BX. CX. DX. ES) 
でお 现 してい ますので * WiW する 際に は 丄文に 引き渡す パラメ一 タに 順に tne させて ください。 
(ここで は AX%, BX%. CX%. DX%. KS%) 



ファンクション 一^お 







0 


初 柳 は定 


1 

1 


カーソル^, j ミ 


o 

L 


力— ソル 消去 


ゥ 


カー ソ ル位 B と ボ タ ン 状 ^ の^み 取 | 


1 


カーソル 位 (W. の u^ii 


r 
O 


& ボタン を 押した 回数の 说み 取り 


0 


& ボタン を纖 した 回 数の 说み 取り 


7 


— * 

ズ 

お 


o 
o 


^ボタン を 離した の A み 取り 


9 


マウス 力一 ソ ルの 形状の^ 定 


10 


宋 定義 (使用 不可) 


11 


マウス 移動 ffi 離 の^み 取り 


12 


ユーザ —'ぶ * サブルーチンの 《S 定 




农 定義 (使用 不可) 





H 麵 D 


15 


ミ ツキ一/ ドッ ト 比の^^ 


16 


水 1' : 力 14 の 力 ― ソ ル 移動 の^ぶ 


!7 


* め: 方 14 の 力 一 ソ ル稃勑 範^の^^ 


18 
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初期設定 (機能 0) 

AX=0 

AX= ステ一 タ ス 

一 I ： e 常 終 r 

0 ： エラ一 



注意 



マウス ドライバの 初 HI1 化 を 行い， 次の ような^ 定を 行います 
マウス カーソルのお^ ： お… しない 



力— 



カーソルの 形状 
カーソルの^ ボ 
カーソルの^ 
カー 



ミ ツキ一 Z ド， ト 比 



： ディ ス ブレイの 中心の 位 W 
« 解像力 ラ 一モード ： （319. 199) 
は * 力 ラー モード ： （319, 99) 

シ ス テム »SH (左 tlftl き の 手形) 
ブレーン 2 
( 1 . 1 > 

ディ ス ブレイ 令 体 
水 卞 : 力 卞り ： 0-639 

* め: カ卞， J ： な 解 f も カラー モード 

標 * カラー モ一 ド 

： 水平 方 iftj、 tac 方 w ともに 8 



0-399 
0〜199 



マウスのお j り 込み ： 8 msec 
力 一 ソ ル 位 i7i' 、 カーソルの Ji /j ； |A 



カーソル 移動 範^の 《3 ：定 は、 この W 能 を W '初に^ 行し 



たと さ 



で+ 



國 それ 以外の 場せ は、 現在の 状! K が 保存され ます。 



ツキ一 は マウスの^! KJ ^離の リ^' 1 ミ '/キー-約 1/100 インチ 



マウス 力一 ソルの 表示 (療 liM) 

CUE ax= l 
なし 

[W1 力一 ソル を i*iifii にお ポ します。 マウス を 動かす と、 カーソル も それに 從 つて I 由 idd 上 を 移動し 

ます。 《 能 2 の カーソル • 才フを 《行す るまで * ポ します。 
CM] AX=2 

CMS なし 



剛 



力一 ソル を 肉' ifii に * ポ しません。 ただし、 マウス を 動かして いる IW は、 
K も 移 《 しています。 



こ カーソル 位 
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カーソル 位置と ボタン 状態の 読み取り (操 能 3) 



引数) AX=3 

AX=;t'"K タ ン 

0 ： 押してい ない 
一 1 ： 押してい る 
BX = 右 ボタンの 状 S 
0 ： 押してい ない 
一 1 ： 押してい る 

cx= 力一 ソ ルの 水' r ふ〉:^ 

0-639 
DX= 力一 ソルの 承: め: 位 K 

な 解 f« カラー モード： 0—399 
はャ カラ一 モー ド ： 0—199 

CgE) 現在の カーソル f ふ: w と、 そのと きのん: むの ボタンの 状憨 を^み 取ります。 カーソル 位附 は ディ 
ス ブレイ ゆ is の 水- *め:ゅ： は; を 返します。 ボタンの 状 s は 押してい るの か、 押してい 
ないかの 1«« を 返します。 

マウス カー ソ ルの 位置 指定 (》 能 4 ) 



AX=4 

cx= カーソルの 水、 r' 位 w(o 叫 

DX- 力一 ソルの * め: 位 R 

(,« 解像力 ラー モード： 0〜399) 
カラー モー ド ： 0〜199) 

なし 



fKWl ffi' ぶした 位！ K に カーソル を 移動し ます。 カーソルの 移動 範 Iffl を 越えて 桁定 した * 介 は、 «: 人 
位 W または 《 小 位 K に ぶします。 

左 ボタン を 押した 回数の 読み取り (療^ 5) 

ni»1 AX=5 

AX = 現 ft の 左 ボタンの 状態 
0 ： 押してい ない 
一 1 ： 押してい る 
BX = 左 ボタン を 押した 【"1 敉 

cx== 左 ボタン を K 後に 押した ときの カーソルの 水平 位 K 

DX = 左 ボタン を 後に 押した ときの カーソルの ftl な 位れ 



1^1 
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左ボ タン を 押 した 状況 を 返 します。 

(1) ん. ボタン を 押してい るの かいない のかの Ifi 報 

(2) 前【"1、 この 馋能 を' お 行して から、 今回^ 行す るまでの IW に 左 ボタン を 押した 回数。 本 機 
能 を' ii 行した 後、 押した lulK は 0 に リセ ッ ト します。 

(3) お 後に A: ボタ ン を 押した ときの 力一 ソル 位 K 



左 ボタン を 離した 回数の 読み取り (機能 6) 



AX= 6 

AX = ^fr: のみ: ボタンの 状 S 
0 ： 押してい ない 

一 1 ：柙 している 
BX = A: ボタン を 離した 

んボ タン をお 後に 》 したと きの カーソルの 水+位 W 
DX = ん: ボタン をお 後に 離した ときの カーソルの * め: 位 K 



[説明] ん: ボタン を 離した 状況 を 返します。 

0) お ボタン を 押してい るの かいない かの 

(2» am. この 《 能 を^ 行して から、 今 が/する までの w に 左 ボタン を 離した 【uj 数。 本 機 

能 を * 行した 後、 離した 1"1 数 は 0 に リセ/ ト します。 

(3) お 後に a: ボタ ン を 離した ときの カーソル 位 m 



右 ボタン を 押した 回数の 読み取り (《能7) 



BE1 



AX= 7 

AX = 現在のお ボタンの 状 S 



ていない 
ている 

(：國 St 



o ： 
一 1 ： 

BX = ィ, ボタン 

ん ボタン を iti 後に 押した ときの 力 
I)X = れ ボタン を W 後に 押した ときの 力 



ソルの 水 f- 位 ffi 

ソルの 逢 ffi 位 ほ 



说 明； んボ タン を 押した 状況 を 返します。 

(1) 右 ボタン を 力 ( 押してい るの かいない かの ifi 報 

(2> am. この w 能 を^ 行して から、 今 1ォぶ 行す るまでの 間に 右 ボタン を 押した I リ 1 数。 水 機能 

をぶ 行した 後、 押した M 数 は 0 に リ七ツ 卜します。 
(3) 後に ^ボタン を 押した ときと きの カーソル 位れ 
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右 ボタン を 離した 回数の 読み取り (機能 8 ) 隱國隱 國 III 

CUB AX=8 

fg*l AX = 現在の 右 ボタンの 状憨 

0 ： 押してい ない 
一 1 ： 押してい る 
BX- 右 ボタン を 離した H» 

cx = も-ボタン をお 後に 離した ときの 力一 ソルの 水: 卞: 位！?? 
i)x = お ボタン を 後に 離した ときの カーソルの め ふ m 



^ 説明： ん ボタン を 離した 状況 を 返します。 

(1) お ボタン を 押してい るの かいない かの tfiffi 

12) 前回、 この 《 能 を'; けむしてから、 今回' ぶ 行す るまでの 間に 右 ボタン を 離した 回数。 本 W 

能 を' 丸行 した 後、 《 した 问 》 は 0 に リセ ッ ト します。 
(3) W 後に ^ボタン を 離した ときの カーソル 位 i?i 



マウス カー ソ ルの 形状の 設定 (機能 9 ) 



AX=9 

BX- 力— ソ ル 基 » 点の 水平 位 B ( 0 〜は） 
cx = カーソル tt* 点の *め: 位 fft 

(^解像力 ラー モー ド ： 0〜31) 
ャ カラー モ一 ド ： 0 —は） 
ト: S:I)X= カーソルの 形 を' ぶ^す るデ一 タブ ロックの 先 * アドレス 



なし 

： 職) 力 一 ソ ルの^ サ a お よ び 形状 を^ ^ し ま す。 

カーソル^ な は カーソルの 位 ^ を^す ゆ^で、 カーソルの 位 w は カーソル^ 準 点の 位 ^を 
返します。 w 定 できる 範 は 次のと おりです。 

水' IM ふ: W ： o 〜は 

f:imin ： な 解像力 ラ一 モー ド ： o — 3i 

カラー モー ド ： o 〜は 

カーソルの 形状 は、 あらかじめ 形状 を 示す データ を 次の MA 番で 定^して おき、 その データ ブ 
ロックの^ 頒 アドレス を 指定し ます。 データ ブロックの 太き さは ffl 解像力 ラ 一モードで 64 バ 
ィ ト、 は^ カラー モードで 32 バイ トのデ —タカ 《必 要です。 
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データ ブロックの 定義 
高 解像力 ラー モード 

下の M はな 解 f も カラ —モードの 場合の カーソルの 形状の システム^ 定侦 です。 » ビッ トの 

"にが ドットの * ^を、 が ffli を 味し ます。 したがって、 初期^'/ ii 時には この 形 (ん 
K，j きの 手形) の カーソル を^ ホ します。 カーソル^ *,ゥ： は （し 1) です。 



1 バイ ト目 



2 バイ 卜 目 



0 
0 
0 

0 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 



0 

1 

1 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

n 



0 0 
0 0 
0 0 



i 
1 
1 
1 

0 
0 

1 
1 
1 
1 
1 
1 

0 
0 
0 

o 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 



0 

0 
0 
0 

0 
0 

1 
1 
1 
1 
i 
1 
1 
1 
1 
1 

0 

o 

0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 
0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 



0 
0 
0 
0 

1 
1 
1 

0 

1 
1 
1 
1 
1 
i 
1 
1 
1 
1 
o 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 



0 
0 
0 
0 
0 
0 

1 

0 

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
i 
1 
1 
I 
I 

0 
0 
0 
0 



0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
！ 
0 

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
i 

0 
0 
0 



0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 



0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 



0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

1 
1 
1 
1 

0 
0 

0 
0 
0 



0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
0 0 
1 0 
1 0 
0 0 



0 
0 

(» 

0 
0 
0 



0 0 



0 0 
0 0 



0 0 0 0 
0 0 0 0 



最後の バイ ト 



この カーソル 形状の 場^の データ ブロック は 次のようになります。 

00, 00. 60. 00, 60. 



w 準 カラー モード 

下の K は fiS 申 カラ一 モ— ドの カーソルの 形状の システム^ 定 <fi です。 カーソル 点 は 

, 1) です。 1 バイ 



» 後の バイ ト 

この 力一 ソル 形状の 場合の デ一 タブ ロック は 次のようになります 

00,00,60.00.30. 00 



ooooooooooooooo ノ 

ooooooooooolooo 



oooooooooollooo 

oooooollllllooo 

ooooolllllllooo 

oooolollllllooo 

ooooolllllllooo 

oooollllllllooo 

ooollollllloooo 

ooololllllloooo 

oooollllllooooo 

ooollllmooooo 



oollooolloooooo 

C 1 1 o o 1111 o o o o o o 

olooolloooooooo 

ooooooooooooooo 



マウス 



マウスの 移動 距離の 読み取り (機能 n) in 

AX=11 

CX = 水平 方向の 移動 距離 （一 32768〜32767) 
DX = 承お 方 h 'りの 移動 距離 （一 32768 ~ 32767) 



[wm この 機能 を 柳，ぽ 行した ときからの マウスの 移動 ssi 離 を 返します。 この 馋能を ^行 後、 

K»(CX, DX) は 0 になります。 

移動 離 は 水卞: 方^で はん-力 K"n こ iK の ffi 力、'、 ^め: 方 14 では 下方 14 に 正の W を 加えます。 



ユーザー 定義 サブルーチンの 設定 (機 舫 2 ) 



QE1 



AX = 12 



に 



0 



](CX の ft ビ 7 トに 



L 力— ソ ル位 w の' &化 

— ん: ボタン を 押した 
一ん: ボタ ン 
一む ボタン を 押した 
一ん ボタン を雕 した 
一 mm 

(各 ビメ トが 1 のとき ON, 0 のとき オフに なり ます。） 



IvS ： 



= ユーザー^ ^サブルーチンの ァ ドレス 



結果 



ma 



CX レジスタで 桁 'ぶした が こったと きに、 あらかじめ' してお いた ュ— ザ 一定 * サ 
ブルー チン を'; i 行し ます。 CX レジスタに ft«t のビッ トを オンに した * 介 は、 そのうち 1 つ 

以上の 现 * が こ つ た と き に 05 む します。 

定^した サブルーチン は far コールで 吋 ばれる ため、 必ず far リターン してく ださい。 
また ユーザ一 定 * サブルーチン を^むす る ift に、 ft レジスタ を 次のように^ 定 します。 
AX レジスタ =fe こった 現 * 



0 



^(AX の ft ビッ トに》 'H じ) 

L カーソル 位 的の' お 化 

L ん: ボタン を 押した 

左 ボタン を 離した 
ん ボタン を 押した 
む ボタン を 離した 
木 使^ 



= 左 ボタンの 状 S 

o ： 押してい ない 
― 1 ： 押してい る 
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、 



BH レジスタ = も-ボタンの 状 S 

0 ： 押してい ない 
一 1 ： 押してい る 

に X レジスタ = 力一 ソ ル^ K の 水 1'： ゆ は 

DX レジスタ = カーリ 
ツキ一/ ドッ 卜 比の 設定 (機能 15) 



画 



AX=15 

cx= 水 'トカ^の ミ ツキ 一/ ドッ ト比 

dx 一 方 W のミ ツキ 一/ドノ ト比 



結果] なし 

カーソル を 8 ド ■/ ト W かすのに 必' おな マウスの^ 動) fl (離 を ミ ツキ 一の^ 位で^^ します （ 
ミ ノキ 一は 約 I ィ ンチ は, 54cm> です。 これによ り マウスの! « 度 を' & える ことができます。 



水平 方向の カーソル 移動 範囲の 設定 (機能 16) 



[引^ AX - Hi 

に X = 水 T' 力 14 の 力一 ソ ル移 WifiliH の fci 小 Wi 
l)X = 水' f ヵ^の カー ソ ル WW^UH の 人^ 



なし 

力— ソルの 水' に: カ^の 移 W»£ リ H を ^'ぶします。 移動 範リ H は、 その W 小 « とお 人 を S 定 する 

ことによ り 決ま り ます。 力一 ソル * 準 点 はこの 範^ 內を 移動し ます。 cx パラメータの w (が 

i)x パラメータの w より 人き い *合 は、 i)x パラメータ を お 小侦、 cx パラメータ を 人 W (と 

します。 

CX、 DX パラメ一 タの W の矩 州 は 0 から 639 までです。 

垂直 方向の カーソル 移勳 範囲の 設定 (《 能 17) 國 lllll I Ill llllll II 國 躍 II 國 I 漏 園 III 圏 llllllll II 國 I III 

ffjgn AX=17 

CX= ^め: 力 卞リ の 力 ― ソ ル移 ** 範リ H のお 小 tfi 
DX = * め: お^の カーソル 移 #カ 範^の 人 W 

r«in なし 

カーソルの «:め： カ^の 移動 を^ 定 します。 移動 範^ は、 その 小 w と ^ 人侦を 設定す る 

ことによ り 決ま り ます。 力一 ソ ル^ネ 点 はこの 範 [ffl 内 を 移 勅し ます。 CX パラメータの 侦 が 

DX パラメータの W (より 人き ぃ垛^ は、 DX パラメータ がお 小侦、 CX パラメータが^ 人 他 に 

なり ます。 

フ 7 ン クシ ヨン 16, 17 によって カーソルの 移動 範 Itti を 変 おして、 カーソルの なが 移動 範州 

外にな つた 垛 ^は、 マウス ドライバ は マウス 力一 ソル を 移動 範 yti 内の a に 移動し ます。 

CX、 DX パラメータの W の範 は 次のと おりです。 
ffi 解像力 ラ一 モ一 ド ： 0〜399 
—モ一 ド ： 0〜199 
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力一 ソ ル 表示 画面の 設定 (《 能 18) 



BX- カーソルの 表示 画面 



LM*J なし 

力一 ソルの^ ポ I* ほ i を^ 定 します： カーソルの 色 はお^^ I おの パ レツ トで^ 定 された に 従 
います。 




グラフ ィ -, ク川 vkam は 内^的に は 4 つに 'ふお j して 使) H してお り ディスプレイ l*itfri に はこ 
の 4 つの i 由 iifti を ft 成した もの を/^ しています。 

分', 1 Pi した rtifli は ブレーン 0. ブレーンに ブレーン 2. ブレーン 3 という^ 称で K 別し ます。 

ブレーン 3 について は 4096fc 巾 モ一 ドでゃ します。 

マウス カーソル はこの ブレーンの 1 枚 を «択 して/ i ポ しています。 

マウス 力一 ソル を どの ブレーンに お^する のか を 衍'ぶ する のが この ファン クシ 3 ン です。 

プレーン 0: も' (パレ ノ ト ，） 
ブレーン 1 が (パレ， ト 2) 
ブレーン 2:« (パレ- ノ ト 4) 
ブレーン 3 ： Wfc (パレ ゾ ト 8) 



12.5 サンプル プログラム 



この プログラム は マウス ドライ/ 、'の » 能の う ち 
• お j 期 ^定 

• マウス 力一 ソ ル のお, 仁 
• カーソル 位 k と ボタン 状 瑭 の^み 取り 
• 水平 方向の カーリ 
• 垂直 方向の 力— 
- カー 

の 5 つの 饯能を 使 川して います， 




注意 



この プロ グラム は、 4096fe^ 示が" f 能な アナログ RGB ディ ス ブレイ を 使用 しないと 正しく 
動作し ません。 
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プログラム を^^す ると、 i 由 jifH' に K (ぶし G(**J, の パレット を^ ボし、 それぞれの 色の 組 

み 合せに よって、 どのような 色が^ ボ される の 力、 が II で わかります。 

マウス カーソル を K, (に B いづれ かの パレ トに 移； » して クリック ボタン を 押します 》 ん ボタン 

を 押す と W 度が 上がり、^ ボタン を 押す と WHW^T がります 0 R, G, B すべての 色 を 組み合わせた 
ときの カラ一 コード を 肉' |A) のん: に ^ポ します。 

終 f する^ 介 は、 i*iiWh の 終 r と A かれた に カーソル を 移動し、 クリ ック ボタン を 押します。 

注意 この ゾロ グラム は、 4096色^,仁 が" f 能な アナ 口 グ ディスプレイ を 使 W しないと しく 
Wf1: しません つ また、 ディップ SU 卜 8 を ON' にして BASK: を feW してく ださい。 

100 1 マウス サン ブル プログラム 
1 10 9 

120 ' 光の 3 原色 （ RGB ) の 輝度 を 変化 させ 4 0 9 6 色 を 表示 
130 ' 

140 SCHEEN 3,0 ： COLOR ,,,,2 ' * 解像力 ラー モード、 409 6 色 

150 WIDTH 80,20 ： CONSOLE ，，0,1 ' ファンクションキー 消去 
160 C し S 3 

170 CLEAR ，& H 議 0 ： DEF SEG = &H8000 ' 機械 まき プログラム 職の 籠 
180 B し OA!) "mouse .cod" ， マウス ドライバの 说み iA み 

190 f 

200 SETUPz&HlOO ' マウス ドライバ 初期化 

210 SCRNP%=3 ： CALL SETUP( SCRNPX ) 
220 IF SCRNP% = 0 THKN PRINT "マウス 使用 不可ぎ' ： END 
230 ' 

240 DEF SEG = 0 ' 実 行閗 始 アドレスの 設定 

250 ADWEKK(&H33" )+PEEK(&H33»4 + l )*256 
260 MOUSE = AI)K + 3 
270 OKI- SKGr&H8000 
280 ' 

290 COLOR ' 幽面 作成 

300 I,INK( 120,0) - （520, 399 » ， 15,BF,0 
310 X=320 ： Y=150 : K= 100 

320 LOCATE 38 f 1 ： CO し OK 2 ： PRINT "R (赤〉 •' 

330 LOCATE 18,16 : CO し OK 4 : PRINT "G (li) '• 

340 し OCATK 56,16 : CO し OR 1 ： PRINT "B (青）" ： COLOR 7 

350 LOCATE 58,0 ： PRINT ，'終 了" 

360 し INE(456,0) - （520,19>,15,B 

370 CUiCLE(X, Y) ,K, 15 

380 C1KC し E STEP (— K/2,R*SQK<3)/2),R，15 

390 CIKC^E STHP(R f 0) ,R t 15 

400 ' 

410 D=R/2 

420 PAINT(X f Y-D) ,2, 15 , 赤 （R) 

430 PAINT は- D,Y) ，6, 15 ，黄色 （R + G> 

440 PAINT(X,Y+D) ,7, 15 '白 （R+G+B) 

450 PAINT《X+D,Y) ,3， 15 ，紫 （R+B> 

460 PAINT《X- R/2-D,Y + R*SQR(3)/2) ,4,15 ，！ ^(G) 
470 PAINT(X + R/2 + D l Y+R*SQR(3)/2) ,1,15 '青 （B> 
480 PAINT(X,Y + R + D) ,5, 15 '水色 （G + B) 

490 ' 

500 AX%=0 : BX%=0 : CX%=0 : DX%=0 : ES%=0 

510 CALL MOUSE(AXX，BXX,CXX,DX%,ESX> ，初期 設定 

520 AX%=18 : BX%=3 ： CALL MOUSE ( AX% f BX% # CX% f DX% t ES% ) 

530 '力一 ソルの 移動 Jg 囲 IS 定 

540 AX%=16 ： CX%=120 ： DX%=520 ： CALL MOUSE ( AXX ， BX% , CX% , DX% ， ES% > 

550 AX%= 1 7 ： CX% = 0 ： DX%=399 : CALL MOUSE ( AX% f BX% f CX% , DX% , ES% ) 

560 AX%=1 ： CALL MOUSE ( AX% , BX% ， CX% ， DXX , ES% > , カー ソクレ 表示 

570 R=15 ： G=15 ： B=15 : QUIT=( 1=0) 

580 ' 

590 *MAIN し OOP '色 を 16g 階に 変更 
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600 
610 

620 
630 
640 
650 
660 
670 
680 



LOCATE 0,2 ： PRINT "カラー コード •' 
LOCATE 4,3 ： COLOR 7 ： PRINT M &H" 
COLOR 4 ： PRINT AKCNVS ( HEXS ( G ) ) ； 
COLOR 2 ： PRINT AKCNV$ ( HEX$ ( R ) ) ; 
CO し OR 1 ： PRINT AKCNVS ( HEXS (B) ) 



700 
710 
720 
730 
740 
750 
760 
770 
780 
790 
800 



AX%=3 
IF AX% 
IF BX% 

*CHECK 
IF NOT 
AX% = 2 
CLS 3 

END 



CALL MOUSE ( AX% , BX% , CX% , DX% 7 
THEN UD=1 ： GOSUB *MOUSEON 
THEN UD = - 1 ： GOSUB *MOUSEON 

QUIT THEN »MA1N し OOP 
CALL MOUSE ( AX% , BX% , CX% f DX% , 



CO し OK 7 
ES%) 

: GOTO *CHECK 



ES%) 



•MOUSEON 

IF CX%<456 OR CX%>520 THEN 770 
IF DX%> 19 THEN 770 ELSK QU1T=( 1=1 ) 
C=P01NT(CX%-1,DX%-1) 
IF C=l THEN B=B+UD ： 
IF C=2 THEN R=R+UD ： 
IF C = 4 THEN G = G+UIJ ： 
RETURN 



RETURN '終了 



'カーソル 位 H の 色 を M ベる 
GOTO *LIMIT 
GOTO 化 IMIT 
GOTO » し IMIT 



820 »1'IMIT 



'色 は 0 から F まで 



830 


IF 


R<0 


THEN 


R = 0 


840 


IF 


R>15 


THEN 


II 


850 


IK 


G く 0 


THEN 


G = 0 


860 


IK 


G> 15 


THEN 


G=15 


870 


IF 


B<0 


THEN 


B = 0 


880 


IF 


B>15 


THEN 


B=15 



890 
900 
910 
920 
930 
940 
950 
960 
970 



C = B 

C = R»16 

C=R* 16+B 

C=G*16*16 

C=G*16*16+B 

C=(G*16+R)»16 

C=(G*16+R)*16+B 

FOR 1=1 TO 2000 



カラー コード 作成 
COLOR =( 1 ,C) 
COLOR- ( 2 ,C) 
CO し OR=(3,C) 
CO し OR=(4，C) 
COLOR:: ( 5 f C) 
COLOR=(6,C) 
COLOR=(7,C) 
NEXT : RETURN 9 リターン 



カラ一 コード 

&HFFF 
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ディスクの ファイル 管理 



4：^ では fffj'iV な ディ スクの Hli^ や BASIC の ファイル ^^の 方法な どに ついて 说明 します。 



13.1 —ディスクの フ才一 マツ 卜 

析 しい フ u ツビ一 ディ スクを bask: で 使 W する ために は、 フォー マ y トと 呼ばれる 初期化 を^う 

必' & があります。 この ソォ一 マツ トは使 W する システム により なる ため、 他の システム （MS-DOS) 

などで^ W していた フ U 7 ビー ディスク を BASIC で 使 川す る * 介 も フォー マツ ト を 行って ください o 

フォーマット は ディスク I, に データの ^み 冉 きを 行うた めの WW の K 分け を 行います。 そして K 分け 

した^ 域 を 1 IM ふ: と して デー タ を, 1 ' r き 込んだり、 ^み 出したり します。 
ディスクの フォー マツ トはュ 一ティ リ ティ ソフト BMENU の r フォー マメ ト j を 使 出します。 

細に ついては r 352Sfi BASK: ュ一 ティリ ティ j を^ 照して ください o 

ハー ド ディ スクを 使 川す る ttlft も M 様に フォー マツ トを 行います。 ただし ハ一 ド ディ スクの フォー 

マツ トはぉ ^令 体 を MKIj 化する 物^ フォー マ ッ トと ハードディスク 上の BASK; 9ft 域內を 初期化す る 

ぷ^ フォー マツ ト に^けられます 。物^ フォー マツ トは の r ハ一 ド ディスク • メンテナンス」 
で、 お^ フォー マツ トは 「フォー マ:/ ト j で 行います。 

ディスク はサ一 フユ イスと 呼ばれる ディスクの tfli と、 それぞれの Ifli に M 心 1リ 上に 《 き 込まれた ト 

ラック、 その トラ/ クを いくつかに 分 ffl した 七 クタから H! 成されます。 

ディスクの 物^的な^ み 冉きは セクタ ゆ W: で 行います。 1 セクタ は 通 W256 バイ ト です。 
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BASIC で 使 W«f 能な ディ スクの 仕 «は 次の 通りです * 



ディ スクの f<f,m 


サ一フ 上 イス ft ゆ 


トラ ッ ク ifrv 


セクタ ifi= ひ 


(5.25 ィ ンチ、 3,5 ィ ンチ） 
8 ィ ンチ は- ディ スク 


(ト 1 


(ト 7(i 


ト 26 


ト ラ , ク デ 1 ス ク (2DD) 

(r》.2r> インチ、 3.5 インチ） 


0-1 


0-79 


卜 1(; 


20MB ハ一 ド ディ スク 


0-7 


0-307 


卜: i:i 


10MB ハ一 ドテソ スク 


0-7 


0-613 


ト: i:! 



注意 



ゆ j" お,': i* 度 ディ スクと 8 ィ ンチは *^デ< ス クのサ —フユ イス 0 トラック 0 は 1 セクタ 128 
バイ 卜で フォー マノ ト しています。 

ハー ド ディ ス クの (はぶ iW めな もので 物 押. 的な 什 W と W な ります 



13.2 ディスクの ファイル 管理 ― 

HAsic で极' •) フ ァ ィ ルは， フ アイ ル y, によって bask: が Tfffi している ため、 ュ―サ '一が この 

|人】'《 をお I る必' おは あり ません， ただし l)SK ほ. DSKOS えな どで め: 接 ディスクに アクセス する 場^な 
どに は 必《 な M 报 です。 

li ASIC が' お^に ディ スク にの ファイル を アクセスす るに は、 データ を, におして いる 場所の 物 押. ァ 

ドレス （サ 一フェイス iT ふ、 トラ-， ク «= ひ， セクタ ft''J リを ドライブに Si ら せる 必' おがあります。 これ 

らの フ-, ィルの 位め' を する のに BASK: は デ< レクト リと FAT という 2 つの W ^テーブル を 使つ 
ています。 ただし、 のフ マ ィ ルの^ i*K は セクタ より 人き い クラスタ と Df ばれる (IU なで 行って いま 
す。 クラスタの 人き さは ディスク の tf tfl に よって % な り ま す。 

ディ スク の^み « き は セクタ で 行います が、 ttwau* の * 保, ISItt は クラスタ 1 iMfc でし か 行え 

ません。 すなわち、 ある クラスタの セクタ を つで も fliW すれば、 その クラスタの はかの セクタ を W 
川して いなくても、 ^初に 使 出した ファイル 以外の ファイル では 使 川で きない ことになります。 

13.2,1 ディレクトリ 

ディ レクト リの 中には、 その ディ スクに セーブされ ている すべての フ ァ ィ ルのフ ァ ィ ル^ ゃフ ァ ィ 

ルの R 性な どの ffi 報が 入って いま す 

—つの フ-, ィルに W する ディ レク トリの 怕枨 を ディ レク ト リエ ン ト " と 吋び、 16 バイ トで ^成され 
ています.， 〖iASK: は， ディ レク トリと 後^の FAT によって ファイルの 物^的な 格納 埸 所の 吋^ 付け 

を 行います。 

ディ レクト リで' できる ファ ィ ルの数 は、 ディ スクの ftst によって W- なり ます。 

ディレクトリ は 1 つの ファイル に^して 16 バイ 卜の tfi 钹を 持って いますつ 16 バイ トの 内お は 次のと 

お り です。 
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フロッピーディスク 



0 






5 


6 8 9 


10 


11 


に） 


[ 1 ~ 


― T 1 ~ 


- 1 " 


~ 1 1 


] 1 1 1 




1 1 r— 


~ 1 1 




人 


け' 




m< i き 




システム f' 


妁 


重 _ 




_ 1 _ 


_ 1 











― ド ディ スク 



0 5 


6 8 


9 


](： 11 


じ 


13 は 


I 1 r 1 1 t 1 


1 r 1 1 










フ ァ ィ ル ^ 






km 
クラス ダ 




ユーザ— A 別 


1 1 1 1 1 


— 1 — i — 




— I — 




1 1 



ファイル 名 

フ ァ ィ ル y, の »| に は SAVE え や OPEN 义 などで jfi 定 した フ r ィ ルの がんお 1 ; めで 人り ます' おつ 
た權 は? SCl(&H20) で « めら れ ます • Mtt に の 観に は拍定 した フ r ィ ル^ 拡 * f のれ ii» が 人り 

ます。 拡'; お广を fin ヒ しなかった はすべ て や I リで ディ レク トリが やいて いる こと を^し ます。 また 

フ？ ィ ル^の^ yri カ^ hi, 下 であれ は、 この ディレクトリ エントリよ り 後ろの ディ レクト リエ ン 卜 リは 
また' WilH されて いない こと を-な 味し ます。 



ファイルの 属性 

Wfk は ファイルの をお す もので、 ft ビノ ト ごとに 次の 味 を 持ちます。 
1 0 











マ ― 














フ アイ ルの種 II 


0 


SAVE 文 や OPEN 文で 作成した 一般の ファイル 


1 


BSAVE 文で 作成した ファイル 


未使用 


システム 予約 




ファイルの 書き込み 

W 止 


0 


害き 込み 可能 


1 


害き 込み 禁止。 SET 文で P 指定す ると この ビッ ト 
が 1 になります 




プロ テク トセ一 ブ 


0 


修正 可能な プログラム ファイルです。 通常 は 0 に 
なります。 


1 


ブ ロテク ト セーブした プログラム ファイルです。 
この プログラム に対して 條正を 行おうと しても ェ 
ラーになります。 SAVE 文で P 指定 をす ると この 
ビッ 卜が 1 になります。 




省き 込み チ I ック 


0 


書き込み 時の チ i ック 行わない 




(リード • ァ フタ' 

ライ 卜） 


1 


害き 込み チ i ックを 行う。 SET 文で R 指定 をす る 
とこの ビッ トが 1 になります。 




プログラム ファイル 


0 


アスキー 形式の プログラム ファイル c SAVE 文で 
A 指定 をす ると この ビッ 卜が 0 になります。 




1 


バイナリ 形式の プログラム ファイル 



ディスクの ファゲ ル御! 1 55 



先頭 クラスタ 番号 

フ アイ ルの^ yfi ク ラスラの *' ふが 人り ます。 クラスタ * ゆの 大きさ はフロ -, ビー ディ スク では 1 バ 
ィ ト、 ハー ド ディ スク では 2 バイ ト になります。 fat を 参照して ください。 



システム 予約 

& m' 下で ^めら れ ています。 



ユーザー » 別名 

ハードディスク を j さ^して いると， BASIC を 動 するとき に r User idemificrj と^ねて きます。 
これに W して?? えた 3 文 ひ: の データが この ffl に ft き 込まれます。 BASIC は ユーザ一^ 別名の '致し 
たフ ァ ィ ル だけ を 処^の W% に します。 



例 feW 時に ユーザ一^ 別 ^ と して 1 "ABCj を 人力す ると、 ハ一 ド ディスク 上に 作成す るすべ ての ファ 
ィルに ユーザ 一^別 y, として r ABCj を, 1 f き 込みます。 これらの ファイル は 起》 時に ユーザー 

,ぉ 川^と して 別の 3 文卞を 人力した ときには 使 JH できない ファイルになります。 例えば 
ンドを 'おむしても l*i [fii に^^されません。 



ディレクトリ 領 城の «K(2HD フロッピーディスクの 例） 

h 1*1)1 ,0,23, に モニタの 〔ひれ： + ； o ； 
Dri vo=01 Surfnco=00 Track=0023 Soctor=01 



0000 


05 


67 


64 


C9 


63 


Gl) 


64 


69 


63 


00 


47 


KF 


FK KK FF VY 


ogdicmdic U 


0010 


6f, 


C7 


64 


69 


63 


75 


64 


69 


63 


00 


45 


FF 


FF FF FF FF 


eRdicudic K 


0020 


65 


G7 


7A 


69 


70 


61) 


64 


69 


63 


00 


41 


FF 


FK FF FF FF 


o«ziprodic A 
eazipudic 8 


0030 


65 


67 


7A 


69 


70 


75 


64 


69 


63 


00 


38 


FF 


FF FF FF FF 


0040 


A2 


41) 


45 




55 


20 


20 


20 


20 


80 


37 


FF 


FF FF FF FF 


BMENU ^7 


0050 


62 


G し 


65 


6E 


75 


20 


20 


20 


20 


80 


33 


FF 


FF FF FF FF 


bmonu —3 


0060 


42 




4S 


4K 


55 


20 


41 


55 


54 


80 


32 


FF 


FF FF FF VY 


BMENU AUT_2 


0070 


42 


10 


45 


4K 


55 


20 


42 


4B 


50 


80 


30 


FF 


FF FF FK FF 


BMENU BKI し 0 


0080 


62 


61) 


65 


6K 


75 


20 


62 


6B 


70 


Oi 


2F 


FF 


FK FK KF FF 


bmenu bkp / 


0090 


42 


41) 


45 


4fc 


55 


20 


43 


50 


59 


80 


2E 


KF 


FF FF FF FK 


BMEM! CPY_. 


O0A0 


62 


6D 


65 


6K 


75 


20 


63 


70 


79 


01 


2C 


FK 


FK FF KF FF 


bmonu rpy , 


OOUO 


42 


4U 


45 


4E 


55 


20 


44 


43 


4U 


80 


2B 


FF 


FF FF FF FF 


BMKNU DCM— ♦ 


OOCO 


42 


4I> 


45 


4K 


55 


20 


44 


43 


31 


80 


29 


FF 


FF FF FF KF 


BMESU DC し） 


0OD0 


42 


41) 


45 


4E 


f»5 


20 


44 


43 


32 


80 


28 


FF 


FF FF FF FF 


BMKNU ひ C2— ( 


0OK0 


62 


6U 


65 


6K 


75 


20 


64 


63 


64 


01 


27 


FF 


FF FF FF FF 


braenu d<?cJ ' 


OOFO 


62 


61) 


65 


GK 


75 


20 


64 


63 


6A 


01 


IF 


KF 


FF FF FF FF 


bmenu dcj 


hj 


1 _ 


















( J 














r 1 


「ル: 


ft 






1 


urn: 


Y 









フ アイお 拡 *f- ^tilfl クラスタ 



13. 2.2 FAT 

ファイルと クラスタ 

ディスクの 物理的 な^み * き は 七 クタ HU なで 行われ ますが、 实 際の ファイルへの 割り当て は クラス 
タと 呼ばれる.' れ 位で 行います。 クラスタの 人き さは ディスクの によって異なります。 



ディ スクの 


クラスタ サイズ 


r> ィ ンチ （3, 5 ィ ンチ ）2iii) 


26 セク タ （ 1 トラ フク / 1 クラス 夕） 


「> i ンチん 3 ィ ンチ にル!） 


16 セクタ （ 1 ト ラ '7 ク /1 クラスタ） 


'20MB ハー ド ディ スク 


33 セクタ （1 トラック /1 クラス 夕） 


40MB ハー ド ディスク 


66 セクタ （2 トラック /1 クラスタ） 



ディスクの ファイル^ 瑰 



ファイルへの^ り、 リてを クラスタ ふ: で 行うた め、 ある クラスタの^^ の セクタ を WiW すれば、 そ 

の クラスタの^ りの 七 クタ を 使^して いなくても、 ほかの ファイルで その セクタ を 使 W する こと はで 

きない ことになります。 

FAT と クラスタ 

FAT は ディ スク 上の すべての クラスタの 使 出 状 ffi (その クラ ス タ を 使 W している か * 使 W 力、） を W 
^し、 それぞれの ファ ィルが どの クラスタ を どの 顺け: で 使って いるか を Wffl します。 FAT は ディ ス 
ク ヒの すべての クラス 夕 ごとに、 フロッ ビー ディ スクは 1 バイト、 ハ一 ド ディ スクは 2 バイ トのデ 一 
タを 持って います。 これらの 1 バイ ト あるいは 2 バイ トの データ を クラスタの ェン ト リ とい レ、 ます。 
この デ— タの W&hOO 〜& hFF (ハー ド ディ スクの^介は&»»0000~&»1ドト下ト'>にょってクラ スタの WiJH 

ffi がみされ、 これらの fi: 味 は 次のと おりです。 

【jask: のシ ス テムで f' 約され ている クラ スタに Wit する ェン ト リには &11ト下（ ハー ド ディ ス クは 

&hHTE) が、 使 出されて いない クラスタに Wtt する ェン ト リには &hFF (ハー ド ディスク は &h ドト下 F) 
が W き 込まれて います。 



\ クラスタの！ ♦ HI 
デ f スクの HfKl\ 


KAT の侦 


フ アイ ル の途屮 
(クラスタが Ife く） 


フ アイ ルの終 f 
t クラスタの Ai 後） 


* 使 W クラスタ 


小 ft クラスタ 


システム 約 
クラスタ 


ト^ 
ク ディ スク （2HD) 


00~&H99 


のい ずれ か 


&I 肝 






ク ディスク 《2DD» 


00 〜& H9 ト、 


&HC0 〜& 1")0 
のい ずれ か 


&ぼ F 






20MB ん薩 B 

ハードディスク 


000-&H99D 


&H4000* 
の 

いずれ か 


下 


&HFFFD 


&HKFPK 



*40MB ハー ド ディスクの 場合 は &H4042 



フ アイ ルの^ Vft クラスタ は ディ レク トリ エントリの 「^^クラスタ j に^き 込まれて います。 この 
クラスタに》 れ じ する クラスタ エントリに は 2 »li の クラスタ 》ひ 力 < 格納され ています。 さらに 
の クラスタ^りに ^する クラスタ ェン トリに は 3*S の クラスタ * ゆ、 3SP1 の クラスタ *''J に 対 
It する クラスタ ェン トリに は 4 »li の クラスタ *リ というよ うにつな がって いき、 frH もの クラスタ ft 

ゆに^^す るェン ト リに は、 その クラスタ 内で' ぶ 際に 使/ fi している セクタ 钕が 叩き込まれます。 



ディスクの ファイル は'瑰 



例 



という ファイルが、 お 初に クラスタ 21 を 使 出し、 to いて 22、 23、 24, 26、 お 後に 28 
を 使って います， クラスタ 28 では セクタ を 2 つ 使) H しています: • 



ティ レク 



18 



SAMPLE 


21 









リに 



19 

20 

22 

23 
24 

25 

26 
27 

28 



22 



23 



24 



；] 



26 . - 



28 - 



C2 



クラスタ 



クラスタ 21 



クラスタ 22 



クラスタ 23 



クラスタ 24 



クラスタ 25 



クラスタ 27 



クラスタ 29 





ド AT は、 その ドライブ を AiW に アクセスした ときに^み 込まれます。 その後、 ファイルの 内お に 
'お 化が あると ド AT を きめ: します。 

フロ ッ ビ一 ディ ス クに は、 M じ 内容の FAT を 3 簡 所に 寄き 込んで います。 
データで あるた め、 も し破壞 してし まった ときに «IH できる ように はなされて 



,れ はド AT が な 
ます。 



13,2.3 ハードディスクの フォーマット 
標準 フォーマットと 拡? I フ才一 マツ ト 

ハー ド ディスクの フ ォ一 マ 1 卜に は 20MB までの ハー ド ディスク を フォー マツ ト する は * フォー 
マツ トと、 IOMI1 のハ一 ド ディ スクを フォー マノ ト する 拡が フォー マ ， トが あり ます。 
参考 馋 W によって は 20N1B の もので もれ; フォー マ / ト できる もの もあります。 この で 
も ハー ド ディ スク はは ャ フォー マツ ト する ように してく ださい。 ハ一 ド ディ スクを 
BASIC だけで 使用す る 場合 は 抑«8 ありま せんが, ほかの アブリ ケ一シ a ンと分 ffl して 使用 
する ％ ひに は 問^が きます。 

腿 フォー マツ トを サボ 一 ト している システム は fe* フォー マツ ト した ハ一 ド ディ スクで 
も は;* フォー マツ ト した ハ一 ド ディ スク でも^み » きする ことができます. しかし、 は^ 
フ寸一 マツ ト のみ サボ一 ト している システムで はお,^ フォー マ 、-, ト された ハー ド ディスク 
^み A きする こと がで きません。 



デ f スクの —/アイ； い 



は ^フォー マツ ト のみ サボ 一 ト している システム 

B 本雜 DiskBASiC vcrLO 
Q MS-DOS vcr.2.XX 
拡 * フ ォ 一マノ ト を サボ一 ト している シ ス テム 
日本 Si DiskBASiC ver2.0 
H 輔 DiskBASiC ver3.0( 本 システム) 
II MS-DOS ver3-X X 



アプリケーション ソフトに は 的に MS-DOS \vr2A 1 が 組み込 まれて おり、 この 
MS-DOS は fe«Jk フォーマット を サボ一 ト していません、 したがって、 この アブリ ケ ーショ 
ン ソフトと BASIC を 使 川す る * 介 は、 はャ フォー マ， トを する ようにして ください。 この 
と b iiASIC の を MS DOS よ リ さきに * 保す るよ う にして く ださい。 そうしな いと 
BASIC の 》! 域が^ されない ことがあり ます。 

I0MB のハ— ド ディスク を 使用す る 場 介 は!?! 動的に お « フ * —マツ ト になります 

は ヤノ ォ一 マノ トの クラスタ サイズ は 33 セクタ （ I トラ， ク广 C すが、 ね フォー マ/ ト では 66 セク 
夕 < 2 トラ/ ク） に) W やされ ています、 
はサ フォー マ ズ ト では IJASIC など システムの は 必ず ひとつ だけです。 これに 纣 して 拡^ フ才— 

マツ ト では m じ basic の^ を «i«t«avirc きます。 榭ぉ改' ぶで きます が bask: で に 扱える の は 

1 つの »1域 だけです。 ， 

また a フォー マ， ト では ハー ド ディ スク からの fewii ケに スタ一 トァ ， ゾゾ w グラムが' 丸 むされ、 

どの システム をお! Hi する のか を 逸ぶ ことができます。 



は 3 ID 



ディスクに は ディ スクの 内' なをぶ 別したり、 才一 トス タ一 トで' 丸行 される コ マン ド を,, i!W した H) 

と | ゆばれ る I 七ク タの WiW が あり ます I 七 クタ は 2r>6 パイ トで ii) は 次の よ うな I 人 を W ちます o 



0 12 3 



2 お 



n:^ 卫二 






1 









オート スター トコ マン ド （254 バイ ト> 
こ オーブン できる フ r ィ ル K 

ディスク Wrt 



ディスクの ファイル '；ャ押 159 



ディスク 属性 

ディスク W 性 は その ディスクの 使用 ^境 を 決定す る もので ft ビッ ト ごとに 次の S 味 を 持ちます。 
7 0 



未使用 システム 予約 



ディスクの 書き込み 

» 止 


0 


書き込み 可能 


1 


害き 込み 禁止。 SET ドライブ 名， 'を 実行す 
ると この ビッ 卜が〗 になり、 以後 この ディスクに 
対して 害き 込みが 禁止され ます。 


未使用 


システム 予約 


害き 込み チ I ッ ク 

(リード • ァ フタ' 
ライ 卜） 


0 


害き 込み チ I ックを 行わない。 




書き込み チェック を 行う。 SET ドライブ 名， "R 
"を 実行す ると この ビッ 卜が〗 になります。 


未使用 


システム 予約 



同時に オーブン できる ファイル 数 

この 搠 に は l"j 時に オーブン できる ファイル 》 を 设' ぶします。 この <« に 255(&hFFW 《 《 き 込まれて 
いると bask: 時に 次の ような メ ， セージ を * 示します （初期^ぶ)。 

How many files? (0-15) 

この 欄に 0 から 15 までの Kftfi を 押き 込む とこの メ ツ セージ は^^せず、 ここで^ 定 した 数までの 
ファイル を ("1 時に オーブン できる ことにな り ます。 

ォー 卜 スター トコ マン ド 

オート スタート コマンド は bask; 動 時に 门» 的に 'おむ する bask: の 命令 を き 込む？ fi 域です。 
ここに W き 込ん た' ft 令 を あたかも キ一 ボー ド から 人力した ように' お 行し ます。 
この? fi^ft の^ stfi が o であれば * 幼に なり ます。 



160 ディスクの ファゲ ル 瑰 



例 



10 


05 


52 | 55 


iK | 22 



42j_4I)J_45j 55 J 22 



才ー卜 スター 卜 コマンド 

BASIC 《ち 上げ 時に RUN-B- 
MENU— をぶ 行し ます。 

ファイル 数 

|"1 時に オーブン できる フ アイ ル 
数 は 5 

ディスク 属性 

oooioooo ： «き 込み の,^ ii 



の 「才 一トス タ一 ト^' 4ij で 人力した ファイル 数と 才ー トス ター トコ マン ド はこの II) ( 
叩き込まれます。 



13.4 ディスクの 仕様 



i)sKi''m^ を wiJii して、 ディスク のれ は を ,《 ベる ことができます。 







DSKF (ドライブ 名, | 


トラック * ゆの 》大《 


DSKF (ドライブ 钆1) 


1 トラック^りの セクタ 数 


DSKF (ドライブ ケ， ,2» 


サ一 フェイス * りの 人 W 


(ドライブれ .3> 


1 ト ラ / クリ りの クラスタ Sfc (フ ロブ ビー 

ディスク ハー ド ディスク） 
1 クラスタ^りの トラ ッ ク^ (40MB ハ一 
ド ディ スク） 




ディスク 力り の クラス ダ数 


DSKF (ドライブ ん5) 


ディ レクト リの ある トラ / ク * 兮 


DSKF( ドラ ィ ブ^, 6) 


1 クラスタ' 1 i りの セクタ 数 


(ドライブん 7) 


ド AT の 始 セクタ * サ 


DSKF( ドライ ブ名 ，8) 


FAT の 終 f セク タ番 り- 


DSKF( ドライ ブ名 ，9> 


K AT の SC 


DSKF (ドライブ 名. 10) 


ディスク K 性の 七 クタ ふ 



ディスクの ファイル' え leu 



注意 



ハ一 ド ディ スク の^な は、 议 体の すべて を BASIC が WiHi し、 小 J'i セクタ 力、' つもない 化ィ? 
の W です つ また、 サー フェイス »ひ、 トラック ft も A 理的な W であり 、^際の ハード ディ ス 

ク の吻理 的な fttt と は » なり ま i| 
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1 や 

-sfs^ > <,ム 

丁 0>;>H、i 



2TS^ 、^ム 

OS, めれ- トム 

ト^ム 

OS 〜： よム 



J ヤー、： 



i 小- 5 •> 

Ly, ザ" ヽ 



K > "ヽ * 1 1 



s〜 I > r> 



4 4 一 yy 



^ 》 tt 



si 0 



7 0 



^ K w H i 



SI 1 や 

^/ 1 A れ^ 

2/ 一, i 



6IA 



ス 一〜 z^、 ^ ム 

^や 

お 6 丄 

z*ow>"> —拿 



i, ふ 



^一 、 

Z K > 4 卜丄 t 



3 ：〜 z 

l y- て rl4 ザ 



2 ：〜 一 へ- > 

«J 一 4 、 丄 



OSS 



Ki ；〜 



isv 0 



2 



基 



91 〜一 か /:> 

f 一れ、 6 ム 

一 y > ミ- It 

9 丁 一 -i ギ 

6i 〜一一れ 、 C ム 

f 一 //、へ 二 



KI ^ ^.v 

0 X > 4ヽ- 丄， 



91111 ケ^キ 



？ニ I I > ， ^ 

OK > 



A 4 ！ 51 



9 一〜 一 



6ii 0 



一 〜0 



<(§ 



9Z〜 1 4 

UM， 

IMS r 



M，2U ょ丄 

ミに •〜* 

9Z〜 1 

MIS r <, ム 

ょ丄 



0 A -5 -> 

0K> H 卜 —か 



9 ？;〜 s t:> 



お〜 一 ち//； V 

OK V 4^*1^ 



97 一 



s〜 0 



1 〜 0 



-s > 卜さ * な s 



s」 



ム < 1 



BASIC ユー ティ リ ティ 



本^ は、 H4:,ift Disk BASIC ユーティリティ ディ スク に^まれ ている BASK: W のュ一 ティ リテ ィ 
ソフト r BMENUj と r BTERMj r SYSSETj の 使用方法 について 説明し ま i| 



ユーティリティ ソフト BMENU で 行う ことので きる 処理 は 次のと おりです。 



機能の 名 ri9 內^ 


1 


アイス 7 ハツ 7 アツ ブ 


l"J CHffl のフロ ッ ビー ゲイ ス ク の IIIJ でノ、 ック アツ ブコ ビー を订 

います。 


2 


フォー マツ ト 


フロ 7 ビー ディスクの フォー マツ トを むいます。 また、 ハー ド 

ディスクにば て は ShWttflif-<* 行し、 * ォ 


3 


ファイル コ ビー 


フ アイ ル m 位に コ ビー を 行います。 


4 


ハ— ド ディ スク • メ ン テナ ンス 


ハー ド ディスクの フォー マツ トと， ハー ド ディスク ト. のフ ァ ィ 
ルのパ ノクァ ッ ブ および リス トァ をむ います。 


r) 


メモリ スィッチ' feoi 


メモリ スィ v チの 内お を' し， さ ま ざま な《 能の' &i や ifi 加 
をむ います。 


6 


H 本^人 力 ffi 能 メンテナンス 


u 本 人力 《 能 を 使いやすく する ために、 動作 《 境の' feui を 行 
います。 また、 日本^ 辞 寄の メンテナンス、 および 《 便 番号 辞 
« のメ ン テナ ンスを 行います。 


7 


ユーザー フォン ト • メ ンテ ナンフ 


： フォン トが * 定 * である 义字 (ユーザ— 定^ 外' ナ:) のフ ォ ン ト 
を 作成し、 プロ グラム 中で その フ ォ ン ト を 使える よ う な 処^ 
を 行います。 


8 


腿 ハ— ド コピー • オート スタ 


― ト^^ bask: の プログラム を 動的に'; i 行す る才一 トス 

タートの 馋 能 を设定 します。 また、 ページ ブリン 夕 
用に 画面の ハー ドコ ビーの 機能 拡張 を 行います。 
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ユーティリティ ソフト BTERM で 行う 処理 は 次のと おりです。 

1 ターミナル • モード bask: の 動作 モー ド をタ一 ミナ ルモ一 ドに 切り換え、 デー タ 



» 信 を 行います。 

また、 ファイルの アマ ブロード、 ダウンロード、 通 ^内容の 印 

刷、 黎照、 通^ パラメータの を 行います j 



2 エディ タ • モード 


アバ/け 一 ド^ソ アイ ルの 作成、 お^。 ダウン 口一 ド した ファ 




ィルの をむ います。 


3 パラメータ ^定 


データ ^を^な うため の パラメ一 タ を^^し、 ^定 した 




tf (を パラメータ ファイルに A き 込みます。 



ユーティリティ ソフ 卜 SYSSET で 行う 処理 は 次のと おりです o 

1 W 小 システム のれ: 成 ディップ スィッチ， メモリ スィッチの によらず、 

な システム だけ を, 4 み 込む システム ディ スクを れ: 成します ^ 



1 BMENU の 実行と 終了 



BMENU を^ 行す るに は、 ディスク ヒに 次の フ t ィル が必 K になり ます。 特に メイン ゾ u グラム は必 
ず必' おな ファイルです。 



メイン プログラム- 

8MENU . 



bmenu , 



く ディスク バック アツ ブ 

BMENU , BKP bmenu *bkp 



フォー マツ 卜 



BMENU . FMT 



bmenu *lml 



ファイル コピー- 



BMENU - CPY 



bmenu *cpy 



ハー ド ティ スク • メンテナンス 



BMENU . HDM 



bmenu * ndb 



bmenu * hdm 



广 メモリ スィッチ 変 55 

BMENU . SSW 



本お 処 « メンテナンス 

BMENU . SET bmenu *ent 

BMENU . DCM bmenu *dcm 

BMENU - ZPM 



ユーザー フォント 
BMENU . MKF 



bmenu *mkf 
bmenu *ent 



ード コビ一 • オート スタ 
BMENU . HCP 
BMENU , AUT 



1 11« Disk lUSIC ユー テ イリ ティ ディスク を ドライブ 1 に 七, トし 



RUN "BMENU I ^3 〕 または RUN "bmenu 〔 ， 



と 人力し ます。 次の ような メニュー を^^し ます 
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A 
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9 



BASIC UTILITY 



Ver X. XX 



M 



N U 

y クァ 



フォーマット 
ファイル コピー 

ハー ド ディスク • メンテナンス 
メモリ スィッチ 変更 
日本^ 入力 機能 メンテナンス 
ユーザー フォント ， メンテナンス 
拡^ ハードコピー • オート スタート IS 定 
メニュー 終了 （bask: に 戻ります） 



From 


： ブ | 图 


T]@| | 


TO 


ドライブ 
NO- 


[TI 


圆 g 






圆 



2 'お^する 処^ を 力一' ノル キ一 [ ♦ ) ( ~ ； つ あるいは 数'?： キー を 使って 逸び、 

r~«j~i キー を 押します 能 ごとに サブメニューと キーの 使 川 力-法 を ^ホ します ので 桁^ 

に {；£ つてく ださい。 
各 処理 共通な キー 操作 
処^の' ぶ 行 し f • 5 1 

処尸 I！ の 決^ し ぜ 1 

ift の に W る [ esc ] 

ドライブの 逸択 し 1 J- I 9 J ドライブ * ひの 

L_T J ( ♦ ) ディスクの 《ffi の逸択 
I ♦ 1 I ♦ 】 コ ビー^と コピー 先の ドライブの 択 

s) ft 処种 から rii^n キ— を 押す と 'つ! おの ゆ ほ! に w ります。 これ を^り 返す と^ 終 的に メイ 

ン メニューに ります。 メイン メニューで 「9 メニュー 終 f (BASK: に ^ ります)」 を jg び 

r «j ) キ一 を柙 すと ユーティリティの^ む を終广 し. コ マン ド 人力 モー ド になり ます。 



注意 I ESC | キー を 押して お の 肉' [(\\ におる 際 は 必ず ドライブ 1 にュ— ティ リ ティの 人った 

ディスク をセズ トす るよう にして ください。 

それぞれの!？ t 能 を サブ プログラムから' おむしようと すると- から: ii 行して ください。 -の 
メ ， セージが お^されます。 必ず メイン プログラム- BMEN に， -bmcntT から' 丸 行して くださ 

い o 



な ユー テダ リテダ 



2 ディスク バックアップ 



M じ ディ スクを 作る こと をバ / クァ/ ブを 取る といい、 1な 本の シ ス テム ディスクの 
コピー を 取る ときな どに 使 川します。 バックアップ は M じ ttsi の ディスクの でし かむ うこと はでき 
ません. 



0) メイン メニューから r ディ ノ、 クバ ノ クァ 7 ブ J に 力 一ソルけ 义钆' ぷ小 J を^ わせて f <^ J キ- 

を 押します。 

② r Kromj (11；': 本の フロッピーディスク を 人れ る ドライブ) の ドライブ * ゆと r Toj (コビ 一される 
フロッピ一 テ V スクを 人れ る ドライブ) の ドライブ *V 、デ イス 
を 押します。 



、 f W J キー 



BASIC UTILITY 



1 

2 

3 

4 

5 

6 

8 
9 



M E N U 

I ギ イス ク パック y ッ： ri 

フォー マツ 卜 



ハー ド ディスク • メンテナンス 

メモリ スィッチ 変 5E 

日本^ 入力 機 暁 メンテナンス 

ユーザー フォント • メンテナンス 

拡張 ハー ドコビ 一'オート スター ト 拉定 

メニュー 終了 （BASIC に I？ ります） 



From ト ライプ 

no 匪 CDI 



^iSf[f][S| 





圏 



ノ 



③ コビ一 ^の ディ スクが 既に フ * —マゾ ト して ある もので あれば 「小« リを、 それ 以外の * 介 は 「せ つ 

を f + j ( + 】 で 遒 沢し、 ( ^3 】 キ 一を 押します。 
® それぞれの ドライブに フ 口' ノビ一 ディスク を 七-ノトし、 [ f • 5 1 キー を 押します。 処 埤 をむ 

わず メ ィ ン メニューに お るに は し ESC 1 キ一 を 押します。 
® お^が 次のように 変わり、 バックアップ 処^ を^お i します 



L BASIC UTILITY 

1 ティ スク バックアップ 





物 ほ フォーマット 不 




謹 






処 If トラック Si 


0154 








• 卜 

丄 

n 


0019 


！ 



168 r'is/c ュ一テ < リテ/ 



il: 常 に 終 j' すると スピーカ 力、' ぬ り 、 »理 終了 と ぉボ します。 

® 処^ 終 n もし esc 」キ 一を 押す と③ の^^に I 乂 ります、 ここで フロッピ一 ディスク を 取り 換 

えれば^ けて バック ァ 7 ブ処 if をむ うこと がで きます 二 のお^で I ESC ) キ一 をもう '度 
押す と メイン メニューに おります， 

* 考 ， ドライブ * りに |"j じ ft ゆ を 指定す ると、 の ディスクと コ ビーされ る ディスク を 夂 びに 人 

れ 換えて 1 fr のフ u ソ ビー ディスク ドライブで バ -， クァ プブを 行う ことができます。 



BASIC UTILITY 



1 ティ スク バックアップ 

全面 コピー シス テムコ ビー 



「わ; 送; e ディスク j と 「お 送^ ディスク 』 の 桁 小に ic つて ディスク を 夂换 しながら ディスク 
コ ビー を む います, feiSit ディ スクは あらかじめ フォー マツ ト してお く ようにして ください 

I ±fli コピー | シス テムコ ビー | 
tei^Si ディスク を 入れて スペース キー を 押してく ださい。 

また、 ソ n ゾ ビ一 ディスク ドライブ を 1 台 しか W つてい ない!! IW で システム デ < スクを れ: 成 
する * ひ は、 「ディ ス クバ ソ ク ァ 1 ブ 」 の r シス テムコ ビー」 を';; 行し ます。 この itt ぐ r、 シ 
ス テム を コビ一 する ディスク は あらかじめ フォー マツ ト してお くように してく ださい 0 

I 全面 コピー | シス テムコ ビー 」 

« ^ティ スクを 入れて スペース キー を 押してく ださい。 



「も i 送 ^ディスク 」 と r お送^ ディスク」 の 桁^に M つて ディスク を 交換して システム コビ一 
を 行います。 

r ソォ 一マ/ ト , の 中の r システム ディスク」 と 「 ディスク コー ドコビ 一 」 は 2 台の フロ ズ 
ビ一 ディ スク ドライブがない とぶ むで きません。 
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3 フォー マツ 卜 



^人した ばかりの ディ スク や、 はかの システムで 使って いた ディスク を、 bask: で 使 W できる よ 

うに 初朋化 （フォー マノ ト） します。 



® メイン メニューから 「フォーマット」 に カーソル け 义お お, ro を 介 わせて 「 《J J キー を 押し 

ます 

② ^^が 次のように' おわります， 



1 

2 
3 
4 

5 
6 

8 



BASIC UTILITY 



MENU 

ディスク バ フク アップ 
： フ 》 —マツ H 
ファイル コ ビー 

ハー ド x イス ク • メンテナンス 

メモリ スィッチ 変 95 

曰 本 « 入力 機能 メンテナンス 

ユーザー フォント • メンテナンス 

拡^ ハー ドコ ビー • オート スター ト投定 



1 データ ディスク 作成 

2 システム ティ スク 作成 
3 ティ スクコ 一 トコ ビー 



ディスク を データ ディスクと して W いる 場な は 'データ ディスク j を、 システム ディスク として 

Wi 川す る^ は 「システム ディスク j を * びます。 r システム ディ スク j を * ぶと フォー マ/ ト 

終 n も、 システム ゾ u グラム （デ < スクコ 一 ド） をぶ き 込み、 b 八 suj^wwi ディ スクと して 使 川 
する ことが でさます r ディスク コード: j ビ一 j は 既 に フォー マツ ト して ある ディスクに シス テ 
ム プログラム だけ を^: き 込みます。 • 



注意 



のデ Y スクに システム ゾ U グラム を, 守 き 込む こと はでき ません。 
ハー ドデ f スク をソ才 一マ， ト （ST ひ した f も は、 づ 4 リセ メ ト をして くださいぐ おび, 

bask: が した 時点から, ハー ド ディ スクが 使 ffl できる 状! 8 になり ます。 



3.1 フロッピ一 ディスク 

3.1.1 データ ティ スク 作成 

(D サブメニューで 「データ ディスク j を 選びます。 
® フォー マ / ト する テ' < ス クを 人れ る ドラ ィ ブの ドラ 

® f <J 1 キ 一 を 押す と ^小が 次の よ う に 変わ ま す 



ゾ ひと ディ スクの ffeffi を 逸び ます 
桁ぶ した ドライブに ディ スクを 人れ 



い 5 キ一 を 押す と フォー マ"/ トを IJH 始 します 



J 



2*1 フォー マツ ト テー タティ スク ^ 成 



処 i? トラ ノク 》 


1 0154 1 




フォーマット 卜 ラック 


0005 ， 



， 処理 中 ！ 
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® フォー マツ ト処^ 屮は 

処理 中 

と 炎 示 し 、 E 常に 終 f すると スピーカが 《 り 
処理 終了 

と します 3 

ふ 処^ 終 广後 「 esc 1 キー を 押す と ③ の rttfii に ^ ります。 ここで， フロッピ一 ディスク を 取り 
換えれば、 ^けて フォー マツ トを むう ことができます。 （D の で ( esc 】 キ 一をもう 
押す と メイン メニューに おります。 



3.1.2 システム ディスク 作成 

① サブメニューで r システム ディスク 作成 j を^び ます。 

② r Fron り （ システム ディスク を 人れ る ドライブ) の ドライブ ft ゆと ディスクの^ し 「To」 1 フォー 
マゾ ト する デ f スクを 人れ る ドラ イブ) の ドライブ » ゆと ディ スクの H^i を^び f ^ 1 キー 
を 押します > 

③ それぞれの ドライブに ディスク を セットし、 ( f*5 1 キー を 押します 処 押 をり わず メイン 

メニューに; ペ るに は [ ESC 】 キー を 押します-. 
CD フォー マツ ト処 も、 システム プログラム を •"Frmnj の ディスク から^み 込み， r Toj の ディ ス 

ク に W き 込みます 処 屮は システム 作成 中 と ― します。 

ぽ に 終 f すると ス ビーカ が « り 、 処理 終了 と m します。 

ふ '^m r"ii5 ~") キー を 押す と 3 の ゆばば におり ます、 ここで、 フロッピーディスク を 取り 
換えれば， Ift けて フォー マプト を仃 うこと がで きます、 〔 3 ； の rtifii で厂 esc "1 キ— をもう lit; 
押す とメ イン メニューに W ります 0 



3.1.3 ディスク コード コピー 

システム ディ スク から システム ブ u グラム を ディスクに A き 込む 処^です フォー マ/ ト はむ いま 

せん， 

® サブメニューから 1 "ディスク コード コビ 一j を 逸 び， [_ ^9 1 キ一 を 押します。 

® r システム ディスクれ: 成 j と 1"| はに rFromj の ドライブと r Toj の ドライブ を人メ J します。 I 由 I 

\\<\ のお ポに從 つて キー を 人力し ます。 

③ r Fromj の ドライブから システム ブ U グラム を^み 出し 「Toj の ドライブ に^き 込みます % 
^屮は 処理 中と^ 小し ます。 

iK' おに 終 f すると スピーカ が^ り 処理 終了 と お^ します 



注意 「フォー マツ ト j の 中の r システム ディ スク 」 と r ディ スク コード コピー 』 は 2 台の フ U , 
ビー ディスク ドライブがない と' 丸: 行で きません。 1 台の フ cj ビー ディスク ドライブで シス 
テム ディスク をれ: 成す る^な は、 「ディスク バック ァ ブ j の r シス テムコ ビー」 を ^行し 

てくだ さい。 



れ ひ 7C ュ一テ / リテ 



3.2 20MB ハードディスク （標準 フォー マツ 卜） 



1 2.1 データ ディスク 作成 

0) サブメニューで 「データ ディスク 作成 j を 逸び ます。 

® ハードディスクの fffl を) "乂 ぉホ にして、 フ寸一 マ/ ト する ハードディスクの ドライブ * リを人 乃 
します。 



^3 】 キ 一を 押す と、 お, j ミカ、' 次のように ^わり ます。 
フォー マツ ト （^域 確保) する; (け まの 人 ささを 人力し ( ゆ 1 キ 一を 押します、 ^域の 入き さ 

は、 （)s の mi が [ 1 あるいは bamc となって いる ffl の 化 iw ドで 仿'ぶ します: > 

フ才一 マツ ト をむ うと、 確保され ている bask; の の デ》タ は iiU' されて します 必 « 
な データが ある 埸^ は、 フ 口/ビー ディスク などに 移す ようにして ください。 



BASIC UTILITY 



2-1 フォー マツ 



テー タティ スク ^ 成 



フォー マツ 卜サ イス 
5MB 



MB 


OS 




1 




1 1 












3 




リ 




















b 
















8 








9 








10 









MR 




11 






12 




1 


13 








：■： 








\*> 








lb 




] 


17 






18 
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I I 



:'i r f '5 ， キー を 押す と フォー マプ トを wi 始 します。 フ *— マツ ト処 种. 屮は 
処理 中 

と^^され、 か おに 終 f すると スピーカが 《 り、 
処理 終了 

と^ 小され ます n これで ハ一 ド ディ スクの フォー マプ トは終 r です。 

⑤ [ ESC j キー を 押す と メイン メニューに おります 0 



3.2.2 システム ディスク 作成 

「システム ディスク 作成」 を' おむ すると、 ハードディスクから bask: を fcft する ことができます。 
「5H';i bask: の fcW と 終 。の r 1.10 BAMC と ハードディスク j をお 照して ください。 
® r 3.1 フロッピーディスク」 の 「3.1.2 システム ディスク 作成 」 と |"1 はに r Km mj (システム 
ディスク を セットす る ドライブ 》 の ドライブ »ゅ と r T 0j (フォー マツ ト する ハー ド ディスク ド 
ライブ) の ドライブ *''J を 人力し ます。 

② 「3.2.1 データ ディスク 作成 j と 1"1 じょうに BASK: の； 《Wt を 確保し フォ一 マットし ます。 

③ フォーマット 処^ 後、 システム プログラム を r Fromj の ディスク から^み 込み、 ハード デ イス 

クに w き 込みます 。処理 屮は システム 作成 中と もポ されます。 正 常に 終 r すると スピーカが 鳴 り、 

処理 終了と ぉポ されます。 
® 1 ESC 〕 キ —を 押す と、 メイン メニューに おります。 
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ハードディスクに W き 込む 処^です。 フォー マツ トは 



12.3 ディスク コード コビ一 

システム ディ スク から シ 

行いません。 

:l) r 3.2,2 システム ディスク 作成」 と l"ltfi に ^romj (システム ディスク を 七 /ト する ドライブ） 
の ドライブ * ゆと r To」 （システム プログラム をれ き 込む ハードディスク ドライブ） の ドライブ 
ク を 人力し ます。 

.2.2 システム ディスク れ: 成 j と に、 システム プログラム を r Fromj の ディスクから^ 
み 込み、 ハードディスクに, 1 き 込みます、 処埤屮 は «!： 理 中と^^ されます。 止:', おに 終 f すると ス 
ビーカが | ぬり、 処理 終了と^ 小され ます。 

ESC ] キー を 押す と. メイン メニューに W ります。 



3.3 40MB ハードディスク （拡張 フォー マツ 卜） 

3. 3.1 データ ディスク 作成 

® サブメニューで r データ デ< スク 作成 j を * びます。 

② ハードディスクの AW をな お お^にして * フォーマット する ハードディスクの ドライブ ft リを人 乃 

します。 

:t ( j キー を 押す と、 ^^力 《次のように' おわります。 
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2-1 フォーマット テー タティ スク ft 玖 



ォ一 マツ ト サイズ 
MB 



MB 

' 'し 


OS 
1~ 1 


OS 10 











































MB 


OS 


OS' ID 








































~~ i 







フォーマット 



TO I ト' ライ 
NO - 



圈 I^ISI 圈圍圈 



® 力一 ソルお 《i キ一 「 + ] [ 一 】 キーで r SftW«Wj を ^ おお 小させます。 
(D フォー マフ トに rfi 域 (?! 保) する^^の 人き さ を 人力し t ^3 ) キー を 押します。 人力した 敉卞 
が &*r: お^します， 

何 (域の 人き さは、 os の ffl が 【 ] となって いる »i ^の SiWi 以下 を 桁'ぶ します。 



〔 〕 キー を 押して、' ii 行す る W 域 を 決'/ U します。 os — id の ffi がト乂 t':^ 小し ます。 
I f -5 1 キ一 を 押す と フォー マツ トを IS1 始 します。 フォー マツ ト 処^ 中 は 



とお ホ され、 1 ト:' おに 終 f すると スピーカが « り、 
処理 終了 

とお ポ されます。 これで ハ一 ド ディ スクの フォー マ/ トは終 f です 
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® BASIC の^ 域 を 使用' ば 能な 状 @ にします。 力一 ソル 移動 キ一 厂 + 1 〔 〕 で 「状態^お」 

を 反お 农ポ させます。 カーソル 移動 キ一 【 ♦ ) [ j ] で 状態 ！乂ぉ を させたい bask: m 

W を 反 ぉ人 ポ させ、 ( «J ) キー を 押します。 

® ( t *5 1 キ 一を 押す と 状 態ト乂 おが 突 行され ます。 os の 欄に r *」 力 ゆ 示されて t ii,\sic 

カリ' 能な 状 S になります， os の 欄に 「*」 が农ポ されて いる 状 S で 「状態 変 お」 を * 行す 

ると 「*」 が 消えて、 使用で きない 状 » になります。 使用 町« な領 K に は、 いくつか » 定 した 

BASIC ^域の う ちの ひとつ だけし か^' >ヒ で きません。 



い' ESC 〕キ 一を 押す と メイン メニューに おります， 



必^な く な つ た を ほかの システムで Wi»H で きる よう に 枚す る こ と がで きます。 
® カーソル 移動 キー ( 一 1 [ 一 ) で r »iMUSl 枚」 を なぉ炎^ させます。 カー 

ソル 移 》 キー （7"] ~ 1 ' ~ r~) で 間 故したい b as に m を 反 お a ポ さ せ 、 



② r f づ つ キー を 押す と^ fefeiiijy 乂 が^む されます。 os の ffl に [ 】 がみ 小さ 
れて、 は 1枚 された ことが 判ります。 



3.3,2 システム ディスク 作成 

r システム ディスク 作成」 を';^/ すると、 ハードディスクから bask; を する ことができます。 

「あ 1 ^ BASK; のお W と 終 の 「1.10 BASIC と ハードディスク j を^ 照して ください。 

r 3.1 フロッピーディスク j の 「3.し2 システム ディスク 作成 j と MW に r Fromj (システム 
ディスク をセ ッ ト する ドライブ） の ドライブ » ゆと r Toj (フォー マツ ト する ハードディスク ド 
ライブ) の ドライブ 》 ゆ を 人力し ます。 



(D r 3.3,l データ ディスク 作成」 と 1"1 じょうに BAMC の; fi« の 人き さ を 人力し [ ^3 キー を 
押します。 

CD [ «J ) キー を 押して、 フォー マツ ト する^ « を 決^し ます。 os— id の ffl が^ fe^ ポ します。 

④ OS — II) を 人力して 【 《9 】キ 一を 押します。 OS — ID は bask: の? ft 域 を K 別す るた めにつけ 



るケ です。 この ケ, ii ひの ついた？ ft 域に は システム プログラム がれき 込まれて います。 f d> ) 

キー だけ を 押した とき は Disk BASIC 2.0 になり ます。 



[ f - 5 】 キー を 押す と フォー マノ トを ISI 始 します。 フォー マツ ト 処理 後、 システム プロ グラ 
ムを 「ド roinj の ディスク から^み 込み、 ハードディスクに « き 込みます c 処^ 屮は システム 作 
成 中と お^されます, ふ: 'おに 終 f すると スビ一 力が W り、 処理 終了と^ ポ されます。 

「3.2.1 データ ディスク 作成」 と W« にや する; ft 域 は 「状 ffi'&ij をぶ 行して 使 能な 状 
想に します。 



ESC j キ 一を 押す と、 メイン メニューに おります。 



3,3,3 ディスク コード コピー 

システム ディ スク から システム プログラム をハ一 ド ディ スク におき 込む 処^です。 フォー マツ トは 

行いません。 

① r 3，3.2 システム ディスク 作成 j と M はに 「Fromj (システム ディスク を セットす る ドライブ） 
の ドライブ * ひと 「丁 OJ (システム プログラム を ft き 込む ハードディスク ドライブ） の ドライブ 
*''J を 人力し ます。 
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② r 3.3.2 システム ディスク 作成 j と I 'り はに、 システム プログラム を r Fromj の ディスクから^ 
み 込み、 ハードディスクに 叩き込みます。 処埤屮 は 処理 中と お, おされます。 正常に 終了す ると ス 
ピ一 力が ％ り、 処理 終了と^^ されます。 

® 使 W する 》i 域 は 「状態 変 Oij を 'ii ^して 使 能な 状 S にします。 

④ ( ESC j キー を 押す と、 メイン メニューに おります。 



4 一 ファイル コピー 

ディスク I. に, ヒ愤 している ファイル を ファイル 1 i» 位で 別の デ< スクに コビ— します。 ディスクの 全 
ファイル を コピーす る こと も、 桁定 した ファイル だけ を コピーす る こと もで きます。 



① メイン メニューから 「ファイル コビ 一 j に カーソルけ 乂 おお ポ） をな わせて [ oS 】 キー を 押 
します。 

© ^'romj にコ ビーす るフ マ ィルの 人って いる ディ スクを 人れ る ドライブ *' ふと ディ スクの を、 
r Toj にコ ビー を 作 る ディ スクを 人れ る ドライブ *リ と ディ スクの ff'SI を 人力し、 ( ^3 ： 

キー を 押します。 

③ ファイル コビ— の処 WlA ほ | を^ ポ します ので、 それぞれの ドライブに ディスク を 人れ、 「^込 j 
を して ( 1 キ一 を 押します。 ^romj の ドライブに 人って いる ディスクの 个フ ァ 
イル^ をお^ します 
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3 



□ED 



Ffom | ト ライフ 
NO-m 




國 








驪黼 






④ Ifi'^ した ファイル だけ をコ ビーしたい ときには r ファイル 桁； i£j を、 ディスク 上の すべての ファ 

ィ ルをコ ビー したいと きに は 令フ ァ ィ ル」 を 力— ソル 移 勑キ— [ ♦ j r ~ で^ 

び、 [ <sS 1 キ一 を 押します o 

® 「ファイル is 定 」 の坳^ は コピーす る ファイルに カーソル を 移動し (スペース 1 キー を 押します。 
ファイル 名が ト义 お^^に 変わり、 この ファイル を 実行時に コピーす る こと をボ します。 もう一 « 
(スペース】 キ一 を 押せば 通^の 衣ポ になり、 コビ 一はし ません。 
r 令 ファイル」 を 選択す ると すべての ファイル をコ ビーし ます。 



1 f - 5 j キ一 を 押す と; 义 ぉ^づミ した ファイル を Hfi 次コ ビーして いきます。 コピーの 終わった 
フ- パイ ルは; ij' おのお ボに 》乂り ます。 



ユー テダ リテ 



5 ハー ド ディスク メンテナンス 

ハード テ w ス クの^ ^域の i'rt ぶ （フォ 一マット）、 フ', ィ ル i&p: の バ-, ク ァ 1 ブ、 リ ス トァ をむ いま 

す。 



X メイン メニューから 「ハ— ド ディスク • メンテナンス 」 に 力一 ソル （I 乂 おお 小） を せて 

r~^n キ- 



2 /^が 次のように « わり ます。 'お 行す る 処^ を^び ます 
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MENU 

1 ディスク バッ 
2 フォ— マツ 卜 
3 ファイル コピー 

4 r 八 — gy^i ク • メ ン 3 

5 メモリ スィッチ 変更 
6 曰 本 IS 人力 機能 メンテナンス 
7 ユーザー フォント • メン 

8 拡 » ハー ドコ ビー • 才一 トス タート 15 定 

9 メニュー 終了 （BAS にに 戻ります） 



1 ：全镇 《• 消去： 

2 ファイル パック アップ 
3 



5.1 全 領域 • 消去 

ハー ド ディスク を 物 ^フ *— マ-， ト します。 

0) サブメニューから f/ に 》i 域 を * び、 【 «J 】 キー を 押します。 

® フォー マ， 卜する ハ一 ド ディスクの ドライブ ft り を 人力して ( ^3 1 キー を 押します o 

③ 20MB の ノ、— ド ディスクの « 介 は <D-1 が、 I0M» の,、 一 ド ディ スクの U1 ^は' 3 ) -2 の | 由 iifii がか】; さ 
れ ます。 20MB の « 含 は «寧 フ *— マツ トを 行い、 IOMB の 場 は拡 * フォー マツ トを 行います 
20MB の ハー ド ディ スク によって は拡 * フォー マ， ト できる もの も あり ます 力 《、 ほかの アブリ 
ケ一シ 3 ンソ ソ ト と^ 'なして WiW する^^ はは if. フ ォーマ ト を * びます。 
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4-1 ハードディスク 全 消去 





OS 


1 






2 


























[ 1 




b 


； 


； ] 






J 


8 






9 






10 







MB 

11 

12 



13 
ペ 
IS 
16 



17 
18 
19 
し 2C 



処理 を 実行す ると ハー 卜 ディスクの 全 領域 
データが ある 場合 は、 すべて 消去され ます 



TO 



ドライ 
NO=3 



r 



BASIC 



4-1 ハードディスク 全^ 域 '消去 



拡^ フォー マツ ト 



MB 

— 




0 












































― 


^ 











処理 を 実行す ると ハー ド ティ スクの 全铋域 

データが ある 4 合 は、 すべて 消去され ます 



3-1 




fn ユー ティ "ティ 



; r fcfll が 終 r すると お^がす ベて [ 



] に 変わります 



参考 ハ》 ド ディ スクを J 'に^に フォ一 マプ ト する * 合に 
正常に フォー マツ 卜されて いない ディスクです。 

とお ホ される ことがあります。 これ は ではありません ので、 そのまま 処押 を^け てくだ 

さに 



ハー ドラ" ス ク の ItASIC JO: 域， I, のフ -, ィルを 1MB のフ U / ビ一 ディ ス クにバ / クァ ッ ブコ ビ一 し 

ます バプ クァ ッブ の; 巾で フ u / ビ 一ディ スク 力、' いつば いに なった とき は、 次の フ u ッ ビー ディ ス 
ク に^き をバ/ クァ 7 ゾ してます bas にお Wiry のュ— ザ— ^別 y, の 糾^ は なけず、 すべての フ？ 
ィルが 処^の とおになります 「フ/ ィルコ ビー」 と はこの. なが W なります 
フ u ノ \i—r< ス クは あらかじめ 「フ ォ 一 マ フト, の 「デ 一タディ ス クれ: 成 j でフ ォ 一マツ ト してく 

たさい。 

に サブメニューから r 7 アイ ルバ/ クァ 1 ブ j を « んで f "~ キー を柙 します。 
2 バノ ク丫 / ゾを りたい ハ一 ドデ f スクの ドラ ィ ブ * ひ を人ノ J します。 
:i 1 MIJVU 1 ビ一デ f スクを 七 / ト する ドラ イブ ft ゆ を 人力し ます。 
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3 ファイル コピー 



i_ita_ica] 



rrom 


卜 ライブ 
NO- 


m\ 


[Tl|@ 




< アスキー 

バイナリ • 

DC AV/C W 


To 


[V ライフ 

No=rx: 









fUtiLj が K お/ 4* している 状! 

BASIC フ r ザ ルが& ^されます。 




キ一 を 押す とハ一 ド ディ スク 内の すべての 



クラスタ サイズ 

フ y イル^ 式 
フ マ イル^ 
ユーザ—^ 別 



To 脚 ドライブに は バック ァ / プフロ ビーの ffi=v を" でお^ します。 

<X した ファイル だけ をコ ビーした いとき は 「ファイル ftniij を、 ディスク I： の すべての フ アイ 

ルをコ ビーした いとき は 「く? コビ 一 J を 押します。 



/f,lS/C ユー テダ リテ / 



フ ？ ィ ル^^の iiif? はハ / ク ァ '/ ブ する フ y ィ ルに 力一 ソル を； > せて I スペース^) キーで^ 択 



フ 口 /ビー ディスク をセ, 卜します 



« ff -5 〕 キー を 押す と^ +ム お^した ファイル を^ 次 バックアップして いきます。 コビ- 

わった フ 7 ィ ルは 通常の * 示に W り ます。 

® 途中で フロ / ビ 一ディ スクカ f いつば いに なった とき は r *NO"\X シー ト をセッ ト し ( «J ) 

のメ /セージが お …されます フロゾ ビーチ ソ スクを ift して キ— を 押します 

川 X0," が' おかされたら [ P 5 j キー を 押して 処^ を^むし ます 
© 'えし 州! がすべ て 終 f したら ( ESC 1 キー を 押して メニュー におり ます。 

5.3 ファイル リス トァ 

「フ V ぺ ル ノ、, クァ y ブ j でバノ クァ ノブした フ ァ ィ ル をハ一 ドテ' 1 スクに します 



サブメニューから 「フ ァ ィ ルリ ストア」 を « んで I " キー を 押します 



2 



クァ 7 ブ した ディ スクを 七， ト する ドライブ ft を 人お します 



ハードディスクの ドライブ ifr',J を 人 乃して し I キ一 を 押します, 

バソ クァ， ゾ した フ U / ビ一 ディスク を 七 マトし ます。 

r ,;A 込, カリ ，'ぶ^して いる 状 嫂で し ぜ I キ一 を 押す とフ" v ビ 一テソ スク | 人 j のす ベての 
BASIC フ t ィルが * ポ されます c 

From fl ドライブに は パプ クァ ノ ブフ。 ノ ビーの ft 'リカ" \0 し NO— でお^ されます。 

ffi'^ した フ ァ ィル だけ をリ ス トァ したいと き は 「フ マ ィ ル桁 'ぶ」 を、 すべての ソ r ィル をり ス 卜 

ァ したいと き は 「^コ ビ一 j を 押します， 

v ？ ィル 桁^の^; > はリ ス トァ する フ アイ ルに カーソル をな せて (スペース〗 キーで «択 します 



f • 5 〕 キ一を 押す と^ み 小した フ 7 ィルを Wl 次 リストアして いきます- リストアした フ y 



1 ルは 通常の ^ポに り ます。 

のソ i' y ビ一デ f ス クに またがる フ アイ ルを リストア したと き は で 「* 次の シ一 ト を 



セットし 厂 のメ /セージが A 小され ます この^ ひ は 次の ft り-の フロッピー デ イス 



クに i 換 して し キ 一を 押し ます の! に i ぺり ますので 6 m', やの 処^ を «^ します, 

する ソ', 'ィル の' ん yfi は ii; 广ノ u ツビ 一で リストアが 屮 断した ファイル を ft^iZ してく ださいつ 



6 メモリ スィッチ 変更 



メモリ スィ /チの 内お を 馋 能 ごと' します， 
メイン メニュ 一力、 ら r メモリ スィ プチ &ぉ」 

お^が 次の よ 'ヽ に' &ゎ り、 力一 ソ ル W キー 



[_^3 J キ一 を 押します 



y ) r ♦ ；) で 処押を 逸び ます 



o 



BASIC UTILITY 



MENU 

1 ティ スク バックアップ 
2 フォー マソ 卜 
3 ファイル コ ビー 

4 ハー ド ティ スク 'メンテナンス 

5 r メモリ スィッ チ ggi 

6 日本 S き 入力 機能 メンテナンス 
7 ユーザー フォン ト • メンテナンス 

8 拡張 ハー ドコ ビー • オート スター ト^ 定 

9 メニュー 終了 （BASIC に 戻ります） 



2 
3 

5 
6 



RS232C (初期） ； 



他 



メモリ サイズ 
拡» ボー ド 

拡張 モニタ 



ュ一 テダ リテ/ 



それぞれの サブメニューの 中で は 厂 ♦ 】 厂 ♦ 】 で馋能 を^び, 〔+ 1 〔 + 1 

で 指^ を逸択 します-メモリ スィ， チの システム ぶヒ妙: と^ 在の を 肉 ifii む 側に^ ホ します。 

(使用す る«« によって システム 設定 «<a&«) がお なる 場合が あ り ます』 



RS232C (初期) 



BASIC UTILITY 



5-1 メモリ スイッチ 変 g RS232C (初期） 



定 



X パラメータ 


齄 効 


有 効 


a ほ 方式 




半ニ纖 


テー タビッ ト長 ！ 


7 ビッ ト 


8 ビット 


パリティチェック 


な し 


あ り 


パリティ 


奋 ft 




ストップ ビッ 卜 A 


丄 厶 

1， '國、 

CM 


ぼ y ト 



SW1 


48 


48 


SW2 


05 


05 


SW3 


04 


04 


SW4 


00 


00 


SW5 


01 


01 


SW6 


00 


00 



RS232C (送受） 



に 



BASIC UTILI 



5-2 メモリ スィッチ AS232C (送受) 



」 



機 陡 


« 定 


ボーレート 


I 75I 1501 1301 60011200 
I7dnn Uftnn ocnn 


日 本 JS KIH 

シフ卜 コード KO= 


1B4B 
1B48 


< < 


CR 受は処 3 


CR 
(OPH? 


CR - LF 
(OPQAH) 


~ i?T=" ンキ— 

. 送は処 if コート' _ 


CR 


CR-LF 


S バラ メータ 


鳜 » 


有 効 











既; 


ほ:^ へ 


SW1 


48 


48 


SW2 


05 


05 


SW3 


04 


04 


SW4 


00 


00 


SW5 


01 


01 


SW6 


00 


00 J 



メモリ 一サイズ' 他 



BASIC UTILITY 



コ 



5-3 メモリ スィ ツチ 変 S メモ リサ イス • 他 



機 陡 


| 指定 1 


メモリ サイズ 128 2561 384 1 512 64C 
(K バイト） | 


高 * プロセッサ 不使用 


使 用 


テキス ト 画面の 
初期 カラー 


白 




(ターミナル/入出力） 

DEL コード 受 fS» 作 


BS/DEL 


NUL/NUL 



















I 指定 tt ' 


SW1 


48 


48 


SW2 


05 


05 


SW3 


04 


04 


SW4 


00 


00 


SW5 


01 


01 


SW6 


00 


00 j 



R'ls7(' ユー テ ダリ テ/ 



拡張 ボード '他 



謂 



IC UTILITY 



5-4 メモ リス イノ チ 変更 拡張 ボード' 他 



to "【 


指 'i' 


件 ゥ つ k 
ノ, r 小 r 


不使用 


使 用 


RS232C 

ボード 


不使用 


使 用 


GPIB インター 
. フ i イス ボード 


不使用 


使 用 























既定 


格定 « 


SW1 


48 


48 


SW2 


05 


05 


SW3 


04 


04 


SW4 


00 


00 


SW5 


01 


01 


SW6 


00 


00 



阁辺 《» 



BASIC UTILITY 



J 



5-5 



リス イッチ 変更 min»m 



C 機 RE 


m 定 




不使用 | 侵 用 


プリンタ 


固定 ディスク 》 先 


な し I 


あ り 


团定 ディスク ユーザ 織 別名 


使 用 


不使用 


ハー ドコ ビー 


白 熏 


カラ一 


立ち上げ 《■ 願 位 




2DD 


^HD 


■xr-Tiiijmi 


HDD»2 











！ S き' 


I'nH, 、 


SW1 


48 


46 


SW2 


05 


05 


SW3 


04 


04 


SW4 


00 


00 


SW5 


01 


01 


SW6 


00 


00 ジ 



拡張 モニタ • 他 



BASIC UTILITY 



5-6 メモリ スィッチ 変 S 拡 》 モニタ '他 



J 



m ii£ ] 指定 、 


1 モニタ ^ど i 


| 不使用 


使 用 


iiiii ハー ドコ ビー 


不使用 


使 用 



























/- | 


既定 僅 


指定 僅 


SW1 


48 


48 


SW2 


05 


05 


SW3 


04 


04 


SW4 


00 


00 


SW5 


01 


01 


SW6 


00 


00 



/iiS7f ュ 一テダ 'ノ テダ 



® [ f-5 】 キー を 押す と、 

* ディ ッ ブス イツ チ 2- 5 を ON にし、 
RESET 後、 変更され ます。 

と^ ポ されます。 

メモリ スィッチの 內容は を 人れ ため: 後に^ み 込まれます。 したがって メモリ スィッチの 内お 
を^ ^ した 後 は、 リ七ツ トを する 力、、 ボ^ を W り I リび ',1£;&： を 人れ るよう にして ください。 



7 日本語 入力 機能 メンテナンス 



かな^^ '&換 お 式に ^する^^ や、 おおの メ ン テナ ンス など を 行います。 次の 4 つの 処^ を仃 うこ 

とがで きます。 

in « 境 設^ 

かな 澳字 ftJWttt を 使用す るかし ないか、 および、 かな 漢字 をお » したと きの » 作 環境 

など を^' ぶします。 ^^できる irm は 次のと おりです。 

• かな M 字 S: 换機能 を， ffl する かしない か 

• F1 本^ ファイルの ファイル 名 （フ t ィ ルケ, 拡«丫 は .man .usr のみです。) 

• H>WftKW の ドライブ 

• HASIC を feW したと きの、 かな^ 卞' &換 W 能の 人 ハモ一 ド 

• W« 学 W を 行う かどう か 
•iS む （リ ターン》 キーの 馋能 

• スペース キーで' &換 をむ うか どう 力、 

リ W 冉の »ft ドライブ 

^^した 境 は、 をな 《 した ディスクで bask: を fe« したと きから^ 効に なり ま 

す。 

必 II な ディスク 

• II ^ft Disk BASK: ュ一テ イリ ティ ディスク 

• , ほぶ した をな おする ディ ス ク （li 本 uft Disk BASIC で フォーマット、 システム ブ ログ 
ラムの な^を 行った ディスク） 

12) U^ftWi 1 ? 

114^ぉド： を «U5 します。 この ゾ U グラムで は、 次の 3 つの 処^ を 行います。 

• ユーザ一^^ を メイ ン にお^す る 

ユーザーお ft に は、 ^人で 約 4000^ の^ お をな^で きます。 4000,ほ 以上の.' をな W する に は、 

現在 ユーザー にな 《 されて いる (iyft を メイン おれに もめ します。 メイン 《m に ユーザ一 w 

,'1 をお ぶす ると ュ一 ザ一 ぉ« は^になり ますので、 さらに fe 大 4000 おの^ ft をな^で きます。 

メイン にお ぷ した^^ は fiU 除で きなくなります ので 注^して ください。 
• ユーザーお み を I リ^ 成して ユーザーな お^^ のな ^場所 を 確保す る 

ユーザ一 に は 1000〜4000： の^ ft をな M できます 力、 似た ような^み の^お をい くつ もな 
M すると、 ユーザーぬ W の 中に やき^ 域が あっても 1 "ユーザ— 辞 « のお ^がいつ ばいです」 と 



/f 丄 S7C ユー テダ 'ゾテ / 



いう エラ 一メッセージ を^^す る ことがあり ますつ このような 場^、 ュ一 ザ一 辞？? をお 編成す 

• ユーザーがな^ した^ S の 一 £ を 衣^ (印 W) する 

ユーザ —がな おした^お を 確^す るた めに、 ユーザ— な »»れ よ を I 由 魔に * ホ したり プリンタに 

印刷したり します。 
必要な ディスク 

• 日 本^ Disk BASIC ユーティリティ ディスク 
• U^ft Disk BASIC の ディ スク 
編! (S の 》ォ％ となる li 本^お か拡 * ィ が man と usr のフ アイ ル） がな おされて いるもの。 



「日本 の 「ュ —ザ— »齊 の «合」 を * 行す る «ft は、 bask: の fe» 時に 农尕 され 

る r limvm an> We S ?0)15 し という メッセージに W して 5 以上の 《 (を、 「ユーザ— おゆのお 
お 成」 を' おむ する 坳^ は 3 以 h の ffi を、 「ユーザーお « の 'ft 出力 j をお むする 埸 ft は 2 以 

ヒ の鎮を sbg してく ださい o 

「(J 本^ Wftj の 「ユーザー 辞 ft の *5 含 j r ユーザー »ft の WI8 成 j 行う 場合 は、 W に 

fft えてお W ファイルの バックアップ を 取って おいてから ^行して ください。 
「II 本,， ひ^ i 1 に の r ユーザ— のお ィ f」 は ハードディスク I'- でし かで きません。 また、 こ 

の^ 介、 ハー ド ディスク I'. のやき »UA がメ ィ ン Mff (拡 *户 が man の' ノ r ィ ル） の 人き さの 
2 は以 I. 必' おになります。 



《3、 #j 霜り 儲 

« 便 》ゅ ユーザーお A を waa ます， この プログラム では、 次の 2 つの 処 押 をむ います。 

• WteiT'J で 叶び 出す 住所 を《« する 

• ユーザーが なおした を rwHt する。 
必 * な ディスク 

• U^ft Disk BASIC ユー ティ リ ティ ディスク 

• [l^mtDisk BASK: の システム ディ スク 

現在 使用 している «便# 兮辞 t»(egzipin die と cgzipu die) がな » されて いるもの。 



注意 r «^ffivW,、 を 'お/する 場 介、 便 ft ひお, 1 :: がな^ されて いる ディスク は 必ず ドライブ 

1 になければ なりません。 Kttft サ » 寄が ハ— ド ディスクに 2» されて いる 場合 は、 ft 便 * 
''Jff を フロッピーディスクに コビ一 して、 ドライブ〗 に七ッ ト して^ 行して ください o 



(4) ユーザー WWift ひも fi«T お出 力 

ユーザ一 がな^ した! 'ふと 住所 をお^ します。 
必要な ディスク 

• tl 本^ Disk BASIC ュ一テ イリ ティ ディスク 

• fi Disk BASIC の システム ディスク 

現在 使用 している ft 便 番 ゆ 辞書 (egripn die と egzipu die) が 登録され ている もの。 



fi-'lS7C ユー テダ リテ < 




日本語 入力 機能 メ ン テナ ンスの 起動 

① メイン メニューから 「II 本^人 力 R 能 メンテナンス」 に カー ソル U 乂 を ^ わせて 

【 «J 〗 キー を 押します。 

② 农ボ 力、' 次のように ^わり、 サブメニューが^ ボ されます。 



BASIC UTILITY 

日本 は 入力 機能 aaiss 定 ユーティリティ バージョン x.xx 

i 環 境 を^ ^^ ドライブ： 1 2 3 ~4 ^~ 5 6 7 8 規定 tfl 

1 かな 《 字 変換 を 使用し ない 

2 かな 漠字 変換 を 使用す る （K 便 番号 変換 は 使用し ない） 
3 かな ill 字 変換と K 便 番号 変換 を 使用す る 

- へ I J — 1 し ESC I 

n * m り i 

( n i * ) キ —でかな^ 卞' &换と 《使* ひ' も 换を使 川 する かどう か を逸択 し、 

厂^ r っ キ— を 押します。 
f« 出の. な 味 は 次のと おりです、 

• 「1 かな 変換 を 使 川し ない 」 

かな 漢字 ft 换と »«#^«換 を 使用し ません。 この場合の 漢字の 人力 は、 コー ド 入力 方式で 行 

います。 に^ 4 な [1 本よ 人力 j 参照） 

• 「2 力、 な«卞 'も换 を 使用す る （« 便 * リ^ 換は使 W しない)」 

かな 換馋 能の み を 使 L 、 ま す。 

• 「3 かな '変換と KWiT'j 変換 を 使) fl する」 
かな^^' &換 ffi 能と *i; 便 ftv' &換 ffi 能 を 使います。 




1 

2 
3 
4 
5 
6 

8 
9 



BASIC UTILITY 



M E 

テ イス クバ ッ 
フォーマット 



N U 




ハー ドテ イス ク • メ ン テナ ンス 
メモリ スィッチ 変更 

メンテナンス I 

ント • メ ン テナ ンス 



ユーザー フォ 

拡張 ハー ドコ ビー • ォー トス タート 定 

メニュー!? 了 （BASIC に 戻ります） 




7.1 環境 設定 

| サブメニューから ^t&^iLj を 逸び I «J 1 キー を 押します。 

2 み 小が 次のように' & わります。 H+^fla^ を^み 込む ディスク をセッ ト する ドライブの ドライブ 

術り を 迸んで し ぜ J キ一 を 押します。 U4^ft«iift を ヒの状 ffi に uMZ する 場介 は 「《i 



お Wj を 》択 します 



0 



号 

# 力 

害 便 出 

書 表 

sa 号 I K 



BASIC ュ一 ティリ ティ 1 8。 



②で 「说^ を逸択 した 場合 は、 初期 状態と して 「3 かな^ 卞 変換と^ Wi*v'& 換を 使^す 

る」 が 選択され ています。 



注意 



r S5 境 ,S 定 j で^^した W は、 その^ ii をな « した ディスクで bask: を: ケち 上げた ときに^ 
効になります。 



7.1.1 かな-漢字変換 を 使用し ない 場合の 3J 境投定 

® r l かな 澳卞 変換 を 使^しない」 を 逸び， [ «J 1 キー を 押します。 

(D 次の ような メッセージが ^ボ されます。 

環境 投定 する ドライブ： 12 3 4 5 6 7 8 



③ 



― 〖スク が セット されて いる ドライブ を 遒んで 「 f • 5 ) キ 

を 押します。 

^^した W 境が なおされ、 次の ような メ /セージが * ポ されます。 

糸 投定 した 91境 は、 環境 設定した ディスクで 起 》 すると、 有効と なります。 

Ci, f ESC ] キー を 押して メ イン メニューに W り ます。 



O 



7.1.2 かな' 漢字変換 だけ を 使用す る 場合の 環 境 IS 定 _ 

® 「かな ift^'felft を 使) |j する ゆ 変換 は 使 )11 しないし を^び、 [ ぜ 】 キ 一を 押し ま 

(D お^が 次のように 変わります。 [ ~ n ( ~ rn キーで^' ぶ を 行う 《H を 迸び、 i ♦ つ 

[ ♦ 】 キ —で その iHH にぶ 4i する 条 を S びます。 _ 

ひに ノア ィルの ファイル ^を * える 場^ は、 [ 令 ) ( ~ t ~ ) キーで 

に 力一 ソ ルを 合わせ、 f DEL J キー ま たは [_ BS 】 キー を 押して れ'" さ れ 



\ . man .usr/ j 

ている W» 名 を ifi してから 新しい » 齊フ r 
以内で、 爽 または カタ カナで つけます 



WW ファイル ^ は ゃィり 义' ド6 



o 



| _ BASIC UTILITY 1 






日本 K 入力 機能 ffl 境 設定 ユーティリティ 


バージョン X. XX 


i? 害 名 （ . man . usr) ： egbdlc 






曰 本 8 き 辞 害 ドライブ： 1 2 3 4 5 6 7 


8 




入力 モード： ローマ字 ひらがな 全角 


ローマ字 カタ カナ 全角 


ローマ字 カタ カナ 半角 


英 数 


全角 


英数 半角 






変換 モード： 自由 文 入力 変換 


文章 一括 変換 


辞書 学習 ： す る 


しない 




改行 （リターン） キーの 機能： 確定し. 次で 改行 


確定と 同時に 改行 


スペース キーでの 変換 ： しない 


す る 




1 機能 1 折 1 1 決定 1 


r esc 






Is り 











C3; すべての な Hi を^ 定 したら f ^3 キー を 押します。 次の ような メ ッ セージが * ポ されます 
環境 投定 する ドライブ： 1 2 3 4 5 6 7 8 

設^した H>K^ ぬ 境 をな 鉍 する ディスクが 七フ ト されて いる ドライブ を 選びます 



o 



184 れ ひ 'た' ュ―テ < "チイ 



® rt ■ 5 "i キ一 を 押す と、 ^定 した h 本^ ^坨 がな おされます。 
を 押す と メッセージが 消えて、 《 境 を^ 定 する ことができます。 

⑤ >S 定 した H 本^^ 境が な 《 され、 次の ような メッセージが^ ポ されます。 

^ 設定した 環境 は、 環境 設定した ディスクで 起動す ると、 有効と なります。 



ESC キー 



'« し ESC 」 キ 一を 押して メイン メニューに, 乂 ります、 



7.1.3 かな 漢字変換と 郵便番号 変換 を 使用す る 場合の 》 境 設定 



^ ソ 



② 



「かな^ 卞' &换 と! ひ' &換を 使 川す る」 を 逸び、 [ ^ 】 キー を 押します。 
^^力 c 次のように' & わります。 ( 令 ) [ ♦ 】 キーで 》5 定 を^う を ig び、 

し ♦ ) キーで その jj« 1 1 に 《3： 定 する 動作 « n: を * びます。 



水,, れ «，• に ノ-/ ィ ルのフ -/ ィ ルケ, を 変える 坳 ^ は、 匸 t 〕i i 〕 キーで 「ぉソ!^ 



( .man .nsrh に カーソル を ft わせ、 [ DEL] キ一 または 〔BS 〕キ《 "を 押して^ ポ され 

ている ff« ^を iH してから 新しい »« ファイル 名 を 人力し ます。 W« ファイル 名 は 半角 文字 6 字 
以内で、 爽玫卞 または カタ カナで つけます。 



曰 本^ 入力 機能 定 ユー ティリ 



バージョン X.XX 



害 ：5( . man . usr) 
日本 おお 害 ドライブ： 
入力 モード： 



変換 モード： 

害 学習 ： 

改行 （リターン） キーの 機能 
スペース キーでの 変換 ： 

号 i* 害 ドライブ ： 



egbdic 

12 3 4 5 6 7 

ローマ字 ひらがな 全角 
ローマ字 カタ カナ 半角 

英数 半角 
自由 文 入力 変換 
す る 

確定し、 次で 改行 
しない 

12 3 4 5 6 7 



8 

ローマ字 カタ カナ 
英数 全角 



文章 一! 

しない 

確定と 同時に 改行 
す る 

8 



「 t III— — I [ J ~~ ] I E§g^ 
iM 折：： 決 $」 戻 り 



③ すべての JHH を ^定 したら Q_^_J キー を 押します。 次の メ ッ七一 ジが^ ポ されます。 
現 境投定 する ドライブ： 1 2 3 4 5 6 7 8 

ふぃぶ した をな おする ドライブ を 逸 びます。 
^ ff'5 J キー を 押す と、 ^^した li 本^ 環境が な « されます。 

114^^6 の^ 定を やりめ: す 垛介は 【 ESC 1 キー を 押します。 [ ESC ドー を 1 1"1 押す と 

メ ッ セージが 消えて、 環境 を^' ぶしお す ことができます。 
⑤ ^^した II 本お ぬ 境が な玆 される と 次の メ ッ セージが 衣ポ されます。 

« 投定 した 環境 は、 環境 投定 した ディスクで 起 K すると、 有効と なります。 

お; ( ESC 1 キー を 押して メイン メニューに おります。 



bask: ュ一テ f リテ f 185 



7.2 
注意 



「B 本^ 辞 ftj を 実行 するとき は、 r « 境 》2j で 「かな 漢字変換 を 使用し ない j にあ ヒ し 
た ディスクで 動して ください。 

日本 ファイル は ft き 込み 禁 ih の Kit にしないで ください。 ft き 込み 禁止に なって いる 

場な は set コ マン ドで 力き 込み sii-. の w 竹: を 解 《a てくだ さい。 

「ユーザー »冉 の 钫介」 行す る 場合 は, BASIC の 時に 表示され る r How many 
files? (01 5) j という メ 7 セージに W して 5 以上の 值を、 r ユーザー W«= の W« 成 j を US 行す 

る ％ゃ は の を、 r ユーザー WW の 出力」 を^ 行す る^ ft は 2 以ト. の W を ^定し 

てくだ さい。 

r ユーザ— WW のお^」 1 "ユーザー »«= の W« 成」 を 行う 場仓は 万一 に 備えて »齊 ファイル 
の バ；/ クァ , ブ をと つてから 'おむして くださ t 、 0 

「メ ィ ン お, 1 ! と ユーザ一 ぉゾ r の はハ— ド ディ スク I- でし か 行えません つ また、 この * 
ff、 ハー ド ディ スクヒ のやき »i 域が メ ィ ン (拡 が man の ファイル） の 2 は 以上 必 'お 
になり ます メ ィ ン お, 1 F の 火 きさ は ni ぶ S コ マン ドで， ハー ド ディ スク I. のやき^ «は 
!>SKK M«t で, JSI ベる ことができます^ しく は r ll 本 ,iftl)isk BASIC リ ファレン ス マニュアル」 
をお^ してく ださい o 



① サブメニューから 「门+：ぶな, 1 : つ を び， f «J ) キ 一を 押します 

'ュ' 



お^が 次の よ うに 4 わり ます。 

H ファイルの ファイルれ を 変える は、 〔 DEL J キ一 または 1 ^ _ ) キー を 押 

して 3K 示されて いる W や! ^ を fff してから * しい IWT フ t ィル名 を 人力し ます o WW ファイルれ は 

に fn i 卞 6 字 以内で 、 K &卞 または カタ カナ でつ け ま 國 



r j i キー を 押して カーソル を 「ii も" ft あ ？,汴 ドライブ 」 には^して、 がな おさ 



れ ている ドライブ ケ, を « んで r ^ つ キー を 押します 



BASIC UTILITY 
5? 害 メンテナンス ユーティリティ バージョン X, XX 

辞 害 名 （ .man . usr) ： egbdic 

日本 SSi? 書 ドライブ ： 1 2 3 4 5 6 7 8 




m 択 



ESC 



決 定— 戻 り 
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お^が 次の よ うに * わり ます 



L BASIC UTILITY_J 

害 メンテナンス ユーティリティ バージョン x. xx 

ユーザー 辞 害の 結合 

ユーザー 辞 害の 再 S 成 
ユーザー 辞 害の 一 K 出力 
終 了 



カーソルで 機能 を S 折して リターン キー を 押してく ださい 



ftifm の. q: 味 は 次の と お り です <» 

• 「 ユーザー 辞 害の 結合 j 

ユーザー »»に《» した Wiift を メ ザ ン に ffi« します。 メ ィ ン»#へ«» された 単 ffi はュ一 
ザ 一 から 削がされます， 

• 「ユーザー 辞 害の 再 《 成」 

ユーザ一 》tt を W«l 成して ユーザー 》ft に 1 Mft を 》» する 領《 を * 保し ます o また、 ユーザー 
W ^にな W できる 1 iUv の^人 & を します。 

• r ユーザー 辞 害の 一 R 出力」 

ユーザ一 辞 #に«« した *» を 画面に « 示したり プリンタに 印 WI したりし ます。 

7. 2.1 ユーザ一 辞書の 結合 

ュ一 ザ 一 Wi 1 :: のお i> はお « フ アイ ルが ハー ドデ < スクに 人って いる 坳ぐ!" のみ' むで きます。 



注意 



ユーザ— の 介 を 行う は、 ガ に 備えて は ft フ ァ ィ ル ゆ i:* f が man のフ アイ ルと 

usr のフ アイ ル） はフ 口, ビー ディ ス ク などに バ， クァ， ブし てくだ さい、 バック アツ ブの 
力 法に ついては 1 " 2 ディスク バズ ク アップ j または r 4 ファイル コピー」 

てくだ さい。 



「ユーザー はれ のお i 介」 を 逸び， し y 」キ 一を 押し ま す 



お^が 次の よ うに' & わり ます. 結 介す るメ ィ ンぉ A ゆ ム* f- 力、' man のフ アイ ル） と ュ一サ 一 
(拡^ f- が usr のフ ア ィ ル） がな^ されて いる ハー ド ディ スクの ドライブ ft ひ を 人力 して、 「お 行 
に カーソル を ft わせて (~^— "1 キー を 押します。 
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[BASIC UTILITY j 
辞 害 メンテナンス ユー ティ リ ティ バージョン X. XX 

**** ユーザー 辞 害の 結合 **** 



辞書 を ドライブ iu: に 入れて ください。 



実行 中止 



® 次の メッセージが/ i ポ され、 メインお 内 と ユーザ— WW の^なが^ 行され ます。 
作業 終了 ま で 最大 30 分必赛 です。 

® ユーザー 辞！" r の 弒仓 がぶ 行され ている 問 は 「ユーザー 辞書の 結合 中です。 しばらく お待ちく ださ 

い。 J のメ ッ セージが ゆつ く りと え，: 械 します。 

ユーザー WW 中に M 音 «HM じ « みの 琳»> が ft 多く ある 場合、 その 单妍 はメ ィ ン» 害に 結合 で辠 

ない ことがあります， この 坳介 ビッ という ブザー 力 《 》s り、 ぉポカ 《 次のように 変わって メイン 

に な 《 で き な か つ た^ Jft と 'l^ft の^み を 《ボ します。 

の キー を 押す と/^ が^に おり、 ユーザーお^ の も 1 ^ を^ 行し ます 



0 



注意 



ここで^, された や.^ はメ ィ ン にお あされません。 このため ユーザー^れ のれ 介が 終 \' 

した 後 も その 'れ^ は ユーザー WW に 《 つ たま まに なって います。 



BASIC UTILITY ； 

i? 害 メンテナンス ユー ティ リ ティ バージョン x. xx 

**** ユーザー 辞 害の 結合 **** 
辞 害 を ドライブ S]: に 入れて ください。 

作業 終了まで 最大 30 分 必要です。 



何 か キー を 押す と 処理 を 続行し ます。 
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® メイ ン m«? と ユーザ 一おめの も^が 終わる と、 次の メ ッ セージが^ 示されます。 
ユーザ一 辞書の 結合 を 終わりました。 何 か キー を 押してく ださい。 

® 任. なの キー を 押す と 、ユーザ 一お- « の 結合 を 終 f して、 n 本お お W メンテナンスの メニュー I 由 iifii 

におり ます。 



7.2.2 ユーザ— 辞 害の 再 a 成 



注意 



ユーザ一 の おお 成 を 行う ift に、 フ i— に 備えて 辞 W フ ァ ィ ル （拡^ ィ が man のフ アイ ルと 
usr のフ アイ ル） は 別の フロ ッ ビー ディ スク などに バ / ク アップして ください。 バッ ク アツ 
ブのカ 法に ついては r 2 ディスク バック ァ -/ ブ 」 または r 4 ファイル コピー」 をお!! (！し 

てくだ さい。 



® 「ユーザ一 の |リ《 成 j を 》 び、 [ 1 キー を 押します。 • 

お 示が 次のように' & 1 わります。 1リ《 成 を 行う ユーザー おおが ひ 《 されて いる ハー ド ディスクの ド 



ライブ *'ふ を 人力して， l ぜ 〕 キー を 押します。 



I？ 害 メンテナンス ユーティリティ バージョン X. XX 



* * * * ユーザ —i? 書の 再編成 * * * * 



お 害 を ドライブ 3, ： に 入れて ください。 



寞 行 中止 



& 次の メッセージが^ ポ されます。 ユーザーお- W の 成 を 行 つた 後に、 ユーザー 辞 W にな^で き 

る 1 l^'ft の 数 を, ほ^します。 なお 数 は、 1000 , 2000 、 3000. 4000 の 4 HiSI の 中から 選びます。 
1 〜 4 の 敉'}： を 人力して 逸んで ください。 めに^ 示される の は 現 ft のな お^です。 
再繊成 後に 登 》 できる 《 大数 は、 約 X0O0 語です。 

® r mtj に 力— ソル を 介 わせ、 [ ^3 ) キー を 押す と ユーザーお-^ の i' ぱ成 が' 丸行 され、 次 
のメ ッ七一 ジ がお ポ されます。 

作業 終了まで S 大 30 分 必要です。 
ユーザ —WW の 結合 カ^ 行され ている IIU は 「ユーザー 辞 香の 再繊成 中です。 しばらく お待ちく だ 

さい oJ のメ ノセ一 ジがゅ つくりと ズ/M します。 
ユーザ— W ^の^ 成が 終わる と、 次の メ -' セージが ぉポ されます。 
ユーザ一 辞 害の 再 繊成を 終わりました。 何 か キー を 押してく ださい。 

⑥ 仃: ffi の キー を 押す と 、ユーザー « 冉の^ 成 を 終 r して、 h 本お お w メンテナンスの メニュー i 由 i 
面に 戻り ます。 
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7.2.3 ユーザー 辞 害の 一 R 出力 

(D r ユーザー^ はの -ぉ 出力 j を 逸び， [ «J 】 キー を 押します n 

© ^ポが 次のように' & わり ますので， 桁リミ されて いる ドライブに n+,ifi お' A をな^ した ディスク を 

七 7 卜します。 ^^されて いる ドライブと は 別の ドライブに H+:„ftWA をな おした ディスク を 
七 7 ト したい^^ は， Srt: キーで^ ポ されて いる ドライブ *リ を' します。 



BASIC UTILITY 
5$ 害メ ン テナ ンス ユー ティ リ ティ バージョン X. XX 

**** ユーザー i¥ 害の 一 R 出力 **** 



i? 書 を ドライブ 3 : に 入れて ください 



実行 中止 



「^行 J に 力一 ソル を ^わせて 〔 《J」 キー を 押します。 

® * ポが 次のように' & わります ので、 出 AI をす る 'i^ft の^みの ^l»H を 指' ぶします。 

ま ず 出力 を IKI 始す る りし ft の^み を 人力し ます li I- rt-w に * ベた ときに、 ここで 人お し た^み よ 
り も 前になる «t みの ユーザー ffJMWK は 出力し ませ X； 

ば^は r あ」 になって います。 別の^み を 人力す る 場^ は、 ( BS 】 キー を 押して 「ぁ」 

を ill してから、 ^み を 人力し ます。 



f BASIC UTILITY ] 
辞 害 メンテナンス ユーティリティ バージョン X, 

* * * * ユーザ一 辞 害の 一覧 出力 * * * * 



统 みの 開始 ： あ I 

読みの 終了 ： 



出力 先 ： 



□ プリンタ 
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S 出力 を は I 始 する の^み を人ノ j したら 1 ^3 j キ一 を 押します。 

® カーソルが 移 勅して、 ^^が 次のように' おわり ますので， 出力 を 終 r する の^み を 人力し ま 

す， /.： h'YWf に * ベた ときに、 ここで 人 乃した みよ り も 後ろになる みの ユーザーく え^- 'は, おは 
出力し ません， 

初期^^ は 「ん」 になって います。 別の^み を 人お する 場 介 は、 [ bs ) キ一 を 押して 「ん 」 
を i« してから、 ^み を 人力し ます。 





BASIC UTILITY 


辞書 メンミ 


トナンス ユーティリティ バージョン X. XX 


* * * * 


ユーザー 8 害の 一 S 出力 **** 


SE みの 開始 ： あ 




统 みの 終了 ： ん國 




出力 先 ： 




園 画面 




□ プリンタ 





® 川 力 ^を « 択 します r プリンタ j を * ぶと さは、 ブリン タカ (接^ されて いる こと を 確ぷ, してく 

ださい。 

「'お 行」 に カーソル を 合わせ、 ( «a 1 キ —を 押す と 'も 出力 を isi 始 します。 





BASIC UTIL 


ITY 


i? 害 メンテナンス ユー ティ 


リ ティ バージョン X. XX 


* * * * ユーザ— 辞 害の 


一 R 出力 **** 


^みの 開始 ： あ 




1* みの 終了 ： ん 




出力 先： 




謂 画面 

□ プリンタ 




実 行 


中 止 
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® ユーザーな^ UiMft の 出力 先に 「ゆ iiflij を 選んだ 場^、 登^ 単語が 說 みの 五十^ Wi に ^示されます。 

—つの i き iifii に 10 個の 登 $ ま舉^ が 表示され ます。 ^fei'iyft が iws 以上 ある 場合 は、 次のようにして 

^示 を 切り換えます。 ____ 

• r 次 ページ」 に カーソル を 合わせて 【 《g ) キー を 押す、 または f i 】 キー を 押す。 

^示されて いる^ S の 次の 10^ を します。 K 後の な^^ fi をお ポ する婀 ifti が 农ホ された と 
きに r 次 ページ j を 行う と r これよ り^の ページはありません。」 と * 示されます。 

• 飞な ページ」 に カーソル を 合わせて ( ~ an キー を 押す、 または ( ~ キー を 押す。 

直前に 表示して いた 10 新 を«^ します JR 初の 単 » を 表示す る » 面が 炎 示された ときに r 前 

ページ j を 行う と 「これより 》iS の ページはありません。」 と^ ポ されます。 



「終；^ に カーソル を 介 わせて 1 «J 】 キー を 押します。 
ユーザーな fel'i*-^ の一 おお ポを終 f します。 

ユーザーな folWcjft の 出力^に プリンタ J を * ん だ^^, 次の メ ッ セージが ゆつ く りと ,'•'.《： W し、 

刷され ます。 

プリンタに 出力 中です。 ESC キー を 押す と 中断し ます。 

ブリン タ への 出力が 終わる と、 n» 的に メ ン テナ ンスの メニュー に w : り ます， 

また、 プリンタへの 出力 を 途中で 中 I 卜. する は f ESC_J キー を 押します 0 ( ESC 1 キ- 

を 押す と 、 i'i 動的に H ^ui\^f} メンテナンスの メニュー i*iifti に w : り ま す。 

• ユーザ一^ が こ 1 i 1 よがな « されて いない * むは r sa されて いません。」 という メ ッ セージが 

^ポ されて、 自動的に H 本 冉メ ンテ ナスの メニュー WIB におり ます. 



7.3 郵便番号 辞 害 

上 サブメニューから 1 ■« 便 * りお お」 を 逸んで、 [ «J 1 キー を 押します。 

② お 小が 次のように' おわります， 



ドライブ 1 に K 便 * ゆ 辞 寄 (egzipm. die と egzipu. die) がほ錄 されて いる システム ディ スクを 神 

キ一 を 押します。 
W 除す る ^便 »v を 人力して 



鲨 



住所 を S 録 また 

一: )（ 



は 



• I ，* I • 



<^ ) を 押します 



Uil 



( f-3 ) 



二な おされて いる n-: 所 をお ポ します ので、 次の キー を 使って 処理 を « びます。 

した « 便 * りに ユーザーが なおした 住所が 2 つ 以上 あるときに、 住所 

をな M する 坳 所、 または 削除 する 所 を « びます。 
化^の または 削 を 終 f します。 

力— ソルの ある 仏 7( にお ポ されて いる 化 所 を ft 便 * リュー ザ一 辞れ から 削 

除し ます。 

カーソル のある^^ に ^所 をな おします， 
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1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 



*** 郵便番号 ユーザ— 辞書 登 ii プログラム *** 



3 9 9 



* 長野県 松 本 市 
* 長 ff 県 塩尻巿 



終了' 削除 '追加 どれ を 実行し ます か （い 1: 終了 ぃ2: 削除 ぃ3: 追加) 



注意 



住所のお に r *j がお ボ されて いるもの は、 K 便番兮 メイン »害 に ft» されて いる 住所で f 
ので、 fiiJB: できません o 



7. 3.1 住所の S» 

① ユーザー がな 《 した 所が 2 っ以 h ある tflft, カーソル 移 ft キ— 

て をな W する を 《 びます。 
® ( f *3 1 キー を 押します。 

:C ひ« する ひ: 所 を 人力し ます。 《!•: 所の^ さは、 ^fti'i": で 16 义ほ: 分の K さまでです 
④ ひ: 所 を 人力した らし ぜ J キ一 を 押します。 



ED 【 f 1 を 使つ 



0 



7.3.2 住所の 登 玆， 削除の 終了 



ん、 



[f- 1 〕 を 押す と、 
を 行う «便» ち 

します。 K^ff に' J ユーザー^ A の 編^ を 終わる とき は 〔 f*1 ) を 押します 



$ よ • 削 Kt の処 if を 終 f します。 

する i 由 iifii におり ます,： ^けて を 行う とき は 新たな «Wft''J' を 人力 



3) BMKNU を ドラ イブ 1 から feW したと き は、 ドライブ， に ユー ティ リ ティ ディ スクを 人し， 



^ つ を 押して、 メニュー に もどります: 



7.4 ユーザー 郵便番号 辞書 ー覽 表出 力 



a; サブメニューから 「ュ 一ザ 一 'fe お出 力」 を 逸んで、 [ «J 1 キー を 押します 
表示が 次のように « ります。 



ドライブ〗 に システム ディスク を 入れて ください。 
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ドライブ， に CKzip" die が ひお されて いる システム ディスク を W 人して 厂 ^ J キ 一を 押し 



④ りと n: 所 をお ホし 終わる と 「どれ か キー を 押してく ださい。 メニューに w ります。」 とお 

ボ します ので、 14 かキ一 を 押してく ださい。 
® ドライブ 1 にュ一 ティ リ ティ ディスク を W 人して [ «J ) キ 一を 押します: 

BMENU のメニ A—rtlft! にお り ます。 



8 ユーザー フォン 卜 • メ ン テナ ンス 

ュ— ザ— が^^す る 义卞 フォン ト （外'?:) の ひお または oift のた めの « 能です. ここで 作成した ファ 

ィ ルを U sck ( uu という フ アイ 'レ y, でなお すれば システム なに n« 的に この フ ァ ィ ルを, s み 込み、 
この ファイルに «^ されて いる 外' を f'liw する ことができます- また この ファイル を' &oi する こと 

もで さます-. 外ネを 使用す るに は os» した 16« コー ト' を 使 hi します。 

に メイン メニューから ""ユーザ 一フォン ト 'メンテナンス」 を 逸び、 [ ^3 ] キ 一を 押します 
» 示が 次のように * わります 0 

更新 または 登お です か (U/L) 

外 * フ t ィ ルの 修正 • ifi 加 を 行 う 場合 は Vmmi. ま た userfo.m 以外の フ ァ ィ ルを 外字 フ t 
ィル として 使坩 する 埸 介 はし (な 5 お を 人 乃し ます。 以下， Oi 新と ひお に 分けて 《A 明し ます。 
)6现 を 中 I にす る 場合 は、 [ ESC 1 キー を 押して BMENU の メニュー 蘭 曲に おり ます。 

8-1 更新 

折た に义 フォン トを 作ったり、 既にな « して ある フォン トを する 場な， あるいは は^ ファ ィ 

ル名 (uscrfo.ni>tt 外の 外字 フ アイ ルを 作り ます。 
® U を 人力す ると 

入力 ファイル 名 [1 ： userfo.nt] ： 

と A ポ します。 userfo.m はタに i": フ ァ ィ ルのは 準フ マ ィ ルケ， です。 別の フ ァ ィ ル^の 外 '}•: フ ァ ィ 

ルの I 人 J お を' &Ui する は その^ iW を 人力し， そうでなければ し 〕キ 一だけ を 押します。 

② 次の メッセ一 ジを^ ポ します。 

出力 ファイル 名 [1 ： userfo.nt] ： 

作った 义 卞フォ ン ト をな おする ファイル れ を 人力し ます， ！ li 新の 坳介は 人力 ファイル^と |,'| じ 
ファイル^ を 人力し ます。 新たに フ/ ィルを 作る 垛^ は 別の ファイル 名 を 人力し ます， 標ャ: ファ 
ィル の^ 介 は （ ぜ 1 キー だけ を 押します。 

③ 次の メッセージ を^ ホ します。 



始めます か (Y/N)? 
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一 ノア イル^ を えたと きな どに r N」 を 人力す ると Ai お J のメ 7 セージに おります。 「Y」 を 人 

力す ると ソォ ン ト お ^ゆ iifii を^ ボ します。 フォン ト fcifei 由 jifii に はコ マン ド モー ドと エディ ッ ト 
モ— ドが あり、 [ ^9 j キーの 人お で モー ドが W り^わり ます， 



コマンド モード 

L 人力 ファイルの «» されて いる 外卞 および » 正 または 迫 加した 外字 を システムに します 0 こ 
の KPff では 外 卞川 メモリに な W する だけな ので、 システム を リセ' ノ 卜する か' な ilft をり J るまで しかくえ 

おした 外卞は 使 W できません， 終ク; Gff メ K» で ファイル を Oi 新して 初めて 出力 ファイルに なおし ま 
す o 

E ^^を 終 f します， 次の メ /セージ は^ ホ します。 
外字 用 メモリ に 登録 します か (Y/N)? 

「Yj を 人お すると 外' メモリに な « します- ひお すると リセ ッ トす るか 4£i ゆ: を 切る までな お 
した 外字 を 使用で きます ゾ N j を 人力す ると 脚 用 メモリに ffi 錄 しません 0 どちらの * 合 も 次の メ 7 
セージ を S ポし ます。 

ファイル を 更新し ます か (Y/N)? 

「Y」 を 人ん すると 変^したり t^K した 义卞 フォ ン トを 出力 ファイルに 卉き 込み、 ユーザ一 フ ォ 
ント メンテナンス を 終 f します。 「N j を 人お すると 出力 ファイル を ^折せ ずに 終 f します。 

カーソル キー 外卞 選択の カーソル o を^ w します， 力一 ソルが 位^して いる コ一 ドに 吋す る义 

字フ ォ ン トを 作ったり ^正す る ことができます、 Wifii のおの フ ォ ン ト作成 «i 域の にに 义 卞コ一 ドを 

^ポ します。 



ユーザ 一定 》 外字 文字 保^ 

カーソル キー ： フォント «? 尺 

リ ターン キーで 決: £ 

G ： コー ド 呼び出し 



V e 



x. x 
〜 9 



1 
* 

+ 



カーソル 移！^ 

ドット オン 

ドット オフ 
オンオフ 取り消し 



0 1 2 

□ 



5 6 



8 9 A B C 0 E 



6 2 



ァ 

SS 了リ oooooooooooo 

§ みク 1C< 234567234 567 

： 6 6 6 6 66777777 

し UJCR 7777777/7777 
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[ <^ ] エディ ッ トモ一 ドに 人り ます フォン ト作 成め^ のん I. に エディ ， トモ一 ドの 力一 ソ 
ル を^^し ます。 

エディ ッ トモ 一 ド 

C iiiA; フ ォ ン ト 作 成^^に ある フ オン ト を ii'U;- (クリ ァ） します。 
R Wd: フ ォ ン ト 作成; Ti 域に ある フォント を fcife お, 卩 します， 
数字 キー カーソル を 移 ** します。 

v t , 

r^~) r~8~i r~r~i 

- CZEJ r~6~i - 
i i l r~2~i i _3 i 
- i ゝ 

* カーソル f ふ: w のドソ トを オン （ ^,/o します。 力一 ソル は + の, 义 ぉ^ ポに' & わります。 この 状 通で 

力 -- ソ ル を miri る と 化 W んの ドゾト を します。 この 状! S は [ + 1 ま たは [ 讓 ] を 
押す まで & きます。 

+ 力— ソ ル (の ド '-, トを オフ (iiU;-) し ま す。 力 一 ソ ル は + にも; わ り ま す „ こ の 状 馊 で 力 一 ソル を 
は #カ すると^! »'ん のド， トを ii'iJ:' します。 この 状 ffi は （ ~ * ~ 1 または [ 漏 ] を 押す まで^ 

きます。 

= 力一 ソル を = にします。 この 状態で カーソル を 柊 W しても、 ドット 状. 使 は 変 01 しません。 

Q すで に gl^ff み の 外 卞ゃ澳 字 ROM に ぉ僚 している 文字 フ * ン トを フォン ト 作成 領《 に 取り込み 

ます。 ( G 1 を 押す と 

呼び出す 漢字の 番号 を 入力して ください。 

とお ふします, »f び 出す « す -の« 字 コー ド (JIS コート'） を 人力し ます,， 例えば r 〒」 は 2229 で 
す f «J 〕 キー を 押す と、 その コード を ft む M じべ一 ジの フォント をす ベて^ 小し ます。 

人ん した コ一 ドの位 に 力一 ソ ルが あり ます。 カーソル キーで コー ドを^ Oi でき ます。 
f ESC I キ 一 を 押す と コード 人 力の;！ 尺 S に W : 0 ま すので、 別の ノ 、'ターン を き しなおす こと がで 

きます- もう m [ ゆ j キー を 押す とフォ ントが フォン ト 作成 9nw に 取り込まれ 既に フォ ン 
ト fi: 成め 域に ある フォントと 介 成します a なの フォント を 利 w して 折し い フォント を 作る のに 迚 

利な W 能です。 フォン ト収り 込み 後 は エディ V トモ一 ド になります。 

I <^ 1 フォント 作成; rtWi の フォント を し、 コマンド モードに 》乂 ります、 カーソル は 次 

のコ一 ドに 移! » します ， 

ESC ^fr: 作成 中の フォントの felfc を屮 |ト. して、 コマンド モードに おります。 カーソル は 次の コー 
ドに 移動し ます。 



BASIC ユー テ 《"チ < 



8.2 登録 

外' i : フ ァ ィ ル のは^ フ ァ ィ ル^ は userfo.nt です BASIC fcW 時には この フ ァ ィ ル を^み 込み、 外 
卞 コ一 ドを 人力す ると この ファイル にな « して ある フォン トが使 W されます。 この 名^ 以外の 外字 
ファイル を 使 W したいと き は r L」 を 人力し ます。 次の メッセージ を^ 示します。 

入力 ファイル 名 [1 :userfo.nt】 ： 

WiW する 外卞 ファイルの ファイル y, を 人力し ます。 次の メッセージ を^ 示し 'おむ を 終 f します。 
登 S が 終了し ました。 



後 はこ こで した 外'?: ファイル を^み 込みます。 



9 拡張 ハードコピー • 才ー卜 スター 卜 設定 



レス アムの 才一 トス タ一 ト の^^ • および フロ 7 ビ一デ f スク ドライブの ァ ロケ一 シ 3 ン タイ 

ブを します。 



' メイン メニューから r fe ^ハー ドコビ 一'才 一トス ター ト^お 」 を 逸び、 
します。 お 小 力、' 次のように' & わります • 



^ キー 



1 

2 
3 

5 
6 
7 
8 



BASIC UTILITY 



MENU 

ティ スク バックアップ 
フォーマット 



ハー ドテ イス ク • メンテナンス 
メモリ スィッチ 変更 

尸 ナノ 

メ ンテ ナン ス 
'矛 一 卜 ネ1 



E メ ンテ ナン ス 



ーサ 一フォント • 



1 Li ー卜ス 5 
2 オート スタート 解除 
3 ドライブ アロケーション 

タイプ 投 定 

4 拡 》 ハードコピー a 境 



® サブメニューで、 を * び、 1 «J 〕 キー を 押します 3 
9-1 オート スター 卜 設定 

B;\MC 力、' お！ » しため: 後に、 n#* 的に BASK; のブ ログ ラム を^ 行す る ffi 能です。 

® サブメニューから r オート スタート^ 定 」 を « び、 し 1 キ 一を 押します 0 

② オート スター ト^ 定 用の システム ディ スク をセッ ト する ドライ ブ ffi り-と ディ スクの f*)S を 選び 

厂 キー を 押します。 

③ システム ディ スクを 指^した ドライブに セッ ト し ( «j ) キー を 押します。 次の i 由 h おを^ ポ 
します。 



/us/c ユー テダ リテ 



BASIC UTILITY 



8-1 才一 トス ター ト拉定 

1 at 込 ir^n 

同時 オーブン ファイル » 

[0— 15,225( 丼 オート スタート）】 
才ー卜 スター 卜 コマンド 



TO 


卜' ライブ 

No-m! 




ei i 


圓 


'ヌ i 





お に Hmv m;.nv fik's? U) —し やに^ える- ノ-, ィル の^を 人ん し [ ^> . キー^ fl 1 し 



ます- 人力で きる^ は o から ir» までの，^ です また 2r ふ を 人力す ると 才一 ト スター トの 科お: に 
な り ま す 

•V & いて 才一 トス タ一 トコ マンド を 人力し ます i! お 尺253文卞 まで 人お できます。 ここで 人力した 
コ マン ドを B:\SK： fe«H.V に^むします。 



[ f-5 ] キ 一 を 押す と 処^が 終 r しま す 

9.2 才一 卜 スタートの 解除 

オート スタート を おします. 



① サブメニューから 「才 一トス タート 解お』 を 逸び、 【 «3 〕 キー を 押します。 

② 才一 トス タートの 《3：定 を 解^す る システム ディスク を セットす る ドライブ *ひ を 人力し， カー ソ 



ル移! W キー [ ― つし ] で ディスクの W: 抝を « びます。 



^ キ一 を 押します 



システム ディスク を 桁^した ドライブに 七， トし、 J キー を 押します 



C ESC 1 キ一 を 押します 

9.3 ドライブ アロケーション タイプ 設定 

システム ディ ス ク にの ドラ ィ ブァ ロケ一 シ a ンテ一 ブルの J ^を' & える PS 能です。 これによ 
イブの 位が ft わり ます』 



X サブメニューから 「ドライブ アロケーション タイ ブ^' を 逸び、 [ «J 】 キー を 押します。 
② ドライブ ァ ロケ一 ショ ンテ一 ブル を' & える システム テソ ス クをセ ッ ト する ドライブの ドライブ * 

ゆと ディスクの 忡 Si を 逸び、 [ «J 1 キー を 押します 0 

(D システム ディスク を 指定した ドライブに 七/ トし、 [ «J 】 キ 一を 押します： ディ スクの 内 
おを^み 込み、 ^^の^^ をお, k します o 
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I BASIC UTILITY | 

8-3 ドライブ アロケーション タイプ 変更 

ZEE 回 





タイプ 2 1 


タイプ 1 


m 


1MB 


640K 




i 


i 


位 


640K 


1MB 



し 力一 _ ソル 移動 キー r ― I r 〕 で アロケーション タイプ を逸択 します。 

® LL' 5 】 キ— を 押します つ ドライブ アロケーション を' し、 処理 終了の メッセージ を 表示 



します 



9.4 拡張 ハードコピー 環境 設定 

ページ プリンタ を 使 HI している ときに、 ページ ブリン 夕の W 能 を やかした ハー ドコ ビー を^ 行す る こ 
とがで きます。 ページ プリンタ 以外で この 《 能 を 使っても 正' お 動作し ません ので 注: S してく ださい。 



サブメニューから r ハードコピー 環境 ^定 」 を 道んで 

ェ 



一 ソル 移動 キ 



^ 】 キー を 押します。 

を 使って COPY 1 コ マン ド、 



COPY 2 コマンド、 COPY 3 コマンドで * 行され る 傚 能 を^ 定 します o ページ プリンタ 以外の 場 
介 はすべ て樣 率に ^定 してく ださい。 



BASIC UTILITY 



8-4 拡》 ハードコピー 定 (印字 方向、 ft 案） 



機 能 


指 定 


copy 1 ngg 

(CTRL+COPY) 

倍 串 


2/3 
4/3 


1 *aen^ 

3/3 


COPY 2 方向 
(GRPH+COPY) 

倍率 




$f 印芊 

3/3 


COPY 3 方向 
(COPY) 

tt 率 


1 響 1 ,【 

2/3 3/3 
4/3 






③ 【 f*5 〕 キ一 を 押しす と， 拡張 ハードコピーの 機能が 設定され ます。 



新しく BASIC を 起動した ときから、 この 設定が 使用で きます 



O 



注意 



ページ プリンタ は PC-PR601 



つた ページ プリンタの ことです。 
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10 通信 ユーティリティ 



U 本^ Disk BASIC の 動れ: モ一 ドに は、 BASK: のコ マン ド》 を' ぶ 行す る BASIC モードと、 テ— タ 

JlflU を 行う ターミナル 'モー ド 力、' あり ます。 ターミナル 'モー ド では コンピュータの KS-232C ィ ン 

ターフェ イス を 介して 接^され ている K 器と データ 通 <に; を 行います。 
ilfiU ユーティリティ r BTEKM」 では、 BASK: モードから ターミナル • モードに お 1 御 を 移して デ一 

夕 通^ を 行います。 

また このほかに、 通お パラメ — タの^ 定、 i!flU 内 ft の * ポゃ印 W、 ファイルの felfe や アップ 口一 ド、 
ダウンロード、 など をむ うこと がで きます。 



(1) ター ミナ ル • モー ド 

BASIC を ターミナル • モードに して、 インタ一 フェイ スを 介して 接^して いる tt^ と 

データ iifiW を^い ます。 送' 2セ した データ は スクロール バッファに, Wfi され、 に l*irfU' にも^ 

示されます。 



する データ は 次の 2 つのい ずれ かの モー ドで 人力し ます。 
• 1 文卞 人力 モ一 ド ： 爽&卞 と カタ カナの み 人力で きます。 
• 1 行 人力 モード ： 114： ^人お 馋能を 使って、 《ネ の 人力が できます。 

^'，おの は 1 义卞 人力 モ一 ドで データ を 人力し、 «卞 を 人力 するとき だけ 1 行人 力 モー ド にし 

ます。 



注意 通 ^ユーティリティ r BTI':KMj は コードと して JIS コード を fiUfj しています。 したがつ 
て^ 卞コー ドと して シフ ト JIS コ一 ドを採 川して いる 相チと する こと はでき ません。 お 

に一 の パソコン iilHJ サービスに はシフ ト JIS コー ドを f?W している もの も あり ますので il 

ffi してく ださい。 

ターミナル • モー ド では か 次のようになります。 



|_ パラメータ IKtl ほゥ> ロー £] 「アップロード I 「プリント 1 l» TI 
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また ターミナル • モー ド では 次の 処^ を 行う ことができます。 
• ダウン ロー ド 

ダウン 口一 ドと は、 データの ifi^ 内' お を ファイルに 《: き 込む ことです。 

次の * 介， ダウン 口— ドを ft 動的に 中^します。 

'ダウン 口一 ド坩 ファイルの 人き さ 力 《400 行 を 越えた 垛介。 
• ディ スク のやき ^域が なくなった 坳 介。 

ダウンロードした フ アイ ルは通 も i ユー テ イリ ティの r エディ タ 'モード 」 で ぉ牝な する ことが で 

きます。 
• アップロード 

アツ ブロードと は、 ファイルの 內 お を 通ん i 相手に 送 w する ことです。 アツ ブロード する フ アイ 
ルは iifi ^ユー ティ リ ティの r エディ タ • モ— ド j で 作成、 します 。 
• スクロール • バッファの^ 照 
ター ミナ ル ■ モ一 ド での ii^ の內 おは メモリ 上の スクロール • バッファと 呼ばれる 坳 所 に, kiffi 
されます。 ^も i ユーティリティ では、 スクロール' バッファに, ヒ愤 された 通^ 內' お を * ポ する 

ことができます。 スク ti —ル' ノ、- ，ファ の 大きさ は 約 4 00 行 分です。 ； 內 おの 大きさが これ 

よりも 大きくな つた 場合 は， s いものから 顺 # に 内?? を m 除し ます。 
通信の 內容を プリ ンタで 印刷し ます。 

•iflf, ま パラメータの 

各 «( の iflHJ パラ メータ を •iJi します。 ここで ^ 定 した i!fiW パラメータの 侦は ターミナル • モ一 

ド屮 のみ も 幼です。 ターミナル • モード を 終/" すると、 i'i 動的に 「(3»通^ パラメータ 《a お」 で 

された Wi におり ます。 
(2) エディ タ 'モード 

アツ ブロード する ファイルの 編 Jfc や 作成、 ダウンロードした ファイルの など を 行います。 ま 

た ファイルの 内' お を 印刷す る こと もで きます。 

アツ ブロード、 ダウンロード W の ファイルの 大きさ は 人 400^ です。 なお、 この W は 1 行中の 
文字 数に は 係 あり ません。 フ T ィル 中に 空白の 行 力 * ある 場合 も、 その 行 を I 行と して & えます。 



表示^ 域 (22 行) 



. 入力 行い 行） 



ほ^" 



なれ/ C ユー テダ リテダ 



注意 



「ターミナル. モード」 または 「通^ パラメータ^') で a'>u した 通^ パラメータの 侦は、 

メモリ スィッチの Wi と は 係ありません。 ここで ^定 した W は、 通^ ユーティリティでの 通 

「通 ^パラメータ J で 通^ パラメータの W を ^'ぶ した * 介、 パラメ一 タフ T ィル に齊き 込ま 

, 僮 は 度 r 通信 パラメ一 タ a 定 j で 》 定し 直さない 》 り 《 わりません。 

r ターミナル. モード 」 で^' ぶ した;! IH,i パラメータの ffi は パラメータ ファイルに は # き 込ま 
れ ません。 したがって ターミナル. モード を 終了して、 次 M に ターミナル. モード を 起動し 
たと さの 通^ パラメータの W は、 r 通 W パラメータ 設^」 で^ 定 した W におり ます。 



10.1 BTERM の 起動と 終了 

BTERM を^むす るに は、 ディ スク 上に 次の フ アイ ルカ- 必 'おです。 



BTERM- 


BTERM. 


EDT 


BTERM. SET 


BTERM. 


TRM 



フ アイ ルの^ * のために モ一 ドと 参照 モ一 ドの 2 つの モ一 ドが あり ます。 お « したいむ を 逸 
ぶと き は 参照 モー ド、 編 * するとき は 編* モー ド にします。 




パラメータ 設定 



CR 受信 処理 


' CR ] 


CR LF 


日本 H Kl= 

シフト コード 


1B4B | 

1B48 I 


1A70 

1A71 


通 《 方式 


■ 1 


| 半二重 



機 

ボーレート 



能 



指 定 



2400 



9600 



通^ パラメータ 

データ通^の ftW: パラ メータ を S 定 します。 設定され た 通^ パラ メータ の ffi は パラ メ一 タフ アイ 

ルに冉 き 込まれ 保び されます。 設定した 使 は、 「通^ パラメ — タ^ 定」 を終丫 した 時点で ィ |' 効に 
なります。 



ストップ ビッ ト長 



x パラメータ 




.5 ビッ ト 



2 ビッ 卜 
無 



S パラメータ 



有 効 



DEL コー ド受 《 動作 



リターン キー 
送 ffi 処理 コー ド 



BS 



CR LF 



コ マン ド 入力 



TERM-N81XNBCLP", F 



通《 ユーティリティ 
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10.1.1 BTERM の起勳 

① B 本 語 Disk BASIC ユー ティ リ ティ ディスク を ドライブ 1 に セットし、 次のように 人力し ます。 

RUN"BTERM [ ^ 1 

@ 次の メニューが^^ されます。 

^行す る 処理 を [ 寺 ) (_J_J キ一 あるいは 数字 キ一 を 使って 選び、 ( «J ) キー を 
押します。 



通 《 ユーティリティー | 



ル， 

2 エディタ 'モード 
3 通 は パラメータ 投定 

9 終 了 



@ 逸択 した 処理の i*hfii が * ポ されます。 i* ほ i の下邠 や、 *>ぉ される メニューの 中に、 その 処理での 

ft キーの 使 川 力 法 を 《ポ します ので その 衍ホに 従ってく ださい。 



ft 処埤に W 通な キ 
処理の^ 行 

処^の 決定 
こおる 



一 操作 



0；5：) キー 



ESC 〕 キー 



1 令 1 [ ri I ♦ ) c^j キ- 



10.1.2 BTERM の 終了 

® & 処理 を 終 r して、 起動時の メニュー i 由 に 》乂 ります. 

② メニュー で 「9 終 f」 を遘び C^_J キー を 押す と 通 化 ユーティリティの^ 行 を 終^し 

人力 モードになります。 



bask: ユー テ < リテ f 乙 Oo 



10.2 ターミナル モード 



、リ 



メニュー ゆ jifii から r i ターミナル. モード 」 

BASIC モー ド から ター ミナ ルモ一 ドに 変わり、 



「 ゆ 〕キ 一を 押します。 



ぉポが 次のようになります。 この 状態で 

RS-232C インターフェイス を 介して 接^され ている ffilS との 通 ^ を 行います。 



/マラ メータ 設定 



ダウンロード] ； アップ ロー ド 



ターミナル モ— ド では データの i^Hi を 行う ほかに もい ろい ろな 能力 は 行で きます。 これら 
の « 能 は 〔ト 1 U [ f-5 】 の ファン クシ 3 ン キーで * びます。 Wifti の 下側に は それぞれ 

のキ— の 《 能が ^ポ されて います。 
各 キーの 《 能 は 次のと おりです。 



C f • 1 | キ一 （パラメータ, ほ' ぶ） 



[_ f • 2 キ 一（ダ 



cm 
en? 

( f-5 卜 ヤー （終 



ン C2 
プロ 



ド） 

K) 



-f 1 



Cf キ- 

し HELP 1 キ一 



^仁 バラ メータ を 《iii します。 

データの ダウンロード を IS1 始、 終 f します。 

データの アツ ブロード を 始、 終了し ます。 

通^ 内容 を プリ ンタに 印刷し ます o 

ターミナル モード を 終 f します。 
人力 モー ドを 切り換えます。 

スクロール バッファ^ 照 モー ド にします o 



注意 



i!fif,i ユーティリティ r BTERMj は « 卞 コードと して J1S コード を 採 州 しています。 した 力 f つ 
て 《 卞コ一 ド として シフト J1S コー ドを採 W している W 手と 通 liS する こと はでき ません。 特 
に -般の パソコン通^ サービスに はシフ ト J1S コ一 ドを採 IH している もの も あり ますので 注 

想して ください o 



10,2,1 データの 入力 

通 fi (相手に 送^す る データの 入力 力' 法に は r —文卞 人力 モード」 と r —行 入力 モード」 の 二つが あ 
ります。 この 二つの 方法 は （ f • 10 j キ一 を 押して 切り換えます。 

• —文字 人力 モ— ド 
ターミナル モ一 ドを 起動した ときの 人力 モ一 ド です。 

入力で きる 文卞は 英数字と カタ カナの みで、 データの 送^ は キー ボー ド から— 文字 人力す る ごとに 
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行われます。 

S 面に は キー ボー ド から 入力した 内容と、 受信した 通侰 内容が 表示され ます。 

—行 入力 モー ド 

II 本, IS 人力 機能 を 使って 澳字を 人力す る ことができます。 また、 データの 送^ は 行 * 位で 行われ, 

I キー を柙 すまで 送お されません。 



一行 入力 モ一 ド中 は、 I 由 iifti に は キー ボー ド から 人力した 内お のみ^ ポ され、 受 おした 通 化 内お は 
* ホ されません。 一行 人力 モ一 ド 中に 《2 おした デ 一夕 は，一 行人 カモ一 ドを終 f して一 文'?: 人力 モー 
ドに K ると 表示され ます。 

—行 入力 モ―ド では、 U 本^人 力 « 能 を 使って « 字 を 人力す る ことができ ますが、 一行 入力 モード 

にして いる m は iiHifll チ から'； Hrj した 内' おは スクロール ■ バッファに ikilg される だけで- 3K 示され ま 
せん。 通', おの * 介 は 「一文字 人力 モード」 で 送^ 内 お を 人力し， 》'« 卞を 人力 するとき だけ 「 • 行人 
カモ一 ド 」 にり j り 換えて 人力す るよう にして ください。 



注 窓 



r iiHi バラ メータ 03:^」 で、 i!flf,r み 式 を r 1> :>T(j に^^した 埸介、 人力した 内お は^ ポさ 

れ ません。 



人力 モー ドと一 行人 力 モー ドの W り 換え 力-法 は 次のと おりです。 
® «卞 を 人力す る必' おがで きたら I f - 10 j キー を 押して 一行 人力 モードに します。 

② 漢字の 人力が 終わったら LLii^J キー を 押して— 文卞 人力 モードに ります。 



行人 力 モー ド時 は、 次の 点に ikfi してく ださい。 
• L_^LJ キー を 押す まで 人力した データ は 送 あされません。 

• —行人 力 モー ド屮 に^ ^データが あった^^、 文卞 人力 モー ドに るまで その データ は され 
ません 3 

の 人力 は L CTRL ) + キー を 押して |i+ u ft 人力 馋能を 動して 行います。 i« 卞の 

人力の 力' 法に ついては 「ゃバ ゥ H4; u ft 人力」 を^ 照して ください。 
10.2.2 パラメータ 投定 

注意 通 化 パラメータの^' ぶに は ターミナル' モードで 通^ 中に ^ 定 する 力' 法と、 iifiK ュ— ティリ 

ティの メニュー i*iifti の 「通《, (パラメータ^ で 《13:'>U する 方法と があります。 
ターミナル • モー ドで 通^ パラメータ を^^ した 垛 介、 ターミナル. モー ドを終 f すると そ 

の <S 定は 消ぶ されます。 



® 1 f ' 1 J キー を 押します。 

(D * 示 力 f 次のように 変わります。 この Sifii で 通^ パラメ一 タを >a ^します 。通 ^パラメータの^ 定 
み 法に ついては 「10.1 通お パラメ一 タ^ 定 」 を 参照して ください。 



basic ユー テ /リテ < 205 



通 fl ユーティリティ パラメータ 設定 



機 能 


栺 定 


パリティチェック 




奋 » 




偶 数 




データ ビッ ト長 


7 ビッ 卜 




ストップビットお 


1 i_ ッ 卜 


1.5 ビッ 卜 


2 ビッ 卜 


『 ■ 


X パラメータ 


無効 有効 


s パラメータ 


無 効 


有 効 


DEL コ - ド 受信 動作 


B8 


NUL 


リターン キー 
送信 処理 コード 




CR LF 




コマンド 入力 j 


TERM-N81XNBCLP", F 



CR 受ほ 処理 


CR 


CR LF 


日本 膀 KI— 
シフト コード KO= 


1B4B | 

1B48 


1A71 


fifs 方式 


全二重 | 


半二重 



機 陡 


権 定 


ポーレー ト 


300 


1200 


2400 


4800 


9600 



























® ^f,i パラメータ を uT/ii したら LLlU キー を 押してく ださい。 パラメータ^ 定を終 J "し' タ 

ミナ ル 'モードに w ります。 これ 以降、 ターミナル 'モード を 終 r する まで 通 ^ パラメ 一 
は (？) で ^ 'ぶした 他になります。 



10. 2.3 ダウンロード 

注意 ダウンロード できる データの 大きさ は 1 つの ファイル にっき W 人 400 行までで す。 また、 ダ 
ゥン ロー ド した デー タのフ 7 ィ ルは ， つの ディ スク にっき 3 W まで 作成で きます。 

ダウン u — ド する ファ ィルは ドライブ 名と ファイル No. を 桁定 すると 動的に 作成され ま 

す。 

ダウンロード する ファイルが 桁^した ドライブの ディスクの^ きおせ より 大きくな つた * 

に または ダウン 口一 ド する ファイル 力 c 400 行よ り 大きくな つた は、 fl 動的に ダウン ロー 
ドを終 f します。 



ダウ ン ロー ド坩フ ァ ィ ルは， I'i 勅 的に 次の よ う な 名前 力 きつけられます。 * の郎 分に は 1 〜 3 の&卞 
力り けられます。 

ダウンロード 用 ファイル 名 ： DWF に E * 



I f ' 2 キー を 押します。 
^^が 次の よ う に 変わり ます。 し 

沢し、 r 



i ) キー を 押します 



] I — j キーで ダウンロード を 行う ドライブ を 選 



ダウン ロー ド 



2 3 4 5 6 7 8 



ファイル Na 1 



2 



3 



T i 



項 目 



I • 5 



ま ？ T 



ESC 



戾 り 
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③ 力一 ソル 力 《 r ファイル No.」 の に 移動し ますので、 「一 1 I ]キ 一で ダウンロード 

を 行う ファイルの ファイル 番^ を «択 します。 

このと き 選択した *v の ファイル 力、 すでに 指' 4i ドライブ 中に あるとき は、 次の メッセージが 表 

示されます。 そのまま ダウンロード を * 行す ると、 その ファイルの 内容 はすべ て^われ、 ダウン 
口一 ド した 内お に 引き換えられます。 すでに 存在す る ダウン 口一 ド 用の ファイルの 內容を 失いた 

くないと き は l ESC ) キ 一を 押して、 ダウン 口一 ド する ドライブ や ファイル を 逸び おします。 



指定 フ アイ ルは 既存の ファイルです 
上書きしても よろしいで すか 



ダウン ロー ド する ファイル を S 沢したら、 [ f - 5 J キ一 を 押します。 

ダウン 口一 ド 力ぐ Ji 行され ます。 ダウン 口一 ド'; i 行中 は、 データ通^の 內 お を i き jifij に * ボ するとと 
もに ファイルに 保存し ます。 

ダウン ロー ド 中に、 ディスクの やきお fi が 足り なくなった は 次の メ ッ セージ を^ ポ します。 
これ 以上の ダウン ロー ド はでき ません ので f »J 1 キー を 押して ダウン 口一 ドを終 f してく 

ださい。 



ドライブ * の ディスクに 空き 領域が ありません 
ダウンロード を 終了して ください 



また、 ダウンロード している データ の W 力 M00 行 を 超え た 坳介は 次の メフ セージ を ^ホ します。 

この 坳 もこれ 以上の ダウン 口一 ド はでき ません ので [ _ ^9 」 キー を 押して ダウン 口一 ドを 

終 f してく ださい。 



ダウンロード 用 ファイルが 400 行 を 超えました 
ダウンロード を 終了し ます 

ダウンロード を 終 r する^^ は、 ( f > 2 】 キー を 押してく ださい ft ダウンロード を 終 r する 

と fift 的に ターミナル モー ドの におり ます。 



10. 2,4 アツ ブロード 

注 » アツ ブロー ト ' ttl フ ァ ィ ルは iifi ^ユー ティ リ ティの 「エディ タ ， モード j で 作成し ます 0 ァ 

ブロード できる ファイルの 大きさ は 人 400 行です。 また、 アツ ブロード 用の ファイル は 1 
つの ドライブ にっき 人 3 焖 まで 作成で きます d 



ァ 1 ブ ロー ド 坩ファ ィ ルは、 n*& 的に 次の ような がつ けられます。 * の 部分に は 1 〜 3 の数卞 
がつ けられます。 

アツ ブロード 用 ファイル 名： UPFILE * 
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® 1 f ■ 3 j キー を 押します。 

② ^^が 次のように 変わります。 r j キーで アツ ブロード を 行う ファイルが あ 
る ドライブ を 選択し、 ( ♦ 1 キー を 押します。 



アップロード 




1 2 3 4 5 6 7 8 


ファイル Na 


1 2 3 


t 1 
« 目 


U ま 行 m り 



力一 ソル 力- 「 ファ ィル No.j の JTi に 移動し ますので、 1 J 1 〕 キーで アツ ブロー ド 
を 行う フ アイ ルの ft 兮 を «択 しま す。 

このと き * 沢した フ アイ ルが Ifi'/U ドラ ィ ブ にないと き は， 次の メ ッ セージ を * 示します ので、 

r - **- ， キーで ファイル を * 択 しめ: してく ださい。 



指定 ファイルが 見つかりません 
もう 一度 指定して ください 

④ アツ ブロード する ファイル を 《 択し たら、 fT-5 】 キ 一を 押します。 

⑤ アツ ブロードが'； i 行され ます。 ァ "ブロード^む 屮は、 rtrfii にァ /ブロード している データが^ 
ポ されて います。 

® アツ ブロー ドカ (終 f すると 的に タ一 ミナ ル モー ドに '乂り ます。 

アツ ブロード を 途中で 終！" する 坳 介 は、 t f '3 】 キー を 押してく ださい。 ァ /ブロード を 終 

广 し， n#s 的に ター ミナ ルモ一 ドのゆ は1' に ります。 



10. 2.5 印刷 

® キ一 を 押します。 

® ® 以降、 データの 送 殳^ を 行うた びに 通^ 内 'おが プリンタに 印 W されます。 ；!! H,f 内容 は 今まで ど 

うり |*は1'に« ^されます。 

® iMM おの 印 W を 終 J' する 場な は ( f '4 j キー を 押します。 



10. 2.6 スクロール 'バッファ * 照 モード 

キー を 押します。 



HELP 



> に 変わり ます, 



i コ キー または 〔 



： は 通侰を 開始して からの 通 侰內容 が 表示され ていま^ 

キー を 使って、 画面に 表示して る » 分 を 



"ROLI. 




移 勅して、 必^な ffi 所 を^ ポ させます 



0 



参照 モ ード し ROLL DOWN • i ， ROLL UP ： 上方 • 下方 参照 ESC ： 通信 モ 一 ドへ | 
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なお、 スクロール ■ バッファに 保存され ている 通お 内ず f はお 人で 400 行までで す。 通^ を IK1 始し 

てからの i!lH,i 内^が 400 行 を 超えた 垛介 は、 おい 通^ 内おから Hi* 的に 消去し ます。 

® 通 ^ 内お の 確 》a を 終 r する 坳介は f esc j キー を 押します。 スクロール-バッファ 参照 モ一 
ドを終 f して ターミナル モ一 ドの 肉' 面 におり ます。 

10.3 エディタ 'モード 

ダウンロードした ファイル や、 アツ ブロード 用の ファイルのお ft、 作成 を 行います。 



注意 



エディタ • モードで ftiifc できる ファイルの 人き さは^ 人 400 行です c なお、 この ft (は 1 行屮 

の义' ): 数に は isy 係な く、 フ アイ ル 中に 空 (1 の 行が ある 坳^ も その 行 を 1 行と して 数えます の 

で 注 ffi してく ださい o 



® メニューから 1 "2 エディ 夕' モード」 を 逸び、 [ <^ 1 キ 一を 押します: 

> ^ポが 次のように' わります。 r 



寺 



r i j キーで を 選び、 i j 



_^_J キーで ttilfe する ファイルの « 別、 ドライブ * ひ、 ファイル * ゆ を 桁お します。 



«集 ファイル 


フ アイ ，レ 種別 


アップロード ダウンロード 


ドライブ Na 


1 2 3 4 5 


6 7 8 


ファイル N<x 


1 


2 




3 


L 言 i 1 


Find 1 


f - 5 1 




ESC 






実 行 1 


M り 



® する ファイル を桁定 したら ljjaD キ一 を 押します。 

® 肉' ifti が 次のように' & わります。 

i 由 i ifii の 人力^に、 fit 定 した ファイルの， 行 H の データ が«ポ されて います 
ゆ jrfii の 各,« の. ft 味 は 次のと お り です。 



表示 領域 (22 行） 



入力 行 （1 行） 



f^^i iisa mm mm mm\ \mm bbu fanai [»~7] 
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•A カ行 ： データのお^、 作成 は 人力 行に * ポ されて いる 行に 衬 して 行えます。 エディタ 'モード 
を 起動して、 ^« する ファイル を 指^した とき、 この 行に ファイルの— 行 目が * 示され 
ています。 

この 行に は 80 文卞 (半角 文字) 分の デ-タ が 人力で きます。 

• ^ポ 領域 ： 現 ^人 カ行に^^ されて いる 行よ り も^の 行の 内容が この m もに お示されます。 この 領 

域に は 22 む X80 A 卞分 (T-ft 文卞) の デ―タ がか】' くされます。 

エディタ モー ドを したと き は， 人力 行に ファイルの 1 行 H が * ホ されて いますので、 

この? TU* に はなに も^ ボ されて いません。 

10.3.1 纏 集 モードと 参照 モード 

エディ タ • モー ド では、 r fe* モ— ド j と 「参照 モー ド 」 の 2 つの モ一 ドが あり ます。 エディ タ • モ一 
ド を 起動 しため: 後 は、 aiifc モー ド になって います。 

ftiife モー ドと^ 照 モー ドは 次の ような ときに w り 換えて 使います。 
• Wife モ一 ド ： 人力 行に^ ポ されて いる 行に デ一 タ を 人力 するとき。 
モー ド ： 人力 行に * 示されて いも 行 を、 別の 行に * える とき。 

ftriifc モ— ド とお 照 モー ドの 切り換えの 力 法 は 次のと おりです。 

• 「お ife モー ド j - r t^(( モー ド 」 ： Phelp J キー 

• 「^照 モー ド j ― r fti* モ一 ド j ： ( ESC J キー 



• 編集 モード 

お * モー ド では、 人力む にお： されて いる 行 を«» できます。 

ただし、 人力む にお^され ている ff を 別の 行に * える こと はでき ません。 





表示 領域 (22 行） 








入力 行 （ 〗 行） 






文 頭へ ， 文末へ" IfSA; 〖行 削 S 


11 | 行 11 写 | 行 貼 込 文お 


in 除 1 fxiBal rar 刷 
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參照 モード 

参照 モ一 ド では 次のようにして、 人力 行に 表示され ている 行 を 移動し ます。 

f R S^ L 1 キ-- ( i 1 キ- ： この キー を 押す たびに 画 fii が 1 行ず つ スクロール アップし ま 
す。 

( SSHk 1 キ-、 ( ♦ ) キ- ： この キー を 押す たびに 両面 が 1 行ず つ スクロール ダウンし ま 

す。 

参照 モー ド では、 データの 人力 はでき ません。 



表示 領域 (22 行) 



入力 行 （ 1 行） 

文 頭へ：： 文末へ に 行 禅 入：： 行 削除： ： 行 複写： 行 貼 込に 文 削除： 文 tt 込：： 印 刷 H 終 了: 



10.3.2 編集、 作成の 基本 * 作 

ファイルの ftiifc, 作成の^ 本找作 は 次のと おりです。 

• 既存 ファイルの 編集 

® エディ タ • モー ドを ^ 動して、 a«fc する ファイルの ドライブ 名と を桁定 します 

@ 指定した ファイルが 肉' ifti に ^示されます。 

この 時点で は モー ド になって います。 i*irfh' の 人力む に ファイルの 1 行 B が * 示されて います。 

この 行 を^ * する * 介 は (D に 進んで ください。 このと き * 示されて いる 行と は 別の 行 を ^化する 

* 介 は (D に 進んで ください。 



o 



し HELP ] キー を 押して 参照 モー ドに 切り変えます, 



C 巧, J キー または I I I キー を 押して、 お^したい 行 を 人力 行に^ ポ します 



0 



© r esc ) キ一 を 押して、 参照 モードから 編» モードに 切り変えます。 

® 人力 行に^ ポ されて いる 行の データ を 次のようにして します。 

[ 一 ） キーで 人 ハ行の カーソル を したい 简 所に 移動して、 デー 
W 人 をし ます。 

® 人力 行の データ をお 》 したら、 ( ^9 ) キー を 押します。 

編 》 した 行が スクロール アップして^^ 域の K 下行に 移動し、 次の 行が 人力 行に 表示され ます 

これ 以降 は、 ③〜 ⑦の投 作 を拔り 返して、 ファイルの 編^ を 行います。 
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• 新規 ファイルの 作成 

(D エディタ 'モード を& 動して、 ファイルの ドライブ 名と 番 り-を 指定し ます。 ファイル を 新しくれ: 
る 坳^、 作成した ファイル はこ こで 指^した ドライブと、 ファイル でお^ されます。 

(D i 由 irfii がお * モー ド になり ます。 折規フ アイ ル作 成の 場-^ は、 ゆ ほ i に はなに も^^されて いません。 

® キーボードから 人力 行に データ を 人力し ます。 

® データ を 人力し 終わったら、 1 ^ j キ一 を 押します。 

I 由 iifH' が 1 行 分 スクロール アップして、 人力した 行が 表示 領域の « 下行に 移動し、 人力 行が 空 
由になります。 



二れ 以降 は @® の找作 を拔り 返して データ を 人力し ます。 

、 人力^の データ は 既^ フ ァ ィ ルの feifc の 場^と に fetfrc きます 



エディタ モー ド では フ 7 ン クシ 3 ン キーに のた めの 馋 能が^', ヒ されて います 。これらの キ— は、 
Wife モード、 参照 モードの どちらで も 使えます， 

ft キーの！? t 能 は 次のと おりです。 



0 



ilU (文 リル 



へ 

卜 2 ト义^ へ: 



ff-3l 



f -4 



firilfc する ファイルの 1 行 II を 人力む に^お'; します。 

お * する ファイル のね 終む を 人力む にお^します。 また、 M 終 行の め: 1'1»22 行 
分 も * 示^ « に «ポ します。 

人力 行に * ボ されて いるむ のめ: ^にやき 行 を I 行 挿 人し ま^ 
^照 モー ドで この キー を 押した 場^、 P1 動的に モー ド になります。 
人力 行に^ ポ されて いる^の データ を fiiJKt して， メモリ 上の ペース ト • バッ 

ファと 呼ばれる お te»j* に 保存し ます。 ペースト' バッファと は、 k 人 1 行 

'ふの データ を 保な できる データの ^保 ff^'W です。 ペースト 'バッファに 
保び された データ は [ f *6 】 キーで ファイル 中に^ 人す る ことができます。 
【 f '6 ] キーと ft わせて 使 う と 行の 移動が で きます。 

ft* 5 1 amH) ： 人力 行に^ ポ されて いる データ を メモリ 上の ペースト • バッファに 保む: しま 

す。 

f f * 4 1 キーと K- なり、 人力 行の データ は 削 あされません。 

ll^J (行 貼 込）： ( f'4 1 キー （行 fiij 除し 1 f -5 」 キー （行 ^？ヌ） で メモリ 



のぺ一 ス 



バッ フ ァ に 保む: された 行の デー タ を、 人力 行に^ 示されて いる 行の め: に^ 
人します。 

nio (文 m 除） ： 現在 編》 中の フ ァ ィ ルの內 お をす ベて 削除し ます。 

D • 8_〕 '义, 々込' ： 人 ))'H\ :. k 'j ヒ さ i i て いん？ i- の 十 ― タ の め: m に: i かの-/ ア ィルの 内お を 人ん し 
ます。 

しレ9 J (nnttii)} ： 現^お 《 中のフ ァ ィ ルの 内^ を 印刷し ます。 

CTQpJ'^r) ： エディ タモ一 ドを終 r します。 



これらの フ アンク ショ ン キー を 使っての^ 本 的な 編* の洌を 説明し ます。 

以下の 説明 は、 お * する ファイルが WSi に^ 示されて いて、 お ^モードの 状態で ある ものと して 進 

めます。 
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• 新しい 行 を〗 行 追加す る 場合 

® f HELP J キー を 押して 参照 モー ド にします。 

(2； t R g P u ) 「： ぃ キ- や （ ♦ 1 C_0 キーで、 折し く データ を Hi 人す る 行の 次の 

行 を 入力 行に 表示し ます 0 
® [ f -3 1 キー を 押します。 

人力 行が や となり、 編集 モー ドに 切り 変わり ます。 
④ 新しい データ を 人力し ます。 
^ I ^ 1 キ一 を 押します。 

新しく 人力した 行 力 八 （D で 人力む にお^され ていた 行の め: 前 に 追加され ます。 



• 1 つの 行 を 削除す る 場合 

① L_HELPj) キ— を 押して^ 照 モードに します 

② I "up 1 1 「 ss^n 〕 キ- や 1 ♦ I r I ~ ) キーで 削除す るむ を 人力 行に お^します。 

® I t-4 "1 キー を 押します。 

® 人力 行に *>ぉ されて いた データが 削 されます。 また、 人力 行に は 削除した むの 次の むが « ^さ 
れ ます。 ただし、 ファイルの W 終む を ftijP5t した^ 合 は、 削^した 行の， つ の 行が みボ されます,、 



• 行 を 移動す る 場合 

CD Ol^tLJ キー を 押して^ 照 モー _ド にします。 

® し R 5i L j r s§Hk 〕 キ- や i ♦ i (U_) キーで 稃 動したい 行 を 人力 行に 厶ポ します。 

③ ( f 4 1 キー を 押します。 

人力 行に ^ポ されて いる 行が 削除されます。 _ 

® [ r s^ l i [ i キ- や t ~ r I キ— で 削除した 行 を 人す る 次の 行が 人ん 
行に^ 小され るよう にします。 

® 1 レ6 1 キー を 押します。 

人力 行に^^ されて いたむ のめ: ift に③で M 除した 行 力 { ifi 加され ます。 

C6J 1 ESC つ キー を 押してお^ モー ド にします。 



• 行 を 複写す る 場合 

® f HELP ， キ— を 押して ^照 モー ド にします。 

® { b SpLJ 1 SSHk i キ- や [ ♦ J i ♦ 】 キーで ぶしたい 行 を 人力 行に^ 示します。 

③ rt -5 】 キー を 押します， 

化 n^n ( = ) キ- や ( ~ n i ~ rn キーで、 ぶした 行 を ^人す る 次の 行 を 人 
力^に^ ボ します。 

⑤ 1 f *6 1 キー を 押します。 

人力 行に ぉホ されて いた 行の i な * に③で ぶした 行が ic 加され ます。 

® r^u キ 一を 押してお 》 モー ド にします。 



a 集中の ファイル 中に ほかの ファイルの データ を 追加す る 場合 



① 
② 



HELP J キ一 を 



げ ひ. モ一 ド にします， 



ROLL 



ROLL 



1 ^ i I J キーで. ほかの ファイルの データ を 追加す 



に农 示します 



o 
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③ 1 f'8 1 キー を 押します。 

表示が 次のように 変わり ますので、 r ♦ 1 1 ♦ 』 キ-と r ♦ 】 i 一 〕 キーで 
追加したい ファイル を * 択 します。 



K み 込み ファイル 




アップロード ダウンロード 


卜 ライブ No. 


12 3 4 5 6 7 8 


ファイル NO. 


1 2 


3 


「 11 u 


卜 叫 | い 5| 


ESC 


| 項目 _ 


a iR\ \n 行 I 


^ り 



④ f -8 1 キ一 を 押します。 

人力 行に 表示され ていた 行の K 前に、 新しく ffi 定 した ファイルの 内お が 迫 加され ます。 

なお、 ファイルの ill 加に より、 編 中の ファイルの 人き さが 400 行 を 超えた * 介 は 次の メッセ— 
ジを^ ホ します。 I ^ J キー を 押して ファイルの^ み 込み を 終/して ください。 

纏 集 ファイルが 400 行 を 超える ため 
文 R み 込みが 案 行で きません 

• 編 集中の ファイル を 《棄 する 場合。 

® I い 7 j キー を 押します。 
② 次の メッセ一 ジを^ ホ します。 



編集 内容 を 全文 削除し ます 

I f • 5 I 1 ESC I 

un も 戻 り 



(D Uj^J キー を 押します。 

現在 編 * 屮のフ アイ ルの 内お がすべ て 削除され ます。 

また、 ファイルの 中に、 ファイルの 大きさ 力 moo 行 を 超えた 垛 介 は 次の メッセージが ^示され 

ます。 L キー を 押す と エディ タ • モー ドの 終）^ も irfri になり ますので、 データの 保む : 、 破お 

を 選んで エディタ モード を 終 r してく ださい。 ( r 10.2.5 お^の 終丫 j を 参照して ください。） 



繊 集 ファイルが 400 行 を 超えました 

エディタ • モード を 終了し ます 
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3.4 ファイルの 印别 

[ f '9 1 キ一 を 押します。 

中の フ ァ ィ ルの內 おが プリ ンタに 印刷され ます。 
フ アイ ルの 印刷 屮はフ ァ ィ ルの はでき ません。 

ファイルの 印刷 が 終わる と エディ タ モー ドに お り、 ファイルのお it. がで きる ようになります 



ファイルの 印刷 を 途中で 終 f する^ 介 は、 f f . 9 1 キー を 押してく ださい 0 



10.3.5 a 集の 終了 

フ アイ ルの ftM ぶ、 作成が 終わったら エディ タ モー ドを終 f します 



• ファイル を 保存す る 場合 

① ( f • 10 ) キー を 押します。 

次の メッセージ が^^され ますので、 f "~ ) (_ J j キーで 

を 逸んで ( f -5 I キー を 押してく ださい。 



纏 * 内 




Sit 内容 を 破棄して 終了 



f - 5 



ま 行 



ESC 

戻 JL 



3 ノ お * した ファイルが、 aiifcirt と m じ ドライブに m じ ファイル おで 保む されます。 

フ アイ ル おは 次のようになります。 * の 邡分に は 1 ~ 3 の «=y がっき ます。 
• アツ ブロー ド川 ファイル： し ト： * 

• ダウン 口一 ド lf| フ アイ ル： DWFILE * 

「《 化 内お を 保^して 終た を 《 ん だとき、 フ y ィルを 保存す る ドライブ のやき 》 域が 足り なくなつ 
た 場合 は农 示が 次の よ う に 麦 わ り ま す。 



ドライブ * の ディスクの 空き 領域が ありません 
ドライブ No. を 変更す るか ディスク を 交換して 
く ださい 



ドライブ No. 



3 4 5 6 7 8 



ESC 



fij I 戻 り 



編 *、 作成した ファイル を 保 する 垛合 は、 * ポ されて いる ドライブに 新しい ディスク を セットす 

るか、 I ― 1 L i J キーで ほかの ドライブ を 選んで ( f -5 1 キー を 押してく ださい。 



s ① ②③④ 
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お^、 作成した データ を 破^す る 垛合は 〔 ESC | キー を 押してく ださい。 次の メ ッ セージが 表 

示されます。 f f.5 _) キー を 押す とお 《 した データ を 破^して エディ タモ— ドを終 f します。 

編集 内容 を 破棄し ます 

よろしいで すか 



• ファイル を 保存し ない * 合 

® f f • 10」 キー を 押します。 

@ 次の メッセ一 ジカ ゆボ されます ので、 f ♦ 】（ t 】 キーで 「編 Ife 內容を 破 $ して 終。 
を 逸んで ( f -5 ) キー を 押してく ださい。 




IB 集 内容 を 破棄して 終了 



frlRl is fcl 



® 次の メ ッ セージ を农ポ します。 

集 内容 を 破棄し ます 

よろしいで すか 

® f f -5 1 キ一 を 押す と、 中の ファイル を 破！ ^して エディ 夕 • モー ドを終 f します。 

10.4 通信 パラメータ 設定 

f^M の idH,i パラメータの^^ をし ます。 ^^された パラメータ は パラメータ ファイル （ファイル 名 

： PAKAH に 保ばされます 讪 U ュ— ティリ ティでの 通" 時には、 この パラメ一 タ ファイルに 保存 さ 
れ ている 設定に 従って 通^が 行われます 《 



注意 ここで 行う ilfi^ パラメータの ^ 定は メモリ スィ -/ チ による^^と は 間 係ありません。 ここで 
iSS: 定 した パラ メ ータの (は、 ^信 ユー テ イリ ティ で 通お を 行う * 介の みィ I 効です。 

；! IH,i パラメータの! 15: 定は ター ミナ ル • モ— ド でも 行う ことができます 力 5 、 この 垛 介! S 定 した 
W (は パラメータ ファイルに は 保な されません。 タ— ミナ ル • モー ドで^ 定 した パラメータ は、 

ターミナル • モー ド での 通 ^中の み^ 効です。 



ディスク 上に パラ メータ ファイル （PARAF) がない 垛介 は、 次の ぺ一 ジの闽 Iftl の M のとお り に 

定 されます o 
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① メニュー i 由 ほ i から 「3 通^ パラメータ」 を 選び' 匸 ^) j キー を 押します。 
® * 示が 次のように 変わります。 

この 肉- ifti は メ 二 ユー 部分、 ボー レ ― ト設 定メニ ユーと コ マン ド入 カ行の 3 つの 部分に 分かれて 
います。 



jjft ユーティリティ パラメータ 設定 



機 —能 ― 


1 指 定 




| なし 


奇 数 


偶 数 




データ ビッ ト ft 1 


「7 ビッ ト j 




ストップ ビッ ト長 




7.5 ビッ ト 1 


2 ビッ 卜 j 




X バラ メータ 


焦 効 




S パラメータ 


觑 | 


有 効 


DEL コ 一 ド»1» 作 


BS 


NU し 


リターン キー 

送 《 処理 コード | 


CR 


CR LF 



CR 受 ft 錢 


CR 


CR LF 


曰 本 H Kl= 

シフト コード KO- 


1B4B 

1B48 


1A70 

ik?\ 


通信 方式 1 




半ニ畫 



« 能 I 4 


S % 


p 


ボーレート 


300 


「2400 


4800 ： 


9600 



























コマンド 入力 



TERM-N81XNBCLP-, F 



• メニュー 邡分 
きボ 一 レー ト^ 定 メニュー 
ン ト' 入力 行 



ボーレート を 除く iifif,i パラメータ を^^し ます。 
ボーレート を ^定 します。 

メニュー ^ 分で ^定 した 项 H の 《 (を * ポ します。 また、 この 行に め: 接パ 

ラ メータの flf (を 人力す る こと もで きます。 



迎^ パラメータの^' 4i 方法 は、 メニュー i*iifii で ft パラメータの ffi を * ぶ 方法と、 コ マン ド人 カ行で 
ft パラメータの Wi を キーボードから 人力す る 力-法が あります。 ただし、 どちらの 場 介 も ボーレート だ 
け はメニ ユーで * ばなければ な り ません。 

なお、 メニュー 邡 分の パラメータの と、 コマンド 人力 行の パラメータの ffi は * 動して います。 メ 
ニュー 部分で 桁定 すると コ マン ド人 カ行 も M じ 設定に 変わり、 コ マン ド人 カ行で 桁^す ると メニュー 
IS 分 も l"J じ 48 に 変わります 《 
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10. 4.1 メニューからの パラメータの 投定 方法 

® 「^^パラメータ ^'ぶ」 をお 動した め: 後 は 力一 ソルが r メニュー 部分」 の 「パリ ティ チヱ ック 

の 位 k にあり ます。 r 



r ♦ 1 1 ♦ i キーで 通^ パラ メータの jhh を 逸び 「 ♦ つ 

r キーで & パラメータの <5 'ぶ を 行います。 



データ ビッ ト長 



ストップ ビッ 卜 長 



X パラメータ 

s パラメータ 



DEL コ— ド受 « 動作 



リターン キー 
送 fS 処理 コー ド 



iiff ユーティリティ パラメータ 設定 




奋 数 



7 ビッ ト 



8 ビッ 卜 




ド 入力 



TERM"N81XNBCLP". F 



CR 受信 処理 J 


CR ！ 


CR LF 


日本 SI Kl = 


1B4B ！ 


I 1A70 

' 1A71 


シフ トコ 一 ド KO= 


1B48 




通信 方式 




| 半 二 塗 







機 糠 


指 定 


丄 


300 I 




2400 


4800 


9600 



























© r メニュー 部 ジ >」 の i!flW パラメータ をす ベて^ 定し 終わったら | j ) キー を 押します。 

(3； 力一 ソル 力 f 「ボーレ一 ト^ 'ぶ メニュー j に 移動し ます。 ボ 一レー ト^ 定 メニュー では ;4HJ 迚度を 
^定 します。 〔 一 J f + j キーで 通 仏逨度 を iK 沢して ください。 

④ iiJiU パラメータ をす ベて^^ し 終わったら ( f -5 j キー を 押します。 

^'ぶした iilHii パラメータの « は パラメータ ファイルに 保存され、 に I 動的に i!fH3 ユー ティ リ ティ一 
の メニュー Wifii に W り ます。 



10.4.2 コマンド 入力 行での バラ メータの 投定 方法 

r コマンド 人力 行」 で パラメ — タを^ 定 する 《 介、 ボーレ一 ト 以外の 《(h は キーボードから 人 
//できます。 ボ一 レー ト だけ は r ボーレ 一 ト^ 定 メニュー」 で * 択 します。 

CO f <gS ) キー を 押します。 

® カーソル 力 c 「コマンド 人力」 のむ に 移動し ます。 ， 

® ； dHJ パラメ一 夕の 設定 を 人力し ます。 し + 1 し"^ ) キーで コマンド 人力 行の' した 
ぃ简 所に カーソル を^ 動して パラメータ を 人力して ください o コ マン ド人 カ行の, 述と、 >JiU パ 

ラメ一 タ の ny 係 は 次の とおり です。 



/ws/c ユー テ ダリ テゲ 



TERM-N81XNBCLP". F (初期^定 ffi) 



通信 方式 








H 


半 二 fi 


口 本^ シフト コード 




KI = 1B4B, K0=1B48 


1 


1 K1 = 1A70, K0=1A71 


CR 受^ »理 


1 C 


CR 


し 


CR LF 


リターン キー 送 コード 


C 

L 


CR 


CR LF 


DEL コ 一 ド 受信 動作 つ 


1 N 


BS 


NUL 


S パラ メータ 


N 


1 無効 

L_ … 


S 


錢 


> ；パ V メータ 


' ' 

N 


無効 


X 


お 効 


スト プブ ビプ ト K | 




： 1 ビプ 卜 


2 


1,5 ビプ ト 


3 


2 ビッ ト 


データ ビ- ノト ft 




7 ビット 




8 ビプ卜 


パリティ チェック 

# 


N 


なし 


0 









® ( «J 】 キー を 押します。 カーソルが 1 "ボーレート J の^に 移動し ます。 
r ボーレ一 ト」 の项 では 通^ j* 度を^^します。 f 一 1 し+ 」 キー 



してく ださ t 



；! JH.i パラメ一 タ をす ベて^^ し 



® ^定 した 通信 バラ メータが パラメ 
におり ます。 



つた 
タフ 



1-5 ；) キ一 を 押します 



o 



二 保む: され、 通 f,i ュ一 ティリ ティーの メニュー 



« ん S7C ュ一 テダ リテ 



11 最小 システムの 作成 



通' おの システム ディ スクで BASIC を 起動す る ^合 は、 システム ディ スクの tfi 報 や ディ ッ ブス ィ ッ 
チ、 メモリ スィッチの ^定 により いろいろな 馋 能の 拡张を 行う ことができます。 例えば、 メモ リス イツ 
チ SW6-3 が 1 であれば、 機械^ モニタの ための システムが^ み 込まれ、 馋慽^ モニタ を 使用す る こ 
とがで きる ようになります。 

しかし、 プログラム によって は馋能 を 拡張する 必要 はなく、 機能が 拡張され たために ュ— ザ一 エリ 
ァが 少なくな り、 ^行で きなくなる こと もあります。 このような 問 Sffl は、 BMENU など を 使って メモ 
リス イッチ や システム ディ スクの W 钳を 変お して、 不要な 機能 は^み 込まない ように^ 定 すれば 解決 

します。 し 力、 し、 別の プログラム を^ 行す る * 合に は、 また メモリ スィッチの^ 定を 変お しなければ 

ならない など、 tfd 倒な 作 * 力 f ぜ、 C になります。 このような ときに、 メモリ スイッチ ゃデ イツ ブス イツ 

チ の^ 定に間 わらず' おに 必' おお 阪な システム だけ を^み 込む システム ディ スクが あれば 便利です。 

この 必' お 限な システム を 小 システムと 呼びます。 このような システム ディスクと、 特^の プロ 
グラム を 組み合わせ ておけば、 メモリ スィ ツチな どの^^ を せずに プログラム を^ 行す る ことが 
できて 人 変 便利です。 

最小 システムの 作成 方法 

® ュ一 ティリ ティ SYSSET を^ 行し ます。 ディスクに は ファイル が 必要です o 
RUN -SYSSET" [ } 

® 次の ような ゆ iifti がお 示されます。 

z 0 

* 小 システムの 投定 処理 

システム ドライブ no? 1 f ~ <2>-i 
現在の 設定 ： 標準 

0 :« 準 システム / 〗 ：《 小 システム 

拉定 する システムの 種類 は？ 1 ( ^9 ] ®-2 
標準— 最小 
» 定 終了 

©-1 システム ディスク をセッ ト する ドライブの ドライブ 番リを 人力し ます。 この ドライ 
ブ にセッ ト した システム ディスクの ^定 が' もお されます。 

(D-2 お' 小 システム を 《a ：定 する は 1 を、 もとの システムに す * 合 は o を 入力し 
し ぜ J キ一 を 押します。 



bash: ュ―テ f リ ティ 



システム ディスクに 変 ^内お を冉き 込み、 終了し ます。 

砭小 システム では メモリ スイッチ などの 設定に ra わらず 拡张 機能 を a み 込みません。 したがって 
以下の 《 能 を使坩 する ことができません。 

カラー^ 示 8 色 中 8 色^ 示。 4096 色モ一 ドを 使用す る こと はでき ません。 

馋槭^ モニタ 機械^ モニタの 拡 能 は 使用で きません。 

拡 *1 由 ilfti ハ— ドコ ビー 使用で きません。 標準の ハー ドコ ビー 機能になります。 
H 本 お 人力 システム かな * 字 変換 を 用いた H 本^人 力 はでき ません。 コー ド 人力 方法で 人力 

する こと はでき ます。 
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(PC-286U/US シリーズ のみ) 



1. サウンド 機能の 概要 

サウンド 機能 は. コンピュータ を 使って &栾を 液 * したり. 効果音 を 出す 機能です。 
PC-286U/US シリーズ では、 日本^ Disk BAMC (以下、 BASIC と。 で还 します） を 使って 次の ような 
機能 を * 行で きます。 ， 

•FM S-iS 3 和 fi- (チ ャ ネル 1 ~ 3 ) 、 SSG & 源 3 和音 （チャネル 4 〜 6 ) の ft 人 6 和 S の 浪矣が W 能。 
鲁 8 オタ タ一ブ の 音域 を カバ一。 

拿^本な 色と して 82«« (の s-fc を 用, ft。 さらに 独 n のな 色 を 作る こと も' び 能。 

• 3 つの FM & 源に は それぞれ 違 つ た iVfc を 割 り^ てること が ^能。 
• ビブ ラー トゃト レモ 口な どの 特殊 幼 JR- の 利 ^ が ^能。 

• 他の 命令 を:: 行しながら でも i' お^が^ 能。 （バ ■/ ク グラウン ド^^) 

1.1 サウンド 拡張 機能に ついて 

サゥン ド槻能 を 使うた めに は、 通' ffi' の bask: 命令の はかに サゥン ド« 能の ための 拡张槻 能が 必 'お 

です。 サウンドの 拡 能 は、 コンピュータ * 体に 內 1« されて いる BASIC サポート KOM に 格納 さ 
れ ています。 したがって、 コンピュータが 正 しく 设定 されて いれば、 BASIC の バージョン などに 間 
係な く サゥン ド拡 *W 能 を 使う ことができ ま す。 

1.2 サウンド 機能の 仕組みに ついて 

サウンド 馋 能の^ 明 を 進める にあたり、 サウンド « 能で 音の 出る <1: 組み、 いくつもの ftfc を 出せる 
仕組み を簡 * に说明 してお きます。 

き^の おさ、 人き さ、 ^色 

の^ 体 はや 乂 の扳 動、 つまり や' 乂中を 伝わる 波です。 空 « 中 を 伝わる 波で ある^の 特 微 を 決める 

の は 次の 3 つの です。 

(im- 程 のぬ さです。 お-は 波の ^波 数 (振動の 速さ） で 決り ます。 

<2> 音量 音の 人き さです。 は 波の 振幅 (振動の 大きさ > で 決ります。 
<3 冶 色 咅色 は 色々 な 周波数の 波の * ま り 方、 つまり 波の 形で 決り ます。 

きト' M 音源 3 チャネル、 SSGIV 源 3 チャネル 

PC-286U シリーズに は FM& 源が 3 つ、 SSG 音源が 3 つの 合計 6 つのき 源が 用意され ています。 
これら ひとつひとつの^ 源 を チャネルと 呼び、 チャネル 1 — 3 が FM 音源、 チャネル 4〜6 が SSG 
音源に 割り当てられ ています。 6 つの チャネルの ひとつひとつから、 それぞれ 違った 音程、 音 S、 
& 色の &を 出す ことができ ます。 
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•ssg tm 

ss (；, '*； 源で は、 i やお.、 fj-,V:、 ftfc の 中で S '色の 制御 をす る こと はでき ません。 つまり、 ssg &i ゆ: 
に W して 波の W 波 St と^ 幅 を 指 ^すれば 出力され る fl- が 決ります。 

^色の； SUM がで きない SSG お の rt' に AM をつ ける 力-法と して、 エンベロープ' コン トロールが 
あります リ エンベロープ' コン トロールと は， 1 つの rt- に W して ftiWfftD の' &化を ひえる もので 

す。 K>286 じ シリーズ は、 8 つの 形の エンベロープ を W つていて、 この 形と 効 * を かける の 

速さに よって エンベロープ を 制御し ます。 

•FM ― 

IMiY^ では、 なれ、 の はかに rtfc を 制御す る ことができます。 PC-286U シリーズに は、 あ 
ら かじめ 82H ^の iTfc が rtt バンクと 吋-ばれる^ 所に な 《 されて おり、 これらの rt'fe を 使って さま 

ざまな な * を « 《する ことができます。 さらに 独 n の ほ 色 を 作る こと もで きます。 

钕 多くの rtfc を n: り 出す ために、 i、Mrs»: の ft チャネルに は それぞれ 4 つの;' お 《:^ぉ、 ぐ!", iti2iw の 

が fflffi されて います。 は、 人力され た 悄« を 元に ある * 算を 行い、 その iifttt: お i あ 

である,'"; (波形） を 出力 します。 ひとつの iwt): お 折から m 力され た r; を 次の^?): v<i ひに 人 おし、 I びび 

iW« をむ つて 新たな を 出力す る こと もで きます。 fi' 色 を 決める の ひとつと して、 これらの i お 
ひ おれ を どのよ う に B1 係 付け、 それぞれの «W 装 PI に どのよ う な «兮 を 与える かとい う ^定が あ り 
ます 

iwu お w から 出力され る rt- の 报^^：^は おおよそ 次の ような 形 をして います。 



才ン 

出力 

オフ 




欲算装 a に対して、 ^を 出力しなさい (出力の 才ン） という ^ひが ひえられ ると、 出力す る 音 s を 次 

^に 人き く していき ますつ この,' の 人き く なる Mff を 決 める のが ァ タ ッ ク係敉 です。 

ほ; it が ある^に なると、 今度 は rt'iL を 次^に 小さく していき ます。 この 限^^になる fi'W が 4i 人出 

乃 レベル、 i やおが 小さ く なる- 别^ を 決める のが ディケイ 係数です。 

次に が ある W (まで 小さくな ると、 g おは ほぼ一 定 した (おで 落ち^きます。 音 ft が一 定 になる 切 
り 杼ぇ点 は その &ぉ によって 定められます。 この fJ-tt を 決める の 力 f サス ティ ン レベルです。 

が ほぼ一 定 になる といっても、 わずかず つ さ-s は 小さ くな つてい きます。 この^ R が 小さ く な 
る 剖 ft を 決める のが サステ ィ ン係 数です。 

そして、 ^符：^め: に 出力 を 終わりなさい （出力の オフ） という^'' J が ひえられ ると、 さお は 次第に 小 

さ く なって やがて 出力が 止. まり ます 。ここで Stt が 小さ く なる 割^ を 決める のが リ リース 係数です。 

226 サウンド 機能 



この «• に、 さらに ピッチ^^、 ^m^M, キ 一ボ一 ドレ イト スケーリング、 デ チューン 係数、 マル 

チ ブルの 幼！ ft を 加える こと がで きます。 

ピッチ 変 期と は、 出力す る 周波数 （s-iv:> を 変化させる ことによって に ビブ ラー ト のよう な 効 * を 
リ 'えます。 ピッチ 変^に よる ビブラート 効 j»i は、 その 形、 速さ、 変化の 人き さと その 効^ を かける 
タイミングで 制御し ます。 

扳幅 変^ は、 出力す る ttite(fl-ft) を 坩《 する ことによって s に トレモロの ような 効呆を ひえます。 

振 幅 変, 與 による トレモロ 効 架 は、 その 形、 速さ、 変化の 人き さと その 効 * を かける タイミングで 制 
御し ます。 

また、 ピアノ や ギターな ど' ぉ|^ の 《 器で は、 M じ 楽器で も 咅程 によって &の慼 じ 力 つてい ます。 

これ は、 rrw の^ 械の' 别介 カ^ a つてい るからで す- そこで サウンド 機能で は、 m じほ & でも その,' t 
ft! によって ァ タツ ク 係数、 ディケイ 係数、 サス ティン 係数、 リ リース 係数 を 少しずつ^^して いま 
す。 このお « の 剖 介 を 決める のが キーボード レイ ト スケーリングです。 

さらに いくつもの を M 時に ift* するとき、 それらの W 波^ を IK 妙に iS えて やる と、 fi- にう ねり 効 
* や 深み を' j- える ことができます 3 この 微妙な お J 波 数の ずれの^ 定を 決める のが デ チューン 係数で 

す。 

ある I ぬ 皮 数の に その ^SSdft の^ 波 数の rt- を, K ね 介 わせる と、 さらに i£ つた ff-fc を 作る ことができ 

ます。 《»: 装 W では 人力され た の^ 波 数に W して の^ 波钕を 持った を 出力す る ことが で 

きます。 人 乃され た' Aii 皮^に》' f して Wfft の w 波 》 の rt- を 出力す るか を 決める のが マルチ ブルです。 

rtt を 決める これらの 条件 は fifc パラメータと 呼ばれ、 fi-fc バンクに なおされ ています。 パラ 

メ 一タに は， それぞれの チヤ ネ、 ルに W する^'/ ii と、 チャネルの 中の i'AW^W ひとつひとつに 対する 
はぶ とが あり ます。 ftfc バンクに な « されて いる fifc パラ メータ は、 5 X10( お 1 添字 :0 〜 4/^ 
2 i^'P. 0 〜 9 > の 大きさ を 持った^ ^ ゆ^ 列 を 使つ て^み W きします。 

これらの 幼 ^を 組み 介せ る ことによって、 吸り ない « 色 作りが" f 能です。 



2- サウ ンド 機能 を 使用す るた めの 準備 

サウンド 機能 を 使って rt* など を《* する ために は、 次の ような 準備が 必要に なり ます。 

2.1 機種 

ここで^ 明して いる サゥン ド慷能 は、 PC-286U/US シリーズで 使; |j する ことができます。 
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2.2 設定 

サウンド W 能 を 使用す るた めに は、 メモリ スイッチ SW 4 の ビット 3 と デイ/ブス イッチの 
SW3-5 を 次のように ^します。 この スィッチ を 設定す る ことによって' BASK で サウンド 馋能を 
うこと がで きます。 



, T_ ノ 

スィッチ 

SW4-3 


ディ リブ 

/ n メノ 
スィッチ 

SW 3-5 


fi 味 




OFF 




1 


ON 


BASIC は 起動し ない。 


0 


OFF- 1 


サゥン ド» 能 を 使用し ない 0 


0 


ON 


サゥン ド« 能 を 使 W しない。 



I I ： に* 出 « 時の ぼぶ 

注意 メモリ スィ -', チ を 1 にぬ 定 した埸 介、 ディノ ブス ィ ツチ SW3-5 を ON にす ると 
BASIC を 動で き ません。 

PC-286U/US シ リ 一 ズは、 デイ-ノブ スィッチ SW2-5 を OFF に して 動す る と' メモ リス イノ 

チ SW4-3 は 1 に されます 《 

3. 一 サウンド 拡張 命令 

BASIC では、 サウンド 棟 能 を 使うた めに 次の 拡 令が されて います。 



ON PLAY GOSUB 
PLAY 



PLAY M り 込みに よる 処^ ルーチン の定 * 



な 
I I 



* の i おお 



ブレイ バッファの 確保と 初 KM 化 
ブレイ バッファの ク リア 

PLAY ffl 込の 制御 

* 液 栾 データの バイ ト数を 返す 

s- 色 バンクの 定筏 

n-fc パラメータの 祓写 
rt-fc バンクの 初期化 

ビブラート、 トレモロ などの 効果 をつ ける 

シンセサイザ LSI の レジスタ への W!: の^ 定 

めに は、 まずお 初に CLEAR 文で KWUft プログラム 領 域 を 確保し、 絞いて 
ン ド 拡張 命令の ための 領域 を 確保す る 必要が あります。 ^AY 
こ 他の 拡張 命令 を * 行しょう としても Illegal ぉ11(^01^31に3法1«]数呼び出 

エラーに なり ます。 

さらに、 これらの 命令 を 使うた めに は、 メモリ スィ -/ チとデ イッブ スィッチが 正しく^^ されて い 
る ことが 必要です。 メモリ スイッチの^ 定が 閥 違って いて、 サウンド 機能が 使用で きない 状態に ある 
ときに これらの 命令 を 実行しょう とすると、 Syntax error (文法の 間遠い） の エラーになります。 



PLAY CLEAR 
PLAY ON/OFF/STOP 
STATUS PLAY 
VOICE 

VOICE COPY 
VOICE INIT 
VOICE LFO 
VOICE REG 



れらの 命令 を 使う 

PLAY ALLOC 文 を 
ALLOC 文 を * 行す る tfU 
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ステー 卜 メント 



ON PLAY GOSUB 



【オン • ブレイ ，ゴ 一 サブ】 

ON PLAY GO to SUBroutine 

PLAY 文の 割り込み によって サブルーチン を 実行す る こと, 



機 能 ： PLAY 割り込み 処理 ルーチンの 開始 行 を 定義し ます。 




ON PLAY(2.512) GOSUB 9000 —チャネル 2 の ブレイ バッファ I 人】 の 木^々 ft 

* データが 512 バイ ト 以下に なった ときに 
9000 行の 割 り 込み 処理 ルーチン を' ぶ 行 し ま 

す。 



CS_j£] • PLAY 文 によって バック グ ラン ド i« ^を^むし ている ときに、 チャネル 番号で jft ^した 

チャネルの ブレイ バッファ 内の ぶ 铋^ ^栾 データ 力 < 残り パイ 卜 数 以ド になった ときに 'ぶ 
行す る 処^ ル一チ ンを' ぶ^します。 

• チャネル 番号に は 1 〜 6 のい ずれ かの チャネル を is' ぶす るか、 o または n の 数 を 指お し 

ます。 

• チャネル 番号に 1 〜6 を 指^す ると、 桁'/ U した チャネルの 残り バイ ト？ 4 力 、'残り バイ 卜 数 

以 ド になった ときに 処 の ク>« を 行います。 

，チャネル * 号に 0 に 桁' ぶ すると、 チャネル 1 〜6 の 残り バイ トの屮 で fti 人の ものが 残り 

パイ 卜 数 以下に なった ときに 処 ffl の を 行います。 
• チャネル 番号に ft の 数 を桁定 すると、 チャネル I 〜6 の 残り バイ トの屮 で fti 小の ものが 

残り パイ 卜 数 以下に なった ときに 処理の ^岐を 行います。 



〔 参照 J PLAY 0N/0FF/ST0P(PLAY 文に よる 剖 り 込み 処押. ルーチンの もリ 御) 
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[プログラム 例 



100 ' ON PLAY / PLAY ON / PLAY STOP 

HO ' -— PLAYW り 込みで 《<H 形 や 切り B える 一-- 
120 C し HAH .4H9E00 

130 CONSOLE 0,25 t 0 r 1 ： SCREEN 3 , 0 ： COLOR ,,,,2:CLS 3 
140 PLAY ALLOC 255 t 25 5 ( 255 f 255 # 2 5 5 . 255 
150 GOSUB t MUSIC 

160 ON PLAY 卜 1,1" OOSUB «EN 

170 H=RNDt639 

180 I=RNDt399 

190 J=KND«639 

200 K=KNDt399 

210 し =(RND«100 MOD 15)*1 

220 M=(RNDM0O MOD 15 い 1 

230 LINE(H,I)-《J,K»,L,BF,M 

240 GOTO 170 

250 «MUSIC 

260 PLAY STOP 

270 C し S 3 

280 PLAY CLEAR 

290 PLAY "T"0" 

300 PLAY "MBai05E2F«GF«4.E8B2 E2D04B805D8E2R —に 'MB« 104 E2FIGFI 4 • E8E2 E2D03B8O4D8E2 
R" ,"MBW03EEEEEEEE EEEEEEETMBV 1 503BBBB04CCCC 03BBBBBBB ' に MBV1 503GGGGAAAA GCGGG 
GG "MBV1S03R1F き FIF ま F き R1R2 ノ 

310 PLAY "MBEE2F#GF#4.E8E2 E (CEG MB04B05E2 • R" . -MBEEE2F#GF#4 . E8E2 ERB03B04E2 • R—, 
MBEEEKEKEEE KKD#D#EEER" . 4, MBBBBBB04CCCC 03BBBABRBR" , "MBCGGGGAAAA GGF き" GGGR" ,MBR 

320 P し AY ON 
330 RETURN 160 
340 tEN 

350 ON I> し AY (0,0) GOSUB *END.P 

360 PLAY ON 

370 H=RNDt639 

380 I=RND<399 

390 J=RND* 100 

4 00 K=(RNDt 100 MOD 15)*1 

410 L=(RND« 100 M6D 15)*1 

420 CIRC し E (H, I ) , J ,K,,, ,F, し 

430 GOTO 370 

440 »END.P 

450 END 
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ステー トメ ン卜 



PLAY 



【プレイ】 



PLAY 

演奏す るの St 味から、 音楽 を; S 奏する こと 



機 能， 音楽の 演枣を 行います 



〔解 》n 



0 



i-^J PLAY L モード 番号，] [文字列 1] [， [文字列 2] [， [文字列 

3] [， [文字列 4] [， [文字列 5] [， 文字列 6]]]]] 



■ 例ン PLAY JfO, "L803CDEFGAB' 



* ^モー ドで文 7: 列に よって 指定 された な 

* を ifi 《します。 



ードを 0 — 2 の モー ド 番号で 指定 します。 



来 モー ド ： iY* の i« ^をす るのに 適した モ— ド です 



0 



# 1 



»2 



幼^ 'モー ド ： 幼！ 'や を する のに 適した モー ド です。 



CSM モー ド ： サイ ン 



こよって 口を出します 



0 



文字列 1 〜 3 は チャネル 1 〜 3 の FM 文字列 4 一 6 は チャネル 4 〜6 の SSG 音 

» に对 IB します。 

文字列 i〜6 は、 i お^する rt- を 次に <^明 する コマンド を 使って ^述 します。 これ を 

MM に （ミュージック 'マクロ • ランゲ一 ジ） と 呼びます。 



'の '郤 を 文卞^ 钕 や で ^述 する 埸介、 次の^:^ に 従って, ヒ^し ます 

= ぼ?^, ) + - ； - 

文字列に x=，+ (文字 変数 名 ）+• ： ■ 



CDMKGAB コ マン ド | 

衍' ぶした,' のな を 出します。 コ マン ドと rt-tt は 次のように ズ. れぉ します。 

し'= ド 0 =レ E=S ド =フ ァ (； =ソ 八=ラ 8 =シ 

, 'やの T,''; 措 は + . #. 一、 オクターブ は o コマンドで 桁' ぶします。 
& 程の 後ろに &長を 表す 数字 をつ ける こと 力 き 奢 ま 《範囲 ： 1 一 64)。 省略時の 音 長 は 
ドで 指定 された,' やおに なり ます。 

く つに 分 M す る かで 指定 します。 

1 =^tm 4 = 4 分 a 符 

符点 i ゃ符 分,' Yff、 符点 4 分,' ゃ符 など) は ffK を^す 数字の 後に に」 を 付けて 指 

定 します。 
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Mx コ マ ン上: (mm ： 255/tEl»H ： 1 〜65535) 

•SSGfi- 源に エンベロープ 幼 * のか かる 周期の 速さ （ エンベロープ 周期） を ひえます 0( チヤ 

ネル 1 〜 3 に对 して は 無効） 
• ェン ベロ一 プ^ 期 は 次の 式で 与え られ ます。 
ェン ベロ — ブ^ 期 （msec) = (256/667) X 設定 ffi 



「Sx コマンド 1 (初期 使 ： 1 ： 0 〜ほ） 

•SSG 音源に かかる エンベロープ 効 * の 変化の 形状 (エンベロープ 形状) を 指定し ま 
す。 （チャネル 1〜3 に W して は 艇 効） 




エンベロープ WKJj 



rV75V ンド 1 ( 初期 ffi: (チャネル 1~3>0/範1«1： 0-15) 

(チャネル 4〜6>8 

• rt W を 設定し ます。 

• 0 が ft 小、 はがお 大の 音量になります。 



1x3 マンド， (初期 侦 ： 4 / 範 W ： 1 〜64) 

*音径 を 指定し ない 場^の m お を 設定し ます。 

• 音 長 は 1 小節 をい くつに 分割す るかで 指定し ます 《 

(例 >1= 全 If 符 4 = 4分??-符 
• 符点 S 符ゃ符 点 休符 (符点 2 分 S 符、 符点 4 分 休符な ど) は^お を^す 数字の 後に 

を 付けて 指定し ます。 ' 
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「q x コ マン ド I (初期 依 ： 7mm ： 1 〜 8 ) 
• ステップ タイムに w する ゲー ト タイムの^ さの 比 を 設定す る。 
• ステップ タイムと は、 で^ 定 されて いる 時 冏 です。 
• ゲート タイムと は、 '吏 際に ^ を 出 している 時 問です。 



才ン 
発音 才フ 




ステ ノブ タイ 厶 



ケ一ト タイム 





Q1 


Q2 


Q3 


Q4 


Q5 


Q6 


Q7 


(び 


ゲ一 ト タイム/ ステ- ノブ タイム 


1/8 



2/8 

1 


3/8 


V8 


5/8 


6/8 


7/8 


8/8 



>. <コ マン ド I 

• オクターブの 上下 を 指定し ます。 

• >コ マン ドで现 在の オクターブが 1 オクターブ 上がります。 

• < コ マン ドで 現在の 才 クタ ーブが 1 才 クタ一 ブ 下が ります。 

• >. くコ マン ドを 2 つ 以上 続けて 指定す る ことによって オクターブ を 2 オクターブ 以上 
I. げた り 下げた りする こと がで きます。 

ox コマンド | ( 初期 ffi ： a mm ： 1 〜 9 ) 

• オクターブ tfi を ^定 します。 

• lift が 小さい ほど 音 は 低く、 大きい ほど 音 は なくなります。 
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Kx コ マン ド （初 朋{ぉ ： な し/ 範 州 ： 0 -96) 
• 数 使で 指^ したおさ の ほ を 出 します。 

•FM （チャネル 1 〜3> について は、 K96 は K0 と 1"1 じお さ を ,ャ を 出します。 



オクターブ 


0 1 


0 2 


0 3 


0 4 


0 5 1 


0 6 


0 7 


0 8 


(09) 


C (ド） 


0 


1 2 


2 4 


3 6 


4 8 


6 0 


7 2 


Ci 4 

8 A 


9 6 


し' if, D- 


つ 

1 13 2 5 3 7 


4 9 


6 1 


7 3 


8 5 




1) (レ） 


2 


I 4 


2 6 


3 8 


5 0 


6 2 


7 4 


O 0 






3 


1 5 


2 7 


3 9 


5 1 


6 3 


7 ；) 


8 7 






4 


1 6 


2 8 


4 0 


5 2 


6 4 


/ 6 


8 8 




I- (ファ ） 




1 7 


2 9 


4 1 




6 5 


7 7 


8 9 




は. （；- 


6 


1 8 


3 0 


4 2 | 


5 i 


G G 




9 0 




(, (ソ） 


7 


1 9 


3 1 


4 3 




a 7 
0 1 


7 u 


Q 1 




(； A — 


8 


2 0 


3 2 


4 4 




6 8 


8 0 


9 2 




A (ラ） 


9 


2 1 


3 3 


\ 5 


5 7 


6 9 


8 1 


9 3 




A«. B — 


1 0 


2 2 


3 4 




5 8 


7 0 


H 2 


9 4 




B (シ） 


1 1 


2 3 


3 5 


i 7 


5 9 


7 1 


8 3 


9 5 





r.x コ マン ド mmm ： m/viw : i 〜2ぉ） 

• i'ii 《の テン ボ を します。 

• 2 っ以 I. の チャネルに^つ た テンポ を！ 5 ：定 した W 介、 lii 後に, ぶ 'ぶした テンポが ィ I 幼に な 
ります。 



Kx, Px コマンド 
• 休符 を 表します。 つまり ほ の 出力 を 休止し ますき 

- kx. に x コマンドの 後ろに 休? ？ の^さ をお す 数' J": をつ ける ことができます （»El'H ： 1〜 
64)。 'i*?fift 時の 休? の K さはし コ マン ドで 指' ぶされ た 小さになります。 
• 休符の^ さ は 1 小節 をい く つに' ふ剂す る かで 指' ぶ します。 

(例 >1= 令 休符 4 =4' ふ 休符 
，符 点 休符 (符点 2 分 休符、 符点 4 分 休符な ど) は 休符の 長さ を 表す 数字の 後に 「.」 を 付 
けて 指^します。 



+, -， #1 

•+, # は、 音程 を^す CDEFGAB の 後に 付けて fifil を 半 FS- 附上げ る こと をお します。 
• 一は、 CDEFGAB の 後に 付けて 咅程 を fflK 下げる こと を * します。 
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• この 記ひ の 前後の^ をつな いで一 つの 音と して 出します- (タイ、 ス ラー) 



• や 休符の K さ を 表す 数字の 後に 付けて、 符, な ft 符ゃ符 点 休符 を^し ます。 

I EZD a 

• i£ 符 をお します。 

•X で^す fiii の 間 に | | 內の fi- を^ 分に 分割して ^^します。 

I Yr, d コ マン" R~l 

• r に Wi を ぶす る レジスタの レジスタ » ひ、 （I に ^ 定 する Wi を 人力し ます。 

• lllliffi つ た, ii 定 をす ると プログラム が !K 常に 動作 し な く な る 垛む が あ ります。 レジスタの 

は ト分 注意して 行って く ださい。 
(VOICE RI-C ami) 

f^Vx コマンド | ( 初期 ft ： な し/ »£I〗H ： 0 - 127) 

• KM ffW から 出る ff の ff* を 32： 定 します 0 (チャネル 3 — 6 に 財して は 無効) 

• V コ マン ド による ぶと 比べて、 よりきめ 細かい a' ぶが できます。 

|(«tWx コマンド | 

• コ マン ド * 行の f* ち 時 W を 作り ます。 

• ^ち 時 II リの おさ x は、 と W じ 方法で SW£ します o 

• ； ijj' おは Rx. Px コ マン ドと M はの 脚き をし ます。 

|@x コ マン ド "! < 初 KBtfi: ： ： 0—81) 

• FM , や 源から 出る の ^色の ^色 * ゆ を^ 定 します。 （チャネル 3 〜 6 に W して は 無 幼） 
• チャネル 1 〜 3 に、 それぞれ 別の rt-fc を^:^ する ことができ ます。 

• の Miyi 状態 は 次お のとお りです が、 voice コ マン ド によって 独に I の^ 色 を 作る こ 
ともで きます。 





m\ 




1 


器 色 * ひ 21 と M じ） 


2 


弦楽器 (高音 域、 皆 色 番号 25 と 同じ) 


3 


エレクトリック ピアノ （柔らかい 音色、 音色 番号 26 と 同じ) 


4 


シ セサ ィ ザべ一 ス （ ^色 岙サ30 と M じ） 


r. 


エレ ク トリック オルガン いき 色、 な 色番兮 32 と M じ） 


6 


パイブ オルガン （低；ゃ 域、 色番兮 34 と 同じ） 


7 


フルー ト （0 5 が fti 適、 ，'ゃ 色 *兮36 と间 じ） 
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かひ 




8 


オーボエ （音色 番号 38 と |ej じ) 


9 


クラ リネッ ト （音色 番号 39 と 同じ) 


10 


ビブラフォン （音色 番ゅ 41 と 同じ) 


11 


ハープシコード (音色 番兮 46 と 同じ) 


1 u 


ペル (音色 番リ -47 と问 じ) 


13 


ピアノ 


14 


人魂 （ひとだま） の 戒ぶ,'ゃ 


15 


ものが^ 下す る^ 


16 


宇' ih 船の 肤ぶ音 


17 


ラ ン パン の, しる r, 


18 


効^,' や （スペース ドーム） 


19 


幼 や （インベーダー） 


20 


「^义 （おんさ） 


21 


金管楽器 (ifijfj- 域) 


22 


金锌 * 器 (ft 音域) 


23 


トラ ンぺッ ト （0 5 が W 適） 


24 






1 弦 : お 


26 


エレクトリック ピアノ 


27 


エレクトリック ピアノ （おい ft 色） 


28 


エレクト リ ツク ピアノ （； c ら かい ^色） 


ち 


エレキギター （05 が Iti 適） 


30 


シンセサイザべ一 ス 


31 


ゥ ッ ドベースに 近い シンセサイザ ベース （0 3 が Aiifi) 


32 


エレクト リ '/ ク オルガン （おい 色） 


33 


エレ ク トリ ック オルガン （おら かい ftfc) 


34 


パイブ オルガン （低 S 域) 


35 


パイブ オルガン （rt,'Y 域） 


36 


フル— ト （0 5 が « 適) 


37 


ピッコ CJ 


MS 


オーボエ 


39 


クラ リネノ ト 


40 


グロ y ケン 


41 


ビブラフォン 


42 


シ U フォン 


43 


¥ 


44 


チタ 一 


45 


ク ラ ビ ネ / ト 


46 


ハーブ シコ一 ド 


17 


ベル 


48 


ハーブ 《05 が 最適) 


19 


ピアノ 十べ一 ス 


50 


ハーモニカ 


51 


ゴム を 弹く音 


52 


ティ ンパ 二一 （0 3 が 適） 


53 




54 


ァメ リカの パトカ一 
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ft 号 




55 


板 ノコ ギリの fi' 


56 


晴 だれ 


57 


ホル ン 


58 


ス ネア ドラム 


59 


メ トロ ノーム 


60 


おもちゃの ピアノ 


61 


空お をた たぐ 


62 


チャイム （06 が fti 適） 




ギターの ミュー ト 《法 


(il 


チェロ 


65 


ふ 
、 


66 


オルガン 


67 


ギター 


68 


フルート + ギター 


69 


スチールギター 


70 


エレクト リ 7 クべ一 スギ 夕一 


71 


エレクトーン 


72 


幼！ ttn (トンネルの 中） 


73 


効果 S(iHBI の 中) 


74 


水滴が 5» ける 音 


75 


m 


76 


ゥ ッ ドベース 


/ / 


人 正 琴 


78 


風で Ifi る ^線の^ 


79 


アコ 一 ディ オン 


80 


ピアニカ 


81 


おばけの 足裔 



「一 x コ マン ド"! 

• X ( A ~G) で桁定 した &が C (ド） となる ように 移お します。 

*指定された&^に对/£,するキ—*サ（《コマン ドで 桁お する fi' 程の *リ) に-^ の 数 W を 

加えて、 その キ— * ^の; T 程の 1Y を 出します ◊ キー * ひに 加える 数侦は 指'ぶ ^によって 
次のように 決められ ています。 





ft 佳 




指定^! 


数 使 


F#. (；- 


-6 




C, B# 


0 


G 


― 5 




C#, D- 


1 


G#, A - 


一 4 




D 


2 








D#, E- 


3 


A#. B — 


一 2 




E， F- 


4 


B, C - 


一 1 






5 
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「* コ マン ド I 

• SSG 音源の ェ ン ベロ一 ブ^ 期 とェン ベロー ブ 形状の 指定 を 解除 します。 
(チャネル 1〜3 に W して は & 効） 



1 ！ コ マン ド | 

• * コマンドで 解除した SSG fl-iS のェ ンべ ローブ W 期と ェン ベロー ブ形状 を ドに 设'ぶ し ま 
す。 （チャネル 1 一 3 に纣 して は 艇 効） 

v コマンド I 

• & 色と して 設^され ていない it-fe を 作り ます。 

します (p の 範囲 :0 — 49)。 音色 用 K 列 要 « について は VOICE 文 を 参照して く ださい。 
P 婦 《第 ljg 字 )+ (第 2i6 宇 )X5 

• v は パラメータの 内容 を 示します 0 (v の 載 囲 :0 — 16383) 

• v に n の&を 衍' ぶす ると、 的に 玫 w を 次のように' &換 して' 丸 行し ます 

(,没 定 される #0 =16383+(«^したれの数> 

「MF, MB コマ ンド 1 

• PLAY 义の i めお 形 S を 指' します。 

• MF を 桁' ぶす ると、 一つの PLAY 义の' 行が 終わる まで 次の fi? 令 は^むし ません。 

•\m を 桁' 4i すると、 play 文の trt 报を ブレイ バッファに 格納して、 すぐに 次の 命 令 を' 
行し ます。 つまり、 ift^ をしながら 他の 命令 を' お 行す る バック グランド iW* の' 行 を W 

4i しま す o 

【 プログラム 例 1 

100 ' PLAY I PLAY CLEAR 

110 ' ― 四角形 を « きながら バックグラウンドで を « 奏する … 
120 C し EAK ,AH9E00 

130 CONSOLE 0,25,0, 1 :SCREEN 3,0: COLOR ，,，,2:CLS 3 
140 PLAY ALLOC 255 f 255 t 255 t 255 f 255 f 255 
150 GOSUB き MUSIC 

160 ON PLAY (-1,0) GOSUB *END,P 

170 H=RND*639 

180 I =RND*399 

190 J=RNDt639 

200 K=RNDt399 

210 L-(RNDtlQ0 MOD 15»+1 

220 M=(RNDt 100 MOD 15ぃ1 

230 L1NE(H,I)-(J,K>,L,BF,M 

240 GOTO 170 

250 »MUSIC 

260 PLAY STOP 

270 CLS 3 

280 PLAY CLEAR 

290 PLAY "T140" 

300 PLAY "MB«105E2F#GF#4 .E8E2 E2D04B805D8E2R" , "MB«104E2F#GF*4 - E8E2 E2D03B804D8E2 
R" , "MB«103EEEEEEEE EEEEEEE f> , "MBV1503BBBB04CCCC 03BBBBBBB" , "MBV 1 503GGGGAAAA GGGGG 
GG M f M MBV1503RlF*Ff F#F# R1R2 ノ' 

310 PLAY M MBEE2F#GF#4 .E8E2 E |GEG » 4B04B05E2 , R" , "MBEEE?F*GF 参 4 . E8E2 ERB03B04E2 . R" , •' 
MBEEEEEEEEE EED#DtEEER** . M HBBBBBB04CCCC 03BBBABBBR" , "HBGGGGGAAAA CGFf F#GGGR" , "MBR 

320 PLAY ON 

330 RETURN 160 

340 *END.P 

350 END 
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ステー 卜 メント 

miimiiiimimmimmi 画 II 



PLAY ALLOC 



【プレイ • アロケーション】 

PLAY ALLOCation 

allocation は 位置の 意味。 すなわち 濱赛 のた めの J1 所 （プレイ 
バッファ） を 確 保す る こと。 



機 能つ プレイ バッファ を 確保し、 これ を 初期化し ます 



C 



* ^1 PLAY ALLOC [チャネル 1 ゾ、' ッフ アサイ ズ] [， [チャネル 2 ノ マ ッ 

ファ サイズ] [， [チャネル 3 バッファ サイズ] [， 
[チャネル 4 ノく ッファ サイズ] [， [チャネル 5 
バッファ サイズ] [， [チャネル 6 ノ くッフ アサイ 
ズ ]]]]]] 



、 使用 f?C PLAY ALLOC 128. 128. 128 



チャネル 1 〜 3 の ブレイ バッファに 128 バ 
ィ ト ずつ を 確保。 



解 説 



このお 令 は、 サゥン ド 機能の fe* 命令 を 使 W する 1» に 必ず' お 行して ください。 

1 〜6 の ft チャネルの お^ Hi の ブレイ バッファ を 確保し ます。 （^位： バイ 

チ ャ ネル 1 〜 3 は FM チャネル 4 ~ 6 は SSG «凇 に》 れ ピ' します。 

バッファ サイズに; tfK バイ トを |fi 定 すると、 その K に 1 を 加えた バイ ト钕を バッファ サ 
ィ ズに »： 定 します。 バ， フ ァ サイズの 仓針を i け W する «Kf に 注 想が 必要です, 

バッファ サイズ を' !*? 略した チヤ ネルの バッ フ アサイ ズは 0 バイ ト になります， 

ブレイ バッフ ァ のサ ィ ズ のむ, 汁 は、 CLEAR 文で 確保した K 械, ェ リ ァのサ ィ ズ以ト 'で 
なければ なりません。 

'の« 保と 阀時 に、 初期 侬を 次のように » 定 します, 



o 



o 



SSG お IS の エンベロープ 形状 


S1 


SSGff 淞の エンベロープ 脚 期 


M255 


SSGff 淞の Sffi 


V8 




LKR4) 


rt の さの 割合 


Q7 


オクターブ 


01 


テンポ 


T 1 20 


^二 

― 圍 

ぺ 


0 


バンク 


3： ち 上 《m の状懇 
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コマンド 



PLAY CLEAR 



【プレイ • ク リア】 



PLAY CLEAR 

clear は 一 f« する、 取り除く という 意味。 これから ブレイ バッ 
ファを 初期化す る こと。 



機 ^ J ブレイ バッファ をク リアし ます 



o 




PLAY CLEAR 



—ブレイ バツ フ 7 内の,' デー タをク リアし 
ます。 



[ 解 锐っ • すべての チャネル の^^ を屮 ll. し. ブレイ バッファ 内に^つ ている データ をク リア 

します。 

. I'l.AV えに よる 油ノぶ は STOP 义、 あるいは I STOP 1 キーの 押下に よって は 'll. する こと 
がで きます， この^ ft ブレイ バッファ 内に は データが そのまま^ります。 このまま 
の 状 S で 次の PLAY 文 を^むす ると、 ブレイ バッフ ァ 内に 残って いる デー タ も ifi 
おします PLAY CLEAR え では このよ う な 状遝で ブレイ バッ ファ 内に^つ ている d 
データ をク リアし ます。 
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ステー 卜 メント 



PLAY ON 
PLAY OFF 
PLAY STOP 



【プレイ • オン】 
【ブレイ 'オフ】 
【ブレイ • ストップ】 

PLAY 

PLAY 文に よる り 込みの 制御 を 行う こと 0 



「機 能 ) PLAY 文に よる S! り 込み 処理 ルーチンの 実行 を 許可、 》 止、 停止し ます 



1 書式 1 PLAY 


ON 






OFF 






STOP 






PLAY ON 
PLAY OFF 
PLAY STOP 



—剂り 込み 処理 を^ 行し ます。 
—割り込み 処理 を 《 止します。 
—割り込み 処理 を ^止します。 



「解 I» I • ぶ データが ON PLAYGOSUB 文で ^定 した 以下になる と、 'お 行す る 割り込 

み処 if ルーチンのお HW を 行います。 

• 割 り 込み 処 if. ルーチン は ON PLAY GOSUB 文で'/ します。 

•PLAY ON は 割り込み 処 ffl ルーチンの' Ji 行 を^" f します。 この 命令 を^ 行 後 は、 指'ぶ し 
た チヤ ネ ル のぶ 演^ デー タ が 指定の tf (以下に な る と ON PLAY GOSUB 文で 定^ し 

た 割 り 込み 処 fl! ルーチン を 'お 行し ま す。 

•PLAY OFF は 割り込み 処理 ルーチンの ^行 を します。 この 命令 を' お 行 後 は、 
した チヤ ネルの 未 iS^fi* データが 桁' ぶの W (以下に なっても 割り込み は 発生 しません。 
プログラム 終 f 時には 必ず PLAY OFF を * 行して ください。 

•PLAYSTOP は 割り込み 処理 ルーチンの '太 行 を f?lh します。 この 命令 を * 行 後 は、 桁定 

した チャネル のぶ 》'ぉ 矣 S 栾 データが 指定の 以下に なった こと だけ を, kl 憶し、 割り込み 

処瑰ル 一チン は^ 行し ません。 この あと、 PLAY ON を 実行す ると、 先 ほどぶ iS^rt* 
データが 指定の ^以下に なった ことによって 割り込み 処理 ルーチン を 実行し ます。 



参 照 j ON PLAY GOSUB(PLAY 文に よる 割り込み 処理 ルーチンの 定^) 
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STATUS PLAY 



【ステータス • ブレイ】 



STATUS PLAY 

status は 状 《 という * 味。 これから *赛 する 音楽の 状據を はべ 

る こと o 



「機 能】 プレイ バッファの 未 演奏 音楽 データの バイ 卜 数 を 返します。 

(害 式] STATUS PLAY (チャネル 番号） 



使用例 」 IF STATUS PLAY( 1 )=512 GOTO 1000 —チャネル 1 のブレ ィ バッ フ ァの^ ^ノんャ« 



解 國 チャネルの ブレイ バッフ 7 內の ^淡お rt* データの バイ ト^ を 返します。 



• チャネル 番号に は、 1〜 6 の チャネル ft ひ、 または 0 あるい はれの 钕を指 'ぶす る ことが 

できます。 

，チャネル 番号に 1 〜6 を is 定す ると、 《r>ii した チャネルの ブレイ バッファの 末 池ッぶが お 
データの バイ ト钕を 返します。 

• チャネル 番 舞に 0 を桁定 する と . 末 i お^, ャ* データが A4 人の チ ャ ネルの^ ilK^rt* デー 

タの バイ ト Si を 返します。 
• チャネル 番号に n の K を 指' ぶす ると、 データ 力 f K 小の チャネルの 未 

データの バイ ト St を 返します。 



100 ' STATUS PLAY 

HO ' ― 未濱 *»* データの バイト 8 を 36 示す る -" 

120 CLEAR ,&H9E00 

130 PLAY ALLOC 128:CLS 

140 PLAY ,, MBe2501CDEFGAB>CDEFGAB>CDEFCAB>CDEFGAB>CDEFGAB>CDEFGAB>CDEFG 



150 ST=STATUS P し AY( 1 ) 

160 IF ST>0 THEN LOCATE 0,0:PRINT "STATUS PLAY =";ST:GOTO 150 ELSE END 



データ カ^ 12 バイ ト になったら 1000 行の処 

押 を' むする。 



r プログラム 例 
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ステー 卜 メン卜 



VOICE 



【ボイス】 



VOICE 

声の！: 味。 音色 を 作る こと。 



[M 能) 音色 を 作り、 音色 バンクに 登録し ます。 




["使用例 ] VOICE 1 , NEIRO% 



— IS&Mrti! 列 NI':1R0% の パラ メータ を ^色 
リ 1 の^ バンクに な M します。 



： 解 説） 



• 



^色 を く m す る ^色 バ ンクは 0 〜81 の 82 焖ぁ ：） ま す 力、 f1: つ た な^を なおで さ る 音色 番 
号 は I 〜81 です。 

音色 用 整数 型 配列 名で Ifi 定 する rtd 列 は 2 次ん fid 列で、 W ダ ij の 人き さは 5 xio(« 1 m- 

： 0-4/»2«^： 0〜9) です。 

rtdWj の それぞれの' に ^'ぷ する w は 次のと お りです。 



1*0の«»装》 に 





0)- 


-(0. 


9) 




0ト 


-。• 


9) 


»*(2， 


0ト 


-(2. 


9) 


に. 


())- 


-(3- 


9) 


«%(4. 


0)- 


-(4. 


9) 



に m する^つ ヒ 



[ « : ^(0. 0 厂 1: セルフ- フィ一 ドバス ク /コネ クシ 3 ン 
7 6 5 4 3 2 1 0 



01 



： 0 



2 進数の 各ビッ トに対 «：:) 



コォ、 クシ 3 ン 

セルフ フィー ド/ くッ ク 



• 



ft チャネルに は、 人力 信号から ある 決々 た 出力 信せ を 作り出す 液 J): 装 s が ^ 
あり ます。 その 初の iiii'ft^m に^^ 度 を 決める のが セルフ • フ ィ一 ドバッ ク 
の m 係 を 決める のが コ ネ、 クシ ョ ン です。 

1 のせ it): おお は、 分 身の 出力 もけク を 人力と して 使って います。 D5 
夕で、 その H 分の' の 度 介 を 決めます。 （範 WI ： (0〜 7)x 8) 



D5 D4 D3 




0 0 0 


OFF 


0 0 1 


リ 16 


0 1 0 




0 1 1 





1 つ 

、 A つの 
3 のデー 



Do Dl 1)3 


変^ ^ 


1 0 0 


"It 


1 0 1 


n 


1 1 0 


2 n 


1 1 1 
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• 4 つのお は): お W は、 おび， いに その 出力 はゅ を 利 用 する ことができます。 D2〜D0 の デ— 
タで、 4 つの 演 の 接 係 を 決めます。 （»£W: 0〜7) 



D2 di do | mMm 


/V 八 J\ 

0 0 0 


si [W| K^-VI ss K^H s * 卜 0 UT 


0 0 1 


p ^ - ト 

^ s2 1" 


L(+)-l S3 [-{+)— 1 S4 |— ^OUT 


0 1 o 


^ —— 4 S2_K^ S3 S4 ト。 UT 


0 1 1 


^>H S, ― S2 卞 >] " ト。 UT 
. 


1 0 0 


P -*<iH s ， hfH お ， 

tp OUT 


1 0 1 




み"" 




1 1 o 




fe-^OUT 



サウンド 



D2 Dl DO 



1 1 1 




S ト 4 ： 欲 装 (S 

P ： 8i 形 波の 入力 



！ 'おぶ ( 0， 1) | ： i ずね: お W の マ ス ク （範リ H ： 0 〜 
7 6 5 13 2 10 



X X 



X X M 1)2 1)1 DO (2i!LSt の ft ビッ 卜に Wi'，） 



2*B の i«W 装 沢 




• & チヤ-の それぞれの 演 の ttffl/* 使 ffl を 決めます。 欲 »: 装 PT. を * 使 ffl にす る 

と'、 その iifrnxsv に 人 乃され た^ゆが そのまま 出力され ます。 

• ？ 9 データが I のとき 使 W、 o のとき >k1'JiWI に^^ されます。 

[«ぶ'（0, 2) \ :^muim: o-5) 

• に加える ビブ ラー ト幼! ft や ト レモ ノ幼 * の 波形 を 決めます。 
0 ： ノコ ギリ 波 

1 ： 形 波 

2 ： : : 肩 波 

3 ： サン ブル & ホール ド 

4 ： ノコ ギリ 波ヮ ン ショト 

5 ： 波ヮ ン ショト 
(VOICE LFO SC^SS) 



g 尜 （0, 3) | :SYNC ディ レ ィ （範リ H ： 0 -255) 

• 音の © り 始めと ビ ブラ一 ト幼 * や ト レモ ノ幼 * を かける タイミング を riJ 定 します o 
(VOICE LFO 文 参照) 
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• , 'やに 加える ビブ ラー ト効 « や トレモロ 効果の 速さ を 決めます。 

• 变形 波形で 逸んだ 波形 幼 * のか かる 速さ を ^ 波 &で ひえます。 

Wiftfi=(^Wi/16383)X250 



'お ぶ (0. 5)1 : ビ ッ チ^^の 深さ （»EI«I ： — 127〜127> 
«• に加える ビブ ラー ト幼! ft の 度 介 を 細かく 決めます。 
が 人 きい はと ビブラート の 幼 求 は 人き く な り ま す 
れ の ft を^^す ると、 波形が bifc します。 



o 




(0 t 6) 



： —127—127) 
,'ゃ に加える ト レモ 口 幼^の^ なを 細かく 決めます。 
が 人 きい ほと ト レモ 口 効 « は 人き くな り ます。 
ft の »を设 ^すると、 波形が K 転し ま "H 



！ -&^(0, 7) ： ビ プチ' M の 《 さ （》£PH ： 0— は） 
• なに 加える ビブ ラー ト 幼^の を 人 まかに 決めます 
• (が 人 きい はと ビブラート 幼 《 は 人き くな り ま す。 



e 



«^(o. 8 ) ] ： mm 



'おぶ （0. 9) 1: 木 使 川 



驟（1. ひ 17《2. 0)/(3, 0)/(4. 

• iAtr お y (のァ タ ク係 a を 決めます。 

' 8Mf( が 人き いほ ど裔の 立上り 畤 W は SI くな り ます 



國 匿 被 のァ タツ ク 係数 (範 W ： 0-3D 



o 



_1 )/(2. 1 )/(3. 1 )/(4. 1 » j: iiim^fl? の ディケイ 係 «t(«^H ： 0 〜31» 

• お は): お め: の ディケイ 係 Be を 決めます。 

• 数 tfi が 大きい ほど さ»の«« の 劃 介 は 大き く な ります。 



1 . 2)/(2. 2)/(3, 2)/(4, 2) 1 : 演算 装 18 のサス ティン 係数 (feW ： 0〜3ぃ 
•ifiit^i なの サス ティン 係 & を 決めます。 

• 数侬が 大きい ほど 音 毒の 滅り 方が 担 やかに なり ます。 

I 要素 （1, 3)/(2. 3)/(3. 3)/(4. 3) に 演 のリ リース 係数 0〜15) 

• 液 W 装 K の リ リ 一 ス 係数 を 決め ま す。 

• 数 佑が 大きい ほど 出力が 止まる までの 時閩は 短く なります。 
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- 'おぶ （！• 4)/(2. 4)/(3. 4)/(4. 4) | ： iSttXK のサス ティ ン レベル (範^ ： 0 〜ほ） 

• iWW 装お のサ ス ティン レベル を 決めます。 

• ScW': が 人き いほ ど 切り^えの タイ ミ ングカ 《ぽ くなります。 

し紫 ぶ （ 1 • 5)/(2, 5)/(3. 5)7(4. 5)1 ： «» 装 ぉの《 人出 カレ ベル (則 W ： 0 〜127) 

装?? の 人出 カレ ペル を决 めます。 

• K 侦か人 きい ほ ど fftt は jgj レ 、レベル ま で增加 します。 

「魏 し 6)/(2. 6)/(3. 6)/(4. 6> | ： 演算 装 JR の キー ボー ドレイ トス ケ— リン 

グの 深さ (IHH: 0〜3) 

•aiit): お y (の キー ボー ドス ケ一 リング を ^ さ を 決めます。 

• &餓が 人き いほ ど阃 整の; が 人き く な り ます。 



素 (し 7)/(2. 7)/(3. 7)/(41^]:»旌 お; W の マ, レ+ブ itw^m; ： o - 15) 
• iiri n 乂 in の マルチ ブル を 決め ま す。 



1 


I 1 

0 1 














8 


9 


10 


11 


12 


13 


14 




許 


^ 1 


2 1 


3 | 


4 | 




6 


7 


8 


9 1 


10 


111 


1'2 


13 


H 


ir> 



おおし 8)/(2. 8)/(3. 8)/(4. 8)"l :a«^y, ，の デチ i ーン tf^itf 謂: 0 〜 3 ) 



* » 装 巧 のヂ チェーン 《» を 決め ま す， 

• IWW が 大きい ほど ずれの 割合が 大き く な ります。 

• r! の at を 《a 'ぶす ると、 皮 の ずれの 力卞 りが 逆にな り ます。 

■g 索 （1， 9)/{2. 9)/(3. ^〃""^：潘れぁ？？のぉねか^！の逸^^鎺!!!^" 

•iWWitS^z 加える ビブ ラー ト幼 ^の^ 介 を 大まかに 決めます < 

• ft« が/; きい ほど 报幅変 謂の 度合 は 大き く なります， 



o 



I 参 Rfe J V01CM COPY (^色の バンクの パラ メータの コピー 
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ステ一 卜 メン卜 



VOICE COPY 



【ボイス • コピー】 

VOICE COPY 

copy は 複写す る こと。 音色の パラメータ を 複写す る こと。 



機 音色 バンクの 音色 パラメータ を 整数 型 K 列に コピーし ます。 



(JTS VOICE COPY 音色 番号， 音色 用 整数 型 配列 名 



[ 使用例 1 VOICE COPY 15, NEIRO% — d セ iT'J' はの fifc パラ メ 一 タ を^敉ゃ化じ 列 

NEIRO% に コビ一 します。 



「解 説 ] • 音色 » 号で 桁' ぶした バンクにな^ されて いる , 'や の パラ メータ を、 IKSMJ の rtiiWl に 

コピーし ます。 

• 音色 用 整数 型 配列 は 2 次; CM 列で. W 列の 人き さは 5 X 10('ぶ 〗 添 卞 ： 0 〜 4 m 2 ^'(' 
： 0 — 9) です。 

• K 列の それぞれの の 内容に ついては VOICE 文 'をお 照して く ださい。 



〔参 照〕 、0に1': ( ,''; 色 のれ: 成と なお) 



ロゲ ラム 例） 

100 • VOICE COPY / VOICE 

110 ' -" Ff 色 バンク 6 の& 色に ビブラート を かける 一- 

120 C し EAR .&H9E00 

130 P し AY A し IOC 128 

140 DIM PARAX(4»9) 

150 PRINT "元の &色 （き色蓄号= 4 〉 " 

160 PLAY "L2«404CDEFCAB>C M 

170 VOICE COPY 4 9 PARAX 

180 • &色 パラメータの 拉定 

190 PARAX(0,2)=2: '三角お 

200 PARAX(0,3» = 1: と H 時に ビブ ラー ト を;^ ける 

210 PARAX(0,4)=200: 'fl 波 ( 200 ハ 6383 > »250 

220 PARAX(0,5 い 80: ' ビ ツチ 変 》 の 深 さ （ ftMfi ) =80 

230 PARAX(0 f 7) = 10: 'ビ ツチ * 肩の 《さ （粗 =10 

240 VOICE 4 p PARAX 

250 PRINT:PRINT "ビブラート を かけた &色" 

260 PLAY "L2«404CDEFGAB>C" 
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ステー 卜 メン卜 



國 ill mill iiMiimi mil i iiiiiii in 



VOICE 




【ボイス • イニシャライズ】 

VOICE INITialize 

initialize は 初期化す ると いう 意味。 これから 音色 バンク を 初 
期 化する こと。 



機 能 ) 音色 バンク を 初期化し ます。 



• 式 1 VOICE INIT [音色 番号] 



「使用例 



VOICE INIT 



VOICE INIT 10 



—すべての バ 色， 
ます。 

—ff 色 # 兮 10 の 音色 パラ メータ を 初期 状 想に 
します。 



： 解 nft 



• 



KM に-凇 の 色 バン ク をお JKH 状 ® に K : します。 （VOICE 文の 04x コマンド 

0~81) を fit' ぶした 垛 介 は その rtfc* りの, 'や 色 を、 桁定 しない 垛 介 はすべ ての 



ケ 
1 1 



；色を 初期 状 想に ^しま 



ssc (に^する^お は 初期化され ません。 

この コマ ン ドを^ 行す ると、 チャネル 1 〜3 の rtfe に は ftfc*''j o の rtfc が, され ま 

す。 

この コマ ン ドを' ii 行す ると、 VOICE 文で 使用した^ 色 川の IKScWfe! 列 は 解 枚され ます 
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VOICE LFO 



【ボイス • エル • エフ • 才ー】 



VOICE LFO 
LFO と は 音に 加え 
などの 効果 を 加えます 



こと c 音に ビブラート や トレモロ 



機 m) ビブラート や トレモロ などの 効果 を 加えます 



o 



害 式] VOICE LFO チャネル 番号 [, [波形 番号] [， [SYNC ディ レ 

イタ ィ厶] [，[速さ] し [ピッチ 変調 深さ （微調整)] 
[, [振幅変調 深さ （微調整)] [， ピッチ 変調 深さ 
(粗 調整)]]]]]] 



VOICE LFO 1, 4, 20， 1 



, 一 5， 1, 6 —チャネル 1 の^に ビ ブラ 

口 幼 Itt を 加えます。 



ト レモ 



[m 説〕 



チャネル 番号で 桁^した チヤ ネ、 ル から 出る M にビ ブラ— トゃ ト レモ 口な どの 幼 米 を 加え 

ます。 

波形 番号で ビブ ラー ト幼 * や ト レモ 口 幼 * の を 逸 びます。 
縱袖 は、 ビ ブラ— ト幼! ft の 波 S4(rt' 程） の ずれ、 ト レモ 口 幼 *： の 場 ィ H«WU''， W> 
の' &化 をお します。 



波形 



0 



波形 名称 



ノコ ギリ 波 




矩形 波 




2 三 



3 サン ブル & 
ホール ド 



4 ノコ ギリ 波 
ワン ショッ 
V 



ン 

ン ヨット 



'定 周期で ランダムに 変化。 
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•SYNC ディレイ タイム は、 i やの © り 始めと 幼! を かける タイ ミン グを ^定 します。 
く SYNC ディ レイ タイムに 0 を ^定 したと き〉 



発音 




く SYNC ディ レイ タイムに I を,, 5：'ぶ したと き〉 




さは、 幼^の かかる の^さ を 0〜16383 の IH1 の 数 W で ^'ぶします。 波形の W 波 钕 
は 次の 式で 求められます。 

^波 K= (速さ/ 1638 め X 1000/32 
• ピッチ 変 謂 深さ （》 誘 整) は、 ビ ブラ— トの かかる 深さ を S 定 します 0 (範州 ： -127^127) 
•JStWi が 人き いほ ど ビブ ラー 卜の かかる 深 さは 人き くな り、 れ の 数 を ^定す ると 波形が 反 
おします。 

• 振幅 変 M の 深さ （》H 螯） は、 トレモロ 効! ft のか かる 深さ を 決めます。 (範 IS ： -127-127) 
• KW( が 人き いほ ど トレモロ 幼 * のか かる 深さ は 人き く なり、 ft の 数 を, S 定 すると 波形が 

反転します。 

• ビ ツチ 変 謂の 深さ （粗 H 螯） は、 ビブラートの かかる 深さ を 人 まかに 決めます。 （紀^: 
0 〜は） 

• &侦が 大きい ほど ビブ ラ一 トの かかる S さは 人き くなります。 
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厂 プログラム 例 



100 f VOICE LFO 

HO • —- LFO 効果の 比 《 "- 

120 C し EAR ,&H9E00 

130 P し AY ALLOC 128 

140 PRINT "LFO 効果な し'' 

150 P し AY "T80»20Cr* 

160 FOR IrO TO 5 

170 PLAY "®20" 

180 PRINT "波形 » 号 - "； I 

190 VOICE LFO 1,1,1,800,127,127,15 

200 PLAY "T80C1 M 

210 FOR J=0 TO 200： NEXT J 

220 NEXT 
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ステー 卜メン 



VOICE REG 



【ボイス • レジスタ】 



VOICE REGistcr 

LSI の 投定を 紀》 してお く (レジスタ） に 僅 を投定 する こ 

と o 



機 能 】 サウンド 機能 を 制御す る LSI の レジスタに 俑を 直接 設定し ます 



0 



「省 式 1 VOICE REG レジスタ 番号， 出力 データ 



["使用例 1 VOICE REG &H0, 1 —レジスタ »サ 0 の レジスタに 1 を, 定 しま 

す。 



「解 説) • コンピュータに 內 されて いる、 サゥン ド馋 能を糾 御す る LSI の レジスタ 番号で 桁'ぷ し 

た レジスタ に 出力 デ一 タ を め: 接 《a'>ii します。 
• レジスタの 内お は 次のと おりです。 



レジスタ? fr ふ 


1 人 J if 


0 〜 「> 


S':JK 波 な凇 の IMiftSc を ひえます。 


6 


ノイズ 源の 1 職 数 を ひえます。 


7 


I/O ポー トの 人出 力 制御お よび «rt と ノ ィ ズの 出力 を！ W 御し ます。 


8 〜10 


I f W を WO します。 ft tk W 8P に は W 'ぷ f (ブ ログ フマ ブル） と 町 'k 1 f tk 
と が あ り ま す。 


1 ト 12 


"！' Sc の W 介の ェ ン ベロ一 ブの WKH をお j 御 します。 


13 


"I'Sc i\ ； の tti 介の ェ ン ベロー ブの 形状 を 桁^ します。 


1 ト 15 


8 ビプ トの汎 HI I/O ボー ト。 


33 


テスト ifi 報。 常に -0- の 状 馊 にして おきます。 


36〜38 


タイマー A と タイマー B のセ ッ ト時 1111 を' /えます。 


39 


タイマー A • B の 動作 を糾 御し ます。 加えて、 FM ゃ凇 SR3 チャネルの 

モ一 ドを 《s 定し ます。 


45-47 


人力 クロックの 分 W 数 を します。 FM お)！?: は 2 — 6 分周、 Si 形 波な 
ife? は ] 〜 4 分ん 1 H で" 


化〜 62 


デ チューン 係数と マルチ ブル を ^定 します。 


6 ト 78 


K 人出 カレ ベル をり-えます。 この 怙 報 は、 被 変^波の 変^波の 変 

桁 いになります。 



サウンド 馋能 253 



レジスタ * ふ 


内 "U 


80- 


94 


キー ホート レイ ト スケーリングと r タツ ク係 Etr ftx>t します o 


96- 


110 


ク' レノ び */' そ* -: ル, ■： 1 チ+ 

ァ ィ ケィ 係数 tra>t し ます。 


108- 


-126 


サス アイ ン係钕 tiiS'> ど します。 


128- 




サス アイ ノレ ベルと リ リース 係 Si を, ぶ 止します。 


144- 


-158 


エノへ ローブ i も の 形状 を^ 化します。 


160- 


-166 


^チャオ、 ルのパ • ft を 》X 《します 


168- 


-174 ！ 


Tm^t — 卜 し し だみ 汀の J チャオ、 ルび ） H fi:T To 


176- 


-178 


l *fl の iKW 装 ^ の と 4 つの i お の 接^ 係 を ^'ぶします。 



接 LSI の W 御に M 係して いる レジスタに 使 を狡定 する » に は、 十分 意して ください c 
特に 次の レジスタに は侦の ^ 定を 行わないで ください。 

33-39 
45—47 
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4. エラーメッセージ 



サゥン ド拡 令で は、 次の エラ一 メ ッ セージ をお ポ します: 



エラーメッセージ 


エラー メ ッ セージの 内容 (発生の 原因と 対策） 


Illegal function call 
» 法閱数 呼び出し 
5 


(PLAY AU.OC 文） 

61 W しょうと した ブレイ バッファの サイ ズの 介, 汁が 65535 (&HFFFF) を 
越えて います。 


Out of octave 
オクターブ 範囲 を 越えた 
134 


(PLAY X) 
います。 


Sound buffer not 

allocated 

133 


(VOICE, PLAY 文) 

ALLOC 义を' >i むせずに サウンド 拡 * 馋能を 使おうと しています。 


Sound buffer overtow 

ブレイ バッファの 不足 
132 


(PLAY 文） 

rt* データのお W 力 c »« した ブレイ バッフ /のお Jil を ® えてい ます。 



5. 音色 作りの ヒント 



fifc を 作る、 つまり rtfc パラ メータ を 決める 坳介， それぞれの パラ メ ータの 特徴 を 知って おく 
必 'おが あり ますつ ここで は， パラメータの^ 定 とそのお * と して 出力され る な の i«] 係が わかりにくい 

ものに ついて その WiK を^ Mil します。 

また、 初朋 状態で パンクに ^定 されて いる 色 パラメータ の^ ヒ を 紹介し ますので、 &色 作り 
の^^にして ください。 



サゥン m 能 



5.1 音色 パラメータの 特徴 

• セルフ -フィ 一 ドノく :/ ク 

• fl- の 锐さを 変化させます。 

• a^tt が 大きい ほど is い 音に な 力 ます。 
« コネクション 

[000, 001. 010. 011】 

• つの 裔色を 中心に して 苷に * 化 を 9 えます 0 
• 比較的 明るい 音に なり ます。 

• 中. 独の の rt'fc をれ: るのに 適した ^'ぶ です。 
【100】 

• 2 つの fl fc を 糾 み 介せ た &作 り が" f 能です。 

• のビ ツチ をず らして コーラス 幼お を 加えたり、 ま つたく a つた を *： ねな わせる こと もで きま 

す。 

[101, 110, ill] 

• 1ゾ みのある ^ちれいた ほ作 り に 《 した ^'4£ です。 

• ； a つた rvfc や、 少しずつ ビ ツチ を 'おえた を, r ね わせる ことができます。 

• アタック 係 »/ ディケイ 係 玖/ サス ティ ン讀" リース 係 サス ティン レベル 

• r の 丸み を' & 化させます。 

• 定 W 力 《 小さい ほど 丸み を W びた 人き いほ ど W るい i 1 ! になり ます。 



5.2 音色 パラメータの 例 

會 /、一 ブシコ 一 ド （rt'fcfty'o) 



第 2 i お^^ 


0 


1 


2 


3 


4 


0 


7X8 + 2 


0 


0 


0 


0 


1 


15 


21 


27 


21 


25 


2 


0 


27 


25 


26 


23 


3 


0 


9 


9 


9 


9 


4 


o 


15 


3 


15 


13 


r> 


0 


77 


97 


97 


127 


6 


0 


2 


3 


6 


2 


7 


0 


12 


15 




3 


8 


0 


3 


1 


一 4 


― 3 




0 


0 


0 


0 


0 



•I"/ みのある ^ を 作り やすい コネ、 クシ ョ ンを採 用 しています o 

• 3 は^、 12 は^、 15 倍 n を 組み合せ ています o 
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シン セ サイ ザ一 ベー ス < fTfc* ゆ 4 J 



'75 1 m 

'A> 1 <ぉ 》• \^ 


0 




2 


3 


4 


0 


4X8 + 0 


0 


0 


0 


0 


1 


15 


23 


24 


23 




2 


0 


25 


25 


25 


25 




0 7 7 7 
1 1 




4 


0 


12 


13 


14 


0 


5 


0 


97 


82 


107 


127 


j* 
o 


0 


2 


3 


2 


2 


7 


0 


6 




0 


] 


8 


0 


一 3 


3 


一 3 


3 


9 


0 


0 


0 


0 


0 



• 2 つの rtfc を *il み^せる コネ ノノシ ョ ンを «J|| しています。 
• セルフ' フィ一 ドバノ クを 無 幼に しています。 

- 次の «W»W に m 力す る «リ と、 終 的に 出力す る fit 兮で WHK 的な デ チューン 係 ft を してい ま 

to 

き パイブ オルガン UHWL iTfc*Vj-4) 



^\ め 1 if:'?: 


0 


1 


2 


3 


4 


0 


0X8 + 4 


11 


16 


13 


16 


i 


IS 


29 


29 


29 


29 


2 


0 


31 


31 


31 


31 


3 


0 


8 


9 


10 


10 


4 


0 


15 1 


15 


15 


15 


5 


0 


, 

97 


127 


97 


127 


6 


0 


2 


2 


2 


2 


7 


0 


8 


4 


0 


0 


8 


0 


一 1 


一 1 


一 2 


1 


9 


0 


0 


Q 


1 


0 



• 明るい^の 作り やすい コネ クシ 3 ンを 採用して います。 
'ビブラート 効 «、 トレモロ 効果 を 使って います。 

• 1/2 倍音 を 使って います 0 
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_B| メモリ スィッチ 

PC -286 シ リーズ は' お 源スィ ツチが オフの * 合で も、 バ/ ク ァ /ブ' お 池に よって デー 夕 をバッ ク 
アップし ている メモリ を W つてい ますつ これに システムの さまざまな tfi 钹を き 込んで 利 川して いる 
のが メモリ スィ プチです。 

メモリ スィ 7 チの 'ぉ史 はいつ 行っても 情い ません が、 メモリ スィ ツチの 内お は' お 源スィ ツチ を オン 

しため: 後に^ み 込まれます。 したがって、 メモリ スィッチ を した 後 は、 リセット を 行う 力、 呔 
'«凇 を w り、 W び' ぉ凇 を 人れ るよう にして ください。 また、 メモリ スィ/ チを' Ji する 垛合は ディノ 

ブス イッチ を ON にします。 SW2 巧が 0 ト 下の 場 介 は fc»B$ に システム^ 定 を^ ヒ します" 

メモリ スィ / チの' は 次の 力 法で 行う ことができます。 

(DH^ftOisk BASK; の ユー テ イリ ティ ディ スクの 中の ュ一 ティ リ ティ ソフト BM1':N し を 使 川する。 
(2»日 楊 Disk BASIC の《械 ^モニタ を 使用す る。 
メモリ スイッチの ft 々の^ 剂 はつぎのと おりです。 



♦ ^の见 方 




メモリ アドレス 


！ この メモリ スィ ツチ を 設定して いる メモリ 上の ァ ドレス 1 


システム 设 定僮 


PC-286 シリーズの 初期 «。 ディ ッ ブス ィ プチ SW2-5 が OFF のと 

き、 ^源 立ち上 に 設定す る 値です。 


m 


メモリ スィ ツチの 名称 


意味 


その ビットが 0、 1 のとき の 意味 を 81 明し ます。 


&HXXXX、 &HXX 


16進》 を 示します。 




258 メモ' ノス ゲノチ 



メモリ スィッチ SW1 

メモリ アドレス &HA3FE2 
システム^^ 砂： &il48(01001000) 

7 6 5 4 3 2 1 0 



了」 



^ 能 




，& 味 


XOX/XOFFWM 


0 


XONZXOFF«» を 行わない 




1 


XON/XOPF 制御 をむ う 


mm 


0 


常に I 


) にす る 


データ ビ ノトお 


1 


0 


7 ビプ ト 




1 


1 


8 ビ-ノ ト 


バリ テ < チュ / ク 


0 


なし 




I 


あ り 


パリ テ tmi 


0 


き ft バリ チイ 




1 




《リ ティ 


ス ト 广 ズビ， ト K 


0 


1 


1 ビプ ト 




1 


0 


1.5 ビ, ト 




I 


1 


2 ビ， ト 



□: システム M^iiWi 



urn) 

OPKN 义で jlfiU パラ メ 一 タ をれ Ift した^^ は、 この メモ リス イツ チで ffi^ 
した 儘が 用いられます * 
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(2) メモリ スィッチ SW2 

メモリ アドレス &HA3FE6 
システム^^ W( (00000101) 



7 6 5 4 3 2 1 0 



SI/SO 



0 



SI/SO お j 御 を 行わない 



m 能 


'さ： ^ 




0 


0 


0 


1 


75 bps 




0 


0 


1 


0 


150 bps 




0 


0 


1 


1 


300 bps 




0 


1 


0 


0 


600 bps 




0 


1 


0 


1 


1200bps 




0 


1 


1 


0 


2400bps 




0 


1 


1 


1 


4800bps 




I 


0 


0 


0 


9600bps 


H 本 ^シフ ト 1 


0 


KI-lB4Bh、 


KO= 


lB48h 


3 — ド 1 


1 


KI=IA70h, KO= 


lA71h 


受信 時の 復燔、 


0 


CR のみ 






改行 »作 




CR + LF 


«9 キ— 


0 


CR のみ 


押 ト^の 送出 コード 


1 


CR + LF 







si/so n» を 行う 




□： システム ^'/iiW 



通^ は open 文で は ^定 する こと はでき ません。 



260 メモ' ノス イッチ 



(3) メモリ スィッチ SW3 iiiiiiiiiiiiiii 

メモリ アドレス ト' E.'\ 
シ ス テム^お ffi: (00000100) 



ran 



7 6 5 4 3 2 1 0 







1 1 


















































W 能 


.* 味 














使用 可 * な 


0 


0 


0 


128K バイ ト 














メモリ Wft 


0 


0 


1 


256K バイ ト 
















0 


1 


0 


384K バイ ト 














0 


1 




512K バイ ト 














1 

• 


0 


0 


640K パイ ト 












数敏«算 プロ 

セ - / サの ftW 


o 


数 儘 演算 プロセッサ を 使用し ない 












(ァ ド バンス ト 

-T-— ドて 'Jtlftl 
1 、 KswOf 


！ 




洧算 プロ セク サ 使用す る 












&歸 プロ 

セプサ の 使用 


0 


»:«1«»ブロ セプサ を 使用し ない 












(ノーマル モー ド 

で Mfj) 


1 


算ブロ 七 -/ サ する 










纖， 


0 


常に 0 にす る 










* ち の 

テキス ト rtifii の 

だ 字の 色 


0 


白 








1 










人力 モ— ドで 

DKL コード 

受 f,iB，v»n; 


0 


DEL(7Fh、 FEh) コードと する 






1 


NUL(00h)3 


― ド とする 





□: システム, i^iiW 



Urn) 

• m\i ^能な メモリ お K は BASIC で 使坩で きる メモリの 人き さ を ^定 する 

ものです， ^'おは 640KB にして おきます。 

• SW3-3/4 は EPSON PC シ リ 一 ズで &f ぉ演 » プロ セ -' サを 使/ H すると き に 

1 にします。 

mm 

• PC-286U で 数 ffii'WW プロセッサ を^お したと き は CPU クロック を 8 
MHz にして ください。 

• 数 fifiiS» プロセッサ を 装^して いないと きに r 数 ffi 演筲 プロセッサ を 使 
用す る j に ^ 定し ないで ください。 
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(4) メモリ スィッチ SW4 

メモ 1 



ン 



&H001OOO' 



謹 lit 



PC-286U シリーズ は &IU)8<00001000) 



7 6 5 4 3 2 1 



馋 能 


な 味 


mm 


0 


常に 0 にす る 


mm 


0 


常に 0 にす る 


拡 *KOM 装 * 


0 


なし 


&HC8000- 
ト下 




あり 


1 ほ ROM«* 


o 


なし （サ ゥン ド機能 使 W しない） 


&MCKFKK 


I 

• 


あり （サ ゥン ド観 ttttW する) 


M< ROM Hk H 


0 


なし 


&l">:il 下 F 


1 


あり 


ROM %i 


0 


なし 


&m)r,n 下 


1 


あり 


&HCA000- 


0 


なし 




あり 


l£« ROM 


0 


なし 


JC'HCK000〜 
ト下 


1 


あり 



□ ： システム, ほ' 



この メモリ スィッチ は拡 * ボー ドを ％ れ したと きに 拡 * ボー ド 添付の ^叫 
» に « つて * 更 してく ださい 《 

PC-286U/US シリーズ は 本体^ * で サゥン ド《 能 を 持って いますので 
SW4-3 の システム^' は 1 になり ます。 サゥン ド « 能 を 使 W しない ttKt 

は、 Dip SW2-5 を ON にしてから、 SW4-3 を 0 にして、 BASK: を&動 します。 
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(5) メモリ スィッチ SW5 

メモ リ ァ ドレ ス 下 2 

シ ス テム^ « &HOI (00000001) 



7 6 5 4 3 2 10 



^ 能 


な 味 


« 甩すも ブリン 

- タ 


0 


PC- PR 201 シ リー 


ズ以 外の プリンタ 


1 


PC-PR201 ！ 


レリーズの プリンタ 


ドライブ ft りの 
噴位 指定 


0 


フ a 


ツビ 一 ディスク ドライブ— ハー ド ディスク ドライブ 

こ ドライブ 番号 を 割り当てる 




1 


ハ一 

0 顒 1 


ド ディスク ドライブ— フロッピーディスク ドライブ 

こ ド ライプ * 兮を M り 当てる 


ハー ト' ディ スク 


0 


使用す る 


r や 

、■ 


1 


tt« しない 


リビ— 


0 


白熏 1 


Sfi ハ- 


- ト, つ ビ— 




1 


カラ- 




、一 ド: 


コ ビー 


シ ス テ ム の ち 


0 


0 


0 


0 


フロッピーディスク ドライ ブ— ハー 

ド ディスク ドライブの w に サーチ 




0 


0 


1 


0 


640KB フロ, ビー ディスク ドライブ 
をヶち 1: けお？ T とする （他の 乂れ はぶ 
みに いかない） 




0 


1 


0 


0 


1MB フロプ ビ 一ディ スク ドライ ブを 
《ち 1'.げぉめ' とする （他の 乂 i ぼ は M もみ 
にいかない） 




1 


0 




0 


ハードディスク ドライブ 1 を な, ち 卜 
げ》« とする (他の 饯 R は^みに いか 
ない） 




1 


0 


1 


1 


ハ一 ド ディ スク ドライブ 2 をケち I. 
げ XiW とする （他の 乂 お は^みに いか 
なリ 



□: システム は^ゅ 



Wlfli, 、一 ドコ ビー は メモリ ス ィ ，チ SW64 が I で， POPR 系 カラ 一プリ 

ン タか 接^され ている 場ィ？ に カラーの | 由 irfri ハー ドコビ 一をと る ことができ 
ます、 
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(6) メモリ スィッチ SW 6 國國國 i 



メモリ アドレス 
シ ス テム^ 



ト、 F6 



6 5 4 3 2 1 0 

，一 



能 






U 


レ U *wX な 




U 


TP レ U (-T« 




0 


lit に 0 にす る 


w 械 ^ モニタの 


0 


使用し ない 


1 


使; I ，する 


1* き、— ド 

コビ— の 化, ル 

能 


0 


使 ffl しない 


1 




* 使 ,》| 


0 


常に 0 にす る 


mm 


Q 


常に 0 にす る 


mm | o 


| 常に 0 にす る 



n ： システム 》^iiW( 
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メモリ マップ 




アト レス 

0 

{"00600 



• III 



システム 1 リア (H り 込みへ リタ） 



BASIC ワーク エリ 尸 



フ r ィル パノフ 产 




一 Ol 



1000 



シス r ムス タック 



テー タスク フク 



ム- 



ほ纖 r< スク コート 



(b 



K«r< スクコ 一ト 
B»U 入；) 醻 R 

はな 



1 



A 



テキス ft グメン 卜 



テ ザ メブス イノ チ 3-6 お よび メモ 
リス イノ チ SW3-0, -1. *2, -3 
により 変化 



(1 



1|；1：1 



シンポ * チープ ル I リア 

で 

g FRE(0> 

^2 ^ 



■ew データ 



FREI3) 



T 



テ< スク： 》_ 卜 t! ク声ン 卜 
BASICKHM の r< メブス < ノ チウ 

メ t リス ィ /チの i»ir により s 化レ * 



シン * ル テ 一 プル 



KWr — タ 

セグメント 



上 



プ a グラム 



00： メモリ を 使用す る 力— l''"J 
FRE 閱 数で 求める 侦 




• 



CLEAR 文に より 変 « 可 ft な 領域 

CLEAR [[ダミー】 • [プログラム 領域】 , [スタック 領域】 , 

A B 
八の 初期^定 ユーザー メモリ の 大 fift:(&HA0000) 
B の 初期^定 512 バイ ト 

ディスク コー ドの 大きさに より 変化 



C 
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• ^セグメント ァ ドレス は、 次の ァ ドレス （セグメント &H0060 からの 才 フセッ ト） に 格納され てい 
ます。 

&H06A2: KM データ セグメント (c) 

&HM02 ： ユーザー メモリの 上 IB (e) 

&HU04 ： » 核 新 プログラム セグメ ン ト (d) 

&H1I0E: テキス トセ グメ ン ト （a> 

&IIM10 ： シン ホル テーブル セグメ ン ト <b) 

システム エリア 

^り 込みべ クタお よび 人出 カ糾 御の ワーク エリアと して 使用し ます。 



テキス 卜 セグメ 
BASIC ワーク エリア 



卜 



プログラム エリア 
システム スタック 
データ スタック 



BASIC ィ ンタ 一プリ タの ワーク エリアです。 

BASK: 動 ゆの- H 0W many files?- に？？ えた ft のフ ァ ィ ルバ/ フ ァ を 

Hlfi: します。 —つの フ ァ ィ ルバ ッ フ ァはフ ァ ィ ルぉ ii« ゾ u ノ ク （40 バ 

ィ ト> および ファイル バ- ノファ （256 パイ ト） から 構成され ます。 

BASIC プログラム を侪枘 する エリアです。 

BASIC インター プリ タが使 W する スタ ック エリアです。 

FOR 〜 N EXT X や GOSU B 文な ど BASIC プログラム を' お f / する^に 

fiiW する スタ/ ク エリアです。 文で 変! 11 する ことができます。 

BASK: 動 時の ^定は 512 バイ ト です。 



(2) ディスク コード セグメント 

II 小, iftDisk BASIC の システム プログラム （ディスク コー ド） を 口一 ド する エリアです。 システム ブ 
ログ ラムの 人き さは ディ ッブ スィッチ や メモリ スイッチの ffi により W- なります。 
(lltt* の システム プログラム ディスク コー ド) の 人き さは 24KB です。 

(2IH 水, ift 人力 (« 能の 人き さは 約 150KB です。 H+rift 入力 « 能 はュ— ティ リ ティ ソフト BMENU によ 

り 切り離す ことができます。 
に 川,;: * グラフ ィ 7 ク モード （ディ ッブ スィッチ SW ト 8 を ON) にす ると 約 人き くなります。 

も jifti ハ— ドコビ 一の拡 メモリ スィ， チ SW6-.1 を 1 ) に するとめ 6KB 人き くな り ます。 
( 51 機械 ^モニ タ を ^ 川 （メモ リス イノ チ を 1 > に すると 約 25KB 人き くなります。 
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(3) シンボル テーブル セグメント 



シンボル テ一 ブルエ リア シンボル テーブル セグメ ン ト^ 体の サイズ は 配列 変 敉 領域の 1« 械に 

より 変化し ます。 ただし、 64KB を 超す ことはありません。 

シンボル テーブル セグメ ン 卜に は ラベル、 数 も、 iiggt^ とその « 性、 
liffi 変 &の データお よび 文字^ 数の ス トリング ディスクリプタ を 格 
納 します。 

文 宇 格 納 ェ リア ストリング ディスク リ ブ タでポ す^ 際の 文 卞デー タを 格納し ま す。 



(4) 配列 データ セグメント 

SftWi^ 配列の データと 义' i: ゆ fid 列の ス ト リ ング ディ クス リブ タを 格納し ます。 'ぶ 際の 文卞列 は シン 
ボル テーブル セグメ ン トの文 'が II 格枘 エリアに 格納され ます。 

CLEAR 文で 人き さ を 史 する こと がで きます。 

1 つの rtd 列^ 数に ついて、 1 つの 七グメ ン ト ベース 力ぐ 別り あてられます。 1 つの rtd 列 変敉で 使 川す 

る 人き さが を 超える ことはありません。 しかし、 いくつかの 配 を ','(，i する ことにより、 
64KB を 超える 》ひ《 を 使 W する ことができます。 

(5) 機械語 プログラム セグメント 

basic インター プリ タが 使《! しない 独、 x した Sftwrc す。 この^^ に《«^* プログラム などの デー 

タを 格納し ます。 

CLEAR 文で 人き さ を 吸 It す る こと がで きます。 
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？ 文字コード 表 




、 一一 

、ビノ 
ビット \ 


ト 0 


1 




3 




5 


6 




0 






' 1 


0 


(" 


P 




1) 


I 






1 


1 


A 


Q 


a 


(1 


2 






一 


9 


n 


H 


1) 


r 


3 








3 


c 


s 


c 


s 


A 






$ 


A 


i) 


T 


(t 


I 


f) 






% 


5 


i- 


U 


e 


u 


(i 








G 




V 


f 


V 


1 


BEEP 




* 




(； 


w 




w 


8 


IIS 






8 


ii 


X 


h 




9 


TAB 






9 


i 


Y 


i 


y 


A 






* 


• 


J 


•/• 


j 




W 


HOME 


i-sc 


+ 




K 


I 


k 


1 


c 








< 


に 


Y 


1 


I 
i 


I) 










M 




m 








t 






N 




n 










1 


/ 




0 


o 





9 


••、 


B 


C 


！) 






丄 






9 


、 




へ 






ァ 


チ 


ム 






III 








i 


ッ 


メ 






が 






j 


ゥ 


7 


モ 






n 








L 
1 


ャ 




ii 






才 


ナ 


ュ 












ヲ 


力 1 


二 












Y 


キ 


ス 


ラ 




沙 


!_l 


1 才、 1 








n 


勺 




ノ 


ル 






し 






ハ 


レ 






J 




1 

サ 


ヒ 












ン 


フ 




〇 




卜 




ス 


へ 


ノ 








セ 


ホ 




/ 




ノ 




ソ 






\ 
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キー 機能 一覧表 




キャラ ク タ 3— K 
(咖 



財お する キー 操作 



I 



2 



3 



I 



5 



6 



7 



[ CTRL 1 



+ 



CTRL 



+ 



CTRL |+ 



CTRL 



卞 



CTRL 



CTRL 1+ 



f CTRL 



A 



^1 



C 



D 



ft 



[_HE し^ J キーと M じ 



力一 ソル を 1 つ irt の^^のん yft へ は 勑 



r stop i キーと 卜] じ 



力— 



力— ソルの ある fr を fiim: 



力— 



I へ^ 動 



スピーカ を めら す 



[ CTRL 



H 



バ マ ク スペース <BS» 



a 



CTRL 1+ 



水平タブ UIT) 



10 



[ CTRL J + 



J J 



ライン フ ド （ぽ） 



11 



13 



CTRL J * 



力一 ソル を ホーム ボジシ ，ンへ は ^ 



CTRL 
CTRL 



M 



キ スト クリァ 



M 




し CTRL )+ I N J 


力一 ソ ルを 次の' の; tvfi へ は W 


lf» 


【 CTRL )+ [ O ] 


rtrfri/i 小の き, 幼/も' 幼 を W り 換える 


17 


LpTR し」 + し 0 】 


カーソル を む の Styfl へ 移》 


18 


( CTRL )+ R ) 


W 人モ一 ドに 人る、 人モ— ド を^け る 


19 


CTRL ]+ ( S ] 


A 小 を i»«fih する 


21 


CTRL J+ [ U J 


力一 ソ ルの あるむ を キャンセル 


2'1 


( CTRL )+ X ) 


カー ソ ルを むの ttf もへ は 動 


20 


[ CTRL 卜 【 Z 1 


カーソルから Witt 終りまで ffli;' 


28 




力一 ソ ル をん へ は « 


29 




力一 ソ ル を/，: へ はれ 


30 


( ♦ ) 


カーソル を 1. へ は » 


1 I ♦ ) 


力 —ソ ルを ト' へ は #j 
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kpson pc シ リーズに sdi む:^ » プロセッサ を％« する ことによ り 次の &ゃ の^む 速度 を 速める 
ことができます。 (単精度 *»， » 精度 *»演» とも *>rj 

'(べき *>、 ATN, COS, EXP, UX;、 SIN、 SQR, TAN 

なお、 四训 i'AW は Si 速 化しません。 

^^iiiiW プロセッサ を 取り付けた 埸合 は、 メモリ スィ /チの W も 変 01 してく ださい。 

1 . 数 储 演算 プロセッサの 取り付け 方法 

ft KPSON PC シ リーズの ユーザーズ マニュアルの r StW(i'«tt ブロ 七ノサ j の'' ？: をお 照して く たさい 



2. メモリ スィッチの 変更 



メモ リス イツ チ 


な 味 


SVV3-3 


ブロ の 使用 

(ァ ド バンス ド モー ド> 


0 


ブロ七 プサを 使 W しない 


1 


プロ セッ サを 使〗 II する 




数 算ブ の 使 用 
(ノーマル モー ド） 


0 


数 プロセッサ を 使 ffl しない 


1 


» 值演 W プロ セプサ * 使 ffl する 


SW3-5 


お tt: プロ 七/ サの クロ / ク^ 


0 


10MHz(PC286SEP または PCSEP2) 


1 


8 MHz 



• PC-286L/LE シ リ 一 ズ では J^rf (お m プロセッサ を 使 W する こ と はでき ません. 

• PC-2861' シ リーズで は， ノーマル モー ド のみです。 
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INI リ^ & によ り、 キー ボー ドの押 ト' 状 ffi を^べ る ことができます。 キ 一スキャンの ボ一 ト アドレス 
は 16 進钕で &出:(） から &WEC です それぞれの ボー ト で^べ る ことので きる キー は 次の;!! i りです。 
注意： この スキャン コ一 ドは bask; システムが 作成して いるもので、 他の システムで この ボー トか 

らキ一 を 押ド状 S を, M ベる こと はでき ません。 
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例えば ほ INT liEX$(lNP(&HEO)) を^むして お^する (から、 押してい るキ一 を^べ る ことが で 
きます。 

例 CSL 3 ： WHILE 一 1 ： LOCATE 0， 0 ： PRINT HEX$(INP(&HE0)) ： WEND 〔 



&HFE《2 進数で 11111111) 

&IIFE(llinilO) 

&HFD(11111101) 

&IIFB(11I11011) 

&IIF7(11110I11) 

&IIKF(11101111) 




どの キ一 も 押してい ない 

I o 1 を 押してい る、 

[ y 1 を 押してい る。 

1 2 1 を 押してい る， 

I 3 ] を 押してい る c 

[ < 1 を 押してい る。 

[ 5 ] を 押してい る。 
1 6 1 を 押してい^ 

I 7 1 を 押してい る。 



2 fW の キー を こ 押してい る ^介 は、 2 つの ビットが 0 になります。 例えば 〔 1 I と 
2 J のキ— を M 時に 押せば お^は &HF9(mil00l) になり ます。 
また、 すべての キーの 状 ffi は、 次のようにして お ベる ことができます。 

CSL 3 ： WHILE 一 1 ： LOCATE 0, 0 ： FOR l = &HE0 TO &HEC ： PRINT HEXS(INP(I)) ： 



NEXT ： WEND I ] 
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引 



【数字】 

10進 数 25 

10 進 表 記 25 

25 

Li 

W 進农 Si の 文字列 HEX$ 

1 バイ ト 文字 22, 87 

20MB ハ— ド ディ スク 15 

2 バイ ト文卞 22, 87 

2 バイ ト 文字の 全角 文字 87 

2 バイ ト 文字の 半角 文字 87 

4096 色 中 16 色モ一 ド 92, 99 

4096 色 中 8 色 モー ド 92, 99 

ハ一 ド ディ スク 16 

8 色 中 8 色モ— ド 92. 99 

SJBft 26 

8 進 *紀 26 

8 道 表 32 の 文字列 OCTS 

【英字】 

A 《機 H» モニタ) 115 

AND 32 

BASIC の 起動 5, 15 

BASIC の 終 r 6 

BASIC の 文法 2】 

BTKRM 166, 

bmtMiu *bkp 

bmenu *cpy 166 

bmenu *dcd 166 

bmenu *dcj 166 

bmenu *dcr 166 

bmenu *cnt 166 

bmenu *fmt 166 

bmenu *hdb 166 



bmenu *hdm 166 

bmenu * mkf 166 

BMENU 166 

bmenu 166 

BMENU . AUT 

BMENU . BKP 

BMENU . CPY 166 

BMENU - DC1 166 

BMKNU . DC2 166 

BMKM' . DCM 166 

BMKNT . FMT 

BMENU , HCP 

BMENU , 國 

BMKNU , MKF 

BMENU . SKT 166 

BMENl' ， SSW 166 

BMENU . ZPD 166 

BMENU • ZPM 166 

C (機 *W» モニタ) 116 

CR コー ド 79 

CTK し + A(ffi 械 モニタ > 122 

CTKL + B (機械 "な モニタ） 122 

CTRL + D (艱^ モニタ） 122 

CTKL + P(WI 械 ^モニタ） 124 

CTRL+R (機械 tt モニタ) 123 

CTKL + \V(» 械 ^モニタ） 123 

D(t?IW^ モニタ） 116 

E(tS 械^ モニタ） 117 

egbdic.man 71 

egbdicusr 71 

egzipm.dic 71 

eKzipu.dic 71 

EQV 33 



^1 273 



F (機械^ モニタ） 117 

FAT 156 

G (機械^ モニタ） 118 

HE し P キー 42 

HELP キ —(機械 親 モニタ) 122 

How many files?(0-15) 5, 78 

1( 機械 ffi モニタ) 118 

ID 部 159 

IMP 33 

JIS 漢字 コ— ド 47, 57 

ki コード m 

KO コード 136 

L (機械 モニタ) 118 

LF コード 80 

MOD 30 

M (機械 » モニタ) 119 

mouse* cod 138 

NOT 32 



User identifier lo. 15u 

userfo. nt 90, 194 

X«Mt» モ ユタ) 121 

XON/XOFF 制御 109 

XOR 33 

【あ】 

アスキー 形式 13 

ffMKm 13 

アツ ブロード 207 

ァ ロケ一 シ ョ ンテ一 ブル 198 

インタ 一ブリダ 3 

ウイ ン ドウ 95 

ウォーム スター ト 6 

字 人力 モ— ド 35 

エディット モード （スクリーン エディタ） … 42 

エディタ モード （ilHi ユーティリティ） …… 42 

エラ一 12 

エラー コー ド 12 

エラー メ ッ セージ 12 

» 算子 30 

»算 子の « 先 順位 34 



ほ モニタ） 119 

OR 32 

P (機械^ モニタ） 120 

RS232C インターフェイス 106 

S (機械 銪 モニタ) 

SI/S0 制御 

STEP 98 

SYSSET. 220 



才一 トス ター ト 19 

オート スター ト の设定 197 

才ー トス タ一 トコ マン ド 160 

オーブン 

才フセ ノト アドレス 

【か】 

書き込み 禁止 155, 

拡張 フォー マフ ト 16, 

カーソル 88 

カタ カナ 人力 モー ド 36 
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S の S 換 28 

«苴 言 27 

g 宜雷 文字 27 

かな 漢字変換 方式 46 

かな 人力 50 

ゆ iifti ハ— ド コビ— 103 

两面 ハード コビ 一機 ま の 拡張 104 

カラー コード 99 

カラー コビ一 104 

カラー モー ド （グラフィック 99 

カラー モー ド （テキス ト B 面) 91 

？ R 文字列 26 

カレンダ H お I DAT お, TIMES 
1«1 係 «算 式 I 

コ— ド 47 

隱 33 

問 接 人力 モー ド 48 

龍 モー ド 12 

«5 31 

M 械 IH 3, 125 

« 械, ift モニタ Ill 

櫬 铖新モ エタ モ一 ド 111 

ほ械ミ 8 プログラム 125 

iki リ 人力 57 

キ一 スキャン コード 271 

キーボード 35 

キャラ ク タゅは 90 

境界 色 99 

む At ひ 21 

クラスタ 156 

グラフィック 1 由 iifd 92 

グラフ ィ ッ ク 人力 モー ド 36 

W 解 像 ディスプレイ 92 

^解 像 モー ド 93 

コー ド 入力 方式 47 

コ マン ド 12 

コン トロール コ一 ド 22, 89 



【さ】 

お 終 参照 座標 98 

^小 システムの 作成 220 

サゥン ド提能 225 

サ一 フェイス 153 

»術 濱 » 式 30 

S 標 90， 95 

シーケンシャル ファイル 79 

tt 害 学 S 機 徒 62 

»tt 形式 26 

システム ディ スク 4 

システム ディスクの バックアップ 9 

システム ディスク 作成 171 

システム プログラム 4 

システム « 定爐 258 

* 行文 21 

の 135 

吱セ データ 109 

受信 バッファ 109 

白黒 モード （グラフ ィ プク W 面) 99 

白 JB モード (テキスト 画面) 91 

R 31 

^ 30 

» 字の «換 59 

^ザめ: i" お ^ブ u 七 y サ 270 

ft 僮 定数 25 

数 伸: の 比 敉 31 

ft 儘 麦 数 27 

スクリーン エディ タ 40 

スクリーン 96 

ス クロ一 ルバ "ノ ファ 参照 モード U 

スクロール 領域 88 

スタック 266 

スター ト アツ ブブロ グラム 17 

ステー トメ ント に 

ストップビット 108 

制御 文字 22 

整数 25 
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整数の « 余 (余り) 31 
整数の 除 » 31 
整数の 範囲 25 

セクタ は 3 

セグメ ン ト アドレス 125 

絶対 座標 形式 98 

セ―ブ 13 

&角 文字 89 
前 ft 色 91. 99 

相纣 座標 形式 98 

m- 28 

属性 (ディスク) 160 

« 性 （ファイル) は 5 

【た】 

ター ミナ ル モー ド 200 

ft 入 27 

ダイレク トモ 一 ド 12 

ダウンロード 206 

m^S-M 58 
» 精 26 

21 

め: 接 人力 モード 48 

ift 接 モー ド 12 

通侰回 » 106 

通 侰 バラ メータ 106 

通信 パラメータ 設定 216 

ilfi^ ュ一 ティ リ ティ 200 

>E» 25 

ディスクの バックアップ 168 

ディスクの フ t ィル 管理 153 

ディ スクの フォー マツ ト 8. 153 

ディスプレイ 座標 95 

ディ プ ブス ィ ツチ 20 

ディ ッ ブス ィ ツチ SW1-8 20 



ディレクトリ 154 

テキスト 画 画 87 

データ ディスク 作成 170 

データの 内 造 133 

デー タビ- ノト 108 

デバイス 名 75 

H 時に オーブン する ファイルの 数 78 
I' 様 33 

ffi» 単 Ift の 62 

特殊 キー 37 
特殊 文字 23 
トラ， ク 153 

ドライブ ft リ 7， 74 
【な】 

H 冬 dft Disk BASIC システム ディスク 4 

\\^,t\ Disk BASIC ユー テ イリ ティ ディスク 4 

日本 * 入力 46 

日本 3ft 人力の 環«»6 183 

日本^ 人力 モード 36 

日本 》 文字列の 構 ffl 136 

ヌル ストリング 26 

【は】 

1ほ 色 91. 99 

(ftffKXft 26 
排他的 A 理和 33 

バイナリー 形式 13 

き 28 

28 

配列 変数 領域 267 

バグ ク ァプブ 9, 18 

バフ ク グランド カラー 91, 99 

ハー ドコ ビー 103 

ハー ド ディ スク は 

ハードディスクの フォーマット 172, 176 

パリティ ビット 108 

パレ ト 99 
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バ レツ ト番分 99 

半 ft 文字 89 

非 * 行文 21 

fiiii 32 

ビュー ボ— ト 95 

tt 画 ページ 94 

IR 示 ページ 94 

» 準 ディ ス ブレイ 92 

» 準フ *— マツ ト 15, 158 

ビュー ボ— ト 95 

ファイル 74 

ノ 7 ィル jh メど】 74 

フ アイ ルの オーブン 76 

ファイルのお 78 

フ アイ ルのク ローズ 77 

フ アイ ルのコ ビー 175 

フ アイ ルのバ プ ク ァ 、,, ブ 18, 177 

フ アイ ルのリ ストア 18, 178 

ファイル^ 75 

ファイル 名 拡張' y 75 

フ アイ クレ ノくッ フ ァ 77 

ファイル 香 妙 77 

ファン クシ；！ ンキ一 37 

フォアグラ ン ド カラー 91， 99 

フォー マツ ト 8, 15 

数 21 

物 ^フォー マノ ト は 

プリ ン タ 103 

ブ ロテク ト形式 13, 155 

プログラム 21 

プログラムの セーブ |3 

プログラムの 実行 14 

プログラムの 口一 ド 1 4 

プログラム モ一 ド 12 

ブ ロテク ト セーブ 13 

ぺ一 ジブ リ ン タ 105 

ページ プリンタでの I 由 jlfij ハード コビ一 '-… 199 



27 

名 27 

^ 33 

ボーダー カラ一 91 

【ま】 

マウス 138 

マウス ドライバ 1 38 

マルチ ステー トメ ント 21 

メモリ スィ ノ チ 258 

メモリ スィッチの も;! li 178 

メモリ マ'/ ブ 265 

文 卞コ— ド 22 

文字 コー K* 268 

文字 式 34 

文字 定 «： 26 

文卞の 色 91 

文字列 26 

*： 宇 列の 比 « 32 

文字列の a« 34 

【や】 

ュ— ザ—^ ft 34 

ユーザ— 識別お 16, 156 

ユーザ— » 害の一！: 出力 190 

ユーザー W# の 結合 187 

ユーザ— Sf 害の 再編成 189 

ユーザ— 定 It 文字 90 

ユーザーお 義文卞 の 作成 194, KPLOAD 

ユー ティ リ ティ ソフ ト 165 

« 便 番ゅ辞 寄への 登録 192 

ft 便 *V 変換 58 



賴 277 



mm 28 

【ら】 

ラベル 21 

ランダム ファイル 82 

ランダム ファイル バッファ 84 

リストア 18 

リセット 6 
リ トラ クト 17. CLOSE 

8 咖保 は 

レコード サイズ 83 

レコー ド番妙 83 



【記号】 

+ 30 

― 30 

* 30 

/ 30 

• 30 

Y 30 

- 31 

> 31 

< 31 

<>. >< 31 

> =. => 31 

<=, =< 31 

&H(&h) 25 

& (AO, &o) 26 



D 
D 
D 



K H 

マ 字/かな 69 

マ 卞人乃 50 

32 

32 

一 マツ ト は 
32 



M 

ワール KffiW 95 

ページ 中の 英字 <HEX$, OCT$ など） は EJ 本 St Disk BASIC リファレンス マニュアル 中の <S 当 ステ一 ト 
メ ン トをポ します。 これらの ^^について は リファ レンス マニュアル を^ 照して ください。 
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